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第134図　第532号住居跡・出土遺物実測図
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j　　；　　】

床　はぼ平坦で，全体的によく踏み固められている。

竃　北壁中央部に砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで80cm，両袖部幅100cmである。

火床部は，床面を約10cm掘りくぼめており，赤変硬化している。天井部は確認できなかった。袖部は良好に

遺存している。両袖部の内側は，火を受けて赤変硬化しゴツゴツしている。煙道は火床面から急な傾斜で立

ち上がる。第2層から土師器片が多量に出土している。

竃土層解説
1褐　色　ローム粒子・砂粒多量
2　褐　色　焼土粒子・褐色土中量
3　赤橙色　焼土中ブロック・砂粒多量

4　灰褐色　焼土粒子少量，炭化粒子微量，軟らかい
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ピット　南壁際にあるPlは長径20cm，短径10cmの楕円形で，深さ16cmである。位置的に出入り口施設に伴う

ピットと考えられる。

覆土　7層からなる。各層にロームブロックを含み，人為堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量，炭化粒子微量
2　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，ローム中・小ブロック微量，軟らかい
3　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，軟らかい

4　灰褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量
5　褐　色　ローム中・小ブロック少量，炭化粒子微量
6　褐　色　ローム中・小ブロック多量，焼土粒子少量
7　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

遺物　土師器片176点，須恵器片45点が出土している。第134図1の須恵器高台付杯は正位で南壁際の覆土下層

から，2の土師器饗は遺構確認面から出土している。覆土中から出土した3の須恵器甑口縁部片，4の須恵

器整体部片は，ともに外面に横位の平行叩きが施されている。

所見　本跡では，壁溝が確認されなかった。時期は，出土遺物から判断して8世紀後葉と考えられる。重複し

ている第12号掘立柱建物跡より古い。

第532号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （C皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第134図 高 台 付 杯 A　 15．4 体部 か ら口緑 部 一部欠 損。 平底 底 部回転 へ ラ切 り後 ナ デ。 高台 砂粒 ・・雲母 ・小石 P 702 0　　　 70 ％

1 B　　 5 9 で高台が付 く。 体部 は外 傾 して 貼 り付 け後ナ デ。 体部 外面 下端 黄褐色 P L 6 5

須　 恵　 器 D　　 9．0 立 ち上 が り， 口緑 部は やや外 反 回転へ ラ削 り。体 部 か ら口緑部 普通 南壁 際覆土下層

E　 －1．0 す る。 内 ・外面 ロクロナデ。

2

嚢

土　 師　 器

A ［2 7．0］ 口緑部片 。 頚部 で くびれ， 口緑 口緑 部内 ・外面 横 ナデ。 輪 積み 砂粒 ・雲母 ・石英 ・ P 7 02 1　　　 5 ％

B （5．5） 部 は外 反す る。 口唇 部 は上方 に

つ まみ上 げる。

痕 。 赤色粒子

にぷい褐色

普通

遺構確 認面

第534号住居跡（第82・135図）

位置　調査7区西部，Mllfl区。

重複関係　北西部が第533号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　一辺［2．8］mの方形と推定される。

主軸方向　N－1240－E

壁　遺存状態は悪く，南西壁の立ち上がりのみが確認できた。壁高は5cmであ

三二二三＝一一≡了

0　　　　　　　　　　　　10cm

［－　　　；　　　＿＿＿」

第135図　第534号住居
跡出土遺物
実測図

る。

壁溝　南西壁下で確認された。上幅10～17cm，下幅4cm，深さ6cmで，断面形はU字形をしている。

床　はぼ平坦で，全体的によく踏み固められている。

竃　南東壁中央部に構築されている。撹乱を受けているため火床部しか確認できなかった。火床部は床面を約

5cm掘りくぼめており，赤変硬化している。

覆土　単一層である。土層解説は，第533号住居跡の中で記述した。

遺物　土師器片58点，須恵器片4点，礫1点が出土している。第135図1の須恵器杯は西部の床面から出土し

ている。
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所見　本跡では，ピットは確認できなかった。覆土が薄いため壁の立ち上がりが確認できなかった部分は，床

質から規模と平面形を推定した。時期は，出土遺物から判断して9世紀と考えられる。重複している第533

号住居跡より新しい。

第534号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第135図 杯

須　 恵　 器

B （2．2） 底部から休部下端にかけての破 底部一方向のへラ削 り。体部下 砂粒 ・雲母 ・白色 P 7035　　 10 ％

1 C ［8．0］ 片。平底。体部は外傾して立ち

上がる。

端手持ちへラ削 り。 粒子

灰黄色　 普通

西部床面

第535号住居跡（第136～138図）

位置　調査7区中央部，Mllg4区。

重複関係　東部が第558号住居跡を掘り込み，第18号井戸に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸3．65m，短軸3．40mの方形である。

主軸方向　N－860－E

壁　壁高は56～60cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　全周している。規模は上幅27～10cm，下幅4～10cm，深さ7～10cmで，断面形はU字形をしている。

床　はぼ平坦で，全体的によく踏み固められている。

竃　東壁のやや南寄りに砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで100cm，両袖部幅120cmで

ある。第3層の下面が赤変硬化しゴツゴツしているため，火床部と考えられる。火床部は床面を約8cm掘り

くぼめている。天井部の一部は遣存している。袖部は良好に遣存している。両袖部の内側は，火を受けて赤

変硬化しゴツゴツしている。煙道は火床面から急な傾斜で立ち上がる。覆土から多量の土師器片が出土して

いる。

竃土層解説

1暗　褐　色　砂粒多量，焼土粒子中量，軟らかい
2　暗　褐　色　褐色土中量，焼土粒子少量
3　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子中量，砂粒少量，ゴツゴツしている
4　暗赤　褐色　焼土粒子多量

5　暗赤　褐色　焼土粒子多量，炭化粒子少量

ピット　2か所（Pl・P2）。北東コーナーにあるPlは径20cmの円形で，深さ20cmであり，規模と配置から

主柱穴と考えられる。南壁際にあるP2は径20cmの円形で，深さ22cmである。位置的に出入り口施設に伴う

ピットと考えられる。

覆土　7層からなり，堆積状況から人為堆積と考えられる。第3層から土師器片が多量に出土している。第7

層は砂粒を多量に含んでいるため，竃の一部が流れ込んだものと考えられる。

土層解説

1　暗褐色

2　暗褐色

3　暗褐色

4　暗褐色

5　暗褐色

6　暗褐色

7　暗褐色

ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量，炭化粒子微量
ローム粒子・炭化粒子少量，軟らかい
ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，軟らかい

ローム小ブロック少量
粘土ブロック中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
焼土粒子・炭化粒子少量
砂粒多量，焼土粒子・炭化粒子中量

遺物　土師器片236点，須恵器片92点，鉄製品（刀子）1点が出土している。第138図1の須恵器杯は正位で，

3の須恵器杯は逆位で竃南側の床面から出土している。1の側面に「智福」と墨書されている。2の須恵器

杯は覆土下層から，4の須恵器杯は中央部からやや北側の覆土中層から，5と6の須恵器高台付杯は逆位で
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第136図　第535・557・558号住居跡実測図（1）
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第137図　第535・557・558号住居跡実測図（2）
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第138図　第535号住居跡出土遺物実測図
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南壁際の床面から，7の刀子は西壁際の床面から出土している。8から10は覆土中から出土している。8の

須恵器壷体部片は，外面に縦位の平行叩き後，沈線を施している。9の須恵器聾体部片は，外面に斜位の平

行叩きが施されている。10の土師器聾底部片には，底部に木葉痕が認められる。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して9世紀と考えられる。重複している第558号住居跡より新しく，

第18号井戸より古い。

第535号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 13 8図 ゴ不

須　 恵　 器

A　 13．5 口縁部一部 欠損 。平 底。 体 部 か 底部へ ラ削 り。 体 部外 面下端 手 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 7 03 6　　　 90 ％

1 B　　 4．4 ら口緑部は外傾 して立 ち上 が る。 持 ちへ ラ削 り。 体 部か ら口縁 部 石英　 灰色 P L 6 7　墨書 「智

C　　 6．2 内 ・外面 ロクロナデ。 普通 福」　 竃南側床面

2

杯

須　 恵　 器

A　 13．3 体部か ら口緑 部一部欠損 。 平底 。 底部へ ラ切 り。 体 部外面 下端 手 砂粒 ・雲母 ・小石 ・ P 70 3 7　　　 80＿％

B　　 4．1 体部か ら口緑 部 は外傾 して立 ち 持 ちへ ラ削 り。 体 部か ら口縁 部 白色粒子 P L 6 7

C　　 7．4 上がる。 内 ・外面 ロクロナデ。 黄灰色　 普通 覆土下層

3

杯

須　 恵　 器

A ［12．4］ 底部か ら口縁部 にか けての破 片 。 底部へ ラ削 り後 ナデ。 体 部外 面 砂粒 ・雲母 ・長石 P 70 38　　　 50 ％

B　　 4．4 平底 。体部 は内攣気味 に外傾 し， 下端手持 ちへ ラ削 り。 体 部か ら 灰 白色 P L 67

C ［7．0］ 口緑 部は外傾す る。 口緑部内 ・外面ロクロナデ。 普通 竃南側床面

4

杯

須　 恵　 器

A　 13．6 体部 か ら口綾部一部残存 。平 底。 底部へ ラ削 り。体 部外 面 下端手 砂粒 ・小石 ・長石 P 70 39　　　 50 ％

B　　 4．6 体 部か ら口緑 部 は外 傾 して立 ち 持ちへ ラ削 り。体 部 か ら口緑部 灰黄色 覆土中層

C　　 7．0 上がる。 内 ・外面ロ クロナデ。 普通

5

高 台 付 杯

須　 恵　 器

A　 15．8 体部 か ら口緑部 一部 欠損。 平 底 底部 回転へ ラ削 り後 高台貼 り付 砂粒 ・雲母 ・長石 P 70 40　　　 80 ％

B　　 7．4 で高台 が付 く。 体 部か ら口綾 部 け。体部外 面下端 回転 へ ラ削 り。 褐色 P L 67

D　　 7．6

E　 l．6

は外傾 して立 ち上が る。 体部か ら口緑 部 内 ・外 面 ロ クロ

ナデ。

普通 南壁際床面

6

高 台 付 杯

須　 恵　 器

A　 1 6．9 体部 口緑 部一部 欠損 。 平底 。 高 底部回転 へ ラ削 り後 ナ デ。 高台 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 704 1　　 8 0 ％

B　　 7．1 台 は 「ハ」 の字状 に 開 く。 体 部 貼 り付 け後 ナ デ。 体部 か ら口緑 白色粒子 P L 67

D　 l l．4

E　 l．5

か ら口緑 部 は外 傾 して立 ち上 が

る。

部内 ・外面 ロクロナデ。 灰色

普通

南壁 際床 面

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考
長さ （cm） 幅 （cm） 厚さ （cm） 重量 （g ）

7 刀　　　 子 （15．8） 1．5 0．4～0．5 （34．0） 西壁際床面 M 7002　　　　　　　　　　　　　　 P L 67

第536A号住居跡（第85・86・139図）

位置　調査7区中央部，Mlle2区。

重複関係　東側部分が第536B号住居跡に掘り込まれ，第538A・538B号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸2．50m，短軸［2．4］mの方形と推定される。

主軸方向　N－650－W

壁　東壁は確認できなかった。壁高は約7cmで，外傾して立ち上がる。

床　東側部分は撹乱を受けているが，それ以外は平坦でよぐ踏み固められている。

竃　西壁のやや北寄りに砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで100cm，両袖部幅95cmで

ある。火床部は床面を約7cm掘りくぼめており，赤変硬化している。天井部は確認できなかった。神都は良

好に遺存している。煙道は火床面から緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
1暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・焼土中ブロック中量，砂粒少量
2　暗赤褐色　ローム小ブロック・焼土粒子中量，炭化粒子少量
3　暗赤褐色　焼土粒子微量

4　暗赤褐色　焼土粒子中量
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第139図　第536A号住居跡出土遺物実測図

ゝも
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覆土　単一層である。覆土が薄いた軌堆積状況は確認できなかった0

土層解説
1褐色ローム小ブロック・ローム粒子少量・炭化粒子徴量

遺物土師器片130点，須恵器片7点，鉄製品（紡錘車）1点，酎点が出土している0図示した土器はいず

れも土師器である。第139図1の杯と4の紡錘車は南東部の床面から，2の高台付杯は逆位で西壁際の床面

から，3の賓は竃両袖部から出土している。覆土中から出土した5から7は皿底部片で，いずれも底部回

転糸切りである。

所見本跡では，壁溝とピットは確認できなかった0時期は，出土遺物から判断して10世紀と考えられる0重

複している第536B号住居跡より古く，第538A・538B号住居跡より新しい0

第536A号住居跡出土遺物観察表

図版番号

第 13 9図

i －l 器　 形　 の　 特　 徴

ロ緑部一 部欠損 。 平底 。 体部 は
立

手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

器　　 種

杯

計測値 （cm）

A　 lO．4

底部へ ラ削 り後ナ デ。 体部 か ら

よ　立　　 ロ クロナ ‾や　 内面丁

砂粒 ・長石

にぷい橙色 （外面）

P 70 42　　　 8 0 ％

P L 67
1

土　 師　 器

B　　 3．4

C　　 4．8

内攣気 味に止 ち上が り，口緑 郡は

や や外 反す る。

ロ緑郎外 面　　　　 ア ，

寧なヘ ラ磨 き。内面黒色処理。

普通 南東部床面

P 7 04 3　　　 40 ％

2

高 台 付 杯 B （3 7） 高台郡か ら体部 にかけての破 片 。
底部回転へラ削 り後ナデ。高 台貼 砂粒 ・長石 ・小石

D　　 7．2 高台は 「ハ」 の字状 に開 く。 体
り付け後ナデ。体郡外面横ナデ， 橙 色 （外面）

並’

西壁 際床 面

土　 師　 器 E　 l．2 郡は内攣気 味に立ち上が る。 内面丁寧なヘ ラ磨 き。内面赤彩。 日通

P 7 0 44　　　 5 ％

3

襲

土　 師　 器

A ［14 4］ 休部上 位か ら口緑 部 にか けて の 休部外 面ナ デ， 内面 へ ラナ デ。
砂粒 ・雲母 ・長石

B （6．8）
ロ
破片。頚 部 で くびれ， 口縁 部 は

外反する。

口縁 部内 ・外面横 ナデ。 橙色

普通

奄南袖部

図版番号 種　　 別

計　　　　 測　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　　 考

径 （ ） 厚 さ （cm） 孔径 （cm ） 重量 （g ）

イ　　　 cm
南東部床面 M 700 3　　　　　　　　　　 P L 6 7

4 紡　 錘　 車 5．1 0．3 0．5 1 3．0

－205－



第537号住居跡（第140図）

位置　調査7区中央部，Mlld2区。

規模と平面形　長軸2・95m，短軸2．75mの方形である。

主軸方向　N－340－W

壁　壁高は約12cmで，外債して立ち上がる。

床　はぼ平坦である。中央部から西側にかけて，よく踏み固められている。

竃　北壁中央部に砂質粘土で構築されている0東袖部は，撹乱を受けているため確認できなかった。規模は，

焚口部から煙道部まで60cmである0天井部は崩落しており，第1層と第3層が崩落土と考えられる。火床部

は赤変硬化している。煙道は火床面から急な傾斜で立ち上がる。

竃土層解説

1暗褐色　焼土粒子多量，砂粒少量
2　褐　色　ローム粒子微量
3　暗褐色　砂粒多量

4　暗褐色　焼土粒子中量，灰少量
5　褐　色　焼土小ブロック・焼土粒子中量

ピット　南壁際にあるPlは径約40cmの円形で，深さ32cmである。位置的に出入り口施設に伴うピットと考え

られる。

覆土　4層からなり，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子少量

3　褐　色　砂粒中量，ローム小ブロック・ローム粒子少量
4　褐　色　ローム小ブロック少量

∈≡∃二「＝ゴク

∴二∴　二、　10＝〔

第140図　第537号住居跡・出土遺物実測図
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遺物　土師器片97点，須恵器片2点が出土している。図示した土器はいずれも土師器である。第140図1の高

台付杯と2の皿は遺構確認面から，3の聾は東部の床面から出土している。

所見　本跡では，壁溝は確認されなかった。時期は，出土遺物から判断して10世紀前葉と考えられる。

第537号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （C皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 140 図 高 台 付 杯

土　 師　 器

B （1．9） 高台部か ら底 部にかけて の破 片 。 底部へ ラ削 り後 ナデ。 高台貼 り 砂粒 ・長石 P 7 04 5　　 10 ％

1 D　　 6．4

E　 1．2

高台は 「ハ」 の字状 に開 く。 付け後ナデ。内面黒色処理。 にぷい橙色 （外面）

普通

遺構確認面

2

皿

土　 師　 器

A ［8．2］ 底部か ら口緑部にかけての破片 。 底部回転 へ ラ切 り。 体部 か ら口 雲母 ・赤色粒子 P 7 04 6　　　 40 ％

B　 l．2

C ［6．4］

平底。底部 はやや突出する。 体部

か ら口緑部は外傾 して立 ち上がる。

緑部内 ・外面 ロクロナデ。 にぷい橙色

普通

遺構確認面

3

嚢 B （13．4） 底 部か ら体 部 にか けて の破 片 。 底部へ ラナ デ。 体部 外面 中位 か 砂粒 ・雲母 ・長石 P 7 04 7　　 15％

C ［8．4］ 平底。 体部 は内攣 して立 ち上が ら下位縦 方 向のヘ ラ磨 き。 内面 にぷい赤褐色 東部床面

土　 師　 器 る。 ナデ。輪積み痕。 普通

第538B号住居跡（第85・86・141図）

位置　調査7区中央部，Mlle2区。

重複関係　西部が第536A・536B号住居跡に掘り込まれているが，床面までは達していない。北東部が第538A

号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸3．95m，短軸3．70mの方形である。

主軸方向　N－40－W

壁　壁高は44～64cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　北壁下と南西コーナー壁下の部分は確認できなかった。上幅10～20cm，下幅約6cm，深さ7～10cmで，

断面形はU字形をしている。

床　はぼ平坦で，よく踏み固められている。

竃　北壁中央に砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで95cm，両袖部幅140cmである。第

6層の下面が赤変硬化しているため，火床部と考えられる。床面を約10cm掘りくぼめて，火床面としている。
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第141図　第538B号住居跡出土遺物実測図



天井部は崩落しており，第1層が崩落土と考えられる。袖部は良好に遣存している。両袖部の内側は，火を

受けて赤変硬化している。煙道は火床面から緩やかに立ち上がる。

竃土層解説

1　明褐灰色　砂粒多量
2　焼土ブロック，ゴツゴツしている
3　褐　　色　焼土粒子・粘土多量，焼土中ブロック中量
4　明赤褐色　焼土中ブロック中量

5　明褐色　砂粒中量，焼土粒子少量
6　橙　　色　焼土中ブロック多量，褐色土中量，焼土粒子少量
7　褐　　色　焼土粒子・焼土ブロック多量，粘土粒子中量
8　褐　　色　焼土粒子多量，砂粒少量

9　暗褐色　焼土粒子多量，砂粒中量

ピット　2か所（Pl・P2）。南壁際にあるP2は径20cmの円形で，深さ31cmである。位置的に出入り口施設に

伴うピットと考えられる。南西コーナーにあるPlは径約30cmの円形で，深さ20cmである。性格は不明である。

覆土　7層からなり，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説

1褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
2　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量
4　暗褐色　ローム中・小ブロック中量

5　暗褐色　ローム中ブロック・粒子中量，焼土粒子少量
6　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量
7　暗褐色　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

遺物　土師器片243点，須恵器片7点，礫1点が出土している。第141図1の土師器杯は正位で南東コーナー部

の床面から，2の須恵器杯は覆土中層から，3の土師器聾は竃内から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して8世紀と考えられる。重複している第536A・536B号住居跡より古

く，第538A号住居跡より新しい。

第538B号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （C皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第14 1図 杯

土　 師　 器

A　 13．8 口緑部一 部欠損 。 平底 。 体部 か 底部回転 へ ラ削 り。 体 ・口緑 部 雲母 ・石 英 ・赤 色 P 70 56　　　 80 ％

1 B　　 3．9

C　　 8．4

ら口緑部は外傾 して立 ち上が る。 内 ・外 面ロクロナデ。 粒子

橙色　 普通

P L 6 8

南東コーナー部床面

2

J不

須　 恵　 器

A ［12．5］ 底部か ら口緑 部にかけ ての破片 。 底部一 方 向のヘ ラ削 り。 体 ・口 砂粒 ・長石 ・石英 ・ P 7 05 7　　　 50 ％

B　　 4．0

C ［8．0］

平底 。体 部 か ら口緑部 は外 傾 し

て立ち上 がる。．

緑部 内 ・外面 ロクロナデ。 黒色粒 子

灰色　 普通

覆土 中層

3

嚢

土　 師　 器

B （2 8．0） 口緑部欠損。平底。体部は内攣気 底部へ ラ削 り。 体部外 面 下位丁 砂粒 ・長石 P 7 05 8　　　 60 ％

C　　 8．0 味に立 ち上が り，上位に最大径 を 寧 なへ ラ磨 き，内面へラナデ。 明赤褐色 P L 6 8
もつ。頚部で くびれる。 普通 竃内

第539A号住居跡（第142・143図）

位置　調査7区中央部，Mlle4区。

重複関係　南西部が第539B号住居跡に掘り込まれているが，床面までは達していない。全体的に第14号掘立

柱建物跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸3．28m，短軸2．70mの長方形である。

主軸方向　N－740－E

壁　壁高は約33cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　第539B号住居跡と重複している部分以外は確認できた。上幅20cm，下幅6～10cm，深さ7～10cmで，

断面形はU字形をしている。

床　ほぼ平坦で，よく踏み固められている。
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第142図　第539A・539B号住居跡実測図
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第143図　第539A号住居跡出土遺物実測図

第144図　第539B号住居跡出土遺物実測図
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竃　東壁のやや南寄りに粘土を多量に使用して構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで95cm，両袖部

幅80。mである。第7層の下面が赤変硬化しているため，火床部と考えられる。火床部は床面を約10cm掘りく

ぼめている。し天井部は崩落しており，第3層が崩落土と考えられる。袖部は良好に遺存している。煙道は火

床面から緩やかに立ち上がる。覆土から多量の土師器片が出土している。南袖部下に第14号掘立柱建物跡の

ピットが検出された。

竃土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，

砂粒少量
2　暗　褐　色　焼土粒子中量
3　灰赤褐色　焼土粒子・粘土多量，焼土中ブロック中量

4　暗赤褐色　焼土粒子多量，サラサラしている
5　にぷい赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子多量，砂粒少量

6　にぷい赤褐色　砂粒多量，褐色土中量，焼土粒子少量

7　暗赤褐色　焼土ブロック・焼土粒子多量，粘土粒子中量
8　にぷい赤褐色　焼土粒子多量
9　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，砂粒中量
10　極赤褐　色　焼土粒子多量

ピット　2か所（Pl・P2）。中央部にあるPlは径20cmの円形で，深さ46cmであり，規模と位置から判断し

て主柱穴と考えられる。西壁際にあるP2は径20cmの円形で，深さ31cmである。位置的に出入り口施設に伴

うピットと考えられる。

覆土13層からなる。各層にロームブロックを含み，人為堆積と考えられる。全体に軟らかい。

土層解説
1暗褐色　ローム中・小ブロック少量，炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子
微量

3　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量
4　褐　色　ローム中・小ブロック少量

5　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
6　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

7　暗褐色　ローム中・小ブロック少量，炭化粒子微量
8　暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量

9　暗褐色　ローム粒子少量
10　暗褐色　ローム中・小ブロック少量
11暗魂色　ローム中ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
12　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量
13　暗褐色　ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片401点，須恵器片38点，灰粕陶器片1点，陶器片1点，礫1点が出土している。第143図1の土

師器高台付杯は竃内から，2の土師器皿は正位で北側の床面から出土している。覆土中層から出土した3の

土師器杯体部外面に「ナヵ」と墨書されている。覆土中から猿投窯黒笹90号窯式の灰粕陶器長頸瓶の破片が

出土している。陶器片は混入したものと考えられる。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して10世紀中葉と考えられる。重複している第539B号住居跡より古

く，第14号掘立柱建物跡より新しい。

第539A号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特 ・徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第143図 高 台 付 杯 B （3．3） 高台部か ら体部 にかけ ての破 片。 底 部回転 へ ラ削 り後 ナ デ。 高台 砂粒 ・雲 母 ・白 色 P 70 59　　　 30 ％

1 D　　 5．1 高台 は短 く 「ハ」の字状 に 開 く。 貼 り付 け後 ナ デ。 体部 内 ・外 面 粒子　 にぷい赤褐色 竃内

土　 師　 器 E　　 O．6 体部 は内攣気味 に立ち上がる。 横 ナデ。 普通

2

皿 A　 lO．0 口緑部一部 欠損 。 平底 。 体部 か 底 部回転糸切 り。体 ・口緑部内 ・ 砂粒 ・長石 ・雲母 ・ P 706 0　　　 90 ％

B　　 2 1 ら口緑 部 は内攣 気 味に立 ち上 が 外 面ロクロナデ。 赤色粒子 P L 6 8

土　 師　 器 C　　 5．6 る。 橙色　 普通 北側床 面

第539B号住居跡（第142・144図）

位置　調査7区中央部，Mlle4区。

重複関係　北東部が第539A号住居跡を，南部が第557号住居跡を掘り込み，また全体的に第14号掘立柱建物跡

を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸［3．4］m，短軸［3．1］mの長方形と推定される。

床　はぼ平坦で，よく踏み固められている。第14号掘立柱建物跡と重複している部分は貼り床をしている。
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遺物　土師器片9点，炭化材が出土している。図示したものはいずれも土師器である。第144図1から3の高

台付杯は横位で北部の床面から出土している。4の内耳鍋は正位で中央部から北部の床面にかけて出土し

ている。炭化材は北部の床面から出土している。

所見　本跡は，床面しか確認できなかったため，床質から規模と平面形を推定した。竃とピットは確認できな

かった。しかし，床面の東部にゴツゴツした赤変硬化部分が検出できたため，火床部の可能性がある。時期

は，出土遣物から判断して10世紀中葉から後葉と考えられる。また，床面が赤変硬化して屋根材や柱材と思

われる炭化材が床面から多量に出土しているため，焼失家屋と考えられる。重複している第539A・557号住

居跡，第14号掘立柱建物跡より新しい。

第539B号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

第 144 図 高 台 付 杯 A　 16．4 口緑部 一部 欠損 。 高 台 は 「ハ 」 底部 回転 へ ラ削 り後ナ デ。 高 台 砂粒 ・雲母 ・小石 P 706 1　　 90 ％

1 B　　 64 の字状 に開 く。 体 部 は内攣 気味 貼 り付け後ナデ。体 ・口緑 部内 ・ にぷい橙色 P L 68

土　 師　 器 D　　 6．8 に立 ち上 が り， 口緑部 は外 反す 外面丁寧 なヘ ラ磨 き。 内 ・外面 普 通 北部床面

E　 l．1 る。 黒色処理。

2

高 台 付 杯 A　 16．9 口緑部一部 欠損 。 高台 は 「ハ 」 底部回転 へ ラ削 り後ナ デ。 高 台 砂粒 ・雲母 ・小石 P 70 62　　　 80 ％

B　　 73 の字状 に 開 く。 体 部 は内攣気 味 貼 り付け後ナデ。体 ・口緑 部内 ・ 灰黄褐色 P L 68

土　 師　 器 D　　 7．2 に立 ち上が り， 口緑部 は外 反す 外面丁寧 なヘ ラ磨 き。 内 ・外面 普通 北部床面

E　 l．1 る。 黒色処理。

3

高 台 付 杯 A ［16．5］ 体部 か ら口綾 部 にか けて一 部欠 底部回転 へ ラ削 り後 ナ デ。 高台 砂粒 ・雲母 ・小石 P 70 63　　　 60 ％

B　　 69 損。高台 は 「ハ」‘の字 状 に開 く。 貼 り付け後ナデ。体 ・口緑部内 ・ 灰黄褐色 P L 68

土　 師　 器 D　　 6．0 体部 は内攣 気味 に立 ち上 が り， 外面丁寧 なヘ ラ磨 き。 内 ・．外面 普通 北部床面

E　 l．1 口緑部 は外反す る。 黒色処理。

4

内　 耳　 鍋 A ［23．0］ 体部 か ら口緑 部 にか けて一 部欠 底部へ ラ削 り。体 部外 面へ ラナ 砂粒 ・長石 ・小石 ・ P 70 64　　　 60 ％

B　 12 4 損。平底 。 体部 は内攣 して立 ち デ，内面横 ナ デ。 口緑 部 内 ・外 石英 P L 68

土　 師　 器 C　 14．2 上が り， 口緑 部 は外 傾 して立 ち

上が る。

ヽ面ナデ。輪積 み痕。 明赤褐色

普通

北部床面

第540号住居跡（第145・146図）

位置　調査7区中央部，Mlld5区。

重複関係　南部が第321号土坑，東部が第541号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸3．15m，短軸3．10mの方形である。

主軸方向　N－1050－E

壁　壁高は約12cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　西壁下と東壁下の一部に確認できた。上幅17～20cm，下幅約7cm，深さ約10cmで，断面形はU字形をし

ている。

床　はぼ平坦で，中央部から南側が特に踏み固められている。

竃　東壁中央部からやや南寄りに砂質粘土で構築されている。袖部は良好に遣存している。規模は，焚口部か

ら煙道部まで80cm，両袖部幅80cmである。火床部は，床面を約10cm掘りくぼめており，赤変硬化している。

天井部は確認できなかった。雲母片岩を袖部の補強材に使用している。煙道は火床面から急な傾斜で立ち上

がる。第5層と第6層から多量の土師器片が出土している。

竃土層解説
1暗　褐　色　焼土粒子少量
2　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子中量

3　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子多量

4　にぷい赤褐色　焼土粒子・炭化粒子中量

5　暗赤褐色　焼土粒子少量
6　暗赤褐　色　焼土粒子中量，やや硬い
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第145図　第540・541号住居跡実測図
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第147図　第541号住居跡出土遺物実測図
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ピット　西壁際にあるPlは径50cmの円形で，深さ25cmである。位置的に出入り口施設に伴うピットと考えら
＼

れる。

覆土　9層からなり，堆積状況から人為堆積と考えられる。第1層から多量の土師器片が出土している。

土層解説

1褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量
2　明　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量
3　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
4　褐　　　色　ローム粒子少量

5　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量
6　橙　　　色　ローム粒子中量，粘土粒子少量
7　にぷい褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
8　にぷい褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
9　褐　　色　ローム中ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量

遺物　土師器片330点，須恵器片55点，鉄製品（刀子）1点，礫17点，炭化米，炭化物（種子）が出土してい

る。図示した土器はいずれも土師器である。第146図1の皿は南東部の床面から，4の高台付杯は竃内から

出土している。2と3の皿と5の小形聾は竃北側の床面から出土している。2と3は正位で出土している。

覆土下層から6の刀子が出土している。竃の火床部から炭化米と炭化種子が出土しているが，種子の種類

は不明である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して10世紀後葉と考えられる。重複している第541号住居跡，第321号

土坑より新しい。

第540号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第14 6図 皿

土　 師　 器

A　　 9．4 平底。 体 部か ら口緑 部 は外傾 し 底部回転へ ラ切 り。 体 部か ら口
●
砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 7 06 5　　 10 0 ％

1 B　 l．5

C　　 5．7

て立 ち上が る。 緑 部内 ・外面 ロクロナデ。 赤色粒子

にぷい橙色　 普通

P L 6 8

南東部床面

2

皿

土　 師　 器

A　 lO．1 平底。 体 部か ら口緑 部 は外傾 し 底 部回転へ ラ切 り。 体部 か ら口 砂粒 ・雲 母 ・赤 色 P 7 06 6　　 10 0 ％

B　　 2．0

C　　 7．9

て立 ち上が る。 緑 部内 ・外面 ロクロナデ。 粒子

橙色　 普通

P L 6 8

竃北側床面

3

皿

土　 師　 器

A　　 8．8 ° 平底。 体部 か ら口緑 部 は外傾 し 底 部回転糸切 り。体 部 か ら口緑 砂粒 ・赤色粒 子 P 7 06 7‘　　 9 0 ％

B　　 2．3

C　　 5．3

て立 ち上が る。 部内 ・外面 ロクロナデ。 橙色

普通

P L 6 8

竃北側床面

4

高 台 付 杯 A ［16．8］ 高台 部か ら口緑 部 にか けて の破 底 部回転へ ラ削 り後 ナデ。 高 台 砂粒 ・雲 母 ・赤色 P 7 06 8　　　 5 0 ％

B　　 6 1 片。高台 は 「ハ」の字状 に 開 く。 貼 り付 け後 ナデ 。体 部 か ら口縁 粒子 P L 6 8

土　 師　 器 D ［7．2］ 体部は 内攣気 味 に立 ち上が り， 部外面 ロクロナ デ， 内面 丁寧 な にぷい橙色 （外面） 竃内

E　 l．0 口緑部 は外反す る。 ヘラ磨 き。内面黒色処理。 普通

5

小　 形　 嚢 A ［12．0］ 体部か ら口緑部 にかけ ての破 片。 体部外画 へ ラナデ ， 内面 ナデ。 雲母 ・長石 ・石英 P 7 06 9　　　 2 0 ％

B （9．6） 体部は 内攣 して立 ち上 が り， 口 口緑部 内 ・外 面横 ナ デ。 輪積 み にぷい褐色 外面煤付着

土　 師　 器 緑部は外反する。 痕。 普通 竃北側床面

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考

長さ （cm） 幅 （cm） 厚さ （cm） 重量 （g ）

6 刀　　　 子 （2．8） 1．2 0．4 （2．46） 覆土下層 M 7004

第541号住居跡（第145・147図）

位置　調査7区中央部，Mlld6区。

重複関係　西部が第540号住居跡に掘り込まれている。

規模と平面形　第540号住居跡に掘り込まれているため，平面形は推定できなかった。規模は，南北（2・0）m，

東西［2．4］mである。
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主軸方向　N－1030－E

床　中央部に踏み固められた部分が確認できた。

竃　床面の東部に火床部と思われる赤変硬化した部分が確認できた。

遺物　土師器片149点，須恵器片5点，礫6点，炭化材が出土している。図示した土器はいずれも土師器であ

る。第147図2の高台付杯は竃内から，1の杯と3の高台付杯は遺構確認面から，炭化材は中央部の床面か

ら出土している。

所見　本跡では，壁溝とピット，壁は確認できなかった。時期は，出土遺物から判断して10世紀中葉と考えら

れる。床面が赤変硬化し，柱材と思われる炭化材が出土しているため，焼失家屋と考えられる。重複してい

る第540号住居跡より古い。

第541号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴　 ‾ 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 147 図 杯

土　 師　 器

A ［12．2］ 体部 か ら口緑部 にかけて の破 片 。 体部か ら口緑部外面ロ クロナ デ， 砂粒 ・雲母 P 70 7 0　　 10 ％

1 B （3．8） 体部 は内攣 気味 に立 ち上 が り， 内面丁寧 なヘ ラ磨 き。 内面 黒色 にぷい黄橙色 （外面） 遺構確認面

口緑部 は外反す る。 処理。 普通

2

高 台 付 杯

土　 師　 器

B （1．0） 高台部か ら底部 にか けての破 片。 底部へ ラ削 り‘後ナ デ。 高台貼 り 雲母 ・赤色粒子 P 70 7 1　　 10 ％

D ［7．4］ 平底 で， 高台 は短 く 「ハ」 の字 付け後 ナデ。 底部 内面 丁寧 なへ 橙色 （外面） 竃内

E　　 O．5 状 に開 く。 ラ磨 き。内面黒色処理。 普通

3

高 台 付 杯

土　 師　 器

B （1．5） 高台部か ら底部にかけ ての破 片。 底 部回転 へ ラ切 り。 高 台貼 り付 雲母 ・赤色粒子 P 707 2　　 10 ％
D ［6．8］

E　　 O．5

平底で，高 台 は短 く 「ハ」 の字

状 に開 く。

け後ナデ。 にぷい黄橙色 （外面）

普通

遺構確 認面

第542号住居跡（第88・148図）

位置　調査7区中央部，Mllg2区。

重複関係　南西コーナー部が第543号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸4．15m，短軸4．10mの方形である。

主軸方向　N－70－E

壁　壁高は20～51cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　北西コーナー壁下を除いては確認された。上幅20～30cm，下幅7～10cm，深さ約8cmで，断面形はU字

形をしている。

床　ほぼ平坦で，全体的に踏み固められている。

竃　北壁中央部に砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで110cm，両袖部幅120cmである。

火床部は，床面を約8cm掘りくぼめており，赤変硬化している。天井部は崩落しており，第2層が崩落土と

考えられる。袖部は良好に遺存している。煙道は火床面から急な傾斜で立ち上がる。第3層と第7層から多

量の土師器片が出土している。

竃土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量
2　暗　褐　色　粘土ブロック多量，ローム粒子・焼土粒子中量

3　にぷい赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子多量
4　極暗褐色　焼土大・中ブロック・焼土粒子中量

5　ロームブロック

6　暗赤褐色　焼土粒子・砂粒中量，ローム粒子少量
7　暗赤褐色　焼土大・中ブロック・焼土粒子・砂粒中量，ローム

粒子少量

ピット　5か所（Pl～P5）。PlからP4は径30cmの円形で，深さ16cmであり，規模と配置から主柱穴と考

えられる。南壁際にあるP5は径20cmの円形で，深さ22cmである。位置的に出入り口施設に伴うピットと考

えられる。

覆土　5層からなり，堆積状況から人為堆積と考えられる。第4層は，壁溝の覆土である。
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解

暗

暗

暗

褐

土

1

2

3

4

褐

褐

褐

色

色

色

色

ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量，軟らかい
ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，軟らかい
ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，軟らかい
ローム中ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量

5　にぷい赤褐色　ローム粒子中量，ロームヰト小ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

遺物土師器片501点，須恵器片189点・礫4点が出土している。図示した1から8はいずれも須恵器である0

第148図1の杯は横位で竃東側の覆土下層から，3の聾と5の甑は南側の覆土下層から，4の壷は南西側の

覆土下層から，2の高盤は遺構確認面から出土している06の甑日経部片は，外面に横位の平行叩きが施さ

れている。7と8の整体部片は，外面に横位の平行叩きが施されている09の土師器整底部片には，木葉痕

が認められる。

所見本跡の時期は，出土遺物から判断して8世紀と考えられる0重複している第543号住居跡より新しい0

0　　　　　　　　　　　　　　20cm

⊆－　1　　」

0　　　　　　　　　10cm

L＿　－ト「二二∃

ふ

第148図　第542号住居跡出土遺物実測図
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第542号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 14 8図 杯

須　 恵　 器

A　 13．1 口緑部一 部欠 損。 平 底。 体 部か 底部一 方向 のヘ ラ削 り。体 部外 砂粒 ・雲母 ・石英 P 70 7 3　　　 90 ％

1 B　　 4．5 ら口緑部 は外傾 して立 ち上 が る。 面下端手 持 ちへ ラ削 り。体 部 か 灰黄色 P L 6 9

C ．8．0 ら口緑部内 ・外 面ロクロナデ。 普通 竃東側覆土下層

2

高　　　 盤

須　 恵　 器

A ［14．0］ 脚部と口緑部一部欠損。脚部はラ ツ 脚部 か ら体 部内 ・外面 ロクロ ナ 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 70 74　　　 60 ％

B　　 8．9 パ状に開き，裾端部の折 り返しは短 デ。体部外面下端 回転 へ ラ削 り。 石英 P L 69

D ［10．6］

E　　 6．9

い。体部は大 きく開 き，口緑端部 は

上方に短 く折 り曲げ られている。

灰色

普通 ′

遺構確認面

3

襲

須　 恵　 器

B （22．3） 底部か ら体部 にか けての破 片。 底部へ ラ削 り後 ナ デ。 体部外 面 砂粒 ・長石 ・石英 ・ P 70 75　　　 30 ％

C ［16．0］ 平底。 体部 は外 傾 して立 ち上 が 斜位の平行 叩 き後， 等 間隔 をあ 小石 南部覆土下層

り，上位に最大径 をもつ。 けた横位 のナデ，下位 へ ラ削 り。

内面ナデ。輪積み痕。

灰色

普通

4

・＝Ef当互

須　 恵　 器

B （34．3） 体部から頚部にかけての破片。体部 体 部外面 同心 円状 の叩 きが施 さ 砂粒 ・雲母 P 7 07 6　　 40 ％

は内攣して立ち上が り，上位に最大 れ，内面 当て具痕 。 頸部 内 ・外 黄灰 色 P L 6 9

径をもつ。頚部はほぼ直立する。 面 ナデ。 普通 南西部覆土下層

5

甑

須　 恵　 器

A ［32．0］ 体部上位 か ら口緑 部 にか けて の 体部外 面上位 横位 の平 行叩 き。 砂粒 ・長石 ・石英 P 7 07 7　　　 5 ％

B （4．2） 破片。口緑部 は外反 する。 口緑部 内 ・外面横ナデ。 橙色

普通

南部覆土下層

第545号住居跡（第149図）

位置　調査7区中央部，Mlli4区。

重複関係　全体的に第13号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸4．05m，短軸3．75mの方形である。

主軸方向　N－600－E

壁　壁高は約3cmである。

床　ほぼ平坦で，中央部から北部と西部が特に踏み固められている。

竃　北壁中央からやや東寄りに砂質粘土で構築されている。覆土が薄いため，天井部は確認できなかった。袖

部の痕跡は残存している。規模は焚口部から煙道部まで80cm，両袖部幅80cmと推定される。火床部は，床面

を約10cm掘りくぼめており，赤変硬化している。火床面から多量の土師器片が出土している。

ピット　6か所（Pl～P6）。PlからP4は径約24cmの円形で，深さ20～40cmであり，規模と配置から主柱

穴と考えられる。P4の東側にあるP5は径20cmの円形で，深さ12cmであり，P4の補助柱穴と考えられる。

西壁際にあるP6は径30cmの円形で，深さ52cmである。位置的に出入り口施設に伴うピットと考えられる。

遺物　土師器片121点，須恵器片21点，陶器片1点が出土している。図示した土器はいずれも土師器である。

第149図2，3，4の高台付杯，5の賓は竃内から，1の高台付杯は覆土下層から出土している。陶器片は

混入したものと考えられる。

所見　本跡は，覆土が薄いため壁の立ち上がりと覆土の堆積状況は確認できなかった。また，壁溝も確認され

なかった。時期は，出土遺物から判断して10世紀後葉と考えられる。重複している第13号掘立柱建物跡より

新しい。
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第149図　第545号住居跡・出土遺物実測図

第545号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 149 図 高 台 付 杯

土　 師　 器

A　 14．6 高台部 欠損 ， 体部 か らロ緑 部 に 底 部回転 へ ラ削 り後 ナ デ。 休部 砂 粒 ・雲 母 ・赤 色 P 7 08 9　　　 55 ％

1 B （5．5） か けて 一部 欠損 。 体部 は 内攣気 外 面下 端手 持 ちへ ラ削 り。 体部 粒子 P L 6 9

味 に立 ち上 が り， 口緑 部 はやや か ら口緑 部外 面ロクロナデ，内面 明赤褐色 （外面 ） 覆土 下層

外反す る。 丁寧 なヘ ラ磨 き。内面 黒色 処理 。 普通

2

高 台 付 杯

土　 師　 器

A　 14．6 高台部一部 欠損 。 高台 は 「ハ 」 底部 回転へ ラ削 り後 ナデ 。 高台 砂粒 ・雲母 ・石英 ・ P 7 09 0　　　 90 ％

B　　 6，0 の字状 に大 き く開 く。 平 底。 体 貼 り付 け後 ナ デ。体 部 か ら口緑 赤色粒子 P L 6 9

D ［9．2］

E　　 2．3

部か らロ緑 部 は外 傾 して立 ち上

が る。

部 内 ・外面 ロクロナデ。 橙色

普通

寵内
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図版番号 券　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 149 図 高 台 付 杯 A　 14．7 体部 か ら口緑 部 にかけ て一部 欠 底部回転 へ ラ削 り後 ナデ 。 高台 砂粒 ・雲母 ・石英 ・ P 70 91　　 60 ％

3 B　　 51 損。高台 は 「ハ」 の字状 に大 き 貼 り付 け後 ナ デ。 体部 か ら口緑 赤色粒子 竃内

土　 師　 器 D　　 8．0

E　　 2．2

く開 く。 平底 。 体 部か ら口緑 部

は外傾 して立 ち上が る。

部内 ・外面 ロクロナデ。 にぷい橙色

普通

4

高 台 付 杯 A ［15．0］ 高台 部か ら口緑 部 にか けて の破 底部へ ラナデ。 高 台貼 り付 け後 砂粒 ・赤色粒子 P 70 92　　　 30 ％

B　　 55 片。高台 は短 く 「ハ」 の字状 に ナデ。体部 か ら口縁部外 面 ナデ ， にぷい橙色 竃内

土　 師　 器 D ［7．0］ 開 く。 体 部 は内攣気 味 に立 ち上 内面丁寧 なへ ラ磨 き。 内面 黒色 普通

E　 1．0 が り， 口緑部 は外反す る。 処理。

5

嚢

土　 師　 器

A ［23．1］ 体部か ら口緑部 にか けての破 片。 体部内 ・外 面 ナデ。 口緑 部 内 ・ 砂粒 ・雲母 「長石 ・ P 70 93　　 15 ％

B （14．2） 体部 は内攣 して 立 ち上が り， 頚

部で くびれ， 口緑部 は外 傾 す る。

外面横 ナデ。 赤色粒子

褐色　 普通

竃内

第546号住居跡（第150図）

位置　調査7区中央部，Mllh9区。

規模と平面形　長軸3．20m，短軸3．15mの方形である。

主軸方向　N－00

壁　壁高は15～20cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　全周している。上幅20～30cm，下幅4～10cm，深さ約10cmで，断面形はU字形をしている。

床　ほぼ平坦で，中央部が特に踏み固められている。

竃　2か所。竃1は北壁中央部に，竃2は東壁中央から南寄りに砂質粘土で構築されている。竃1の規模は，

焚口部から煙道部まで60cm，両袖部幅80cmである。火床部は，床面を約10cm掘りくぼめており，赤変硬化し

ている。西袖部は一部撹乱を受けており，竃の遺存は悪い。煙道は火床面から急な傾斜で立ち上がる。竃2

の規模は，焚口部から煙道部まで50cm，両袖部幅80cmである。火床部は赤変しているが，あまり硬化してい

ない。袖部は良好に遣存している。煙道は火床面から緩やかに立ち上がる。いずれも天井部は確認できなかっ

た。火床部の赤変硬化状況から判断して，竃1の方が長期間使用されたと考えられる。竃の遺存状況から判

断すると，竃1の後，竃2を構築したものと考えられる。

竃1土層解説
1　にぷい赤褐色　焼土粒子中量

2　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，粘土粒子少量
3　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，粘土粒子微量
4　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子少量
竃2土層解説
1黒　褐　色　焼土粒子・粘土粒子少量

2　にぷい赤褐色　焼土粒子・粘土粒子少量
3　にぷい赤褐色　焼土粒子・炭化粒子中量，粘土粒子微量

ピット　2か所（Pl・P2）。南壁際にあるP2は長径20cm，短径10cmの楕円形で，深さ18cmである。位置的

に出入り口施設に伴うピットと考えられる。竃1の西側にあるPlは長径30cm，短径20cmの楕円形で，深さ

28cmである。性格は不明である。

覆土　5層からなる。堆積状況から人為堆積と考えられる。第3層は壁際から自然に堆積したものと考えられ

る。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

3　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子多量
4　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子少量
5　黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
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遺物土師器片84点，須恵器片24点，鉄製品（刀子）1点，礫1点が出土している0第150図1の須恵器杯は

逆位で南西コーナー部の床面から，2の須恵器高台付杯は北東コーナー部の覆土下層から，3の須恵器高

台付杯は逆位で中央部からやや北側の覆土下層，4の土師器饗は中央部からやや北側の覆土中層，5の刀

子は中央部から南西側床面で出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して9世紀と考えられる0

距
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第546号住居跡出土遺物観察表

図版番号

第150 図

器　　 種

杯

計測値 （cm）

A ［12．8］

器　 形　 の　 特　 徴

底部か ら口緑部 にか けての破 片。

手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

底部へ ラ削 り。 体 部外 面下 端手 砂粒 ・雲母 ・石英 P 70 94　　　 30 ％

＿L
1 B　　 4 7 平底。 体 部か ら口縁 部 は外傾 し

持ちへ ラ削 り。 体 部 か ら口緑部 灰 草褐色 南西 コーナー部床

須　 恵　 器

高 台 付 杯

C ［7．0］

A　 lO．0

て立 ち上が る。 内 ・外面ロクロナデ。 普通 面

2

口緑部一部 欠損 。 高台 は 「ハ」 底部回転 へ ラ削 り。 高台貼 り付 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 70 95　　　 95 ％

B　　 50 の字状 に開 く。 平底 。 体部 か ら け後ナ デ。 体部 外面 下端 回転 へ
赤色粒 子 P L 70

須　 恵　 器 D　　 6．6 口緑部 は外傾 して立 ち上 がる。
ラ削 り。体 部か ら口緑部 内 ・外 灰 黄色 北東 コーナー部覆

E　 1．2 面 ロクロナデ。 普通 土下層

3

高 台 付 杯 B （2．7） 高台部か ら底部にが ナて の破片 。
底部 回転へ ラ削 り。 高台 貼 り付 砂粒 ・雲母 ・長石 P 7 09 6　　　 30 ％

D　　 7．8 高台は 「ハ 」 の字 状 に開 く。 平 け後 ナデ。
灰黄色 北側覆土下層

須　 恵　 器 E　 l．0 底。
普通

4

嚢

土　 師　 器

B （6 4） 底部 か ら体 部 下位 にか けて の破 底部木葉痕 。 体部 外面 下位 へ ラ 雲母 ・長石 ・石英
P 7 09 7　　 10 ％

C ［9．7］ 片。平底 。 体 部下位 は外 傾 して

立 ち上が る。

磨 き，内面 ナデ。輪積み痕。 橙色

普通

北側覆土中層

図版番号 種　　 別

計　　　　 測　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　　 考

長さ （cm）
1 幅 （。皿）

1 1．4

l 厚さ （cm）

l o．5

重量 （g ）

5 刀　　　 子 （6．0） （4．78） 南西側床面 M 7005

第547号住居跡（第151図）

位置　調査7区中央部，Mllio区。

規模と平面形東部が調査区域外のため確認できなかったが，長軸（3・0）m，短軸2・60mである0平面形は長

方形と推定される。

主軸方向　N－150－W

壁　壁高は15cmで，外債して立ち上がる。

壁溝北西コーナー壁下を除いて確認できた0上幅10～20cm，下幅4～8cm，深さ約4cmで，断面形はU字形

をしている。

床　ほぼ平坦で，踏み固められている。

竃北壁に砂質粘土で構築されている0袖部は良好に遺存している。規模は，焚口部から煙道部まで80cm，両

袖部幅80cmである。火床部は，床面を約10cm掘りくぼめており，赤変硬化している0天井部は確認できなかっ

た。煙道は火床面から緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
1橙色　焼土粒子・粘土粒子少量
2橙色焼土粒子中量，粘土粒子少量

ピット　2か所（Pl・P2）。南壁際にあ′るPlは径20cmの円形で，深さ19cmである。位置的に出入り口施設

に伴うピットと考えられる。南西コーナー部から確認されたP2は，長径80cm，短径50cmの楕円形で，深さ

19。mであり，規模や位置から判断して貯蔵穴の可能性がある。

覆土　単一層である。覆土が薄いため，堆積状況は確認できなかった。

土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物土師器片51点，須恵器片5点，礫3点が出土している。図示した土器はいずれも土師器である0第151

図1の杯は正位で南部の床面から，2の聾は横位で竃前の覆土下層から，3の皿は竃内から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遣物から判断して10世紀と考えられる0
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第151図　第547号住居跡・出土遺物実測図

第547号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　1m

［　　；　　！

図版番号

第151図

器　　種

杯

土　師　器

計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

A　ll．5 平底。体部は内攣気味に立ち上底部回転へラ削り。休部からロ
砂粒・石英・赤色 P7098　　100％

1 B　　3．7

C　　7．0

がり，ロ緑部はやや外反する。 緑部内・外面ロクロナデ。 粒子

橙色　普通

PL70

南部床面

2

襲

土　師　器

A ［22．4］体部から口緑部にかけての破片。体部外面へラ削り後ナデ。内面砂粒・雲母・長石・P7099　　　20％

B （15．3）体部は内轡して立ち上がり，頭

部でくびれ，ロ緑部は外反する。

横ナデ。口緑部内・外面横ナデ。石英

明赤褐色　普通

奄東側覆土下層

3

」皿

土　師　器

B （6．0）底部から体部にかけての破片。底部回転へラ切り後へラナデ。砂粒・赤色粒子 P7100　　　 30％

C　　7．2 平底。体部は外傾して立ち上が

る。

体部内・外面ロクロナデ。 橙色

普通
麗内

第548号住居跡（第152図）

位置　調査7区中央部，Nlla4区。

規模と平面形　長軸4．20m，短軸4・15mの方形である。

主軸方向　N－50－E

壁　壁高は26～42cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。
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壁溝　全周している。上幅20～30cm，下幅7～10cm，深さ8～10cmで，断面形はU字形をしている。

床　ほぼ平坦で，全体的に踏み固められている○床面全体に厚さ8～10cmの貼り床をしている。貼り床を除去

したところ，壁溝と思われる溝が東西壁下と南壁下東側半分に検出できた。また，出入り口施設に伴うピッ

トと考えられるP7が南壁際に検出できた。規模は，径30cmの円形で，深さ12cmである0西壁際のP8とP9

は性格は不明である。全体的に踏み固められたように硬化しているため，貼り床する以前の床面の可能性が

ある。

竃　北壁中央部に砂質粘土で構築されている○規模は，焚口部から煙道部まで120cm，両袖部幅120cmである0

第5層の下面が焼土ブロックでゴツゴツしているため，火床部になると考えられる0火床部は，床面を約9

cm掘りくぼめており，赤変硬化している。天井部は崩落しており，第9層が崩落土と考えられる。袖部は良

好に遣存している。煙道は火床面から緩やかに立ち上がる。

苦土罠解≡　蒜芸呈完呈孟宗禁忌票孟少量　冒雷雲霊宝霊宝歪：言霊霊呈炭化物中量
3　黒褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子　8　にぷい褐色砂粒多量，焼土粒子中量

。暗赤褐色羞塁粒子多量　　　　　　　品禁土孟日昌ク焼土大・中ブロック・焼土粒子・砂粒多量，硬い
5　暗赤褐色　焼土ブロック・焼土・炭化粒子多量

ピット　6か所（Pl～P6）。PlからP4は径20～30cmの円形で，深さ14～20cmであり，規模と配置から主

柱穴と考えられる。P4の北側にあるP5は径18cmの円形で，深さ13cmであり，位置的に補助柱穴と考えら

れる。南壁際にあるP6は径20cmの円形で，深さ9cmである。位置的に出入りl口施設に伴うピットと考えら

れる。

覆土　9層からなる。各層にロームブロックを含み，人為堆積と考えられる〇

千層霊㌔色。＿ム小ブ。ック．。－ム粒子中量，虹粒子・炭化粒6褐　色ロ4中ブロック・焼土粒子少量

；霊暗褐芸子竺芸鐙：篭色土少量，軟らかい　；蓋褐≡：三蓋≡：；；：≡三菜窯等喜至芸葦少量
4　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量
5　褐　色　ローム小ブロック・焼土粒子少量，硬い

遺物　土師器片214点，須恵器片53点，石製品（紡錘車）1点，不明鉄製品1点，陶器片1点，礫1点が出土

している。第152図1の須恵器杯は逆位で竃東側の覆土下層から，2の土師器皿は南西コーナー部の覆土中

層から，3の土師器饗は南西部の覆土上層から，4の紡錘車は竃東側の覆土中層から，5の不明鉄製品は

覆土中から出土している。6の土師器皿底部片は，回転糸切り痕が認められる。7の須恵器襲体部片には，

外面に横位の平行叩きが施されている。陶器片は混入したものと考えられる。

所見　本跡の時期は，出土遣物から判断して9世紀と考えられる。貼り床する以前の床面やピット，壁溝など

が検出されたことから判断して，住居の建て替えが行われたものと考えられる。

第548号住居跡出土遺物観察表

図版番号

第15 2図

券　　 種

杯

計測値 （cm）

A ［1 2．6］

器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

底部か ら口緑部 にか けての破 片 。 底部一方 向 のヘ ラ削 り。体 部外 砂粒 ・雲母 ・長石 P 7 10 1　　 4 0 ％

1 B　　 3．6 平底。 体 部か ら口緑 部 は外傾 し 面下端手 持 ちへ ラ削 り。体 部 か 灰色 竃東側覆土下層

須　 恵　 器 C　　 7．6 て立 ち上が る。
ら口線画 内 ・外面ロクロナデ。 普通

2

皿 A　 lO．2 体部 か ら口緑部一部欠損 。 平底 。 底部回転 糸切 り。 体 部か ら口緑
砂粒 ・雲母 ・長石 P 7 10 2　　　 70 ％

B　　 2．3 体部 か ら口緑 部 は外傾 して立 ち 部内 ・外面 ロクロナデ。
橙色 南西 コーナー部覆

土　 師　 器 C　　 6．0 上 がる。
普通 土 中層
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図版番号 券　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第152図 嚢

土　 師　 器

A ［20．0］ 口緑部片 。頚 部 で くびれ， 口唇 口緑 部内 ・外面横 ナデ。r 砂粒 ・雲母 ・石英 P 71 03　　　 5 ％

3 B （5．2） 部 は上方 につ まみ上げる。 にぷい赤褐色

普通

南西部覆土上層

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土 1地　 点 備　　　　　　　 考
径 （cm） 厚さ （cm） 孔径 （cm） 重量 （g）

4 紡　 錘　 車 （4．8） （0．6） 0．7 （18．0） 竃東側覆土中層 Q 7002　　 ホルンフェルス　　 P L lO2

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考
長さ （cm） 幅 （cm） 厚さ （cm） 重量 （g ）

5　‾ 不明鉄製品 （6．9） － 0．5 ～0．7 （14．0） 覆土中 M 7006

第549号住居跡（第153図）

位置　調査7区中央部，Nlla7区。

規模と平面形　長軸4．20m，短軸3．96mの方形である。

主軸方向　N－130－W

壁　壁高は4～10cmである。

壁溝　北壁下を除いて確認された。上幅約20cm，下幅6～10cm，深さ約10cmで，断面形はU字形をしている。

床　ほぼ平坦で，中央部が特に踏み固められている。北東コーナーに長径80cm，短径60cmの楕円形で，深さ30

cmの掘り込みが確認できた。覆土から多量の灰が出土していることから判断して，灰を貯めて置いた施設あ

るいは土坑と考えられる。

竃　2か所。竃1は北壁の西側に，竃2は北壁中央部に砂質粘土で構築されている。竃1の規模は，焚口部か

ら煙道部まで60cm，両袖部幅100cmである。火床部は，床面を約10cm掘りくぼめており，赤変しているがあ

まり硬化していない。竃2の規模は，焚口部から煙道部まで60cm，両袖部幅100cmである。火床部は，床面

を約10Cふ掘りくぼめており，赤変硬化している。いずれも遺存状態は悪い。火床部の赤変硬化状況から判断

して，竃2の方が長期間使用されたと考えられる。

ピット　南壁際にあるPlは長径60cm，短径20cmの楕円形で，深さ29cmである。位置的に出入り口施設に伴う

ピットと考えられる。

覆土　2層からなる。覆土が薄いため，堆積状況は確認できなかった。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子多量

遺物　土師器片75点，須恵器片21点，礫6点が出土している。第153図1の須恵器鉢は南側壁溝の中央部から

出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して9世紀と考えられる。

第549号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第153図 鉢 B （11．0） 底 部か ら体 部 にか けて の破 片 。 底部へ ラナ デ。 体部 外面 下位 へ 砂粒 ・雲母 ・石英 P 7 104　　　 20 ％

1

須　 恵　 器
C ［15．8］ 平底 。体 部 は外傾 して立 ち上が ラ削 り。 外面 斜位 の平 行叩 き， 灰色 P L 70

る。 内面へラナデ後指頭押圧。輪積み痕。 普通 南壁溝中央部
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第153図　第549号住居跡・出土遺物実測図

第551号住居跡（第154図）

位置　調査7区西部，MlOa9区。

規模と平面形　長軸3．55m，短軸3．25mの方形である。

主軸方向　N－00

壁　壁高は33～40cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　南壁下の一部が撹乱を受けているため確認できなかったが，全周していたと推定される。上幅約20cm，

下幅4～10cm，深さ約10cmで，断面形はU字形をしている。

床　はぼ平坦で，中央から西側が特に踏み固められている。

竃　北壁中央部に砂質粘土で構築されている。袖部はトレンチャ一による射Lを受けているため，遺存状態が

悪い。規模は焚口部から煙道部まで90cm，両袖部幅80cmと推定される。第6層は焼土ブロックがゴツゴツし

ていることから判断して，火床部と考えられる。火床部は赤変硬化している。天井部は崩落しており，第2

層と第4層が崩落土と考えられる。煙道は火床面から緩やかに立ち上がる。

宗土層解説
1褐　　　色　焼土中ブロック・焼土粒子少量
2　にぷい黄橙色　焼土中ブロック・焼土粒子多量，砂粒中量

3　赤　褐　色　暗褐色土多量
4　秒質粘土層
5　明　赤褐色　暗褐色土中量，焼土粒子少量
6　暗赤褐色　焼土ブロック・焼土粒子多量，砂粒中量，ゴツゴツしている

ピ、ソト　南壁際にあるPlは径20cmの円形で，深さ28cmである。位置的に出入り口施設に伴うピットと考えら

れる。

覆土　7層からなり，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説
1暗　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ローム大・中ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
3　暗赤褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量
4　にぷい赤褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・焼土粒子少量
5　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

6　暗　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
7　黒　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子少量，炭化粒子数量
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遺物　土師器片128点，須恵器片13点，陶器片3点，礫6点が出土している。第154図1の土師器杯，2の土師

器高台付杯，3の須恵器蓋，6の土師器聾は竃内から，4と5の土師器皿は竃前東側の覆土下層から出土し

ている。陶器片は混入したものと考えられる。

所見　本跡の時期は，出土遣物から判断して10世紀後葉と考えられる。

第551号住居跡出土遺跡観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 ．胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第1 54図 杯 A ［15．0］ 底 部か ら口緑 部にかけての破片。 底部回転糸切 り。体部か ら口緑 部 砂粒 ・雲母 ・赤色粧 P 7 1 08　　 25 ％

1 B　　 4．3 平底 。体 部は内攣気味 に立 ち上が ロクロナデ。 子 竃内

土　 師　 器 C ［8．6］ り，口縁 部は外 反する。 にぷい橙色　 普通

2

高 台 付 杯 B （3．6） 高台部か ら体部にかけての破片。平 底部回転へ ラ削 り後ナデ。高台貼 雲母 ・赤色粒子 P 7 1 09　　 30 ％

D ［8．2］ 底。高台は短 く 「ハ」の字状に開く。 り付 け後ナデ。体部外面ナデ，内 にぷい褐色 竃 内

土　 師　 器 E　　 O．6 体部は内管気味に立ち上がる。 面へ ラ磨 き。内面黒色処理。 普通

3

蓋

須　 恵　 器

A　 18．0 つまみ，口緑 部一部欠損。天井部 天井部外面上半回転へ ラ削 り，下 砂粒 ・雲母 ・石英 P 71 10　　 60 ％

B （2．5） は笠形である。口緑端部 は下方 に

短 く屈曲する。

半 ・内面 ロクロナデ。 灰白色

普通

竃 内

4

皿

土　 師　 器

A　　 9．7 口緑 部一部欠損 。平底。体部か ら 底部 回転糸切 り。体部か ら口緑部 砂粒 ・雲母 ・長石 P 71 11　　 90 ％

B　　 2．1

C　　 5．2

口緑 部は内攣気 味に立ち上が る。 内 ・外面 ロクロナデ。 橙色

普通

P L 70

竃内東側覆土下層

5

皿

土　 師　 器

A　　 9．5 口緑 部一部欠損。平底 。体部 から 底部 回転糸切 り。体部か ら口緑部 砂粒 ・雲母 P 71 12　　 70 ％

B　　 2．0

C　　 5．0

口緑 部は内攣気 味に立ち上が る。 内 ・外面 ロクロナデ。 橙色

普通

P L 70

竃内東側覆土下層

6

賓

土　 師　 器

A ［24．4］ 体部上位か ら口緑 部にかけての破 体部外面 ナデ，内面へ ラナデ。口 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 71 13　　　 5 ％

B （7．5） 片。頚部で くびれ，口緑 部は外反

する。

緑部 内 ・外面横ナデ。輪積み痕。 小石

にぷい赤褐色　 普通

竃 内

第552号住居跡（第155図）

位置　調査7区西部，Nllal区。

重複関係　東壁際が第342号土坑，南東コーナー部が第570号住居跡に掘り込まれている。第570号住居跡の掘

り込みは床面まで達していない。

規模と平面形　長軸3．78m，短軸3．70mの方形である。

主軸方向　N－00

壁　壁高は27～30cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　第342号土坑と重複している部分は確認できなかった。西壁下から南壁下と東壁下の一部にかけて確認

されている。上幅約20cm，下幅4～6cm，深さ約8cmで，断面形はU字形をしている。

床　ほぼ平坦で，中央部が特に踏み固められている。北東コーナーに長径100cm，短径80cmの楕円形で，深さ

20。m程の掘り込みが確認されている。覆土から灰が多量に出土していることから判断して，灰を貯めて置い

た施設あるいは土坑と考えられる。

竃　北壁中央部に砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで50cm，両袖部幅90cmである。第

6層の下部が焼土ブロックでゴツゴツしていることから判断して，火床部と考えられる。火床部は，床面を

約6。m掘りくぼめており，赤変硬化している。袖部は良好に遺存している。天井部は確認できなかった。煙

道は火床面から急な傾斜で立ち上がる。

竃土層解説
1暗　褐　色　焼土中ブロック・焼土粒子少量
2　暗　褐　色　焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子中量

3　にぷい赤褐色　炭化粒子多量

暗
暗
赤

4　5　6
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第155図　第552号住居跡・出土遺物実測図

ピット　4か所（Pl～P4）。PlとP3は共に径30clnの円形で，深さ14cmであり，規模と配置から判断して

主柱穴と考えられる。南壁際にあるP2は径30cmの円形で，深さ26cmである。位置的に出入り口施設に伴う

ピットと考えられる。南西部にあるP4は径約38cmの円形で，深さ17cmである。性格は不明である。

覆土　2層からなる。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，廃土粒子・炭化粒子微量，軟らかい
2　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量，軟らかい

遺物　土師器片110点，須恵器片41点，鉄製品（鎌）1点，陶器片1点，礫1点，炭化材が出土している。第

155図1と2の須恵器杯は南東部の覆土下層から，3の鎌は北西コーナー壁際の床面から出土している。竃

の焚口部から炭化材が出土している。竃で燃やした燃え差しと思われる。陶器片は混入したものと考えら

れる。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して8世紀と考えられる。重複している第570号住居跡，第342号土坑

より古い。
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第552号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備 r　　 考

第155図 杯 A ［12．2］ 底部か ら口緑部にかけての破片。 底部へ ラ削 り。体部外面下端手持 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 7 1 14　　 20 ％

1 B　　 4．0 平底。体部か ら口緑部 は外傾 して ちヘ ラ削 り。体部か ら口緑部内 ・ 石 英
南東部覆土下層

須　 恵　 器 C ［7．0］ 立ち上がる。 外面 ロクロナデ。 黄灰色　 普通

2

杯

須　 恵　 器

B （3．5） 底部か ら体部にかけての破片。平 底部へ ラ削 り。体部内 ・外面ロ ク 砂粒 ・雲母 ・長石 P 7 1 15　　　 5 ％

C ・［6．6］ 底。体部は外傾 して立 ち上が る。 ロナテP。 褐灰色

普通

南東部覆土下層

図版番号 種　　 別
計　　　 測　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長さ （cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 重量 （g）

3 鎌 （9．0） 2．4 0．3 （9．50） 北西コーナー壁際床面 M 7007　　　　　　　　　　　　 P L 70

第554号住居跡（第156・157図）

位置　調査7区西部，Nllc3区。

重複関係　南壁を第555号住居跡の竃に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸［2．7］m，短軸2・48mの方形と推定される。

主軸方向　N－20－E

壁　第555号住居跡の竃に掘り込まれている南壁は確認できなかった。壁高は約23cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　東西壁下に確認できた。上幅約14cm，下幅4～8cmで，断面形はU字形をしている。

床　ほぼ平坦で，全体的に踏み固められている。

竃　北壁中央部に砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで40cm，両袖部幅90cmである。火

床部は，床面を約10cm掘りくぼめており，赤変硬化している○天井部は確認できなかった。煙道は火床面か

ら急な傾斜で立ち上がる。

竃土層解説
1　明褐灰色　砂粒多量
2　明赤褐色　焼土中ブロック中量
3　赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子多量
4　暗褐色　褐色土多量，焼土中ブロック・焼土粒子中量

ピット　南壁際にあるPlは径30cmの円形で，深さ21cmである。位置的に出入り口施設に伴うピットと考えら

れる。

覆土　3層からなり，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子少量

2　暗褐色　焼土粒子多量，粘土粒子中量
3　暗褐色　焼土粒子多量，ローム大・中ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子少量

遺物　土師器片44点，須恵器片5点が出土している。第157図1の須恵器杯は北東部の覆土中から出土してい

る。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して8世紀と考えられる。重複している第555号住居跡より古い。

第554号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第157図 杯

須　 恵　 器

B （3．1） 底部から体部にかけての破片。平 底部へラ削り。体部内 ・外面ロク 砂粒 ・雲母 P 7122　　 10％

1 C ［8．8］ 底。体部は外傾 して立ち上がる。 ロナデ。 にぷい黄橙色

普通

北東部覆土中
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第555号住居跡（第156・158・159図）

位置　調査7区西部，Nlld3区。

重複関係　本跡の竃が第554号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸4．65m，短軸4．45mの方形である。

主軸方向　N－00

壁　壁高は約45cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　全周している。上幅10～20cm，下幅4～10cmで，断面形はU字形をしている。

床　ほぼ平坦で，全体的に踏み固められている。

竃　北壁中央部に砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで80cm，両袖部幅140cmである。

第3層の下部が焼土ブロックでゴツゴツしていることから判断して，火床部と考えられる。火床部は赤変硬

化し，その中に支脚を置いたと思われる落ち込みが検出された。天井部は確認できなかった。袖部は良好に

遺存している。煙道は火床面から急な傾斜で立ち上がる。覆土から多量の土師器片や須恵器片が出土してい

る。

竃土層解説
1暗　褐　色　焼土中ブロック・砂粒多量

2　暗　褐　色　焼土中ブロック・焼土粒子中量
3　明赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子多量
4　にぷい赤褐色　褐色土多量，焼土中ブロック・焼土粒子中量
5　褐　灰　色　焼土中ブロック・焼土粒子多量，サラサラしている

6　褐　灰　色　焼土中ブロック中量
7　ロームブロック

8　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子多量

ピット　6か所（Pl～P6）。Pl～P4は径20～40cmの円形で，深さ25～50cmであり，規模と配置から主柱

穴と考えられる。南壁際にあるP5は径20cmの円形で，深さ28cmである。位置的に出入り口施設に伴うピッ

トと考えられる。P5の北部に位置するP6は，径20cmの円形で，深さ100cmとかなり深い。性格は不明であ

る。

覆土　5層からなり，堆積状況から自然堆積と考えられる。第4層は壁溝の覆土である。

土層解説
1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子少量
2　黒褐色　ローム小ブロック・焼土粒子中量

3　暗褐色　ローム大・中ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子少量
4　褐　色　ローム粒子・焼土粒子多量，粘土粒子中量，軟らかい
5　黒褐色　焼土粒子少量

遺物　土師器片498点，須恵器片262点，石製晶（紡錘車）1点，鉄製品（刀子）1点，陶器片4点，礫5点が

出土している。第158・159図1の須恵器杯は正位で北東コーナー部の覆土下層から，2の須恵器杯は正位で

中央部から東側の床面，3の須恵器杯は竃袖部の南側，4の須恵器高台付杯，8の須恵器蓋，10の土師器賓

は竃内から，5の須恵器高台付杯は正位で南西コーナー部の覆土下層から，6の土師器高台付杯は正位で東

壁際の覆土下層から，7の須恵器蓋は逆位で竃西側の覆土中層から，11の土師器饗は中央部の覆土中層から，

12の須恵器鉢は南側の覆土下層から出土している。13の須恵器甑は，竃前の覆土下層出土の破片と南壁際の

覆土下層出土の破片が接合したものである。9の土師器皿，14と15の須恵器蓋，16の紡錘車，17の刀子は覆

土中層から出土している。18と19の須恵器甑の口線部片は，外面に縦位の平行叩きが施されている。20の須

恵器甑の口線部片は，外面に横位の平行叩きが施されている。21の土師器襲底部片は，底部に木葉痕が認め

られる。陶器片は混入したものと考えられる。

所見　本跡の時期は，出土遣物から判断して9世紀後葉と考えられる。重複している第554号住居跡より新しい。
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第555号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　　 考

第 15 8図 杯 A　 12．8 平底。休部か ら口緑部は外傾 して 底部一方向のヘ ラ削 り。体部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 P 7 12 3　 10 0％

1 B　　 4．3 立 ち上が る。 下端手持 ちへ ラ削 り。体部か らロ 黄灰色 P L 7 0

須　 恵　 器 C　　 72 緑部内 ・外面 ロクロナデ。 普通 北東コーナー部覆土下層

2

坤・ A　 13．5 休部か ら口線部一部欠損。平底。 底部一方向のヘ ラ削 り。体部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 7 12 4　　　 7 5％

B　　 5．0 休部か ら口緑部は外傾 して立ち上 下端手持ちへ ラ削 り。体部か ら口 石英 P L 7 0

須　 恵　 器 C　　 6．6 が る。 緑 部内 ・外面 ロクロナデ。 橙色

普通

中央部東側床面

3

j不 A ［12．8］ 口縁部一部欠損。平底。休部は内 底部回転へ ラ削 り。体部外面下端 砂粒 ・雲母 ・長石 P 7 12 5　　　 7 0％

B　　 4．3 攣気味に外傾 し，口緑 部は外反す 手持ちへ ラ削 り。体部か らロ縁部 にぷい黄橙色 P L 7 0

須　 恵　 器 C　　 7．3 る。 内 ・外面ロ クロナデ。 普通 寵袖部南側

4

高 台 付 杯 A　 12．1 高台部欠損。平底。体 部か ら口緑 底 部回転へ ラ削 り。体部外面下端 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 7 12 6　　　 8 0％

B （4．0） 部は外反気 味に立ち上がる。 回転 へラ削 り。休部か ら口緑部内 ・ 小石 P L 7 0

須　 恵　 器 外 面ロ クロナデ。 灰色　 普通 竃内

5

高 台 付 杯 A ［13．4］ 体部か ら口緑 部にかけて一部欠損。 底 部回転へラ削 り後ナデ。高台貼 砂粒 ・雲母 ・長石 P 7 12 7　　　 6 0％

B　　 5．5 平底。高台は 「ハ」の字状に開 く。 り付 け後ナデ。体部外面下端回転 灰色 P L 7 0

須　 恵　 器 D　　 8．2 体部か らロ緑 部は外 反気 味に立ち ヘラ削 り。体 部か ら口緑部内 ・外 普通 南西 コ ー ナ ー 部

E　 l．5 上がる。 面 ロクロナデ。 覆土下層

6

高 台 付 杯 A ［14．8］ 体 部か らロ縁 部にかけて一部欠損。 底部 回転 へラ削 り後ナデ。高台貼 砂粒 ・長石 ・赤色粒 P 7 16 0　　　 4 0％

B　　 5 0 高台は 「ハ」 の字状 に開 く。休 部 り付 け後ナデ。体部外面下端回転 子 P L 7 0

土　 師　 器 D　　 6．9 は内攣気 味に立ち上が り，口緑部 ヘ ラ削 り。体 部か ら口緑部内 ・外 橙色 東壁際覆土下層

E　　 O．9 はやや外反す る。 面横 ナデ。内面黒色処理。 普通 口録部外面油煙付着

7

蓋 A　 12．1 ボ タン状 のつ まみが付 く。 天井部 天井部外 面上 半回転 へラ削 り，下 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 7 12 8　 10 0％

B　　 2．7 は笠 形である。 ロ緑端部 は下方 に 半 ・内面 ロクロナデ。 石英 P L 7 1

須　 恵　 器 F　 l．8

G　　 O．7

短 く屈 曲 し，外面上部が突出する。 灰色

普通

竃西側覆土中層

8

蓋 A ［13．5］ 口緑 那一部欠損。 ボタン状 のつ ま 天井部外 面上半 回転 へラ削 り，下 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 7 129　　　 7 0％

B　　 3 2 みが付 く。天井部 は笠形で ある。 半 ・内面 ロクロナデ。 石英 P L 7 1

須　 恵　 器 F　　 2．7

G　 l．1

ロ緑端部 は下方 に短 く屈 曲す る。 灰 黄褐色

普通

竃内
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色 調 ・焼成 備　　　 考

第158図 皿

土　 師　 器

A　　 9．4 平底。体部か らの口緑部は内攣気 底 部回転 へラ切 り。体部 か ら口緑 砂粒 ・赤色粒子 P 713 0　 100％

9 B　　 2．1

C　　 6．4

味 に立 ち上が る。 部内 ・外 面ロクロナデ。 にぷい橙色

普通

P L 7 1

覆土中層

10

嚢

土　 師　 器

A ［17．6］ 体部 から口緑部 にかけての破片。 体 部内 ・外面 ナデ。口緑部 内 ・外 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 713 1　　 20％

B （12．6） 体部 は内攣 して立ち上がる。頚部

で くびれ， 口緑部 は外反する。口

唇部 は上方 につ まみ上げる。

面横 ナデ。 小石

明赤褐色

普通

竃内

11

嚢

土　 師　 器

A ［20．0］ 体部上部か ら口緑部にかけての破 体 部内 ・外面 ナデ。口緑部 内 ・外 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 7132　　 10％

B （10．4） 片。体部 は内攣 して立ち上がる。

頚部で くびれ，口緑部は外反する。

口唇部外面直下 に稜が巡る。

面横 ナデ。 子

橙色

普通

中央部覆土中層

12

鉢 A ［32．8］ 体部か ら口緑部 にかけての破 片。 体 部外面横位 と斜位 の平行叩 き。 砂粒 ・雲母 ・石英 P 7133　　 10％

B （18．5） 体部 は外傾 して立ち上が り，口緑 内面 ナデ，指頭押圧。 口緑部内 ・ 灰色 P L 7 1

須　 恵　 器 部で屈 曲す る。 外面横 ナデ。輪積 み痕。 普通 南側覆土 下層

13

甑

須　 恵　 器

B （29．2） 底部 ・体部か ら口緑部一部欠損 。 体 部外面下位横位 のヘ ラ削 り。体 砂粒 ・長石 P 7134　　　 30％

C　 15．4 多孔式。体部は外傾 して立ち上 が 部外面横位 の平行叩 き， 内面へ ラ 灰色 P L 7 1

る。 ナデ。 普通 ‘覆土下層

第159図 蓋

須　 恵　 器

B （1．6） つ まみ部片。上面が くぼみ，環状 ナデ。 砂粒 ・雲母 P 71 35 ・　　 5 ％

14 F　　 2．1

G　　 O．9

を呈す る。 暗青灰色

普通

覆土 中層

15

蓋

須　 恵　 器

B （1．占）

F　　 2．8

G　　 O．9

つ まみ部片。ボ タン状を呈 する。 ナデ。 砂粒 ・雲母

黄灰色

普通

P 71 36　　　 5 ％

覆土 中層

図版番号 種　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
径 （cm） 厚さ（cm） 孔径（cm） 重量 （g）

16 紡　 錘　 車 ［5．2］ 1．2 －
（14．0 ） 覆土中層 D P 7035　　　　　　　　　　　 P L lO2

図版番号 種　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重量 （g）

17 刀　　　 子 （8．7） 1．8 0．6～0．7 （14．0 ） 覆土中層 M 7008

第557号住居跡（第136・137・160図）

位置　調査7区中央部，Mllf4区。

重複関係　東部で第558号住居跡を掘り込み，北部が第539B号住居跡に掘り込まれている。第539B号住居跡の

掘り込みは床面までは達していない。

規模と平面形　長軸3．90m，短軸3．85mの方形である。

主軸方向　N－900－E

壁　壁高は55～60cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　北壁中央部に撹乱を受けており，一部確認できないが，全周していたと推定される。上幅10～27cm，下

幅4～10cm，深さ7～10cmで，断面形はU字形をしている。

床　はぼ平坦で，全体的によく踏み固められている。南東コーナー部に粘土ブロックが確認できた。性格は不

明である。

竃　東壁のやや南寄りに砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで100cm，両袖部幅110cmで

ある。第4層の下面が赤変硬化しゴツゴツしているため，火床部と考えられる。火床部は床面を約10cm掘り

くぼめている。天井部は崩落しており，第3層が崩落土と考えられる。袖部は良好に遺存している。両袖部

の内側は，火を受けて赤変硬化しゴツゴツしている。煙道は火床面から急な傾斜で立ち上がる。火床部から

出土した高杯の脚部は支脚に転用されていた。
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竃土層解説
1暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子中量，砂粒少量
2　赤褐色　焼土粒子多量

3　明褐灰色　粘土ブロック多量
4　明赤褐色　焼土ブロック多量，ゴツゴツしている

ピット　4か所（Pl～P4）。PlからP3は径30～40cmの円形で，深さ15～20cmであり，規模と配置から主

柱穴と考えられる。南壁際にあるP4は径20cmの円形で，深さ26cmであり，南向き斜めに掘り込まれており，

出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　5層からなる。各層にロームブロックを含み，人為堆積と考えられる。

土層解説
1褐　色　ローム中・小ブロック少量，炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量，軟らかい
3　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
4　黒褐色　焼土粒子中量，ローム小ブロック少量
5　黒褐色　ローム中・小ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

遺物　土師器片399点，須恵器片156点，鉄製品（刀子，紡錘車）2点，鉄津1点，炭化物（種子）が出土して

いる。図示した土器はいずれも須恵器である。第160図1の杯は正位で南壁際の床面から，2の杯は正位で

北西部の床面から，3の杯，8の高杯は竃内から出土している。8－は支脚に転用されている。4の杯は南西

コーナー部の覆土下層から，5の杯は南部の覆土中層から，7の蓋は北部の覆土中層から，6の蓋は覆土中

から，9の刀子は北西部の覆土下層から，10の紡錘車は竃北側の覆土下層から出土している。床面中央部か

ら炭化した種子が焼土に混じって出土している。種子の種類は不明である。南側床面から鉄浮が出土してい

る。11は聾口綾部片で，外面に縦位の平行叩きが施されている。12は甑口綾部片で，外面に横位の平行叩き

が施されている。13から15は整体部片で，外面に斜位の平行叩きが施されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して9世紀中葉と考えられる。鉄津が出土しているが，鍛冶炉は確認

されていない。重複している第558号住居跡より新しい。

第557号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第160図 杯

須　 恵　 器

A　 14．3 平底。体部か らの口緑部 は外傾 し 底部回転へ ラ削 り。‘体部外面下端 砂粒 ・雲母 ・長石 P 7 13 7　 10 0％

1 B　　 5．0 て立ち上がる。 手持 ちへ ラ削 り。体部か ら口緑 部 明赤褐色 P L 7 1

C　　 7．4 内 ・外面 ロクロナデ。 普通 南壁際床面

2

杯

須　 恵　 器

A　 12．8 口緑 部一部欠損。平底。体部か ら 底部一方向のヘ ラ削 り。体部外面 砂粒 」雲母 ・長石 ・ P 7 13 8　　 9 0％

B　　 5．0 口緑 部は外傾 して立 ち上が る。 下端手持ちへ ラ削 り。体 部か ら口 石英 P L 7 1

C　　 6．8 緑部内 ・外面ロクロナデ。 にぷ い黄橙色　 普通 北西部床面

3

杯

須　 恵　 器

A　 13．2 口緑 部一部欠損。平底。体部か ら 底部一方向のヘラ削 り。体 部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 7 13 9　　　 90％

B　　 4．7　° 口緑部 は外傾 して立 ち上が る。 下端 手持ちへラ削 り。体 部か ら口 石英 P L 7 1

C　　 7．4 緑 部内 ・外 面ロクロナデ。 にぷ い黄橙色　 普通 竃内

4

ゴ不

須　 恵　 器

A ［12．8］ 体部 か ら口緑部 にかけて一部欠損。 底 部一方向のヘラ削 り。体部外面 砂粒 ・雲母 P 7 140　　　 90％

B　　 4．5 平底。体部か ら口緑部は外傾 して 下端手持 ちへラ削 り。体部 から口 灰黄色 南西 コー ナ ー 部

C　　 7．4 ‾′“・立 ち上が る。 緑部 内 ・外面 ロクロナデ。 普通 覆土 下層

5

杯

須　 恵　 器

A ［13．4］ 底部か ら口緑部 にかけての破 片。 底部一方 向のヘラ削 り。体部外面 砂粒 ・雲母 ・石英 P 71 4 1　　 40％

B　　 4．7 平底。体部か ら口緑部は外傾 して 下端手持 ちへ ラ削 り。体部か ら。 灰色 P L 7 1

C　　 8．0 立 ち上が る。 緑部 内 ・外面 ロクロナデ。 普通 南部覆土 中層

6

蓋

須　 恵　 器

A ［12．4］ 天井部か ら口緑部にかけての破片。 天井部外面上半 回転へ ラ削 り，下 砂粒 ・雲母 ・長石 P 71 42　　　 20％

B （2．1） 口緑端部は下方に短 く屈曲 し，外

面上部が突出する。

半 ・内面 ロクロナデ。 黄灰色

普通

覆土 中

7

蓋

須　 恵　 器

A ［14．2］ 天井部か ら口緑 部にかけての破片。 天井部外面上半 回転へ ラ削 り，下 砂粒 ・雲母 ・長石 P 714 3　　 10％

B （1．9） 口緑端部は下方に短 く屈 曲す る。 半 ・内面 ロクロナデ。 灰色

普通

北部覆土 中層
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第161図　第558号住居跡出土遺物実測図

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　　 考

第16 0図

8

高　　　 杯

須　 恵　 器

B （9．8）

D　 lO．2

E　　 8 5

脚部 片。脚部 はラッパ状 に開 く。 脚部 内 ・外面 ロクロナデ。 砂粒 ・長石 ・石英

灰色

普通

P 71 44　　　 40％

P L 7 1

二次焼成　 奄 内

図版番号 種　　 別

計　　　　 測　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長 さ （cm） 幅 （cm ） 厚 さ （cm） 重量 （g ）

9 刀　　　 子 （12．9 ） 1．3 0．3へノ0．4 （12．0 ） 北西部覆土下層 M 70 09　　　　　　　　　　　　　 P L 7 1

10 紡　 錘　 車 径　　 4．1 孔径　 0．7 0．5 2 8．0 窺北側覆土下層 M 7010 （軸）幅0．7，厚さ鴫 長さ18．4cm　 P L 71
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第558号住居跡（第136・137・161図）

位置　調査7区中央部，Mllf4区。

重複関係　西部が第535・557号住居跡，第18号井戸に掘り込まれている。

規模と平面形撹乱がはなはだしいため，平面形は推定できなかった。規模は，南北4・80m，東西（2・0）mで

ある。

主軸方向　N－680－E

壁　南壁から東壁にかけて確認できた0壁高は約30cmで，外債して立ち上がる。

壁溝南壁下から東壁下にかけて確認できた○上幅20cm，下幅7cm，深さ7～10cmで，断面形はU字形をして

いる。

床　竃前の踏み固められた部分だけが残存している。

竃東壁のやや南寄りに砂質粘土で構築されている0規模は，焚口部から煙道部まで120cm，両袖部幅100cmで

ぁる。第4層の下部が赤変硬化してゴツゴツしているため，火床部と考えられる0天井部の大部分は崩落し

ているが，一部遣存している。第2層が崩落土と考えられる。袖部は良好に遺存している。両袖部の内側は，

火を受けて赤変硬化しゴツゴツしている○煙道は火床面から緩やかに立ち上がる0

竃土層解説
1褐　　色　ローム粒子・焼土粒子中量，砂粒少量
2　褐　　色　砂粒・粘土ブロック多量，褐色土中量，焼土粒子少量
3　にぷい褐色　焼土中ブロック・焼土粒子多量

4　暗赤褐色　焼土ブロック・焼土粒子多量，ゴツゴツしている

ピット　南東コーナーにあるPlは径20cmの円形で，深さ28cmである。位置的に主柱穴と考えられる。

覆土　3層からなり，堆積状況から人為堆積と考えられる0

土層解説
1褐　色　ローム中・小ブロック少量，炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量，軟らかい
3褐色ローム粒子少量，軟らかい

遺物　土師器片71点，須恵器片21点，礫3点が出土している0第161図1の須恵器杯は覆土中から出土している。

所見本跡の時期は，出土遣物から判断して8世紀後葉から9世紀前葉と考えられる。重複している第535・

557号住居跡，第18号井戸より古い。

第558号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成

砂粒 ・雲母 ・石英

備　　　 考

P 7 14 5　　 10％
第16 1図 杯 A ［12．0］ 底部か ら口緑部 にかけての破 片。 底部へラ削 り。体 部外面 下端手持

1 B　　 4．0 平底。体部か ら口緑部は外傾 して
ちヘ ラ削 り。体部内 ・外 面ロクロ 灰色 覆土中

須　 恵　 器 C ［6．6］ 立ち上 がる。 ナデ。 普通

第560号住居跡（第162図）

位置　調査7区西部，NlOfo区。

規模と平面形　長軸4．30m，短軸3・40mの長方形である。

主軸方向　N－30－E

壁溝北東コーナー部は撹乱を受けているため確認できなかったが，全周していたと推定される。上幅約20cm，

下幅4～10cm，深さ約10cmで，断面形はU字形をしている。

床　はぼ平坦で，踏み固められている。
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竜一／

第162図　第560号住居跡・出土遺物実測図

」L19．8m

0　　　　　　　　　　2m

！　　：　　！

＼　　」　　ゴ　　」　「　「　　　＼＿　l≡＝＝プ
4　　　　　　　　　　　5

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

竃　床面北側にゴツゴツした赤変硬化部分が検出できたため，火床部の可能性がある。

遺物　土師器片142点，須恵器片3点が出土している。図示した土器はいずれも土師器である。第162図1の皿

は北西部の壁溝内から，2の皿は遺構確認面から出土している。3から6は土師器皿底部片で，いずれも底

部回転糸切りである。

所見　本跡では壁とピットが確認できなかったため，壁溝から規模と平面形を推定した。時期は，出土遺物か

ら判断して10世紀後葉と考えられる。

第560号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器　 種 計潮催（CⅢ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　　 考

第162図 皿

土　 師　 器

A　　 9．4 平底。休部か ら口緑部は内攣気 味 底 部回転 糸切 り。体部か ら口緑部 砂粒 ・雲母 ・長石 P 7 15 8　 10 0％

1 B　 l．7

C　　 6．3

に立 ち上が る。 内 ・外面 ロクロナデ。 にぷい黄褐色

普通

P L 7 2

北西部壁構

2

皿

土　 師　 器

A ［8．0］ 底部か ら口緑 部にかけての破片。 底 部回転糸切 り。体部か ら口緑部 砂粒 ・雲母 P 7 15 9　　　 20％

B　　 2J

C ［4．0］

平底。体部か ら口縁 部は内攣気味

に立ち上がる。

内 ・外面 ロクロナデ。 にぷい橙 色

普通

遺構確 認面
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第561号住居跡（第163・164図）

位置　調査7区西部，NlOeo区。

重複関係　西部が第572号住居跡，北部が第571号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸4．60m，短軸4．10mの長方形である。

主軸方向　N－40－E

第163図　第561・571・572号住居跡実測図

2m

！　　；　　」
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第164図　第561号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　10cm

l一　　一1　　－・l

壁　壁高は25～37cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　全周している。上幅20～30cm，下幅10～17cm，深さ約8cmで，断面形はU字形をしている。

床　はぼ平坦で，全体的に踏み固められている。

竃　北壁中央部に砂質粘土で構築されている。煙道部の一部がトレンチャ一による撹乱を受けているため，袖

部の遺存状態は悪い。規模は，焚口部から煙道部まで95C恥両袖部幅120cmと推定される。火床部は，床面

を約6cm掘りくぼめており，赤変硬化している。天井部は確認できなかった。

竃土層解説
1　にぷい褐色　粘土大ブロック・焼土粒子少量
2　灰　赤　色　粘土ブロック・焼土粒子中量
3　暗　褐　色　焼土粒子少量

4　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子中量
5　暗赤褐色　焼土粒子・砂粒中量，焼土粒子少量

ピット　5か所（Pl～P5）。PlからP。は径約30cmの円形で，深さ約50cmであり，規模と配置から主柱穴

と考えられる。南壁際にあるP5は径24cmの円形で，深さ35cmである。位置的に出入り口施設に伴うビット

と考えられる。
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覆土10層からなり，各層にロームブロックを含み，人為堆積と考えられる。第3層から多量に土師器片が出

土している。

土層解説
1褐　　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　ロームブロック

3　暗　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量

4　褐　　　　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・焼土粒子少量
5　褐　　　　色　ローム中・小ブロック少量，炭化粒子微量
6　褐　　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
7　2層と同じ
8　明　褐　色　ローム中・小ブロック多量

9　にぷい黄橙色　焼土中ブロック・焼土粒子少量
10　明　褐　色　ローム中・小ブロック多量，暗褐色土中量

遺物　土師器片401点，須恵器片56点，鉄製品（手鎌）1点，鉄浮1点，礫2点が出土している。第164図2の

須恵器杯は西部の覆土下層から，4の須恵器杯は北西コーナー部の覆土下層から，5の須恵器高台付杯，7

の土師器襲，9の須恵器鉢は南西部の床面から，1の須恵器杯，8の土師器聾は竃内から，3の須恵器杯，

6の土師器聾は覆土中から，10の手鎌は南西コーナー部の覆土下層から出土している。遺構確認面から出土

した11は，須恵器整体部片で外面に掛け算九九「八九七十二，、九八十一」が刻苦されている。当初「八九

六十二」と書かれているが，後から「六」の上に「七」と改めた痕跡が認められる。さらに，恐らく「、」

は「々」の意味と思われる。すなわち，「九、」と書くべきところを「、九」と誤ったものと考えられる。

掛け算九九は焼成以前に刻害されたものである。12の須恵器襲休部片は，外面に3条の櫛措波状文が施され

ている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して9世紀と考えられる。掛け算九九が刻書された須恵器片は，胎土

から判断して在地の窯のものではなく搬入品と考えられる。この時代（奈良・平安時代），掛け算九九を知っ

ている者は，公家や官吏等教養人である。すなわち，掛け算九九が出土したことで，本跡は官吏等と何らか

の関連があった可能性も考えられる。重複している第571・572号住居跡より新しい。

第561号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の．特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　　 考

第16 4図 杯

須　 恵　 器

A ［12．8］ 底部か ら口緑部 にかけての破片。 底部のへ ラ削 り．。体 部外面下端手 砂粒 ・雲母 ・石英 P 7 16 1　　 3 0％

1 B　　 4．5 平底。体部か ら口緑部は外傾 して 持ちへラ削 り。体部から口嘩部内 ・ 灰黄褐色 竃内

C ［7．2］ 立 ち上が る。 外面ロクロナデ。 普通

2

杯

須　 恵　 器

A ［13．8］ 底部か ら口緑部にかけての破 片。 底部へラ削 り。体部外面下端手持 砂粒 ・雲母 ・石英 P 7 16 2　　 10％

B　　 4．5 平底。体部は外傾 して立ち上 り， ちヘラ削 り。体部 から白線部内 ・ 灰黄褐色 西部覆土下層

C ［7．8］ 口緑部 は外反する。 外 面ロクロナデ。 普通

3

杯

須　 恵　 器

B （2．0） 底部か ら体部にかけての破 片。平 底 部へラ削 り。体部外面下端手持 砂粒 ・雲母 P 7 16 3　　 1 0％

C ［8．0］ 底。体部は外傾 して立ち上がる。 ちへラ削 り，内面 ロタロナデ。 灰色

普通

覆土中

4

杯

須　 恵　 器

B （1．8）

C　 lO．0

底部片。平底 。 底部 へラ削 り。 砂粒 ・雲母 ・長石

灰色

普通

P 7 16 4　　　 20％

北西 コ ー ナー 部

覆土下層

5

高 台 付 杯

須　 恵　 器

A ［11．0］・高台部か ら口緑 部にかけての破片。 底部 回転へ ラ削 り。高台貼 り付け 砂粒 ・長石 P 7 16 5　　　 30％

B　　 4．0 高台は 「ハ」 の字状 に開 く。平底。 後 ナデ。体部外面下端回転へ ラ削 灰色 南西 部床 面

D ［7．5］ 体部か ら口緑 部は外傾 して立 ち上 り。体部か ら口縁部内 ・外面 ロク 普通

E　　 O．7 がる。 ロナデ。

6

嚢

土　 師　 器

A ［27．2］ 口緑破 片。頚部 で くびれ， 口緑部 口緑部外面横 ナデ，内面へ ラナデ 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 7 166　　　 5 ％

B （5．3） は外 反する。 口唇部 は上方 につ ま

み上げる。

後ナ デ。輪積み痕。 石英 ・赤色粒子

橙色　 普通

覆土 中

7

嚢

土　 師　 器

A ［22．6］ 口緑破片。頚部 で くびれ， 口緑部 口縁部内 ・外面横ナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 7 167　　　 5 ％

B （4．2） は大 きく外反す る。 口唇部 は上方

につまみ上 げる。

石英 ・赤色粒子

橙色　 普通

南西 部床面
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図版番号 券　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第164図 嚢

土　 師　 器

B （16．2） 底 部か ら体 部にかけての破片。平 底部へ ラナデ。体部外面へ ラ磨 き， 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 716 8 ．　 40％

8 C　　 7．8 底 。体 部は内攣気味に立ち上がる。 内面へ ラナデ。輪積 み痕。 石英 ・赤色粒子

橙色　 普通

P L 7 2

竃内

9

鉢

須　 恵　 器

A ［26．4］ 底 部か ら口緑部 にか けての破片。 体部外面下位へラ削 り，上位横位 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 716 9　　　 20％

B　 12．9 平底。体部 は内攣気味 に立 ち上が の平行叩 き。内面下位 へラナデ， 石英 南西部床面

C ［14．2］ り，口緑部 で外傾す る。口唇部は 上位指頭押圧 。口緑 部内 ・外面横 黄褐色

上 方につ まみ上 げる。 ナデ。輪積 み痕 。 普通

図版番号 種　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重量 （g ）

10 手　　　 鎌 8．7 1．8 0．3 9．0 南西コーナー部覆土下層 M 7011　　　　　　　　　　　　　　 P L 72

第562号住居跡（第165・166図）

位置　調査7区南西部，NlOf9区。

規模と平面形　長軸4．00m，短軸3．85mの方形である。

主軸方向　N－160－W

壁　壁高は25～36cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　全周している。上幅10～20cm，下幅約5cm，深さ約8cmで，断面形はU字形をしている。

床　ほぼ平坦で，全体的に踏み固められている。

竃　北壁中央から東寄りに砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで95cm，両袖部幅110cm

である。火床部は，床面を約8cm掘りくぼめており，赤変硬化している。第1層は天井部と考えられる。袖

部は良好に遺存している。両袖部の内側は，火を受けて赤変硬化している。煙道は火床面から急な傾斜で立

ち上がる。

竃土層解説

1　にぷい橙色　砂質粘土が熱を受けて赤変硬化しゴツゴツしている
2　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子少量
3　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子中量

4　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子中量
5　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子多量

ピット　5か所（Pl～P5）。PlからP4は径20～40cmの円形で，深さ約30cmであり，規模と配置から主柱

穴と考えられる。南壁際にあるP5は径24cmの円形で，深さ28cmであり，位置的に出入り口施設に伴うピッ

トと考えられる。

覆土10層からなり，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子　6　暗褐色　焼土粒子少量，炭化粒子微量

微量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量

3　暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量
4　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・焼土粒子少量
5　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

7　明褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
8　暗褐色　焼土粒子少量
9　暗褐色　焼土中ブロック・焼土粒子少量

10　暗褐色　ローム中・小ブロック多量，焼土粒子少量

遺物　土師器片204点，須恵器片52点，石製品（砥石）1点，礫3点が出土している。第165・166図1の土師

器杯は逆位で，3の須恵器杯は正位で竃東側の覆土下層から，2の須恵器杯は正位で南東コーナー部の床

面から，4の須恵器杯，6の須恵器蓋は竃内から，5の須恵器杯は中央部の覆土中層から，7の須恵器盤

は正位で東壁際の床面から，8の砥石は北西部の覆土中層から出土している。9の須恵器甑休部から口綾

部片は，体部外面に縦位の平行叩きが施されている。10から12の土師器聾底部片には，底部に木葉痕が認

められる。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して9世紀後葉と考えられる。
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第165図　第562号住居跡・出土遺物実測図（1）
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第166図　第562号住居跡出土遺物実測図（2）

第562号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　i

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第165図杯 A［14．0］底部から口緑部にかけての破片。底部へラ削り。休部外面下端へラ砂粒・長石・石英P7170　　　40％

1

土　師　器

B　　5．7平底。体部からロ緑部は内攣気味削り，上端・内面へラ磨き。ロ緑部明赤褐色（外面）竃東側覆土下層

C［8．5］に立ち上がる。 内・外面へラ磨き。内面黒色処理。普通

2

i不 A　13．3体部から口緑部にかけて一部欠損。底部一方向のヘラ削り。体部外面砂粒・雲母・長石P7171　　70％

須　恵　器

B　　4．7平底。体部から口緑部は外傾して下端手持ちへラ削り。休部から口にぷい黄褐色 PL72

C　　6．9立ち上がる。 緑部内・外面ロクロナデ。 普通 南東コーナー部床面

3

坤：A　13．2体部から口緑部にかけて一部欠損。底部へラ切り。体部外面下端手持砂粒・雲母・長石P7172　　　60％

須　恵　器

B　　4．1平底。体部から口緑部は外傾してちヘラ削り。休部から口緑部内・暗灰色 PL72

C　　7．6立ち上がる。 外面ロクロナデ。 普通 寵東側覆土下層

4

杯 A［123］体部から口緑部にかけて一部欠損。底部へラ切り。体部外面下端手持砂粒・雲母・長石P7173　　　50％

須　恵　器

B　　4．4平底。体部から口緑部は外傾してちヘラ削り。体部から口緑部内・灰色 竃内

C　　6．9立ち上がる。 外面ロクロナデ。 普通

5

ゴ不 A［13．0］底部から口緑部にかけて一部欠損。底部へラ削り。体部外面下端手持砂粒・雲母・長石・P7174　　　50％

須　恵　器

B　　4．3平底。休部から口緑部は外傾してちヘラ削り。体部から口緑部内・石英 PL73

C　　6．4立ち上がる。 外面ロクロナデ。 褐灰色　普通 中央部覆土中層

6

蓋 A　15．2ボタン状のつまみが付く。天井部天井部外面上半回転へラ削り，下砂粒・雲母・長石・P7175　　　90％

須　恵　器

B　　3．5は笠形である。口緑端部は下方に半・内面ロクロナデ。 石英 PL73

F　　3．0

G　l．0

短く屈曲し，外面上部が突出する。 暗灰黄色

普通

窟内

7

盤 A　15．9高台は「ハ」の字状に開く。体部底部回転へラ削り。高台貼り付け砂粒・雲母・長石・P7176　　100％

須　恵　器

B　　3．9は外傾し，口緑部との境に稜をも後ナデ。体部から口緑部内・外面石英 PL73

D　　8．1

E　l．3

つ。口緑部は外傾する。 ロタロナデ。 灰色

普通

東壁際床面

図版番号種　　別
計　　　　測　　　　値

出　土　地　点 備　　　　　考
長さ（C皿）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

8 砥　　　石 7．1 4．6 3．0 17．0 北西部覆土中層 Q7004　　流紋岩
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第563号住居跡（第167図）

位置　調査7区中央部，Nllc8区。

規模と平面形　長軸4．20m，短軸3．65mの長方形である。

主軸方向　N－120－W

壁　壁高は9～45cmで，外債して立ち上がる。

7K

旦19．8m

＿＿∠二嘉フ

グ
こ二二二／　2

第167図　第563号住居跡・出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　；＿　　」

0　　　　　　　　　　　　　　1m

】＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

0　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　＿　　」
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壁溝　北東コーナー壁下を除いては確認された。上幅10～25cm，下幅5～20cm，深さ約6cmで，断面形はU字

形をしている。

床　ほぼ平坦で，全体的に踏み固められている。北東コーナーに長径80cm，短径60cmの楕円形で，深さ24cmの

掘り込みが確認できた。覆土から多量の灰が出土していることから判断して，灰を貯めて置いた施設あるい

は土坑と考えられる。

竃　北壁中央から東寄りに砂質粘土で構築されている。煙道部と天井部が撹乱を受けており，遣存状態は悪い。

規模は，焚口部から煙道部まで70cmと推定され，両袖部幅100cmである。第2層の下部が焼土ブロックでゴ

ツゴツしていることから判断して，火床部と考えられる。火床部は，床面を約8cm掘りくぼめており，赤変

硬化している。

竃土層解説
1　暗赤褐色　焼土粒子・砂粒多量
2　赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子多量

ピット　5か所（Pl～P5）。PlからP4は径約20cmの円形で，深さ約30cmである。しかし，配置に規則性

がないため，主柱穴とは考えられない。南壁際にあるP5は長径50cm，短径20cmの楕円形で，深さ25cmであ

る。位置的に出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　7層からなり，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子微量
3　褐　色　ローム粒子多量，砂粒少量
4　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子少量

5　秒　層
6　褐　色　ローム粒子・焼土粒子中量，炭化粒子少量
7　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片144点，須恵器片3点，礫1点が出土している。第167図1の須恵器杯，4の土師器鉢は竃東側

の床面から，2の須恵器杯は南壁際の床面から，3の須恵器杯は北東コーナー部の覆土中層から出土してい

る。5は須恵器整体部片で，外面に同心円状の叩きが施されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して8世紀後葉と考えられる。

第563号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第16 7図 杯

須　 恵　 器

A　 13．7 口緑部一 部欠損。平底。体部 から 底部一方向のへラ削 り。体 部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 P 7 17 7　　 90％

1 B　　 4．0 口緑部 は外傾 して立 ち上が る。 下端手持ちへ ラ削 り。体部 か ら口 にぷい黄橙色 P L 7 3

C　　 8．7 緑部内 ・外面ロクロナデ。 普通 竃東側床面

2

杯

須　 恵　 器

A ［14．0］ 底部か ら口緑部 にか けての破片。 底部へ ラ削 り。体部外面下端手持 砂粒 ・雲母 ・長石 P 7 178　　　 40％

B　　 3．7 平底。体部 は外傾 して立ち上が り， ちへ ラ削 り。体 部か ら口緑部 内 ・ 灰色 南壁際床面

C ［9．2］ 口緑部 はやや外反す る。 外面ロクロナデ。 普通

3

ゴ不

須　 恵　 器

A ［12．8］ 底部か ら口緑部 にか けての破片。 底部へラ削り。体部か ら口緑部内 ・ 砂粒 ・雲母 ・小石 P 7 179　　　 50％

B　　 3．5 平底。体部か ら口緑部 は外傾 して 外 面ロクロナデ。 灰色 北東 コー ナ ー 部

C　　 7．4 立 ち上が る。 普通 覆土 中層

4

鉢

土　 師　 器

A　 20．4 底部欠損。体部は外傾 して立ち上 体 部外面下位へ ラ削 り，上位 ・内 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 7 180　　 7 0％

B （12．3） が り－，口緑部は外反する。口唇 部 面 ナデ。 内面下位指頭押圧。口緑 石英 ・赤色粒 子 P L 73

は上方につ まみ上げる。 部 内 ・外面横ナデ。輪積み痕。 橙色　 普通 竃東側床面

第564号住居跡（第168図）

位置　調査7区中央部，Nlld9区。

重複関係　東部が第588号住居跡に掘り込まれているが，床面までは達していない。

規模と平面形　長軸3．80m，短軸3．50mの方形である。
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上19．8m

第168図　第564号住居跡・出土遺物実測図
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主軸方向　N－30－E

壁　東壁は確認できなかった。壁高は13～15cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　北壁下と南東コーナー壁下を除いては確認できた○上幅10～20cm，下幅約6cm，深さ4～10cmで，断面

形はU字形をしている。

床　ほぼ平坦であるが，中央部にわずかな起伏がみられる。中央部から西側が特に踏み固められている0

竃　北壁中央から東寄りに砂質粘土で構築されている0規模は，焚口部から煙道部まで70cm，両袖部幅80cmで

ある。火床部は，床面を約4cm掘りくぼめており，赤変硬化している。天井部は確認できなかった。袖部の

遣存状況は悪い。第2層と第4層から多量の土師器片が出土している。

竃土層解説
1暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子多量
2　灰　褐　色　ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子多量

3　にぷい赤褐色　焼土粒子多量
4　黒　褐　色　焼土粒子中量
5　灰　褐　色　焼土中ブロック・焼土粒子・粘土粒子多量

ピット　6か所（Pl～P6）。PlからP。は径20cmの円形で，深さ20～23cmであり，規模と配置から判断し

て主柱穴と考えられる。P2の南東側にあるP5は径20cmの円形で，深さ14cmであり，補助柱穴と考えられ

る。南壁際にあるP6は径23cmの円形で，深さ30cmである0位置的に出入り口施設に伴うピットと考えられ

る。

覆土10層からなり，各層にロームブロックを含み，人為堆積と考えられる0第7層から第10層は竃の覆土で

ある。第9層は焼土ブロックでゴツゴツしていることから判断して，火床部と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量
2　暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子微量
3　褐　色　ローム大ブロック・ローム粒子多量，砂粒少量
4　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子少量

5　暗褐色　ローム小ブロック多量
6　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子中量，炭化粒子少量
7　竃3層と同じ
8　竃4層と同じ
9　焼土ブロック，ゴツゴツしている

10竃1層と同じ

遺物　土師器片144点，須恵器片28点，鉄浮2点，陶器片3点，礫3点が出土している0第168図2の土師器小

形聾は横位で竃前の床面から，3の須恵器聾は竃東袖部前の床面から出土している。4の須恵器聾は，中央

部の床面から出土した破片を接合したものである。1の須恵器杯は覆土中層から，鉄浮は覆土中から出土し

ている。5は須恵器聾の体部からロ縁部片で，体部外面に縦位の平行叩きが施されている。6と7は須恵器

襲体部片で，外面に縦位の平行叩きが施されている。陶器片は混入したものと考えられる。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して9世紀後葉と考えられる。鉄浮が出土しているが，鍛冶炉は確認

されていない。重複している第588号住居跡より古い。

第564号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 168図 杯 A　 13．0 口緑部一部欠損。平底。体部か ら 底 部一方 向のヘ ラ削 り。体部外面 砂粒 ・雲母 ・長石
P 71 8 1　　 80％

1 B　　 4．0 口緑部 は外傾 して立ち上がる。 下端手持 ちへ ラ削 り。体部か ら口 灰色 P L 73

須　 恵　 器 C　　 5．0 緑 部内 ・外面 ロクロナデ。 普通 覆土 中層

2

小　 形　 賓 A ［14．0］ 体部か ら口緑部一部欠損。平底。 底 部木葉痕。体部外面下位か ら中 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 71 82　　 45％

B　 15．6 体部 は内攣 して立 ち上が る。頚部 位 へラ削 り，上位 ・内面ナデ。 口 石英 P L 73

土　 師　 器 C　　 7．1 で くびれ， 口緑部 は外反する。口

唇部 は上方 につ まみ上げ る。

縁部内 ・外面横 ナデ。輪積み痕。 にぷい褐色

普通

竃前床面
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第168図 嚢

須　 恵　 器

A ［21．8］ 体部上位から口緑部にかけての破 体部外面縦位の平行叩き，内面ナ 砂粒 ・雲母 ・長石 P 7183　　　 20％

3 B （16．4） 片。体部は内攣して立ち上がる。 デ。口緑部内・外面横ナデ。 にぷい黄橙色 P L 73

頚部でくびれ，口緑部は外反する。 普通 竃東袖部前床面

4

嚢

須　 恵　 器

B （15．4） 底部から体部中位にかけての破片。 底部へラ削り後へラナデ。体部外 砂粒 ・雲母・小石 P 7184　　　 50％

C　 15．4 平底。体部は外傾して立ち上がる。 面下位横位のヘラ削り，中位横位

の平行叩き。内面下位指頭押庄後，

横ナデ，中位当て具痕。

黄灰色

普通

中央部床面

第565号住居跡（第169・170図）

位置　調査7区中央部，NlOgo区。

規模と平面形　一辺3．55mの方形である。

主軸方向　N－1010－E

壁　壁高は25～30cmで，はぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　全周している。上幅約17cm，下幅4～6cm，深さ約10cmで，断面形はU字形をしている。

床　ほぼ平坦で，中央から南側が特に踏み固められている。

竃　東壁中央部に砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで80cm，両袖部幅95cmである。火

床部は，床面を約6cm掘りくぼめており，赤変硬化している。天井部は確認できなかった。袖部は良好に遺

存している。煙道は火床面から急な傾斜で立ち上がる。覆土から多量の土師器片が出土している。第7層は

土師器寮内の覆土である。

竃土層解説
1黒褐色　焼土粒子・炭化粒子多量，ローム粒子少量
2　褐灰色　焼土粒子中量，炭化粒子少量
3　暗赤褐色　焼土粒子・粘土粒子中量

4　明赤褐色　焼土粒子・炭化粒子多量
5　明赤褐色　焼土粒子・炭化粒子多量，灰中量
6　明赤褐色　焼土粒子・炭化粒子少量
7　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量

ピット　5か所（Pl～P5）。PlからP4は各コーナーにあり，径約20cmの円形で，深さ30～40cmで，いず

れも内側向きに掘り込まれている。規模と配置から主柱穴と考えられる。南壁際にあるP5は径30cmの円形

で，深さ20cmであり，ピット周辺の床面が硬化している。位置的に出入り口施設に伴うピットと考えられ

る。

覆土　5層からなり，堆積状況から自然堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
3　暗褐色　炭化材多量，炭化粒子中量
4　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・焼土粒子少量
5　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子中量

遺物　土師器片343点，須恵器片5点，礫3点が出土している。第169・170図1の土師器杯は逆位で竃南側の

床面から出土している。内面全体には漆が付着している。4の土師器賓は竃内から，5の土師器聾は北西

コーナー部の床面から，6の土師器聾は横位で北東コーナー部の覆土下層から，7の土師器賓は正位で竃

南側の覆土下層から，9の須恵器饗は竃北側の覆土中層から，2と3の土師器皿，8の土師器高台付杯の

高台部は遺構確認面から出土している。8の底部に「大」と刻書されている。10は土師器皿底部片で，回

転糸切りである。11は土師器襲底部片で，底部に木葉痕が認められる。

所見　本跡の時期は，出土遣物から判断して10世紀前葉と考えられる。
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第169図　第565号住居跡・出土遺物実測図（1）

第565号住居跡出土遺物観察表
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図版番号券　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第169図坤こA［11．2］底部から口綾部にかけての破片。底部回転へラ削り。体部から口緑砂粒・雲母・赤色粒P7185　　　40％

1 B　　34平底。休部からロ縁部は外傾して部ロタロナデ。 子 内面漆付着

土　師　器C［7．0］立ち上がる。 黒褐色　普通竃南側床面
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第170図　第565号住居跡出土遺物実測図（2）

10cm

ト　　1－1　　・－1

図版番号 器　 種 計測催（C皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第169 ・ 皿 A ［16．9］ 体部からロ緑部にかけての破片。 体部外面下端手持ちへラ削り，上端・ 砂粒 ・長石 ・石英 P 7186　　　 20％

170図 B （4．3） 休部から口緑部は内攣気味に立ち 口緑部外面ロクロナデ。体部 ・口緑 橙色 （外面） 遺構確認面

2 土　 師　 器 上がる。 郡内面へラ磨き。内面黒色処理。 普通

3

皿 A ［10．0］ 底部から口緑部にかけての破片。 底部回転へラ切 り。体部からロ緑 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 7187　　　 20％

B　 16 平底。体部からロ緑部は外傾して 部内 ・外面ロクロナデ。 子 遺構確認面

土　 師　 器 C ［7．8］ 立ち上がる。 橙色　 普通

4

聾

土　 師　 器

A ［22．4］ 休部から口緑部にかけての破片。 体部外面ナデ，内面へラナデ。ロ 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 7188　　　 30％

B （21．5） 体郡は内攣気味に立ち上がる。頚

部でくびれ，ロ緑部は外反する。

口唇部は上方につまみ上げる。

緑部内 ・外面横ナデ。輪積み痕。 小石 ・赤色粒子

橙色

普通

竃内

5

嚢 A ［24．4］ 休部上位からロ緑部にかけての破 体部外面ナデ，内面へラナデ。口 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 7189　　 10％

B （9．3） 片。体部は内攣気味に立ち上がる。 緑部内 ・外面横ナデ。輪積み痕。 小石 ・赤色粒子 北西 コーナー部

土　 師　 器 頚部でくびれ，口緑部は外反する。

口唇部は上方につまみ上げる。

にぷい赤褐色

普通

床面

6

整 B （15．6） 底部から体部にかけての破片。平 底部木葉痕。体部外面へラ磨き， 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 7190　　 30％

C　　 9．4 底。体部は内攣気味に立ち上がる。 内面ナデ，内面へラナデ。口緑部 小石 P L 73　北東コー

土　 師　 器 内 ・外面横ナデ。輪積み痕。 にぷい褐色　 普通 ナ一部覆土下層

7

嚢

土　 師　 器

B （8．0） 底部から体部下位にかけての破片。 底部木葉痕。休部外面へラ磨き， 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 7191　　 20％

C　　 7．6 平底。休部は内攣気味に立ち上が

る。

内面へラナデ。 石英

にぷい黄褐色　 普通

應南側覆土下層
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第169図 高 台 付 杯

土　 師　 器

B （1．7） 高台部か ら底部にかけての破片。 底部 回転へ ラ削 り後ナデ，内面丁 砂粒 ・雲母 P 7192 10％ P L 73

8 D　　 6．2 高台は 「ハ」の字状 に開 く。 寧 なヘ ラ磨 き。高台貼 り付 け後ナ 明黄褐色 （外面） 底部 「大」刻書

E　　 O．9 デ。内面黒色処理。 普通 遺構確認面

第170図 嚢

須　 恵　 器

B （12．2） 底部か ら体部にかけての破片。平 底部へ ラ削 り後へ ラナデ。体部外 砂粒 ・雲母 ・長石 P　719 3　　 30％

9 C　 lO．5 底 。体部は内攣 して立 ち上が る。 面下位へ ラ削 り・，中位斜位の平行

叩 き。内面ナデ。

にぷい赤褐色

普通

竃北側覆土中層

第567号住居跡（第97・171図）

位置　調査7区西部，MlOc6区。

重複関係　第566号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　西部は調査区域外のため，平面形は確認できなかった。規模は，南北［2．7］m，東西（1．8）m

である。

主軸方向　N－50－E

壁　北壁の一部が確認できた。壁高は12～20cmで，外債して立ち上がる。

床　西部は確認できなかったが，それ以外はほぼ平坦で踏み固められている。

竃　北壁に砂質粘土で構築されている。天井部から袖部は撹乱を受けているため，遺存状況が悪い。火床部は，

赤変硬化している。

覆土　5層からなり，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子中量

2　暗褐色　ローム粒子中量
3　暗褐色　ローム粒子多量，炭化粒子中量
4　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化材少量
5　褐　色　ローム粒子・焼土粒子中量

遺物　土師器片101点，須恵器片6点，礫2点が出土している。第171図3の土師器嚢は竃西側の覆土下層から，

1の須恵器杯，2の土師器高台付杯は覆土中層から出土している。

所見　本跡では，ピットと壁溝は確認できなかった。壁が確認できなかった部分は，床質で規模を推定した。

時期は，出土遺物から判断して9世紀中葉と考えられる。重複している第566号住居跡より新しい。

0　　　　　　　　　　　　　　10cm」

第171図　第567号住居跡出土遺物実測図
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第567号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第17 1図 杯 A ［13．3］ 底部か ら口縁部にかけての破片。 底部へ ラ削 り。体部外面下端手持 砂粒 ・雲母 ・赤色粧 P 71 98　　　 35％

1 B　　 3．3 平底。体部か ら口緑 部は外傾 して ちヘ ラ削 り。体部か ら口緑部内 ・ 子 覆土 中層

須　 恵　 器 C ［7．3］ 立 ち上が る。 外面 ロクロナデ。 にぷい橙色　 普通

2

高 台 付 杯 B （1．8） 高台部か ら底部にかけての破片。 底部 回転へ ラ削 り後ナデ。高台貼 砂粒 ・雲母 ．・赤色粒 P 71 99 ‾　　 20％

D　　 5．8 高台 は 「ハ」の字状 に開 く。平底。 り付 け後 ナデ。底部内面丁寧 なへ 子
覆土 中層

須　 恵　 器 E　　 O．9 ラ磨 き。 橙色　 普通

3

嚢

土　 師　 器

B （14．6） 体部片。体部は外傾 して立ち上 が 体部外面へ ラ削 り，内面へラナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 72 00　　 20％

る。 石英 ・赤色粒 子

にぷい褐色　 普通

竃西側覆土下層

第568号住居跡（第172図）

位置　調査7区西部，NlOc8区。

重複関係　東壁際が第359号土坑，南壁際が第360号土坑に掘り込まれている。

規模と平面形　一辺2．95mの方形である。

主軸方向　N－50－W

壁　南壁と東壁の一部は確認できなかった。壁高は30～45cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　南壁下と東壁下の一部は重複しているため，確認できなかったが，全周していたと推定される。上幅8

～10cm，下幅4～6cm，深さ約4cmで，断面形はU字形をしている。

床　はぼ平坦であるが，中央部にわずかな起伏がみられる。中央部から西側が特に踏み固められている。

竃　北壁中央からやや東寄りに砂質粘土で構築されている。火床部の一部から煙道部にかけて，トレンチャ‾

による撹乱を受けているため奥行きは不明であるが，両袖部幅は95cmと推定される。火床部は，赤変硬化し

ている。天井部は確認できなかった。袖部は良好に遺存している。両袖部の内側は，火を受けて赤変硬化し

ている。

竃土層解説
1　暗赤褐色　焼土粒子多量
2　灰褐色　焼土中ブロック・焼土粒子少量

3　明褐色　焼土中ブロック・焼土粒子多量
4　明褐色　焼土中ブロック・焼土粒子中量，軟らかい

ピット　南壁際にあるPlは径20cmの円形で，深さ18cmであり，南側に傾斜して掘り込んでいる。位置と形状

から出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　6層からなり，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説

1　暗褐色

2　褐　色

3　暗褐色

4　暗褐色

5　黒褐色

6　褐　色

ローム小ブロック・粒子少量，焼土粒子微量

ローム中ブロック・粒子中量，焼土粒子微量
ローム粒子多量，砂粒少量
ローム小ブロック中量，焼土粒子少量

炭化粒子多量
ローム中・小ブロック・ローム粒子・焼土粒子中量，粘土粒子少量

遺物　土師器片102点，須恵器片21点，陶器片3点，磁器片2点，礫12点が出土している。遺物は竃東側の覆

土中層に集中して出土している。図示した土器はその一部である。第172図1と2の須恵器杯は正位で，3

の土師器聾は横位で出土した。陶器片と磁器片は混入したものと考えられる。

所見　本跡の時期は，出土遣物から判断して8世紀と考えられる。重複している第359・360号土坑より古い。
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第172図　第568号住居・跡・出土遺物実測図

第568号住居跡出土遺物観察表
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図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第172図 杯

須　恵　器

A　12．8平底。体部から口緑部は外債して底部へラ削り。体部から口緑部内・砂粒・雲母・石英P7201　100％

1 B　　3．8

C　　8．0

立ち上がる。 外面ログロナデ。 にぷい黄橙色

普通

PL73

竃東側覆土中層

2

杯

須　恵　器

A　13．6体部から日録部にかけて一部欠損。底部一方向のヘラ削り。体部外面砂粒・雲母・石英・P7202　　　75％

B　　4．1平底。体部から口緑部は外傾して下端手持ちへラ削り。体部から口長石 PL73

C　　8．5立ち上がる。 緑部内・外面ロクロナデ。 橙色　普通 薗東側覆土中層

3

嚢

土　師　器

B（3．5）底部から体部下位にかけての破片。底部木葉痕。休部外面下位へラナ砂粒・雲母 P7203　　15％

C　　9．0平底。 デ。 にぷい褐色

普通

竃東側覆土中層
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第569号住居跡（第173図）

位置　調査7区中央部，Nllb8区。

規模と平面形　長軸3．72m，短軸3．15mの長方形である。

主軸方向　N－170－W

壁　壁高は12～17cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　西壁下の一部を除き全周している。上幅10～20cm，下幅4～6cm，深さ約8cmで，断面形はU字形をし

ている。

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

！　　　＿L　　　」

／

－255－
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床　ほぼ平坦で，中央部が特に踏み固められている。全域から屋根材や柱材と思われる炭化材が出土し，床が

全面焼けて赤変硬化している。

竃　北壁中央部に砂質粘土で構築されている。トレンチャ一による撹乱がはなはだしいが，規模は焚口部から

煙道部まで80cm，両袖部幅100cmと推定される。火床部はあまり赤変硬化していないため，短期間しか使用

されなかったものと考えられる。

竃土層解説

1赤褐色　焼土粒子多量
2　暗赤褐色　焼土粒子中量，炭化粒子少量
3　暗赤褐色　焼土粒子中量
4　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子多量

5　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子多量，ローム粒子少量

ピット　5か所（Pl～P5）。PlからP4は径20～30cmの円形で，深さ15～20cmであり，規模と配置から主

柱穴と考えられる。南壁際にあるP5は径20cmの円形で，深さ35cmであり，位置的に出入り口施設に伴うピッ

トと考えられる。

覆土　4層からなる。各層にロームブロックを含み，人為堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子中量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・炭化材多量

3　黒褐色　ローム中・小ブロック・炭化材多量，炭化粒子中量
4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化材少量

遺物　土師器片91点，須恵器片23点，陶器片2点，礫3点，炭化材が出土している。図示した土器はいずれも

須恵器である。第173図1と2の杯は正位で竃東側の覆土下層から，3の杯は竃内から，4の高盤は横位で

竃東側の覆土中層から出土している。5と7の整体部片の外面には横位，6には斜位の平行叩きが施されて

いる。炭化材は床面全域から出土している。陶器片は混入したものと考えられる。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して8世紀後葉と考えられる。また，床面が焼けて住居の全域から屋

根材や柱材と思われる炭化材が出土していることから，焼失家屋と考えられる。

第569号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第17 3図 J不

須　 恵　 器

A　 ll18 口縁部は一部欠損。平底。体部か 底部一方向のへ ラ削 り。体部外 面 砂粒 ・雲母 ・石英 P 7 20 4　　　 95％

1 B　　 3．9 ら口緑 部は外傾 して立 ち上が る。 下端手持ちへ ラ削 り。体部か ら口 黄灰褐色 P L 7 3

C　　 7．6 緑部内 ・外面ロクロナデ。 普通 竃東側 覆土下層

2

杯

須　 恵　 器

A ［11．2］ 底 部か ら口綾部 にか けての破 片。 体部外面下端手持 ちへラ削 り。．体 砂粒 ・雲母 P 72 0 5　　　 20％

B　　 3．4

C ［7．4］

平底 。体部 から口緑部 は外傾 して

立 ち上が る。

部か ら口緑 部内 ・外面ロクロナデ。 オリー ブ黒色

普通

竃東側 覆土下層

3

j不

須　 恵　 器

A ［15．0］ 体部 から口緑部 にかけての破片。 体 部か ら口緑部 内 ・外面 ロクロナ 砂粒 ・雲母 P 72 0 6　　 10％

B （3．9） 体部 から口緑部 は外傾 して立ち上

が る。

デ。 灰褐色

普通

竃 内

4

高　　　 盤

須　 恵　 器

A　 15．1 脚部 はラッパ状 に開 き，裾部は下 脚部 内 ・外面 ロクロナデ。体部外 砂粒 ・雲母 ・長石 P 72 07　 100％

B　 lO．0 方 に短 く折 り曲げ られている。体 面下端 回転へ ラ削 り。体部・か ら口 灰色 P L 7 3

D　 lO．5

E　　 7．8

部 は縁やか に開 き，口緑端 部は上

方 に短 く折 り曲げ られている。

緑部 内 ・外面 ロクロナデ。 普通 竃東側覆土 中層

第570号住居跡（第174図）

位置　調査7区西部，Nllb2区。

重複関係　北西コーナー部が第552号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸3．50m，短軸2．80mの長方形である。
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第174図　第570号住居跡・出土遺物実測図

d≡も2
0 10cm
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主軸方向　N－930－E

壁　壁高は9～15cmで，外債して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，全体的に踏み固められている。

竃　東壁中央から南寄りに砂質粘土で構築されている0トレンチャ一による撹乱がはなはだしいた軌土層の

堆積状況は確認できなかった。規模は，両袖部幅60cmと推定される0天井部は確認できなかった0火床部は

あまり赤変硬化していない。

ピット　南壁際にあるPlは径30cmの円形で，深さ26cmであり，位置的に出入り口施設に伴うピットと考えら

れる。

遺物　土師器片59点，須恵器片10点，陶器片4点が出土している0図示した土器はいずれも土師器である0第

174図1の甑は北東コーナー部の床面から，2の高台付杯は竃前の覆土中から出土している0陶器片は混入

したものと考えられる。

所見　本跡はトレソチャーによる撹乱がはなはだしいため，覆土の堆積状況は確認できなかった0壁溝は確認

されなかった。時期は，出土遺物から判断して10世紀と考えられる0重複している第552号住居跡より新し

い。

第570号住居跡出土遺物観察表

図版番号

第174 図

器　 種

甑

計測値（cm） 詩　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

A　 28．6 体部か ら口緑部 にかけての破片。 体部外面下位へ ラ磨 き，上位縦位 砂 粒 ・雲母 ・長石 ・
P 72 08　　 55％

1 B （19．0） 体部は外 傾 して立 ち上 が り， 口緑 のヘ ラ削 り。 内面へ ラナデ。 口緑 赤色粒 子 ・石英 P L 73

土　 師　 器 部は外 反する。 口唇部 は上方 につ

まみ上げる。

部 内 ・外面横 ナデ。 にぷい橙 色

普通

北東コーナー部床面

2

高 台 付 杯 B （1．3） 高台部か ら底部にかけての破片。 底部外面へ ラ削 り後ナ デ， 内面丁 砂粒 ・雲母
P 72 09　　　 5 ％

D ［6．4］ 高台は 「ハ」の字状 に開 く。 寧 なヘ ラ磨 き。 高台貼 り付 け後ナ にぷい橙色 （外面 ） 竃前 覆土中

土　 師　 器 E　 O．8 デ。 内面黒色処理。 普通
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第571号住居跡（第163図）

位置　調査7区西部，NlOdo区。

重複関係　北東コーナー部が第559号住居跡を掘り込み，南部が第572・561号住居跡に掘り込まれている。

規模と平面形　撹乱がはなはだしいため，平面形は推定できなかった。規模は，南北（2・0）m，東西4・80mで

ある。

主軸方向　N－70－E

壁　北西コーナー壁が残存している。壁高は6～18cmである。

床　北側部分が残存しており，踏み固められている。

竃　北壁中央部に砂質粘土で構築されている。トレンチャ一による撹乱を受けており，詳細は不明であるが，

規模は，焚口部から煙道部まで80cm，両袖部幅80cmと推定される。火床部はあまり赤変硬化していない。雲

母片岩を支脚に使用している。天井部は確認できなかった。

竃土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量
2　褐　色　粘土ブロック中量，焼土粒子少量
3　褐　色　炭化材中量，焼土粒子少量，軟らかい

覆土　2層からなる。覆土が薄いため，堆積状況は不明である。

土層解説

1褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量

2　褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・焼土粒子少量

遺物　覆土中から土師器片9点が出土しているが，いずれも細片である。

所見　本跡では，壁溝は確認できなかった。時期は，判断する遣物がないため不明である。しかし，7世紀中

葉から後葉の第559号住居跡を掘り込み，8世紀後葉の第572号住居跡と9世紀の第561号住居跡に掘り込ま

れていることから，7世紀中葉以降で8世紀後菓以前の時期と考えられる。

第572号住居跡（第163・175図）

位置　調査7区西部，NlOeo区。

重複関係　東部が第561号住居跡に掘り込まれ，北東部が第571号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸3．50m，短軸3．40mの方形と推定される。第561号住居跡の床面を精査したところ，本跡

の壁溝が検出できたため，壁が確認できなかった部分は壁溝から規模と平面形を推定した。

主軸方向　N－00

壁　東側ほぼ半分が確認できなかった。壁高は33～40cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　全周している。上幅約20cm，下幅約10cm，深さ約10cmで，断面形はU字形をしている。

床　第561号住居跡に掘り込まれている東部は確認できなかったが，中央部から西部は，ほぼ平坦でよく踏み

固められている。

竃　北壁中央部に構築されている。火床部から東袖部にかけて第561号住居跡に掘り込まれているが，西袖部

は残存している。

ピット　南壁際にあるPlは径約30cmの円形で，深さ約17cmである。位置的に出入り口施設に伴うピットと考

えられる。

遺物　土師器片16点，須恵器片2点が出土している。第175図1の須恵器蓋，2の土師器嚢は竃西袖部付近の

覆土下層から，3の土師器饗は西壁際の覆土下層から出土している。
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第175図　第572号住居跡出土遺物実測図
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所見　本跡は撹乱がはなはだしいため，覆土の堆積状況は確認できなかった。時期は，出土遣物から判断して

8世紀後葉と考えられる。本跡は重複している第561号住居跡より古く，時期不明の第571号住居跡より新し

い。

第572号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手 ‘法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第17 5図 蓋

須　 恵　 器

A ［15．8］ 口緑部片。 内面 に短いか えりをも 口緑部内 ・外面 ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 ・白色粒 P 72 10　　　 5 ％

1 B （1．5） つ。 子

灰色　 普通

竃西 袖 部 付 近 覆

土下層

2

嚢

土　 師　 器

A ［2 1．4］ 口緑部片。 口緑部 は外反する。口 口縁部内 ・外面横 ナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 72 11　　 5 ％

B （4．1） 唇部 は上方 につ まみ上げ る。 石英

にぷい褐色　 普通

竃西 袖 部 付 近 覆

土下層

3

嚢

土　 師　 器

B （9．3） 体部片。体部 は外傾 して立ち上が 体 部内 ・外面へラナデ。輪積み痕。 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 72 12　　　 5 ％

る。 石英 ・赤色粒子

にぷい赤褐色　 普通

西壁際覆土下層

第573A号住居跡（第176・177図）

位置　調査7区南西部，NlOe8区。

重複関係　全体的に第573B号住居跡に掘り込まれ，南部は第357号土坑に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸［3．1］m，短軸［3．0］mの方形と推定される。

主軸方向　N－280－E

床　第357号土坑に掘り込まれている部分は確認できなかったが，中央部から東側が特に踏み固められている。

竃　北壁の東寄りに構築されている。わずかに袖部の痕跡が残存している。火床部は床面を約10cm掘りくぼめ

ており，赤変硬化している。

遺物　土師器片48点，須恵器片3点が出土している。第177図1と2の土師器高台付杯は遺構確認面から出土

している。3の土師器甑は竃内から出土している。

所見　本跡の壁や壁溝，ピットは確認できなかった。床質から住居跡の四隅を判断し，そこから規模と平面形

を推定した。時期は，出土遣物から判断して10世紀前葉と考えられる。重複している第573B号住居跡，第

357号土坑より古い。
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第177図　第573A号住居跡出土遺物実測図
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第178図　第573B号住居跡出土遺物実測図

第573A号住居跡出土遺物観察表

謝版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第177 図 高 台 付 杯

土　 師　 器

B （1．4） 底部片。 底部外面回転へ ラ削 り，内面丁寧 砂粒 P 72 13　　 10％

1 なヘ ラ磨 き。内面黒色処理。 明赤褐色 （外 面）

普通

遺構 確認面

2

高 台 付 杯

土　 師　 器

B （2．2） 高台の一部か ら体 部にかけての破 底部回転へ ラ削 り後ナデ，高台貼 砂粒 ・雲母 P 72 14　　 10％

片。体部は内攣気 味に立ち上がる。 り付け後ナデ。体部外 面下端へラ

削 り，内面丁寧なヘラ磨 き。内面

黒色処 理。

にぷい褐色 （外 面）

普通

遺構確 認面

3
甑

土　 師　 器

B （1．0） 底 部片。 多孔式。 へラ削 り後，ヘラナデ。 砂粒

にぷい橙色　 普通

P 72 15　　　 5 ％

薗 内
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第573B号住居跡（第176・178図）

位置　調査7区南西部，NlOe8区。

重複関係　全体的に第573A号住居跡を掘り込み，南西部が第357号土坑に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸［3．7］m，短軸［3・6］mの方形と推定される。

主軸方向　N－940－E

床　第357号土坑と重複している部分は確認できなかったが，中央部から西側が特に踏み固められている。

竃　東壁の中央部に構築されている。わずかに袖部の痕跡が残存している。火床部は床面を約10cm掘りくぼめ

ており，赤変硬化している。

遺物　土師器片14点，須恵器片1点が出土している0第178図1の土師器高台付杯の高台，2と3の土師器皿

は竃内から出土している。

所見　本跡の壁や壁溝，ピットは確認できなかった0床質から北西コーナーと南東コーナーを判断し，そこか

ら規模と平面形を推定した。時期は，出土遣物から判断して10世紀後葉と考えられる。重複している第573

A号住居跡より新しく，第357号土坑より古い。

第573B号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第17 8図 高 台 付 杯

土　 師　 器

D ［7．4］ 高台部片。高台は 「ハ」の字状に ナデ。 砂粒 ・赤色粒 子 P 72 16　　　 5 ％

1 E　 l．0 開 く。 明赤褐色

普通

竃内

2

皿

土　 師　 器

A ［12．6］ 体部か ら口緑部 にかけての破 片。 体部か ら口緑 部ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 7 21 7　　 10％

B （3．3） 体部 は内攣気味 に立ち上が り，口

縁部 は外反す る。

子

橙色　 普通

竃内

3

皿

土　 師　 器

B （0．8）

C ［6．0］

底部片。 底部回転へラ削 り。 砂粒 ・雲母 ・赤色粒

子

にぷい橙色　 普通

P 7 2 18　　　 5 ％

竃内

第574号住居跡（第179図）

位置　調査7区南西部，NlOg6区。

規模と平面形　長軸3．95m，短軸3・63mの方形である。

主軸方向　N－00

壁　壁高は20～27cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　南壁下の西側の一部が確認できなかったが，それ以外は巡っている。上幅17～20cm，下幅6～10cm，深

さ約8cmで，断面形はU字形をしている。

床　はぼ平坦で，全体的に踏み固められている。

竃　北壁中央部に砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで100cm，両袖部幅120cmである0

火床部は床面を約7cm掘りくぼめており，赤変硬化している○天井部は確認できなかった0袖部は良好に遺

存している。両袖部の内側は，火を受けて赤変硬化している○煙道は火床面から緩やかに立ち上がる。

竃土層解説

1暗褐色　粘土粒子少量
2　褐　色　ローム小ブロック中量，炭化粒子少量
3　灰褐色　焼土粒子・粘土粒子中量，焼土粒子少量
4　暗褐色　焼土粒子・砂粒多量

5　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子多量，砂粒中量，ローム粒子少量
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第179図　第574号住居跡・出土遺物実測図

覆土　9層からなり，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子中量
2　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・廃土粒子多量
3　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子多量，炭化粒子中量
4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・焼土粒子少量

5　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子中量

6　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子中量
7　褐　色　ローム粒子・炭化材多量，炭化粒子中量
8　黒褐色　焼土粒子・炭化材多量
9　灰褐色　粘土粒子・砂粒多量

遺物　土師器片67点，須恵器片9点，礫1点が出土している。第179図1の須恵器杯は南西部の覆土中層から

出土している。側面に墨書されているが，判読不能である。2の土師器聾は竃東側の覆土下層から出土し

ている。

所見　本跡では，ピットは確認されなかった。時期は，出土遣物から判断して8世紀後葉と考えられる。

－262一



第574号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴　 ‾ 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第17 9図 杯 A　 14．1 底部か ら口緑部にかけて一部欠損。 底部一方向のヘラ削 り。体部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 P 72 19　　　 60％

1 B　　 3．6 平底。体部は内攣気味に立ち上が 下端手持ちへラ削 り。体部か ら口 黄褐色 P L 74　墨書土券

須　 恵　 器 C　　 8．0 り，ロ緑部はやや外反する。 緑 部内 ・外面 ロタロナデ。 普通 南西部覆土中層

2

嚢

土　 師　 器

B （20．4） 体部片。体部は内攣気味に立ち上 体 部外面下位 へラ磨 き，内面へ ラ 砂粒 ・雲母 P 72 20　　　 20％

が る。 ナデ。輪積 み痕。 暗褐色

普通

竃東側覆土下層

第575号住居跡（第180・181図）

位置　調査7区西部，NlOg5区。

重複関係　北部が第576号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　西部は調査区域外のため，平面形は確認できなかった。規模は，南北2・95m，東西（2・9）mで

ある。

主軸方向　［N－110－E］

壁　北壁の一部と東壁から南壁にかけての一部が確認できた。壁高は約22cmで，外傾して立ち上がる。

0　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　；　＿　」中i
第180図　第575・576号住居跡実測図

）

l

／7

身銭

第181図　第575号住居跡出土遺物実測図
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壁溝東壁下から南壁下にかけて確認できた。上幅20～30cm，下幅6～10cm，深さ約8cmで，断面形はU字形

をしている。

床　よく踏み固められている。

竃北壁に砂質粘土で構築されている。東袖部だけが残存している0

ピット北東部にあるPlは径24cmの円形で，深さ38cmである0位置と規模から判断して主柱穴と考えられる。

覆土　4層からなる。各層にロームブロックを含み，人為堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
3　褐　色　焼土粒子多量，ローム小ブロック・ローム粒子少量
4褐色ローム小ブロック・ローム粒子中量

遺物土師器片41点，須恵器片9点，炭化材が出土している。第181図1と2の須恵器杯は覆土中層から，炭

化材は覆土中から出土している0

所見本跡の時期は，出土遣物から判断して9世紀と考えられる0時期不明の第576号住居跡を掘り込んでい

るため，本跡の方が新しい。

第575号住居跡出土遺物観察表
ム 備　　　 考

計測値（） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 脂 土 ・色 調 ・焼成

図版番号 器　 孝 p l、匝cm
体部か ら口緑部内 ・外面 ロタロナ 砂粒 ・雲母 ・長石

昔灰色

P 7 22 1　　 5 ％

覆土 中層第1 81図 j不 A ［13．2］ 体部 か ら口緑部 にか けての破片。

1

須　 恵　 器

B （3．4） 体部か ら口緑部 は外傾 して立 ち上

がる。

デ。

体部 か ら口緑部内 ・外面ロ クロナ

ハ 火

普通

砂粒 ・雲母 ・長石 5 ％

2

i不

須　 恵　 器

A ［14 0］ 体部か ら口緑 部にかけての破 片0 P 72 22　　　　　 0

B （2．8） 体部か ら口緑部は外 傾 して立ち上

が る。

デ。 褐灰色

普通

覆土 中層

第577号住居跡（第182図）　　　　　ノ

位置　調査7区南西部，NlOi7区。

規模と平面形　長軸4・30m，短軸4・10mの方形である。

主軸方向　N－00

壁　壁高は25～35cmで，外傾して立ち上がる0

壁溝全周している。上幅約20cm，下幅6～8cm，深さ約8cmで，断面形はU字形をしている。

床　ほぼ平坦で，中央部が特に踏み固められている0

竃北壁中央部に砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで100cm，両袖部幅130cmである。

火床部は床面を約4cm掘りくぼめており，赤変硬化している0天井部は一部遣存しているが，大部分が崩落

しており，第1層と第7層が崩落土と考えられる。煙道部は火床面からやや西側向きに緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
′1灰　褐　色　粘土ブロック・砂粒多量，焼土粒子少量
2　赤　褐　色　焼土粒子多量，炭化粒子少量
3　赤　褐　色　焼土粒子多量，粘土粒子中量
4　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子中量

5　明赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子少量

6　にぷい橙色　焼土中ブロック・焼土粒子多量，炭化粒子少量

7　粘土ブロック
8　褐　　色　焼土粒子少量
9　明赤褐色　焼土粒子・砂粒多量

ピット　6か所（Pl～P6）。PlからP5は径20～24cmの円形で，深さ40～60cmであり，規模と配置から主

柱穴と考えられる。南壁際にあるP6は長径30cm，短径22cmの楕円形で，深さ30cmであり，南側向きに斜め

に掘り込まれている。位置と形状から出入り口施設に伴うピットと考えられる。

－264－



E

A

F

∴　二二一：

戸〒≡篭2

0

第182図　第577号住居跡・出土遺物実測図

覆土　6層からなり，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，軟らかい
2　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子中量
3　にぷい褐色　粘土粒子中量

4　黒　褐　色　焼土粒子・炭化材多量
5　褐　　　色　ローム粒子多量
6　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子中量
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遺物　土師器片162点，須恵器片56点，鉄浮1点，陶器片4点，礫24点が出土している。第182図1の須恵器杯

は遺構確認面から，2の須恵器小形壷と3の土師器饗は覆土下層から出土している。4の須恵器整体部片の

外面には横位の平行叩き，5の須恵器整体部片の外面には同心円状の叩きが施されている。鉄浮は覆土上層

から出土している。陶器片は混入したものと考えられる。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して8世紀と考えられる。鉄津については，出土状況から判断して，

混入したものと考えられる。

第577号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第18 2図 杯

須　 恵　 器

B （2．3） 底部か ら体部にかけての破片。平 底 部へラ削 り。体部外面下端手持 砂粒 ・雲母 ・石英 P 72 23　　 15％

1 C ［7．2］ 底。体部は外傾 して立ち上がる。 ちヘラ削 り。体部内 ・外面 ロクロ

ナデ。

灰色

普通

遺構確認面

2

小　 形　 壷

須　 恵　 器

A ［8．4］ 体部上位から口緑部にかけての眺 体 部か ら口緑部 内 ・外面 ロタ ロナ 砂粒 ・長石 P 72 24　　　 5 ％

B （3．5） 体部 は内攣して立ち上がる。頚 部で

くびれ，口緑部は外反する。

デ。 灰 色

普通

覆土下層

3

嚢

土　 師　 器

A ［22．6］ 体部上位から口緑部にかけての破片。 体部 内 ・外面 ナデ。口縁部内 ・外 ・砂粒 ・雲母 ・石 英 ・ P 72 25　　　 5 ％

B （7．4） 体部上位は内傾して立ち上がる。頚

部でくびれ，口緑部は外反する。口

唇部は上方につまみ上げる。

両横 ナデ。 赤色粒 子

にぷい赤褐色

普通

覆土下層

第578号住居跡（第183図）

位置　調査7区南西部，NlOjo区。

重複関係　南壁部分が第367・368号土坑に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸3．80m，短軸［3．7］mの方形と推定される。

主軸方向　N－90－W

壁　北壁と南壁は撹乱を受けているため，確認できなかった。壁高は4～10cmである。

壁溝　北壁下と南壁下は撹乱を受けているため確認できなかったが，全周していたものと推定される。上幅約

20cm，下幅8～10cm，深さ約6cmで，断面形はU字形をしている。

床　ほぼ平坦で，中央部から南側が特に踏み固められている。．

竃　北壁中央部に構築されている。特に，煙道部はトレンチャ一による撹乱がはなはだしく，詳細は不明であ

るが，規模は，焚口部から煙道部まで70cm，両袖部幅80cmと推定される。火床部は，床面を約6cm掘りくぼ
l

めており，赤変硬化している。

竃土層解説
1暗赤褐色　焼土粒子中量，炭化粒子少量
2　明赤褐色　焼土粒子多量，灰微量

ピット　5か所（Pl～P5）。PlからP4は径20～30cmの円形で，深さ50～60cmであり，規模と配列から主

柱穴と考えられる。南壁際にあるP5は径40cmの円形で，深さ40cmであり，南向き斜めに掘り込まれている。

位置と形状から出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　単一層である。覆土が薄いため，堆積状況は確認できなかった。

土層解説
1黒褐色　ローム中・小ブロック多量，ローム粒子・炭化粒子中量
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第183図　第578号住居跡・出土遺物実測図

遺物　土師器片29点，須恵器片4点，灰粕陶器片2点が出土している。第183図1の須恵器杯は正位で北東コー

ナー部の床面から出土している。2は須恵器整体部片で，外面に横位の平行叩きが施されている。3は土師

器賓底部片で，底部に木葉痕が認められる。灰粕陶器長頸瓶の破片が覆土中から出土しており，猿投窯井ヶ

谷78号窯式期のものと考えられる。

所見　本跡の時期は，出土遣物から判断して8世紀後葉と考えられる。重複している第367・368号土坑より古

い。

第578号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cn） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　 考

第183図 杯

須　 恵　 器

A　 13．4 ロ緑部一部欠損。平底。体部か ら 底部回転 へラ切 り。休部か ら口緑 砂粒 ・雲母 ・長石 P 72 2 6　　　 90％

1 B　　 4．0

C　　 8．3

口緑部は外傾 して立ち上が る。 部内 ・外 面ロクロナデ。 灰黄褐色

普通

P L 74

北東コーナー部床面
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第580号住居跡（第184図）

位置　調査7区南西部，NlOb8区。

重複関係　南部が第393号土坑を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸［3．4］m，短軸［3．2］mの方形と推定される。

主軸方向　N－150－E

壁溝　北壁下の一部を除いては確認できた。上幅20～30cm，下幅10～20cm，深さ約10cmで，断面形はU字形を

している。

床　ほぼ平坦で，中央部が特に踏み固められている。

竃　北壁中央から東寄りに構築されている。撹乱を受けているが，火床部は残存している。

ピ・ソト　4か所（Pl～P4）。PlからP4は径約30cmの円形で，深さ30～50cmであり，不規則な配置をして

いる。性格は不明である。

遺物　土師器片6点，陶器片1点が出土している。第184図1の土師器杯は南東コーナー部の床面から，2の

土師器高台付杯は西部の壁溝から出土している。陶器片は混入したものと考えられる。

所見　本跡の壁は確認できなかったため，壁溝や床質から規模と平面形を推定した。時期は，出土遺物から判

断して9世紀と考えられる。重複している第393号土坑より新しい。

第580号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第18 4図 ま不

土　 師　 器

A ［12．0］ 底 部か ら口緑部 にかけての破片。 底部へ ラ削 り。体部外面下端手持 砂粒 ・雲母 P 7 22 7　　　 2 5％

1 B　　 3．8 平底 。体 部は内攣気味 に立ち上が ちヘ ラ削 り，上端 ・口緑 部外面ロ 灰黄褐色 （外面） 南東 コー ナ ー 部

C ［6．2］ り，口緑 部は外傾す る。 クロナデ。体部 ・口緑 部内 面丁 寧

なヘラ磨 き。内面男色処 理。

普通 床面

2

高 台 付 杯

土　 師　 器

B （2．4） 高台郡 から体部 にかけての破片。 底部へラ削 り後ナデ。高台貼 り付 け 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 7 22 8　　　 5 ％

E　　 O．9 高台 は 「ハ」の字状に開く。平底。 後ナデ。体部外画 ロクロナデ，内面 子 西部壁 港

体部 は内攣気味に立ち上がる。 丁寧なへラ磨 き。内面黒色処理。 橙色　 普通

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　l　　　　！
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第581号住居跡（第185図）

位置　調査7区南西部，NlOd8区。

規模と平面形　長軸3．70m，短軸3．35mの長方形である。

主軸方向　N－00

壁　壁高は2～5cmである。

壁溝　全周している。上幅14～20cm，下情4～6cm，深さ約6cmで，断面形はU字形をしている。

床　西側部分と南壁際が撹乱を受けている。ほぼ平坦で，竃前から中央部にかけて特に踏み固められている0

竃　北壁中央部に構築されている。袖部の痕跡と火床部しか確認できなかった。火床部は，床面を約8cm掘り

くぼめており，赤変硬化している。規模は，両袖部幅100cmと推定される。

竃土層解説
1暗　褐　色　粘土粒子・焼土粒子・砂粒少量
2　暗　褐　色　粘土粒千・秒粒中量

3　極暗赤褐色　ローム粒子少量
4　暗赤褐色　焼土粒子中量
5　暗赤褐色　焼土粒子多量，粘土粒子少量，軟らかい
6　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量

ピット　Plは径20。皿の円形で，深さ12cmであり，中央部からやや南東寄りに位置している。性格は不明であ

る。

遺物　土師器片6点，須恵器片4点が出土している。第185図1の須恵器杯は竃内から，2の須恵器杯は中央

部の床面から出土している。

所見　本跡は，壁の立ち上がり状況は確認できなかった。時期は，出土遣物から判断して9世紀と考えられる0

第185図　第581号住居跡・出土遺物実測図
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第581号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 185図 杯 B （2．9） 底部の一部 か ら体 部にか けての破 体部外面下端手持ちへ ラ削 り。体 砂粒 ・長石 P 72 29　　　 5 ％

1

須　 恵　 器

C ［6．6］ 片。平底。体部 は外傾 して立 ち上

がる。

部内 ・外面 ロクロナデ。 黄灰 色

普通

奄 内

2

杯 B （3ユ） 底部 の一部か ら休部 にかけての破 体部外面下端手持ちへラ削 り。体 砂粒 P 72 30　　　 5 ％

須　 恵　 器

C ［7．4］ 片。平底。体部は外傾 して立ち上

が る。

部内 ・外面 ロクロナデ。 灰色

普通

中央部床面

第582号住居跡（第186図）

位置　調査7区南西部，010a5区。

規模と平面形　西部は調査区域外のため，平面形は確認できなかった。規模は，南北［3．0］m，東西（2．4）m

である。

主軸方向　［N－0つ

床　東側部分に特に踏み固められた部分が残存している。

竃　北壁に構築されていたと推定される。床面北側に火床部と考えられる赤変硬化部分が確認できた。

遺物　遺構確認面から土師器片21点，須恵器片3点，鉄津1点，陶器片1点，礫2点が出土している。第186

図1と2は須恵器肇片で，外面に縦位の平行叩きが施されている。3の須恵器饗片の外面には斜位の平行

叩きが施され，内面に同心円状の当て具痕が見られる。1から3は遺構確認面から出土している。覆土中

から鉄澤が出土している。陶器片は混入したものと考えられる。

所見　本跡の壁と壁滞，ピットは確認できなかった。壁が確認できなかった部分は，床質から規模を推定した。

時期は，出土遺物から判断して8世紀と考えられる。鉄澤が出土しているが，鍛冶炉は確認されていない。
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第186図　第582号住居跡・出土遺物実測図

第583号住居跡（第187・188図）

位置　調査7区南西部，010a8区。

重複関係　北西部が第585号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸2・70m，短軸2．45mの長方形である。

主軸方向　N－840－E
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第187図　第583・585号住居跡実測図

第188図　第583号住居跡出土遺物実測図
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壁　壁高は約9cmである。

壁溝　全周している。上幅10～20cm，下幅約5cm，深さ約5cmで，断面形はU字形をしている。

床　はぼ平坦で，中央部から北側が特に踏み固められている。

竃　東壁中央部から南寄りに構築されている。袖部の痕跡と火床部しか確認できなかった。規模は，両袖部幅

60cmと推定される。火床部は，赤変硬化している。

竃土層解説
1褐　　　色　焼土粒子中量，炭化粒子微量
2　にぷい褐色　焼土粒子中量，ローム粒子微量

3　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子中量
4　極暗赤褐色　焼土粒子多量，炭化材
5　極暗赤褐色　焼土粒子多量

ピット　4か所（Pl～P4）。Plは径40cmの円形で，深さ68cmであり，中心部に位置している。P2は径20

cmの円形で，深さ32cmであり，P3は径50cmの円形で，深さ29cmである。いずれも性格不明である。南壁際

にあるP4は径18cmの円形で，深さ20cmであり，ピット周辺の床面が硬化している。位置的に出入り口施設

に伴うピットと考えられる。

覆土　単一層である。覆土が薄いため，堆積状況は確認できなかった。

土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

遺物　土師器片64点，須恵器片9点，陶器片4点，礫2点が出土している。第188図1の土師器高台付杯は逆

位で南部の床面から，2の土師器高台付杯の底部片と3の須恵器蓋のつまみ部は遺構確認面から出土して

いる。陶器片は混入したものと考えられる。

所見　本跡の時期は，出土遣物から判断して10世紀と考えられる。重複している第585号住居跡より新しい。

第583号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第188図 高 台 付 杯

土　 師　 器

A　 16．5 口縁部一部欠損。高台は 「ハ」 の 底 部回転 へラ削 り後 ナデ。高台貼 砂粒 ・雲母 ・石 英 ・ P 72 4 8　　　 95％

1 B　　 6．7 字状 に開 く。体部は内攣気 味に立 り付 け後 ナデ。体部外面下端回転 赤色粒 子 P L 74

D　　 6．6

E　 l．1

ち上が り，口緑 部は外 反する。 ヘ ラ削 り・。体部か ら口緑部外面 ロ

クロナデ， 内面丁寧 なヘ ラ磨 き。

内面黒色処理。

橙 色 （外 面）

普通

南 部床面

2

高 台 付 杯

土　 師　 器

B （1．8） 高台部か ら底部 にかけての破片。 底部へ ラ削 り後ナデ。高台貼 り付 砂粒 ・雲母 ・長石 P 723 1　　 5 ％

D ［5．2］

E　　 O．8

高台は 「ハ」 の字状 に開 く。 け後ナデ。内面丁寧なヘ ラ磨 き。

内面黒色処理。

橙色 （外面）

普通

遺構確認面

3

蓋

須　 恵 ．器

B （1．6）

F　　 2．6

つまみ部片。 ボタン状 を呈す る。 ナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石

褐灰色

普通

P 7 23 2　　　 5 ％

遺構確認面

第584号住居跡（第189図）

位置　調査7区南西部，011al区。

重複関係　東壁部分が第394・460号土坑に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸4．20m，短軸3．95mの方形である。

主軸方向　N－00

壁　東壁の一部は撹乱を受けているため，確認できなかった。壁高は8～23cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　東壁下の一部と南西コーナー壁下は確認できなかったが，全周していたと推定される。上幅約22cm，下
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第189図　第584号住居跡・出土遺物実測図

幅4～10cm，深さ約10cmで，断面形はU字形をしている。

床　はぼ平坦で，全体的に踏み固められている。北東コーナー部に長径110cm，短径70cmの楕円形で，深さ20

皿の掘り込みが確認できた。覆土から多量の灰が出土していることから判断して，灰を貯めて置いた施設あ

るいは土坑と考えられる。中央部と南壁際に焼土ブロックが確認されている。

竃　北壁中央部に構築されている。袖部の痕跡と火床部しか確認できなかった。規模は，両袖部幅110cmと推

定される。火床部は，床面を約6cm掘りくぼめており，赤変硬化している。

ピット　7か所（Pl～P7）。PlからP4は径約30cmの円形で，深さ約50cmであり，規模と配置から主柱穴

と考えられる。南壁際にあるP5は径30cmの円形で，深さ43cmである。位置的に出入り口施設に伴うピット

と考えられる。P6ほ径20cmの円形で，深さ28cmであり，中心部に位置する。P7は径24cmの円形で，深さ

21cmであり，西壁際に位置する。いずれも性格不明である。

覆土　2層からなる。第2層は竃の覆土である。覆土が薄いため，堆積状況は確認できなかった。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子中量
2　赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子多量，ゴツゴツしている

－273－



遺物　土師器片69点，須恵器片15点，礫2点が出土している。第189図1の須恵器杯は南西壁際の覆土下層か

ら，2の土師器賓は南壁際の覆土中層から出土している。3の須恵器甑は南西コーナー部の覆土中層から

出土した破片を接合したものである。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して8世紀後葉と考えられる。重複している第394・460号土坑より古

い。

第584号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（C血） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第189図 杯

．須　 恵　 器

A ［13．6］ 体部か ら口緑部一部欠損。平底。 底部へラ削 り。体部から口緑部内 ・ 砂粒 ・雲母 ・長石 P 72 33　　　 60％

1 B　　 3．7

C　　 8．6

体 部か ら口緑部 は外傾 して立 ち上

がる。

外面 ロクロナデ。 黄灰色

普通

南西壁際覆土下層

2

嚢

土　 師　 器

A ［21．4］ 体部上位から口縁部にかけての破片。 体部内 ・外面ナデ。口緑 部内 ・外 砂粒 ・雲母 P 723 4　　　 5 ％

B （11．9） 体部上位は内攣 して立ち上がる。頚

部で くびれ，口縁部は外反する。口

唇部は上方につ まみ上げる。

両横ナデ。 にぷ い赤褐色

普通

南壁際覆土 中層

3

甑

須　 恵　 器

A ［36．0］ 体 部か ら口緑部 にか けての破片。 体部外面横位の平行叩 き，内面へ 砂粒 ・雲母 ・長石 P 723 5　　 10％

B （13．5） 体 部は外傾 して立 ち上が り， 口緑 ラナデ。口緑部内 ・外 面横 ナデ。 灰黄色． 南 西 コ ー ナ ー部

部は外反す る。 普通 覆土中層

第585号住居跡（第187・190図）

位置　調査7区南西部，NlOa8区。

重複関係　南東コーナー部を第583号住居跡に掘り込まれているが，床面までは達していない。

規模と平面形　長軸4．00m，短軸3．70mの方形である。

主軸方向　N－30－E

壁　壁高は28～33cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　全周している。上幅25～30cm，下幅約20cm，深さ約10cmで，断面形はU字形をしている。

梁≡≡∃∈≡訝

〒≡∃≡≡訝

ー

0　　　　2cm

』±∃

10cm」
第190図　第585号住居跡出土遺物実測図
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床　ほぼ平坦で，よく踏み固められている。北東コーナーに長径70cm，短径40cmの楕円形で，深さ28cmの掘り

込みを確認できた。覆土から灰が多量に出土していることから判断して，灰を貯めて置いた施設あるいは土

坑と考えられる。

竃　北壁中央部に砂質粘土で構築されている。袖部の一部が東西方向のトレンチャ一により撹乱を受けている。

規模は，焚口部から煙道部まで80cm，両袖部幅100cmである。火床部は，赤変硬化してゴツゴツしている。

竃土層解説
1褐　　　色　焼土粒子少量，炭化粒子微量

2　にぷい褐色　焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
3　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子中量
4　極暗赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子少量，炭化材
5　極暗赤褐色　焼土粒子中量

ピット　5か所（Pl～P5）。PlからP4は径20～30cmの円形で，深さ40～50C皿であり，規模と配置から判

断して主柱穴と考えられる。南壁際にあるP5は径14cmの円形で，深さ22cmである。位置的に出入り口施設

に伴うピットと考えられる。

覆土12層からなり，堆積状況から人為堆積と考えられる。第5層は竃の覆土である。

土層解説
1　明　暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子中量
2　明　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子中量
3　赤　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子多量

4　黒　褐　色　ローム粒子微量
5　にぷい赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子多量，ゴツゴツしている
6　黒　褐

7　黒　褐

8　暗　褐

9　黒　褐

10　晴　褐

11黒　褐

色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子中量
色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，焼土粒子微量
色　ローム中ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子多量

色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子中量
色　ローム中・小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，焼土粒子中量

12　暗　褐　色　焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子多量

遺物　土師器片235点，須恵器片40点，土製品1点，陶器片9点，礫2点が出土している。第190図1の須恵器

杯は，竃内と竃前の覆土下層から出土した破片を接合したものである。2の須恵器杯は中央部からやや西側

の覆土中層から，3の須恵器杯は南東部の覆土中層から，4の須恵器杯は竃内の覆土下層から，5の土師器

聾は竃東側の床面から，6の土製晶は竃西側の覆土中層から出土している。陶器片は混入したものと考えら

れる。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して8世紀中葉と考えられる。重複している第583号住居跡より古い。

第585号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第190図 ゴ不

須　 恵　 器

A ［14．0］ 体部か ら口緑 部一部欠損 。平底 。 底 部回転 へラ削 り。体部か ら口緑 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 72 36　　　 50％

1 B　　 4．0 体部か ら口緑 部は外傾 して立ち上 部 内 ・外面 ロクロナデ。 小石 P L 74

C　　 8．0 がる。 灰色　 普通 竃内と竃前覆土下層

2

杯

須　 恵　 器

A ［14．0］ 底部か ら口緑 部にかけての破片 。 底部へ ラ削 り。体部か ら口緑部内 ・ 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P＿72 37　　 40％

B　　 3．7 平底 。体部 か ら口緑部 は外傾 して 外面 ロクロナデ。 石 英 中央 部 や や 西 側

C ［9．6］ 立ち上がる。 灰 黄色　 普通 覆土中層

3

杯

須　 恵　 器‾

A ［13．8］ 底部か ら口緑 部にかけての破片。 底部 回転へ ラ削 り。体部か ら口緑 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 72 38　　　 40％

B　　 3．8

C ［9．0］

平底 。体部 は外傾 して立ち上が り，

口緑 部は外反す る。

部 内 ・外面 ロクロナデ。 石 英

灰色　 普通

南東部覆土 中層

4

杯

須　 恵　 器

A ［14．0］ 底部 か ら口緑部 にか けての破片。 底部へラ削 り。体部から口緑部内 ・ 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 72 39　　　 40％

B　　 3．6

C　　 8．8

平底。体部 は外傾 して立ち上が り，

口緑部 はやや外反す る。

外面 ロクロナデ。 石英

黄灰色　 普通

竃 内覆土下層
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 190区l 嚢 A ［23．0］ 体 部か ら口緑郡 にかけての破片。 休部外面下位へ ラ磨 き，内面指頭 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 724 0　　　 30％

5 B （23．8） 休 部は内攣 して立 ち上 がる。頚部 押圧。口縁部内 ・外 面横 ナデ。 子 P L 74

土　 師　 器 で くびれ，口緑部 は外 反す る。 口

唇 部は上 方につ まみ上 げる。

にぷい褐色

普通

竃東側床面

図版番号 種　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

径 （cm） 厚 さ （cm ） 孔径 （cm ） 重量 （g ）

6 不 明土製品 1．9～2．1 （2．3 ） 1．2～1．4 （4．98） 窺西側覆土中層 D P 7 004　　　　　　　　　　　 P L lO l

第586号住居跡（第191図）

位置　調査7区南西部，Nllj3区。

規模と平面形　一辺4．00mの方形である。

主軸方向　N－40－E

壁　壁高は4～9cmである。

床　ほぼ平坦で，竃前から南西コーナーに向かって特に硬化している。

竃　北壁中央部に構築されている。トレンチャ一による撹乱がはなはだしく，袖部と火床部の一部しか確認で

きなかった。規模は，両袖部幅100cmと推定される。火床部は，赤変硬化している。

竃土層解説
1暗褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量
2　赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子多量，炭化材
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ピ、ソト　7か所（Pl～P7）。PlからP4は径20～40cmの円形で，深さ40～60cmであり，規模と配置から主

柱穴と考えられる。南壁際にあるP5は径20cmの円形で，深さ9cmである。位置的に出入り口施設に伴うピッ

トと考えられる。P6は径20cmの円形で，深さ14cmであり，P4の南側に位置する。P7は径20cmの円形で，

深さ42cmであり，P2の東側に位置する。いずれも補助柱穴と考えられる。

覆土　4層からなり，、堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子中量
2　褐　色　焼土粒子・炭化粒子少量
3　褐　色　ローム粒子多量

4　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

遺物　土師器片37点，須恵器片4点，陶器片5点，礫2点が出土している。第191図1の土師器賓はP6の南

東部の覆土下層から出土している。2は須恵器賓休部片で外面に横位の平行叩きが，3の須恵器整体部片

には外面に櫛描波状文が施されている。陶器片は混入したものと考えられる。

所見　本跡では，壁溝は確認できなかった。また，壁の立ち上がり状況も確認できなかった。時期は，出土遣

物から判断して9世紀と考えられる。

第586号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第191図 嚢

土　 師　 器

A ［23．0］ 口緑部片。頚部でくびれ，口緑部 口緑部内 ・外面横ナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 P 7241　　 5％

1 B （4．3） は大きく外反する。口唇部は上方 にぷい橙色 P 6南東部

につまみ上げる。 普通 覆土下層

第587号住居跡（第192図）

位置　調査7区南西部，011C5区。

重複関係　西部が第20号溝，北西コーナー部が第430号土坑に掘り込まれている。第20号溝は床面を掘り込ん

でいる。本跡の竃が第437号土坑を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸4．30m，短軸3．70mの長方形である。

主軸方向　N－700－E

壁　西壁は確認できなかった。壁高は4～7cmである。

壁溝　北西コーナー壁下では確認できなかったが，全周していたと推定される。上幅約20cm，下幅6～10cm，

深さ6～10cmで，断面形はU字形をしている。

床　ほぼ平坦で，よく踏み固められている。

竃　東壁中央部から南寄りに構築されている。覆土が薄いため，袖部の痕跡と火床部しか確認できなかった。

規模は，両袖部幅100cmと推定される。火床部は，床面を約6cm掘りくぼめており，赤変硬化している。

ピット　5か所（Pl～P5）。南壁際にあるPlは径20cmの円形で，深さ29cmである。位置的に出入り口施設

に伴うピットと考えられる。その他のピットについては，規模や配置に規則性がなく性格不明である。

P5土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック，ローム粒子少量，焼土粒子微量，軟らかい
2　暗褐色　ローム小ブロック，ローム粒子少量，焼土中ブロック微量
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覆土　7層からなり，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土屑解説
1赤褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量
2　赤褐色　ローム粒子中量，焼土中ブロック少量

3　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子中量
4　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子微量
5　暗褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子多量
6　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子中量
7　黒褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

遺物　土師器片37点，須恵器片4点，鉄製品（刀子）1点，陶器片3点が出土している。第192図1の土師器

皿は南東コーナー部の床面から，2の土師器高台付杯の底部片はP2の覆土中から，3の刀子はP3西側の

床面から出土している。4は須恵器整体部片で外面に縦位の平行叩きが施されている。陶器片は混入した

ものと考えられる。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して10世紀後葉と考えられる。重複している第20号溝，第430号土坑

より古く，第437号土坑より新しい。
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第587号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第192図 皿

土　 師　 器

A　　 9．6 平底。体部か ら口緑部は内攣気 味 底部 回転糸切 り。体部か ら口緑部 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 72 42　　　 70％

1 B　 l．7

C　　 4．8

に立ち上がる。 内 ・外面 ロクロナデ。 子

にぷい橙色　 普通

南東コーナー部床面

2

高 台 付 杯

土　 師　 器

B （2ユ） 高台部か ら体部にかけての破片。 底部へ ラ削 り後ナデ。高台貼 り付 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 72 43　　 10％

D ［6．2］ 高台は短 く 「ハ」の字状 に開 く。 け後 ナデ。体部外面下端回転へ ラ 子 P 2覆土 中

E　　 O．5 体部は外 傾する。 削 り， 内面丁寧 なヘ ラ磨 き。 にぷい橙色　 普通

図版番号 種　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　 土　 地∴点 備　　　　　 考

長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 重量 （g）

3 刀　　　 子 （8．6 ） 2．1 0．6 （15．0 ） P。西側床面 M 7012

第588号住居跡（第193・194図）

位置　調査7区中央部，Nlldo区。

重複関係　西部が第564号住居跡を，竃が第655号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸［3．2］m，短軸［3．1］mの方形と推定される。

主軸方向　N－900－E

壁　南東コーナーだけ確認できた。壁高は約5cmである。

壁溝　南東コーナー壁下のみ確認できた。上幅17～20cm，下幅約6cm，深さ8cmで，断面形はU字形をしてい

る。

床　等間隔のトレンチャ一による撹乱を受けているが，その合間に踏み固められた硬化面が残存している。

竃　東壁のはぼ中央部に構築されている。覆土が薄く，トレンチャ一による撹乱もはなはだしいため，袖部と

火床部しか確認できなかった。規模は，両袖部幅100cmと推定される。火床部は，床面を約8cm掘りくぼめ

ており，あまり赤変硬化していない。

遺物　土師器片105点，須恵器片3点，陶器片3点，礫4点が出土している。図示した土器はいずれも土師器

である。第194図1の高台付杯，3の皿は遺構確認面から，2の高台付杯は竃内から出土している。4の賓

の口縁部片は竜北袖部内から出土しており，袖部補強材として使用されたものと考えられる。陶器片は混

入したものと考えられる。

所見　本跡のピットと覆土の堆積状況は確認できなかった。また，壁の立ち上がり状況もほとんど確認できな

かった。壁が確認できなかった部分は，床質から規模と平面形を推定した。時期は，出土遺物から判断して

10世紀後葉と考えられる。重複している第564・655号住居跡より新しい。

第588号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第19 4図
高 台 付 杯 A　 16．0 体部か ら口縁 部にかけて一部欠損。 底部 回転へ ラ削 り後ナデ。高台貼 砂粒 ・長石 ． P 72 44　　 60％

B　　 6．0 高台は短 く 「ハ」の字状 に開 く。 り付 け後 ナデ。体部か ら口緑部外 明褐色 （外面） P L 74
1
土　 師　 器 D　　 6．6 体 部は内攣気 味に立ち上が り，口 面 ロクロナデ，内面丁寧なヘ ラ磨 普通 遺構確認面

E　　 O．7 緑 部はやや外 反する。 き。 内面黒色処理。

2

高 台 付 杯

土　 師　 器

A ［15．0］ 高台部か ら口緑 部にかけての破片。 底部 回転へ ラ削 り後ナデ。高台貼 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 72 45　　 30％

B　　 4．4 高台は短 く 「ハ」 の字状 に開 く。 り付 け後 ナデ。体部外面下端回転 子 竃 内

D ［6．8］ 体部は内攣気 味に立ち上 が り，口 ヘ ラ削 り。体部か ら口縁部外面由 明赤褐色

E　　 O．4 緑 部はやや外 反する。 クロナデ，内面へ ラ磨 き。 普通
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第194図　第588号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥　　　！

図版番号券　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第194図皿

土　師　器

A［8．4］底部から口緑部にかけての破片。底部回転糸切り。体部・口緑部内・砂粒・長石 P7246　　10％

3 B　l．6

C［5．0］

体部は内攣気味に立ち上がり，口

緑部は外反する。

外面ロクロナデ。 にぷい橙色

普通

遺構確認面

41

嚢

土　師　器

A［21．1］体部上位から口緑部にかけての破体部内・外面へラナデ。ロ緑部内・砂粒・雲母・長石・P7247　　10％

B（6．4）片。体部は内攣して立ち上がる。

口緑部は「く」の字状に外傾する。

口唇部は上方につまみ上げる。

外面横ナデ。 石英

橙色

普通

竜北袖部内
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第591号住居跡（第195図）

位置　調査7区南部，011d7区。

規模と平面形　長軸3．05m，短軸2．70mの長方形である。

主軸方向　N－750－E

壁　壁高は5～12cmである。

壁溝　北壁下と東壁下の一部に確認できた。上幅約20cm，下幅6～10cm，深さ約5cmで，断面形はU字形をし

ている。

床　やや起伏があり，全体的に踏み固められている。

竃　東壁中央部に構築されている。覆土が薄いため，袖部の痕跡と火床部しか確認できなかった。規模は，両

袖部幅60cmと推定される。火床部は，床面を約4cm掘りくぼめており，赤変硬化している。

竃土層解説

1　黒　褐　色　廃土粒子中量，炭化粒子少量
2　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子少量
3　暗　褐　色　焼土粒子少量
4　極暗赤褐色　焼土粒子微量，炭化材

∈

1
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第195図　第591号住居跡・出土遺物実測図
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ピット　4か所（Pl～P4）。PlからP3は径約20cmの円形で，深さ20～30cmであり，規模と配置から判断

して主柱穴と考えられる。南壁際西寄りにあるP4は径25cmの円形で，深さ26cmである。位置的に出入り口

施設に伴うピットと考えられる。

覆土　単一層である。覆土が薄いため，堆積状況は不明である。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

遺物　土師器片53点，須恵器片16点，鉄浮1点，礫1点が出土している。第195図2の土師器賓は北壁際の覆

土下層から出土している。3の須恵器聾は北部の覆土下層から出土した破片を接合したものである。1の

土師器高台付杯の底部片は覆土中から，鉄津は北部の覆土上層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して10世紀と考えられる。鉄浮が出土しているが，出土状況から判断

して，混入したものと考えられる。

第591号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（C皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第195図 高 台 付 杯

土　 師　 器

B （2．5） 高台部から底部にかけての破片。 底部回転へラ削り後ナデ。高台貼 砂粒 P 7254　　 10％

1 D ［7．4］

E　 1．5

高台は 巨、」の字状に開く。平底。 り付け後ナデ。 にぷい橙色

普通

覆土中

2

嚢 A ［21．8］ 体部から口緑部にかけての破片。 体部外面へラ削り，内面へラナデ・ 砂粒 ・雲母 ・長石 P 7255　　 30％

B （18．9） 体部は内攣して立ち上がり，上位 指頭押圧。口縁部内 ・外面横ナデ。 橙色 P L 74

土　 師　 器 に最大径をもつ。頚部でくびれ，

口緑部は外反する。口唇部は上方

につまみ上げる。

普通 北壁際覆土下層

3

嚢 B （22．3） 体部からロ緑部にかけての破片。 体部外面横位の平行叩き，内面当 砂粒 ・雲母 ・小石 P 7256　　　 30％

口唇部欠損。体部は内攣 しそ立ち て具痕。口緑部外両横ナデ，内面 褐灰色 P L 74

須　 恵　 器 上がり，中位に最大径をもつ。頚

部でくびれ，口緑部は外反する。

ヘラナデ。輪積み痕。 普通 北部覆土下層

第592号住居跡（第196図）

位置　調査7区南部，012el区。

規模と平面形　長軸3．70m，短軸3．66mの方形である。

主軸方向　N－130－W

壁　東壁の一部が撹乱を受けている。壁高は25～33cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　東壁下から南壁下の一部は確認されていない。上幅20～30cm，下幅4～10cm，深さ約6cmで，断面形は

U字形をしている。

床　はぼ平坦で，全体的に踏み固められている。

竃　北壁中央部から東寄りに砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで約95cmで，両袖部幅

約120。皿である。火床部は床面を約8cm掘りくぼめており，赤変硬化している。天井部は確認できなかった。

袖部は良好に遺存している。両袖部の内側は，火を受けて赤変硬化している。煙道は火床面から急な傾斜で

立ち上がる。

竃土層解説
1黒　褐　色　粘土粒子多量

2　黒　褐　色　粘土粒子多量，ローム粒子中量
3　極暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
4　黒　褐　色　焼土粒子中量
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第196図　第592号住居跡・出土遺物実測図

5　窯

6　極

7　黒

8　暗

9　暗

10　黒

11黒

12；こ

13　暗
14　暗

褐　色　焼土粒子多量
暗褐 色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

褐　色　廃土粒子・炭化粒子微量
赤褐色　ローム粒子・廃土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量
褐　色　粘土粒子多量
褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

ぷい赤褐色
赤　褐色

粘土粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量
焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量

褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子中量

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

！　　　；　　　！

ピ、ソト　南壁際にあるPlは径20cmの円形で，深さ21cmである。位置的に出入り口施設に伴うピットと考えら

れる。
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覆土　6層からなり，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒褐色

2　黒褐色

3　黒褐色

4　黒褐色

5　褐　色

6　暗褐色

焼土粒子中量，炭化粒子少量
ローム粒子少量
ローム粒子少量，軟らかい

ローム小ブロック中量，ローム粒子少量
ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
ローム粒子少量

遺物　土師器片148点，須恵器片42点，陶器片1点，炭化米が出土している。第196図1，2の須恵器杯は北東

コーナー部の覆土下層と竃内から出土した破片を接合したものである。3の須恵器蓋は南西部の覆土中から，

4の土師器饗は竃内の覆土中層から出土している。竃火床部からは炭化米が出土している。陶器片は混入し

たものと考えられる。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して8世紀後葉と考えられる。

第592号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第19 6図

1

杯

須　 恵　 器

A ［13．6］

B （1．9）

口緑部片。 口緑部 は外傾す る。 口緑部内 ・外 面ロクロナデ。l， 砂粒 ・雲母

黒色

普通

P 7 25 7　　 10％

北東 コ ーナ ー 部

覆土下層 と竃 内

2

杯

須　 恵　 器

B （2．8） 底部か ら体部 にか けての破片。平 底 部へラ削 り後 ナデ。体部外面下 砂粒 ・雲母 ・石英 P 72 58　　　 40％

C　　 6．6 底。体部 は外傾 して立ち上がる。 端 手持 ちへラ削 り，上端 ・内面 ロ 灰黄褐色 北東 コー ナ ー 部

クロナデ。 普通 覆土下層 と竃 内

3

蓋

須　 恵　 器

B （2．2） 天井部片。ボ タン状のつ まみが付 天井部外面上半 回転へ ラ削 り。 砂粒 ・雲母 ・石英 P 72 59　　　 30％

F　　 3．7

G　　 O．7

く。 灰色

普通

南西部覆土 中

4

嚢

土　 師　 器

A ［18．6］ 体部上位から口縁部にかけての砂 も 体部上位外面ナデ，内面へラナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 72 60　　　 5 ％

B （5．9） 体部上位は内攣して立ち上がる。頚

部で くびれ，口緑部は外反する。 口

唇部は上方につまみ上げる。

口緑部内 ・外面横ナデ。 石英

赤褐色

普通

竃内覆土中層

第593号住居跡（第197図）

位置　調査7区南部，011b8区。

重複関係　本跡の竃が，第594号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　北部から東部にかけて撹乱を受けているが，長軸［3．3］m，短軸［3．0］mの方形と推定される。

主軸方向　N－830－E

壁　北壁と東壁の一部は確認できなかった。壁高は約15cmで，外債して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，よく踏み固められている。

竃　東壁の南部に構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで約95cm，両袖部幅約70cmである。火床部は，

床面を約8cm掘りくぼめており，赤変硬化している。天井部は確認できなかった。神都は遺存している。煙

道は火床面から緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
1　黒褐色
2　極暗褐色
3　黒褐色
4　極暗褐色

5　赤褐色
6　黒褐色
7　赤褐色

ローム粒子・焼土粒子中量，炭化粒子少量
焼土粒子中量
焼土粒子・炭化粒子少量

焼土粒子多量
焼土中ブロック・焼土粒子中量，炭化粒子少量
焼土粒子中量

焼土粒子・炭化粒子中量
8　褐　　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子多量
9　赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子多量，炭化粒子中量
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ピット　南西コーナー部にあるPlは，径約80cmの円形で，深さ30cmであり，底面から5の土師器聾の破片が

出土している。規模と位置から判断して，貯蔵穴の可能性がある。

遺物　土師器片164点，須恵器片23点，礫3点が出土している。第197図1から8はいずれも土師器である。1

の杯と2の杯は北部の覆土下層から，3の高台付杯は中央部の覆土下層から，4の皿は中央部から北側の覆

土中層から出土している。5の聾は竃内とPlの底面から出土した破片を接合したものである。6と8の聾

は竃内から，7の聾は北東コーナー部の覆土下層から出土している。9と10は須恵器聾の体部片である。9

は外面に横位の平行叩きを施し，内面に同心円状の当て具痕が見られる。10は外面に縦位の平行叩きが施さ

れている。

所見　本跡はトレンチャ一による撹乱がはなはだしいため，覆土の堆積状況は確認できなかった。また，壁溝

と柱穴も確認できなかった。壁が確認できなかった部分は，床質から規模と平面形を推定した。時期は，出

土遺物から判断して10世紀中葉と考えられる。重複している第594号住居跡より新しい。

第593号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　　 考

第197図 杯

土　 師　 器

A ［13．8］ 底 部か ら口緑部 にかけての破片。 底部へラ切 り。体部から口縁部内 ・ 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 7 26 1　　 3 0％

1 B　　 3．6

C ［7．6］

平底 。体部 は内攣気味 に立 ち上が

り，口緑部 はやや外反す る。

外面 ロクロナデ。 子

にぷい橙色　 普通

北部覆土下層

2

杯

土　 師　 器

A ［14．4］ 底 部か ら口緑部 にかけての破片。 底部回転へ ラ削 り。体部か ら口緑 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 7 26 3　　 1 0％

B　　 3．9

C ［8．6］

平底 。休部 は内攣気味 に立 ち上が

り，口緑部 はやや外反す る。

部内 ・外面ロクロナデ。 子

にぷい褐色　 普通

北部覆土下層

3

高 台 付 杯

土　 師　 器

B （3．5） 高台部か ら体部 にか けての破片。 底部回転へ ラ削 り後ナデ。高台貼 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 7 26 2　　　 2 0％

D ［8．4］ 高台は短 く 「ハ」 の字状 に開 く。 り付け後ナデ。体 部外面ロクロナ 子 中央部覆土下層

E　　 O．7 体部 は内攣気味 に立 ち上が る。 デ，内面丁寧なヘ ラ磨 き。 にぷい橙色　 普通

4

皿

土　 師　 器

A ［9．8］ 底部 か ら口緑部 にか けての破片。 底部回転へ ラ削 り。体部 ・口緑 部 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 72 64　　　 3 0％

B　 l．5

C ［7．2］

平底。体部 か ら口緑部 は外傾 して

立ち上 がる。

内 ・外面ロクロナデ。 子

橙色　 普通

北側覆土中層

5

嚢

土　 師　 器

A ［25．0］ 体部上位 か ら口緑部 にか けての破 体部外面へ ラ磨 き，内面へラナデ。 砂粒 ・小石 P 72 6 5　　　 5 ％

B （10．0） 片。体 部は内攣 して立 ち上が る。

頚部 で くびれ，口緑部は外反する。

口唇部 は上方 につ まみ上 げる。

口緑部内 ・外 面横 ナデ。 にぷい赤褐色

普通

竃内 とP l底面

6

嚢

土　 師　 器

A ［26．6］ 体部上位 か ら口縁部 にか けての破 体部外面ナデ ・内面へラナデ。口 砂粒 ・長石 ・小石 ・ P 72 6 6　　　 5 ％

B （9．3） 片。体部 は内攣気味に立ち上がり，

口緑部 は外反す る。

縁部内 ・外 面横 ナデ。輪積 み痕 。 赤色粒子

明赤褐色　 普通

竃内

7

嚢
A ［18．6］ 体部 か ら口緑部 にか けての破片。 体部外面ナデ ・内面へラナデ。口 砂粒 ・長石 ・小石 ・ P 72 67　　　 5 ％

B （1 1．1） 体部 は内攣気味 に立 ち上が る。頸 緑部内 ・外 面横 ナデ。輪積 み痕 。 石英 北東 コー ナ ー部

土　 師　 器
部 で くびれ， 口緑部 は外反す る。

口唇部 は上方 につ まみ上げ る。

明赤褐色

普通

覆土下層

8

嚢

土　 師　 器

A ［22．2］ 体部か ら口緑部 にか けての破片。 体部外 面ナデ ・内面 へラナデ。口 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 72 68　　　 5 ％

B （7．7） 体部 は内攣 して立 ち上が る。頚部

で くびれ， 口緑部 は外反す る。口

唇部 は上方 につ まみ上げ る。

縁部内 ・外面横 ナデ。輪積 み痕。 小石 ・石英

赤褐色

普通

竃内

第594号住居跡（第198・199図）

位置　調査7区南部，011b9区。

重複関係　西部が第593号住居跡，東部が第595号住居跡に掘り込まれているが，床面までは達していない。

規模と平面形　長軸4．00m，短軸3．80mの方形である。

主軸方向　N－60－W

壁　北壁と第593・595号住居跡の重複部分の壁の立ち上がりは確認できなかった。壁高は約27cmで，外傾して
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第198図　第594・595号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

l　　　　＿1＿　　　」

立ち上がる。

壁溝　北壁下では確認できなかった。上幅約18cm，下幅8～10cm，深さ約10cmで，断面形はU字形をしている。

床　ほぼ平坦で，よく踏み固められている。北東コーナーに長径70cm，短径60cmの楕円形で，深さ10cmの掘り

込みが確認できた。覆土から多量の灰が出土していることから判断して，灰を貯めて置いた施設あるいは土

坑と考えられる。

竃　北壁中央部に構築されている。煙道部の一部がトレンチャ一による撹乱を受けている。規模は，焚口部か

ら煙道部まで約80cm，両袖部幅約80cmと推定される。火床部は，床面を約8cm掘りくぼめており，赤変硬化

している。煙道は火床面から急な傾斜で立ち上がると推定される。

竃土層解説
1褐　　　色　焼土粒子中量，炭化粒子少量
2　にぷい褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量

3　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
4　極暗赤褐色　焼土粒子多量，炭化材
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第199図　第594号住居跡出土遺物実測図

覆土　5層からなり，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
2　極暗褐色　焼土粒子・炭化粒子中量
3　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

0　　　　2cm

トtTl⊥

4　極暗褐色　焼土粒子・炭化粒子中量
5　黒褐色　ローム粒子中量，廃土粒子・炭化粒子数量

ピット　南壁際にあるPlは径約20cmの円形で，深さ36cmである。位置的に出入り口施設に伴うピットと考え

られる。

遺物　土師器片112点，須恵器片41点，石製晶（紡錘車）1点，不明鉄製品1点，灰粕陶器片1点，礫1点が

出土している。第199図1から6ほいずれも須恵器である。1の杯は南東部の覆土下層から，2の杯は逆位

で中央部の覆土下層から，4の高台付杯の底部は南部の覆土中層から，5の賓のロ縁部は中央部の覆土上

層から，6の賓は北西部の覆土下層から，3の杯は覆土中から，7の不明鉄製品は北東コーナー部の床面

から出土している。8の紡錘車は南東コーナー部の床面から出土しており，砥石を転用したものである。

9から11は須恵器聾の体部片で，いずれも外面に縦位の平行叩きが施されている。覆土中から灰粕陶器の

細片が出土している。器種は不明である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して9世紀後薬と考えられる。重複している第593・595号住居跡より

古い。

第594号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計潮催（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第199図 杯

須　 恵　 器

A　 14．5 底部か ら口緑部にかけて一部欠損。 底 部一方 向のヘ ラ削 り。体部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 72 69　　　 60％

1 B　　 4．8 平底。休部か ら口緑 部は外債 して 下端手持 ちへ ラ削 り。体部か ら口 赤色粒子 P L 74

C ［7．3］ 立 ち上が る。 緑部 内 ・外面 ロクロナデ。 にぷい黄橙 色　 普通 南東部覆土下層
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第199図 坪

須　 恵　 器

A ［13．1］ 底部か ら口緑部にかけての破片。 底部へ ラ削 り。体部外面下端手持 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 72 70　　　 40％

2 B　　 4．1 平底。体部か ら口綾 部は外債 して ちヘ ラ削 り。体部か ら口緑部内 ・ 石英 中央部覆土 下層

C ［6．9］ 立 ち上がる。 外面 ロタロナ デ。 黄灰色・普通 ‘

3

杯

須　 恵　 器

B （2．4） 底部か ら体部にかけての破片。平 底部へ ラ削 り。休部外面下端手持 砂粒 ・雲母 ・長石 P 72 7 1　　 10％

C ［6．4］ 底。体部は外傾 して立ち上が る。 ちヘ ラ削 り。体部内 ・外面 ロクロ

ナデ。

にぷい赤褐色

普通

覆土 中

4

高 台 付 杯

須　 恵　 器

B （2．3） 高台部か ら底部にかけての破片。 底部回転へ ラ削 り。高台貼 り付け 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 72 72　　 10％

D　　 8．0

E　 l．3

平底。高台は 「ハ」の字状に開く。 後ナデ。 石英

にぷい黄褐色　 普通

南部覆土 中層

5

嚢

須　 恵　 器

A ［24．0］ ロ緑 部片。ロ緑部 は外 反す る。 口 口緑部外面検ナデ，内面へ ラナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 P 727 3　　　 5 ％

B （4．7） 唇部外 面直下に稜 が巡 り，上方 に

つ まみ上げる。

にぷい黄橙色

普通

中央部覆土上層

6

要

須　 恵　 器

B （9．7） 体 部上位か ら口緑部 にかけての破 体部外面上位斜位の平行叩 き，内 砂粒 ・雲母 ・長石 P 727 4　　　 5 ％

片。体 部上位 は内傾す る。頚部で 面ナデ。口緑部外面横 ナデ，内面 灰 色 北西部覆土下層

「く十の字状 にくび れ， 口綾 部 は

外傾 する。

ヘ ラナテP。 良好

図版番号 種　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長 さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 重量 （g ）

7 不 明鉄製品 8．8 0．8 0．5 8．2 北東 コーナー部床面 M 70 14　　　　　　　　　　　　　 P L 74

図版番号 種　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長 さ （cm ） 厚 さ （C皿） 孔径 （cm） 重量 （g ）

8 紡　 錘　 車 4．2 1．9 0．9 49．0 南東 コーナ ー部床面 Q 700 5　砥石を転用　 凝灰岩　 P u 0 2

第595号住居跡（第198・200図）

位置　調査7区南部，011bo区。

重複関係　西部が第594号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸3．50m，短軸2．77mの長方形である。

主軸方向　N－78。一E

壁　壁高は約22cmで，外債して立ち上がる。

第200図　第595号住居跡出土遺物実測図
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床　はぼ平坦で，全体的に踏み固められている。

竃　東壁中央部に砂質粘土で構築されている。トレンチャ一による撹乱を受けているため，堆積状況と北袖部

は確認できなかった。南袖部の一部が残存している。規模は，焚口部から煙道部まで約80cmと推定される。

火床部は赤変硬化している。煙道は火床面から急な傾斜で立ち上がる。覆土から多量の土師器片が出土して

いる。

遺物　土師器片103点，須恵器片22点，陶器片1点が出土している。図示した土器はいずれも土師器である。

第200図1の杯は逆位で竃南袖部の上部から，2の高台付杯は南東コーナー部の覆土下層から出土している。

3の小形肇は北東コーナー部の覆土中層から出土した破片を接合したものである。4と5の皿底部片は，

回転へラ切り痕を残している。陶器片は混入したものと考えられる。

所見　本跡では，壁溝とピットは確認できなかった。覆土の堆積状況は，撹乱がはなはだしいため不明である。

時期は，出土遺物から判断して10世紀中葉と考えられる。重複している第594号住居跡より新しい。

第595号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 廟　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第20 0図 杯

土　 師　 器

A　 14．2 口縁 部一部欠損。平底。体部は外 底部回転 へラ切 り。体部 か ら口緑 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 72 7 5　　　 95％

1 B　　 4．7 傾 して立 ち上が り， 口緑部はやや 部内 ・外 面ロクロナデ。 子 P L 74

C　　 7．0 外 反す る。 にぷい赤褐色　 普通 竃 南袖 部上部

2

高 台 付 杯

土　 師　 器

A ［16．4］ 高台部 と口緑部の一部欠損。体部 底部回転 へラ削 り後 ナデ。体部 ・ 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 72 76　　　 70％

B （5．6） は内攣気味 に立 ち上が り，口緑部 口緑 部外面 ロクロナデ，内面丁寧 子　 にぷい橙色 （外 P L 詔　 南東コー

はやや外反す る。 なヘラ磨 き。内面黒色処理。 面）　 普通 ナ一部覆土下層

3

小　 形　 聾 ‘A ［15．4］ 体部 から口緑部 にかけての破片。 体 部外面 下位 へラ削 り，中位か ら 砂粒 ・雲母 ・石 英 P 72 77　　　 30％

B （14．3） 体部 は内攣 して立 ち上が り，中位 上位 ナデ。内面 へラナデ。 口緑部 にぷい赤褐色 P L 74

土　 師　 器 に最大径 をもつ。頚部で くびれ，

口緑部 は外傾す る。口唇部は上方

につ まみ上げる。

内 ・外面横 ナデ。 普通 北 東 コー ナ ー 部

覆土 中層

第596号住居跡（第201～203図）

位置　調査7区南部，011co区。

重複関係　全体的に第600号住居跡に掘り込まれ，北東部が第597号住居跡を掘り込んでいる。第600号住居跡

の掘り込みは，床面までは達していない。

規模と平面形　長軸［3．7］m，短軸［3．0］mの長方形と推定される。

主軸方向　N－150－W

壁　東壁の立ち上がりは確認できなかった。壁高は20～27cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　北西コーナー部壁下から南西コーナー部壁下にかけて確認できた。上幅約14cm，下幅約8cm，深さ約9

cmで，断面形はU字形をしている。

床　ほぼ平坦で，よく踏み固められている。

竃　北壁中央部から東寄りに砂質粘土で構築されている。袖部は遣存している。規模は，焚口部から煙道部ま

で80cm，両袖部幅95cmである。火床部は，床面を約6cm掘りくぼめており，赤変硬化している。天井部は確

認できなかった。煙道は火床面から緩やかに立ち上がる。
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竃土層解説
1黒褐色　焼土粒子少量，ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム小ブロック・焼土粒子中量
3　黒褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
4　黒褐色

5　黒褐色

6　赤褐色

7　赤褐色

8　黒褐色

9　赤褐色

ローム粒子・焼土粒子少量
焼土中ブロック・焼土粒子中量，炭化粒子少量
焼土粒子中量
焼土粒子・炭化粒子中量

焼土粒子・炭化粒子多量
焼土中ブロック・焼土粒子多量，炭化粒子中量

ピット　南東コーナー部にあるPlは，長径60cm，短径50cmの楕円形で，深さ30cmであり，覆土中から第203

図2の高台付杯が出土している。規模と位置から判断して，貯蔵穴の可能性がある。

覆土　4層からなる。堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック中量，焼土粒子少量，ローム粒子微量

2　暗褐色　ローム小ブロック・焼土粒子中量，粘土粒子少量
3　暗褐色　ローム大ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
4　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量

遺物　土師器片485点，須恵器片139点，不明鉄製品1点，礫2点が出土している。図示した土器はいずれも土

師器である。第203図1の杯は正位で，3の皿は逆位で竃内から，2の高台付杯はPl覆土上層から，4の

皿は逆位で竃焚口部前から出土している。5の聾は竃内から出土した破片を接合したものである。6の不明

鉄製品は覆土中から出土している。

所見　本跡は全体的に第600号住居跡に掘り込まれているため，覆土の堆積状況は確認できなかった。時期は，

出土遺物から判断して10世紀後葉と考えられる。重複している第600号住居跡より古く，第597号住居跡より

新しい。

第596号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第20 3図 杯 A　 13．5 平底。底部 はやや突出する。体部 底 部へラ切 り後 ナデ。体部か ら口 砂粒 ・長石 ・小石 ・ P 72 78　 100％

1 B　　 4．3 は内攣気味 に立 ち上が り，口縁部 線 部内 ・外面 ロクロナデ。 赤色粒子 P L 74

土　 師　 器 C　　 7．8 はやや外反す る。 橙色　 普通 竃 内

2

高 台 付 杯 A ［13．7］ 高 台部 から口緑部 にかけての破片。 高台貼 り付 け後 ナデ。体部か ら口 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 72 79　　 40％

B　　 5 5 高台 は短 く 「ハ」の字状に開 く。 緑 部外面 ロクロナデ，内面丁寧 な 子 P L 74

土　 師　 器 D ［6．0］

E　　 O．8

体部 は内攣気味 に立ち上が り，口

緑部 はやや外反す る。

ヘラ磨 き。 にぷい黄橙色

普通

P l覆土上層

3

皿

土　 師　 器

A ［9．6］ 底部か ら口緑部 にかけての破 片。 底 部回転糸切 り。体部 ・口緑部内 ・ 砂粒 ・赤色粒 子 P 72 80　　　 55％

B　 l．8

C　　 4．6

平底。体部 は外傾 して立ち上が り，

口緑部 はやや外反す る。

外面 ロクロナデ。 にぷい橙色

普通

竃内

4

皿

土　 師　 器

A ［9．8］ 底部か ら口縁部 にかけての破 片。 底 部回転 へラ削 り。体部 ・口緑部 砂粒 ・長石 ・赤色粒 P 72 8 1　　 30％

B　　 2．0

C ［6．8］

平底。体部か ら口緑部は外傾 して

立 ち上が る。

内 ・外面 ロクロナデ。 子

にぷい橙色　 普通

竃焚 口部前

5

嚢

土　 師　 器

A ［22．0］ 体部か ら口緑部 にかけての破 片。 体部外面縦位 のヘラ削 り， 内面へ 砂粒 ・雲母 ・小石 ・ P 72 82　　　 30％

B （25．5） 体部 は内攣気味 に立ち上が り，上 ラナデ ・指頭押圧。 口緑部 内 ・外 石英 ・赤色粒子 竃内

位 に最大径 をもつ。頚部でくびれ，

口縁部 は外反す る。

面横 ナデ。輪積 み痕。 橙色

普通

図版番号 種　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
長さ （cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 重量 （g ）

6 角　　　 釘 7．7 0．9 0．8 1．5．0 覆土中 M 7015
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第201図　第596・597・600号住居跡実測図（1）

－292一



てノ‾
第202図　第596・597・600号住居跡実測図（2）

＼∈≡主＝♂

第203図　第596号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　1日

！　　　i　　　！

0　　　　　　　　　　10clm

t　　；　」

第597号住居跡（第201・204図）

位置　調査7区南部，012cl区。

重複関係　西部が第596・600号住居跡に掘り込まれているが，床面までは達していない。

規模と平面形　一辺3．70mの方形である。

主軸方向　N－10。－W

壁　壁高は38～54cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　全周している。上幅10～20cln，下幅4～10cm，深さ約10cmで，断面形はU字形をしている。

床　はぼ平坦で，よく踏み固められている。南壁中央部から床面に向かって，スロープ状になっており，上面

は踏み固められている。位置的なことも加味すると出入り口施設の可能性がある。
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第204図　第597号住居跡出土遺物実測図

竃　北壁中央部に砂質粘土で構築されている。袖部は良好に遺存している。規模は，焚口部から煙道部まで

150cm，両袖部幅150cmである。火床部は，床面を約10cm掘りくぼめており，赤変硬化している。天井部は崩

落しており，第5層と第6層が崩落土と考えられる。煙道は火床面から急な傾斜で立ち上がる。覆土から多

量の土師器片と須恵器片が出土している。

竃土層解説
1黒　褐　色　ローム粒子・砂質粘土微量
2　暗　褐　色　砂質粘土少量
3　黒　褐　色　焼土中ブロック・廃土粒子・炭化粒子少量

4　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量
5　極　暗褐　色　砂質粘土多量，焼土中ブロック・焼土粒子中量，炭化粒子少量
6　極　暗褐　色　砂質粘土多量，焼土中ブロック・焼土粒子少量
7　暗　褐　色　焼土粒子少量

8　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子中量，炭化材
9　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子多量
10　黒　褐　色　焼土中ブロック・焼土粒子多量，炭化粒子少量
11黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，砂質粘土微量

12　灰　褐　色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子少量
13　暗赤　褐　色　ローム粒子・廃土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
14　暗赤　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量
15　にぷい暗褐色　砂質粘土・焼土中ブロック・焼土粒子中量
16　褐　　　　色　ローム粒子多量，焼土中ブロック・焼土粒子少量

17　暗　赤　褐　色　焼土中ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子少量

ピット　南東コーナー部にあるPlは，径30cmの円形で，深さ33cmである。性格は不明である。
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覆土　7層からなり，堆積状況から人為堆積と考えられる○

土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
4　暗褐色　ローム粒子中量

5　暗褐色　砂質粘土多量，ローム粒子少量
6　暗褐色　ローム粒子少量，軟らかい
7　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

遺物土師器片342点，須恵器片114点，銅製品（丸軌留め具）2点，礫1点，炭化材が出土している。第

204図1の須恵器杯は逆位で竃火床面から，5の土師器聾は竃内から，2の須恵器杯，3の須恵器高台付杯

は北東コーナー部の覆土中層から，4の土師器聾は逆位で南東コーナー部の床面から，6の土師器肇は逆

位で北西コーナー部の床面から，7の丸軌8の丸柄の留め具はセットで竃火床部から，炭化材は中央部

の床面から出土している。9から11は須恵器賓の体部片で，9と10は外面に縦位，11は横位の平行叩きが

施されている。

所見本跡の時期は，出土遣物から判断して9世紀中葉と考えられる0また，床面から柱材と思われる炭化材

が出土していることから判断して，焼失家屋と考えられる0重複している第596・600号住居跡より古い。

第597号住居跡出土遺物観察表

図版番号

第20 4図

器　 種

杯

計測値（cm）

A ［13．4］

器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

底部か ら口緑部 にかけての破片。 底部へラ削 り後 ナデ。体部外面下 砂粒 ・雲母 ・石英 P 72 83　　 40％

1 B　　 4．3 平底。体部か ら口緑部は外傾 して 端手持ちへラ削 り。体部か ら口緑 灰黄色 竃火床面

須　 恵　 器

杯

C ［6．8］

A ［12．4］

立 ち上が る。 部内 ・外面ロクロナデ。 普通

2

底部 か ら口緑部 にか けての破片。 底部へラ削 り。体部から口縁部内 ・ 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 7 28 4　　 3 0％

B　　 4．0 平底。体部か ら口緑部 は外傾 して 外面 ロクロナデ。 石英 北東 コ ー ナ ー部

須　 恵　 器

高 台 付 杯

須　 恵　 器

C ［6．6］

B （2．7）

立ち上 がる。 にぷい黄橙色　 普通 覆土中層

3

高台部か ら底部 にか けての破片。 底部 回転へ ラ削 り・。高台貼 り付 け 砂粒 P 7 28 5　　 2 0％

D　　 6．6

E　　 O．9

平底 。高台は 「ハ」の字状に開 く。 後 ナデ。 灰色

普通

北 東 コー ナ ー部

覆土 中層

4

嚢 A　 18．4 体部下位か ら底部にかけて欠損。 体部 内 ・外面 ナデ。口緑部内 ・外 砂粒 ・雲母 ・石英 ・ P 7286 4 0％ P L 74

B （11．7） 体部上位は内攣 して立ち上 がる。 面横 ナデ。 赤色粒子 体部外面煤付着

土　 師　 器 頚部で くびれ，口緑部は外反する。 にぷい褐色 南 東 コー ナ ー 部

口唇部 は上方につ まみ上げる。 普通

砂粒 ・雲母 ・石英

床面

P 72 87　　 10％

5

嚢 B （9．7） 底部か ら体部下位にかけて欠損。 底部木葉痕 ・ナデ。体部外面下位

C　　 7．2 平底。体部下位は外傾 して立ち上 横 位のヘラ削 り，内面 ナデ。輪積
暗褐色 竃内

土　 師　 器

嚢

が る。 み痕。 普通

6

B （4．2） 底部か ら体部下位 にかけて欠損。 底部木葉痕。体 部外面下位横位 の
砂痩 ・雲母 ・石英 P 7 28 8　　　 5 ％

C　　 6．7 平底。体部下位 は外傾 して立ち上 ヘ ラ削 り，内面へラナデ。輪積 み
橙色 北西コーナー部床面

土　 師　 器 が る。 痕。 普通

図版番号 種　　 別

計　　　 測　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

M 7016 外面に塗られた黒漆が一部残存　 P L 74

M 7 0 17　丸柄 の留 め具

長 さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 重量 （g ）

7 丸　　　 鞘 2．6 1．8 0．6 5．2 0 竃火床 部

8 留　 め　 具 2．4 1．9 0．4 2．2 0 竃火床部

第598号住居跡（第205・206図）

位置　調査7区南部，Nllj9区。

重複関係　西壁際が第599・601号住居跡に掘り込まれている。

規模と平面形南西コーナー部の壁の立ち上がりが確認できなかったが，長軸［4・5］m，短軸［3・7］mの長方

形と推定される。

主軸方向　N－40－E
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第205図　第598・599号住居跡実測図

第206図　第598号住居跡出土遺物実測図
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第207図　第599号住居跡出土遺物実測図
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壁　北壁から西壁にかけて確認できなかった。壁高は20～33cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　東壁下から南壁下にかけて確認できた。上幅約20cln，下幅6～10cm，深さ約10cmで，断面形はU字形を

している。

床　北西コーナー部が撹乱を受けているが，はぼ平坦で踏み固められている。

竃　北壁中央部に構築されていたと推定される。撹乱を受けているため，火床部の一部しか確認できなかった。
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火床部は赤変硬化している。

ピット　2か所（Pl・P2）。いずれも径30cmの円形で，深さ約20cmであり，規模と配置から判断して主柱穴

と考えられる。

覆土　3層からなる。撹乱を受けているため，堆積状況は不明である。

土層解説
1　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子少量
2　黒褐色　ローム粒子少量
3　黒褐色　ローム粒子少量

遺物　土師器片203点，須恵器片92点，陶器片7点，礫1点が出土している。第206図1の須恵器杯は東壁溝か

ら，2の須恵器杯は南壁際の床面から出土している。3から5は須恵器聾の体部片で，3は外面に横位，4

は縦位の平行叩き，5は格子目叩きが施されている。陶器片は混入したものと考えられる。

所見　壁が確認できなかった部分は，床質から規模を推定した。時期は，出土遣物から判断して9世紀後葉と

考えられる。重複している第599・601号住居跡より古い。

第598号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 ．胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第206図 杯

須　 恵　 器

A ［12．8］ 底 部か ら口緑部 にか けての破片。 底部へ ラ切 り。体部外 面下端 手持 砂粒 ・雲母 ・長石 P 7 28 9　　　 40％

1 B　　 3．9 平底。体部か ら口緑部 は外傾 して ちヘ ラ削 り。体部か ら口緑部 内 ・ 褐灰色 東壁溝

C　　 6．8 立 ち上が る。 外面 ロクロナデ。 普通

2

杯

須　 恵　 器

A ［13．4］ 底部か ら口緑部 にか けての破片。 底部へ ラ切 り。体部外面下端手持 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 7 29 0　　　 40％

B　　 4．3 平底。体部か ら口緑部 は外傾 して ちヘ ラ削 り。体 部か ら口緑部 内 ・ 石英 南壁際床面

C ［7．2］ 立 ち上が る。 外面ロクロナデ。 褐灰色　 普通

第599号住居跡（第205・207図）

位置　調査7区南部，Nllj9区。

重複関係　全体的に第601号住居跡に掘り込まれ，本跡の竃が第598号住居跡を掘り込んでいる。

竃　覆土が薄く，袖部の一部と火床部しか確認できなかった。火床部から土師器片が多量に出土している。

遺物　土師器片53点，須恵器片7点が出土している。図示した土器はいずれも土師器である。第207図1の杯，

2・3の高台付杯，4の皿は竃内から出土している。

所見　本跡は，全体的に第601号住居跡に掘り込まれているため，規模や平面形及び覆土の堆積状況は確認で

きなかったが，竃のみは残存していた。竃の向きから判断して，東壁に構築されたものと考えられ，時期

は出土遺物から判断して，10世紀中葉と考えられる。重複している第598号住居跡より新しく，第601号住

居跡より古い。

第599号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第207図 ゴ不

土　 師　 器

A ［13．4］ 底部から口緑部にかけての破片。 底部回転糸切り。体部から口緑部 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 7291　 10％

1 B　　 3．4

C ［7．0］

平底。体部から口緑部は外傾して

立ち上がる。

内 ・外面ロクロナデ。 子

にぷい橙色　 普通

竃内

2

高 台 付 J不

土　 師　 器

B （1．7） 底部から体部下端にかけての破片。 底部へラ削り後ナデ。体部外面下 砂粒 ・雲母 ・赤色粧 P 7292　　　 30％

高台部欠損。平底。体部下端外傾 端回転へラ削り，内面丁寧なヘラ 子　 にぷい橙色 （外 竃内

して立ち上がる。 磨き。内面黒色処理。 面）　 普通
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 話　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第207 図 高 台 付 杯

土　 師　 器

B （3．8） 高台部か ら休部 にかけての破片。 底部へ ラ削 り後 ナデ。高台貼 り付 砂粒 ・赤色粒子 P 72 93　　 10％

3 D ［8．0］ 高台は 「ハ」の字状 に開 く。休部 け後 ナデ。休部外面 ロクロナデ， にぷい黄橙色 竃 内

E　　 O．6 は内野気 味に立 ち上 がる。 内面丁寧 なヘ ラ磨 き。 普通

4

皿

土　 師　 器

A　　 9．4 口緑 部一部欠損。平底。体部 から 底部 回転へ ラ切 り。休部 ・口緑 部 砂粒 ・雲 母 ・赤色粒 P 72 94　　　 70％

B　　 2．0

C　　 5．2

口緑 部は内攣気味 に立ち上が る。 内 ・外面 ロクロナデ。 子

にぷい赤褐色　 普通

P L 74

竃内

第600号住居跡（第20ト208図）

位置　調査7区南部，011co区。

重複関係　全体的に第596号住居跡，東部が第597号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸3．40m，短軸3．05mの長方形である。

主軸方向　N－900－E

壁　壁高は約18cmで，外債して立ち上がる。

床　はぼ平坦で，全体的に踏み固められている。

竃　東壁中央部から北寄りに砂質粘土で構築されている。袖部は遺存している。規模は，焚口部から煙道部ま

で約100cm，両袖部幅約95cmである。火床部は，床面を約8cm掘りくぼめており，赤変硬化している。各層

に砂質粘土，廃土粒子等が含まれているため，天井部及び袖部内面が崩落したものと考えられる。煙道は火

床面から急な傾斜で立ち上がる。

竃土層解説
1黒褐色　砂質粘土多量，ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

2　黒褐色　砂質粘土多量，焼土粒子・炭化材少量
3　黒褐色　砂質粘土多量，焼土中ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
4　極暗褐色　砂質粘土・炭化材多量，焼土粒子少量
5　黒褐色　砂質粘土・焼土粒子多量

6　黒褐色　砂質粘土多量，焼土粒子微量

覆土　単一層である。覆土が薄いため，堆積状況は不明である。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

遺物　土師器片76点，須恵器片27点，陶器片3点が出土している。第208図1の土師器高台付杯は南部の覆土

下層から，2の土師器皿は覆土中から出土している。3は須恵器饗の体部片で，外面は縦位の平行叩き後，

横位の沈線が施されている。陶器片は混入したものと考えられる。

所見　本跡では，ピットと壁溝は確認できなかった。時期は，出土遺物から判断して10世紀後葉と考えられる。

重複している第596・597号住居跡より新しい。

第208図　第600号住居跡出土遺物実測図
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第600号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 20 8回 高 台 付 杯 B （2．4） 高台部か ら休部下端 にかけての破 底部へ ラ削 り後ナデ。高台貼 り付 砂粒 ・長石 ・赤色粒 P 7 29 5　　 30％

1 D　　 6．6 片。高台 は 「ハ」の字状 に開 く。 け後ナデ。底部内面丁寧 なヘ ラ磨 子 南部覆土下層

土　 師　 器 E　　 O．9 き。内面黒色処理。 にぷ い橙色　 普通

2

皿 A ［9．6］ 底部 から口緑部 にか けての破片。 底部回転糸切 り。体部 か ら口縁部 砂粒 ・雲母 ・石英 P 7 29 6　　　 20％

B　　 22 平底。体郡か ら口緑部 は外傾 して 内 ・外面 ロクロナデ。 にぷい黄橙色 覆土中

土　 師　 器 C ［6．4］ 立ち上が る。 普通

第601号住居跡（第209図）

位置　調査7区南部，011a8区。

重複関係　全体的に第599号住居跡，東部が第598号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸［4．5］m，短軸［3・6］mの長方形と推定される。

主軸方向　N－87。－E

床　ほぼ平坦で，全体的に踏み固められている。

竃　東側床面に火床部が検出できたため，東壁中央部から南寄りに構築されていたと推定される。覆土が薄い

ため，火床部しか確認できなかった。火床部は赤変硬化している。

遺物　土師器片171点，須恵器片35点，陶器片9点，礫2点が出土している。図示した土器はいずれも土師器

＼

一一一一一一

／

一／　　　　0

0　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿」　　」

第209図　第601号住居跡・出土遺物実測図
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である。第209図3の高台付杯と4の皿は竃内から，1と2の杯は竃付近の遺構確認面から出土している。

5の小形聾と6の聾は遺構確認面から出土した破片を接合したものである。陶器片は混入したものと考え

られる。

所見　本跡の壁とピット，壁溝は確認できなかったため，床質から規模と平面形を推定した。時期は，出土遺

物から判断して10世紀中葉から後葉と考えられる。重複している第598・599号住居跡より新しい。

第601号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第209図 杯

土　 師　 器

A ［13．4］ 底部か ら口緑部にかけての破 片。 底 部回転へ ラ削 り．。体部か ら口緑 砂粒 ・雲母 ・石 英 ・ P 72 97　　　 2 0％

1 B　　 3．7

C （6．8）

平底。体部は内攣気 味に立ち上が

り，口緑 部はやや外 反する。

部 内 ・外面 ロクロナデ。 赤色粒 子

にぷい橙色　 普通

遺構確認面

2

i不

土　 師　 器

B （1．6） 底 部か ら体 部下端 にかけての破片。 底部 回転へ ラ削 り。体部下端内 ・ 砂粒 ・長石 ・石英 ・ P 72 98　　 4 0％

C　　 6．5 平底 。体 部下端 は内攣気 味に立 ち

上 がる。

外面 ロクロナデ。 赤色粒子

橙色　 普通

遺構確認面

3

高 台 付 杯

土　 師　 器

B （1．9） 高台部 か ら底部 にかけての破片。 底部回転へ ラ削 り後ナデ。高台貼 砂粒 ・赤色粒子 P 7 29 9　　　 20％

D　　 7．8

E　　 O．9

高台 は短 く 「ハ」 の字状 に開 く。 り付け後ナデ。底部内面丁寧 なへ

ラ磨 き。内面黒色処理。

橙色

普通

竃内

4

皿

土　 師　 器

A ［9．2］ 体部か ら口緑部 にかけて一部欠損。 底部回転 へラ削 り。体部 ・口緑部 砂粒 P 7 30 0　　　 60％

B　 l．6

C　　 5．6

平底。体部か ら口緑部外傾 して立

ち上が る。

内 ・外 面ロクロナデ。 浅黄橙色

普通

竃内

5

小　 形　 嚢

土　 師　 器

A ［12．6］ 体部か ら口緑部にかけての破 片。 体 部内 ・外面へ ラナデ。口緑部内 ・ 砂粒 ・・雲母 ・長石 P 73 0 1　 15％

B （11．3） 体部は内攣気味に立ち上が り，中

位に最大径 を もつ。頚部で くびれ，

口緑 部は外傾 する。

外面横 ナデ。輪積み痕。 橙 色

普通

遺構確認面

6

嚢

土　 師　 器

A ［22．4］ 体部上位 か ら口緑部 にかけての破 体部外面縦位のヘ ラ削 り，内面指 砂粒 ・雲母 ・長石 P 7 3 02　　 10％

B （10．8） 片。体 部上位 は内傾 して立 ち上が

る。頚部 で くびれ，口緑部 は外傾

する。

頭押圧。口緑部内 ・外面横 ナデ。 にぷい赤褐色

普通

遺構確認面

第602号住居跡（第210図）

位置　調査7区南部，012d2区。

重複関係　第603号住居跡の東部を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸3．00m，短軸2．80mの方形である。

主軸方向　N－00

壁　壁高は4～10cmである。

床　ほぼ平坦で，中央部が特に踏み固められている。

竃　北壁中央部からやや東寄りに砂質粘土で構築されている。覆土は薄いが，両袖部はわずかに遣存している。

規模は焚口部から煙道部まで約50cm，両袖部幅約80cmと推定される。火床部は床面を約5cm掘りくぼめてお

り，赤変硬化している。天井部は確認できなかった。覆土から多量の土師器片が出土している。

覆土　単一層である。覆土が薄いため，堆積状況は確認できなかった。

土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒子少量

遺物　土師器片223点，須恵器片61点が出土している。図示した土器はいずれも土師器である。第210図1～3

の杯と4の高台付杯は竃内から，5の高台付杯と6の鉢の底部は竃東側の床面から出土している。

所見　本跡では，壁溝とピットは確認できなかった。時期は，出土遺物から判断して10世紀と考えられる。重

複している第603号住居跡より新しい。
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第210図　第602号住居跡・出土遺物実測図

第602号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　1m

l l＿＿＿　　」

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴手　法　の　特　徴胎土、・色調・焼成備　　　考

第210図杯A　12．2口緑部一部欠損。平底。体部から底部へラ削り。体部外面下端手持砂粒・雲母・赤色粒P7303　　90％

1 B　　3．7口緑部は内攣気味に立ち上がる。ちヘラ削り。体部から口緑部内・子PL75

土　師　器C　　6．4 外面ロクロナデ。
橙色　普通竃内

2

］不A　12．6ロ緑部一部欠損。平底。体部は内底部へラ削り。体部外面下端手持砂粒・雲母・赤色粒P7304　　80％

B　　4ユ攣気味に立ち上がり，口緑部はやちヘラ削り。休部から口縁部内・子PL75

土　師　器C　　5．4や外反する。外面ロクロナデ。
にぷい橙色　普通竃内

3

杯A　11．7口緑部一部欠損。平底。体部は内底部へラ削り。体部外画下端手持砂粒・雲母・長石・
P7305　　　70％

B　　3．2攣気味に立ち上がり，口縁部はやちヘラ削り。体部から口線部内・赤色粒子
窺内

土　師　器C　　6．0や外反する。外面ロクロナデ。
にぷい橙色　普通

4

高台付杯B（4．3）高台部から体部にかけての破片。底部回転へラ削り後ナデ。高台貼砂粒・小石・赤色粒P7306　　35％

D　　8．4高台は「ハ」の字状に開く。休部り付け後ナデ。体部内・外面ロク子
魔内

土　師　器E　1．6は内攣気味に立ち上がる。ロナデ。
にぷい橙色　普通

5

高台付杯

土　師　器

B（2．4）高台部から底部にかけての破片。底部ナデ。高台貼り付け後ナデ。砂粒・長石・小石・P7307　　30％

D　　7．6

E　l．6

高台はラッパ状に開く。 赤色粒子

橙色　普通

寵東側床面

6

鉢

土　師　器

B（4．3）底部から体部下位にかけての破片。底部外面へラ削り，内面丁寧なへ砂粒・石英・赤色粒P7308　　10％

C　14．0平底。休部下位は外傾する。ラ磨き。休部外面下位横位のヘラ

ナデ，内面丁寧なヘラ磨き。

子

明赤褐色　普通

竃東側床面
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第603号住居跡（第211・212図）

位置　調査7区南部，012d2区。

重複関係　中央部から東部を第602号住居跡，南東コーナー部を第606号住居跡，南壁際を第10号地下式境に掘

り込まれている。第602・606号住居跡の掘り込みは，床面までほ達していない。

規模と平面形　長軸5．60m，短軸5．30mの方形である。

主軸方向　N－00

壁　壁高は45～55cmで，はぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　全周している。上幅約20cm，下幅約10cm，深さ約12cmで，断面形はU字形をしている。

床　はぼ平坦で，中央部が特に踏み固められている。北東コーナー部に長径110cm，短径70cmの楕円形で，深

さ24cmの掘り込みが確認できた。覆土から多量の灰が出土していることから判断して，灰を貯めて置いた施

設あるいは土坑と考えられる。

竃　北壁中央部に砂質粘土で構築されている。規模は焚口部から煙道部まで約120cm，両袖部幅160cmである。

火床部は，赤変硬化しゴツゴツしている。火床部には赤変硬化した山状の地山が検出できた。恐らく，地山

を掘り残し支脚として使用したものと思われる。天井部は確認できなかった。袖部は良好に遺存している。

両袖部の内側は，火を受けて赤変硬化している。袖部内から炭化材が多量に出土しているため，竃構築時の

補強材にしたものと考えられる。煙道は火床面から緩やかに立ち上がる。覆土から多量の土師器片が出土し

ている。

竃土層解説
1黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子少量
2　黒　褐　色　焼土粒子少量，炭化材

3　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子中量
4　灰　褐　色　焼土中ブロック少量
5　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子中量
6　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子中量，炭化材

7　極暗赤褐色　焼土中・小ブロック・焼土粒子多量
8　にぷい赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子中量
9　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック少量
10　極暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子中量

11極暗赤褐色　焼土中ブロック多量，炭化材
12　極暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子少量
13　極暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量
14　暗赤褐色　焼土粒子多量，ローム小ブロック・ローム粒子少量

15　黒　　　　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・灰少量

ピット　6か所（Pl～P6）。PlからP4は径約20cmの円形で，深さ約60cmであり，規模と配置から判断し

て主柱穴と考えられる。南壁際にあるP5は径30cmの円形で，深さ40cmである。位置的に出入り口施設に伴

うピットと考えられる。竃東側にあるP6は，径40cmの円形で，深さ41cmである。性格は不明である。

覆土　6層からなり，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒子少量
2　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子少量

3　暗褐色　炭化粒子多量，ローム小ブロック・ローム粒子少量

4　暗褐色　炭化粒子多量，ローム粒子中量
5　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子中量
6　黒褐色　炭化粒子多量

遺物　土師器片853点，須恵器片152点，石製品（紡錘車）1点，鉄製品（鉄斧）1点，流動浮5点，陶器片4

点，礫3点，炭化材が出土している。第211・212図1の須恵器杯は，竃火床部の支脚の上部から逆位で出土

している。2の須恵器杯は正位で北東コーナー部の床面から，3の須恵器蓋は中央部から北側の覆土中層か

ら，4の須恵器蓋と8の土師器小形聾は北西コーナー部の床面から，5の須恵器盤と9の土師器小形賓は北

東コーナー部の灰の中から，6の土師器賓は正位で竃東側の床面から出土している。7の土師器聾は竃西側
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第211図　第603号住居跡・出土遺物実測図（1）
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の覆土下層から出土した破片を接合したものである。10の土師器小鉢は竃東側の壁溝から，11の鉄斧，流動

浮は覆土中から，12の紡錘車は東部の床面から出土している。炭化材は床面全域から出土している。13は須

恵器甑の口綾部片で，外面に横位の平行叩きが施されている。14から16は須恵器聾の体部片で，外面に14は

斜位，15は横位の平行叩き，16は同心円状の叩きが施されている。陶器片は混入したものと考えられる。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して8世紀前葉と考えられる。流動浮が出土しているが，鍛冶炉は確

認されていない。また，床面から屋根材や柱材と思われる炭化材が出土していることから判断して，焼失家

屋と考えられる。重複している第602・606号住居跡，第10号地下式境より古い。

第603号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色 調 ・焼成 備　　　 考

第211図 杯

須　 恵　 器

A　 14．0 体部 か ら口緑部 にかけて一部欠損。 底部へ ラ削 り後ナデ。体 部か ら口 砂粒 ・雲母 ・長石 P 7 30 9　　　 80％

1 B　　 4．0 平底。体部か ら口縁部 は外傾 して 緑部内 ・外面ロクロナデ。 灰色 P L 7 5

C　　 8．6 立 ち上 がる。 普通 竃内

2

杯

須　 恵　 器

A　 13．5 体部 から口縁部 にかけて一部欠損。 底部回転へ ラ削 り後ナデ。体部外 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 7 3 10　　　 80％

B　　 3．8 平底。体部か ら口緑部は外傾 して 面下端手持 ちへラ削 り？体部 か ら 石英 P L 7 5

C　　 7．6 立 ち上が る。 口緑 部内 ・外 面ロクロナデ。 灰黄色　 普通 北東コーナー部床面

3

蓋

須　 恵　 器

A ［20．4］ 天井部か ら口緑部 にかけての破片。 天井部外 面上半回転 へラ削 り，下 砂粒 ・雲母 ・石英 P 7 3 11　　 4 0％

B （3．4） 天井部 は笠形であ り，口縁部 との 半 ・内面ロクロナデ。 灰黄色 P L 7 5

境で下方 に屈 曲する。 良好 ・ 北側覆土中層

4

蓋

須　 恵　 器

A ［15．0］ 天井部か ら口緑部にかけての破片。 天井部外面上半 回転へ ラ削 り，下 砂粒 ・雲母 ・石英 P 7 31 2　　　 25％

B （2．5） 天井部 は笠形であ り，口緑 端部が 半 ・内面 ロクロナデ。 黄灰色 ・北西 コ ー ナ ー部

下方 に下が る。 普通 床面

5

盤

須　 恵　 器

B （3．0） 口緑部欠損。高台は 「ハ」 の字状 底部 回転へ ラ削 り。高台貼 り付 け 砂粒 ・雲母 ・小石 P 7 31 3　　　 30％

D　 12．0 に開 く。体部は緩やかに外傾する。 後 ナデ。体部 か ら口緑部 内 ・外面 灰黄色 北東 コ ー ナ ー部

E　 l．4 ロクロナデ。 普通 灰 覆土中

第212図 嚢

土　 師　 器

A　 24．6 平底。体部は内攣 して立ち上が り， 底部木葉痕。体部外面下位へ ラ磨 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 7 314　　　 95％

6 B　 33．2 上位 に最大径を もつ。頚部 で くび き，上位へ ラ削 り。内面へラナデ。 赤色粒 子 P L 7 5

C　　 9．7 れ，口緑部は外 反する。口唇部 は

上方 につ まみ上げる。

口緑部 内 ・外面横ナデ。輪積み痕。 橙色

普通

竃東 側床 面

7

嚢

土　 師　 器

A　 22．5 体部か ら口緑 部にかけての破片。 体部外面 中位へ ラ磨 き，上位縦位 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 73 15　　　 60％

B （26．7） 体部は内攣 して立ち上 が り，上位 のヘ ラ削 り。内面へ ラナデ。口緑 石英 P L 75

に最大径を もつ。頚部 で くびれ，

口緑部は外傾 する。 口唇部 は上方

につ まみ上げる。

部 内 ・外面横ナデ。輪積み痕。 にぷい褐色

普通

竃西側 覆土 下層

8

小　 形　 嚢

土　 師　 器

A　 16．6 口緑部一部欠損。平底。体部 は内攣 底部木葉痕。体部外面下位斜 位の 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 73 16　　 95％

B　 17．5 して立ち上が り，上位に最大径 をも へ ラ削 り。内面へ ラナデ。口緑 部 石英 P L ・75

C　　 7．9 つ。頚部で くびれ，口緑部は外反す 内 ・外面横ナデ。輪積 み痕。 にぷい黄橙色 北 西 コー ナ ー 部

る。口唇部は上方にうまみ上 げる。 普通 床面

9

小　 形　 嚢

土　 師　 器

A ［15．4］ 体 部か ら口緑部 にかけて一部欠損。 底部木葉痕。体部外 面へラ磨 き， 砂粒 ・雲母 ・石英 P 7 3 17　　　 55％

B　 15．7 平底。体部 は内攣 して立ち上がり， 内面へ ラナデ。口緑 部内 ・外 面横 にぷ い赤褐色 P L 7 5

C　　 9．O l 上位 に最大径 をもつ。頚部で くび

れ，口緑部 は外反す る。口唇部は

上方 につ まみ上 げる。

ナデ。 普通 北東 コ ー ナ ー 部

灰覆土 中

第211図 小　　　 鉢

土　 師　 器

A　 12．3 口緑部一部欠損。平底。体部は内 底部木葉痕。体 部外面 ナデ，内面 砂粒 ・雲母 ・石英 P 7 3 18　　　 95％

10 B　　 6．6 攣気味 に立 ち上が り，口緑部は外 ヘラナデ。口緑 部内 ・外面横ナデ。 黒褐色 P L 7 5

C　　 6．3 反す る。 普通 竃東側壁溝

図版番号 種　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
長ざ （cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 重量 （g ）

牒212図11 鉄　　　 斧 8．8 4．1 1．9 121．0 覆土中 M 7018　　　　　　　　　　　　　 P L 75

図版番号 種　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
径 （C皿） 厚さ（cm） 孔径 （cm） 重量 （g）

12 紡　 錘　 車 4．2 1．8 0．9 46．0 東部床面 Q 7006　滑石　　　　　　　 P L lO2
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第604号住居跡（第213・214図）

位置　調査7区南部，012b2区。

規模と平面形　長軸3．60m，短軸3．35mの方形である。

主軸方向　N－30－E

壁　壁高は50～52cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　全周している。上幅30～40cm，下幅約20cm，深さ6～10cmで，断面形はU字形をしている。

床　ほぼ平坦で，全体的に踏み固められている。

竃　北壁中央部からやや東寄りに砂質粘土で構築されている。袖部は良好に遺存している。規模は焚口部から

煙道部まで100cm，両袖部幅95cmである。火床部は，床面を約10cm掘りくぼめており，赤変硬化している。

天井部は崩落しており，第4層と第5層が崩落土と考えられる。煙道は火床面から急な傾斜で立ち上がる。

竃土層解説
1　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量
2　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子中量
4　暗赤褐色　砂質粘土多量，焼土中ブロック・炭化粒子少量
5　暗赤褐色　砂質粘土多量，焼土中ブロック・焼土粒子中量

6　灰褐色　焼土中ブロック・焼土粒子多量，炭化材
7　極暗褐色　焼土中・小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
8　灰褐色　粘土粒子多量
9　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック少量

10　灰褐色　粘土粒子中量

ピット　3か所（Pl～P3）。PlとP2は径約20cmの円形で，深さ約25cmであり，規模と配置から判断して

主柱穴と考えられる。南壁際にあるP3は径30cmの円形で，深さ17cmである。位置的に出入り口施設に伴う

ピットと考えられる。

覆土　6層からなり，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説

1極暗褐色　ローム粒子・粘土粒子・炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
3　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量

4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

5　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量
6　暗褐色　ローム粒子少量

遺物　土師器片289点，須恵器片132点，鉄製品（刀子2，鎌1，不明1）4点，石製晶（丸輌）1点，鉄浮1

点，礫8点が出土している。第213・214図1の土師器杯は逆位で南壁際の床面から出土している。側面に「未

成」，「栄」，「嶋ヵ」と墨書されている。2の土師器杯と4の須恵器高台付杯は逆位で北東コーナー部の覆土

中層から，3の須恵器杯は逆位で東壁際の覆土下層から出土している。5の緑粕陶器輪花皿は竃西側の覆土

中層と遺構確認面から出土した破片が接合したものである。猿投窯黒笹14号窯式のものである。6から10は

土師器杯片に墨書されているが，判読不能である。11は東壁際の覆土下層から，15は西壁際の覆土中層から

出土した刀子である。12の鎌は南西コーナー部の覆土上層から，13の不明鉄製品は南東側の覆土中層から，

14の丸柄は北西側の覆土下層から，鉄津は覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して9世紀中葉と考えられる。鉄浮が出土しているが，鍛冶炉は確認

されていない。

第604号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第213図 杯

土　 師　 器

A ［15．4］ 底部から口緑部にかけての破片。 底部へラ削 り。体部外面下端手持 砂粒 ・雲母 ・石英 P 7319　　　 50％

1 B　　 4．5 平底。体部から口緑部は内攣気味 ちヘラ削 り。体部から口縁部外面 橙色 （外面） P L 76

C ［7．2］ に立ち上がる。 ロクロナデ，内面丁寧なヘラ磨き。

内面黒色処理。

普通 墨書土器

南壁際床面
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図版番号 器　種 計測値（Cの 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第213図 杯

土　師　器

A　13．0 体部から口緑部にかけて一部欠損。底部へラ削り。体部外面下端手持 砂粒・雲母 P 7320　　　 80％

2 B　　4．1 平底。体部から口緑部は内攣気味 ちへラ削り。休部から口綾部外面 にぷい赤褐色（外面） PL 76

C　　6．0 に立ち上がる。 ロクロナデ，内面丁寧なヘラ磨き。

内面黒色処理。

普通 北東コーナー部

覆土中層

3

杯

須　恵　器

A　13．5 口緑部一部欠損。平底。体部は内 底部へラ削り。体部外面下端手持 砂粒・雲母・長石・ P 7321　　 80％

B　　4．6 攣気味に立ち上がり，口緑部はや ちヘラ削り。体部から口緑部外面 石英 P L 76

C　　5．5 や外反する。 ロクロナデ。 黄灰色　普通 東壁際覆土下層

4

高台付杯

須　恵　器

A　15．7 体部から口緑都にかけて一部欠損。底部回転へラ削り後ナデ。高台貼 砂粒・雲母・長石・ P 7322　　　 70％

B　　5．4 高台は「ハ」の字状に開く。平底。り付け後ナデ。体部外面下端回転 赤色粒子 P L 76

D　　8．4 体部から口緑部は外傾して立ち上 ヘラ削り。休部から口緑部内・外 灰色 北東コーナー部

E　　O．9 がる。 面ロクロナデ。 普通 覆土中層

5

輪　花　皿

緑粕陶器

A ［152］ 高台部からロ緑部にかけての破片。全面に緑粕発色。休部・ロ緑部内 細砂 P 7323　　　 20％

B　　3．0 高台は直立する。平底。体部は膚 面丁寧なヘラ磨き。陰刻花文が施 胎土　灰色 P L 76

D ［7．4］ やかに外傾し，口緑部との境に稜 されている。 粕　緑色 竃西側覆土中層

E　　O．6 をもち上方に屈曲する。U緑部に

輪花を成す。

良好 と遺構確認面

猿投窯黒笹14号窯式

図版番号 種　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　土　地　点 備　　　　　 考
長さ（C皿） 幅（cm） 厚さ（cm） 重量（g）

第214図11 刀　　　 子 （10．9） 1．4 0．4 （13．0） 東壁際覆土下層 M 7019　　　　　　　　　　　　 PL　76

12 鎌 （7．7） 3．8 0．3 （27．0） 南西コーナー部覆土上層 M 7020　　　　　　　　　　　　 P L　76

13 不明鉄製品 16．6 1．6 0．6～0．7 31．0 南東部覆土中層 M 7021 鉄紺？　　　　　　 P L　76

14 丸　　　 靭 3．3 0．6 0．6 9．0 北西部覆土下層 Q 7040　緑色岩　　　　　　 P L lO2

15 刀　　　 子 （11．6） 1．7 0．4 （15．0） 西壁際覆土中層 M 7023

第605号住居跡（第215・216図）

位置　調査7区南部，012d3区。

規模と平面形　長軸2．90m，短軸2．85mの方形である。

主軸方向　N－930－E

壁　壁高は14～20cmで，外傾して立ち上がる。
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第215図　第605号住居跡・出土遺物実測図（1）
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第216図　第605号住居跡出土遺物実測図（2）

0　　　　　　　　　10cm

L　　；　　j

床　ほぼ平坦で，中央部が特に踏み固められている。

竃　東壁中央部から南寄りに砂質粘土で構築されている。規模は焚口部から煙道部まで80cm，両袖部幅100cm

である。第8層は，焼土ブロックがゴツゴツしていることから判断して，火床部と考えられる。火床部は，

床面を約8cm掘りくぼめており，赤変硬化している。天井部は崩落しており，第5層と第7層が崩落土と考

えられる。神都は，地山を掘り残し土台とし砂質粘土を貼り付けてしっかり構築されている。両袖部内側に

は，第216図8の土師器肇を二分した破片を北袖部には逆位，両袖部には正位の状態で貼り付け，補強して

いる。覆土から多量の土師器片が出土している。土層解説については，覆土の項目で記す。

ピット　南西コーナー部にあるPlは，径約60C皿の円形で，深さ約30cmである。規模と位置から判断して貯蔵

穴の可能性がある。覆土から土師器の高台付杯や肇が出土している。第216図9の土師器饗は第4層から出

土したものである。

Pl土居解説
1暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗褐色　焼土粒子微量

3　褐　　色　ローム中ブロック・廃土粒子中量
4　暗褐色　炭化粒子・焼土粒子少量，土器片が多量に出土している

覆土　第1層から第3層は，堆積状況から自然堆積と考えられる。第4層から第9層は，竃の覆土である。

土居解説
1暗褐色　ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子数量
3　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量
4　褐　　色　廃土粒子中量
5　焼土ブロック，砂質粘土ブロック

6　暗赤褐色　焼土中ブロック多量

7　5層と同じ

8　焼土ブロック，ゴツゴツしている

9　暗赤褐色　廃土ブロック多量

遺物　土師器片144点，須恵器片27点，土製品（管状土錘）3点，鉄揮1点，礫8点，炭化米，炭化材が出土

している。図示した土器はいずれも土師器である。第215・216図1・3・4の杯は逆位で，2の杯は正位

で，6の高台付杯，7の小形聾，8の饗は竃内から出土している。5の高台付杯は竃内とPlから出土した

破片を接合したものである。9の賓はPlから，10の管状土錘は北東コーナー部の床面から，11と12の管状

土錘は竃内から出土している。鉄浮は南壁際の覆土中層から出土している。炭化材は床面中央部から南側

にかけて多量に出土している。少量の炭化米が竃火床部から出土している。

所見　本跡では，壁溝は確認されなかった。時期は，出土遣物から判断して10世紀前葉と考えられる。鉄津が

出土しているが，鍛冶炉は確認されていない。また，床面中央部から南側にかけて屋根材と思われる炭化材

や焼土ブロックが出土していることから判断して，焼失家屋と考えられる。
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第605号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第215図 杯 A　 12．7 口緑部一部欠損。平底 。体 部は内 底部へ ラ削 り。体部外面下端手持 砂粒 ・雲母 P 73 24　　　 90％

1 B　　 3．8 攣気味 に立ち上が り，口縁 部はや ちヘ ラ削 り。体部か ら口緑部内 ・ にぷい橙色 P L 76

土　 師　 器 C　　 5．7 や外反す る。 外面 ロクロナデ。 普通 竃 内

2

J不 A　 12．2 口縁部一部欠損。平底。体 部は内 底部へ ラ削 り。体部外面下端手持 砂粒 ・雲母 P 73 25　　 90％

B　　 3．8 攣気味 に立ち上が り，口緑 部はや ちヘラ削 り。体部か ら口緑部内 ・ にぷい橙色 P L 76

土　 師　 器 C　　 5．5 や外反す る。 外面 ロクロナデ。 普通 竃内

3

杯 A　 12．0 体部か ら口緑部 にかけて一部欠損。 底 部一方 向のヘ ラ削 り。体部外面 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 73 26　　 70％

B　　 4．0 平底。体部か ら口緑部は内密気 味 下端手持 ちへ ラ削 り。体部か ら口 子 P L 76

土　 師　 器 C　　 5．6 に立ち上が る。 緑 部内 ・外面 ロタロナデ。 橙色　 普通 竃内

4

杯 A　 12．6 体部か ら口縁部 にかけて一部欠損。 底 部一方 向のヘ ラ削 り。体部外面 砂粒 ・雲母 ・石英 ・ P 73 27　　 60％

B　　 3．9 平底。体部か ら口緑部は内攣気 味 下端手持 ちへ ラ削 り。体部か ら口 赤色粒子 P L 76

土　 師　 器 C　　 6．0 に立 ち上が る。 緑 部内 ・外面 ロクロナデ。 橙色　 普通 竃内

5

高 台 付 杯 A　 15．4 高台部か ら口緑部 にかけて一部欠 底 部回転へ ラ削 り後 ナデ。高台貼 砂粒 ・長石 P 73 28　　　 70％

B　　 7．1 損。高台 は 「ハ」の字状に開 く。 り付 け後 ナデ。体部か ら口緑部外 灰色 P L 76

土　 師　 器 D　　 8．4 体部か ら口緑部 は内攣気味に立ち 面ロクロナデ，内面丁寧 なヘ ラ磨 普通 竃内 とP l

E　　 2．0 上が る。 き。

6

高 台 付 杯 B （4．1） 高台部か ら体部下端 にかけての破 底 部ナデ。高台貼 り付 け後 ナデ。 砂粒 ・長石 P 73 29　 ‘40％

D　　 8．2 片。高台 は 「ハ」の字状に開 く。 体 部外画下端 回転へ ラ削 り，内面 橙色 竃内

土　 師　 器 E　 1．6 体部下端 は内攣気味に立ち上がる。 ロクロナデ。 普通

7

小　 形　 嚢 A　　 8．4 平底。体部 は内攣 して立ち上が り， 底 部へラ削 り。体部外面下位横位 砂粒 ・赤色粒子 P 7 330　 100％

B　 llJ 口緑部 との境 に稜 を‘もつ。口縁部 のヘラ削 り。体部 か ら口緑部 内 ・ にぷ い褐色 P L 76

土　 師　 器 C　　 6．6 はほぼ直立す る。 外面ロクロナデ。 普通 竃内

第21 6図 嚢 A　 22．7 体部か ら口緑部 にかけて一部欠損。 底部へラ削 り。体部外面へラ削 り， 砂粒 ・赤色粒子 P 7 33 1　　 80％

8 B　 22．2 平底。体部 は内攣気味 に立ち上が 内面へラナデ。 口縁部 内 ・外面横 橙色 P L 7 6

土　 師　 器 C　 12．4 り， 口緑部 は外反す る。 ナデ。 普通 竃内

9

嚢 A ［26．0］ 体部か ら口緑部 にか けての破片。 体部外面下位横位 のへラナデ。体 砂粒 ・雲母 ・石英 P 7 332　　　 30％

B （14．9） 体部 は内攣気味 に立 ち上が り，口 部中位か ら口縁 部外面ロクロナデ， にぷい黄橙色 P l

土　 師　 器 緑部 はやや外反す る。 口唇部 に沈

線が巡 る。

内面丁寧なヘラ磨 き。内面黒色処

理。

普通

図版番号 種　　 別

計　　　　 測　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

．・径 （cm） 長さ （cm ） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第215図10 管 状 土 錘 1．4 4．5 0．4 7．4 0 北東 コー ナー部床面 D P 7 00 5　　　　　　　　　　 P L lO l

11 管 状 土 錘 1．8 （2．7 ） 0．4 （6．15） 竃 内 D P 7 00 6　　　　　　　　　　 P L lO l

12 管 状 土 錘 1．4 3．6 0．4 4．7 0 竃 内 D P 7 00 7　　　　　　　　　　 P L lO l

第606号住居跡（第217図）

位置　調査7区南部，012d2区。

重複関係　北西部が第603号住居跡を掘り込み，南西コーナー部が第10号地下式境に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸3．35m，短軸2．95mの長方形である。ほとんど床面が露出した状態で確認されたため，規

模と平面形は床面や竃から判断した。

主軸方向　N－1040－E

床　ほぼ平坦で，竃前が特に踏み固められている。

竃　東壁中央部からやや南寄りに砂質粘土で構築されている。袖部は痕跡のみが残存している。規模は焚口部

から煙道部まで70cm，両袖部幅80cmと推定される。第4層の底部が焼土ブロックでゴツゴツしていることか

ら判断して，火床部と考えられる。火床部は，床面を約20cm掘りくぼめている。天井部は確認できなかった。

両袖部の内側には，補強材として土師器片が使用されている。覆土から多量の土師器片が出土している。
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第217図　第606号住居跡・出土遺物実測図

0　　　　　　　　　10cm

！　；　！

竃土層第説
1　褐　　　色　焼土中ブロック・炭化粒子少量
2　焼土ブロック

3　赤　褐　色　焼土中ブロック・廃土粒子多量
4　極暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・灰中量，ゴツゴツしている

遺物　土師器片92点，須恵器片11点が出土している。図示した土器はいずれも土師器である。第217図1の杯

は逆位で，3の高台付杯と竃内から出土している。2の杯は竃内から出土した破片を接合したものである。

5の饗は竃の火床部と南袖部から，4の小形聾は正位で南東コーナー部の床面から出土している。

所見　本跡では，壁と壁溝，ピットは確認できなかった。時期は，出土遺物から判断して10世紀前菜と考えら

れる。重複している第603号住居跡より新しく，第10号地下式頻より古い。
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第606号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　 種 計測値（cm） 器　 形　 の ．特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第217図 杯

土　 師　 器

A　 13．1 口緑部一部欠損。平底。体部か ら 底 部へラ削 り。体部から口緑部内 ・ 砂粒 ・雲母 ・小石 ・ P 7 33 3　　　 90％

1 B　　 4．0

C　　 6．0

口緑部 は内攣気味 に立ち上がる。 外面 ロクロナデ。 赤色粒子

橙色　 普通

P L 7 6

竃内

2

杯

土　 師　 器

A　 12．0 底部 ・体部一部欠損。平底 。体部 底部 回転へ ラ削 り。体部外面下端 砂粒 ・雲母 P 73 34　　　 90％

B　　 3．8 は内攣気味 に立ち上が り，口緑部 手持 ちへ ラ削 り。体部か ら口緑部 橙色 （外面） P L 76

C　　 6．0 はやや外反する。 外面 ロクロナデ，内面丁寧 なヘ ラ

磨 き。内面黒色処理。

普通 竃 内

3

高 台 付 杯

土　 師　 器

A ［14．6］ 高台部か ら口緑 部にかけての破片。 底部回転へ ラ削 り後ナデ。高台貼 砂粒 ・長石 ・石英 P 7 3 35　　　 35％

B　　 5．6 高台は 「ハ」 の字状 に開 く。平底。 り付け後ナデ。体部か ら口緑部外 橙色 （外 面） 竃内

D ［7．5］ 体 部か ら口緑 部は内攣気味 に立 ち 面 ロクロナデ，内面丁寧なヘ ラ磨 普通

E　 l．4 上 がる。 き。内面黒色処理。

4

小　 形　 嚢

土　 師　 器

A　 13．2 口緑部一部欠損。平底。体部は内 全面丁寧なへラ磨 き。内 －・外面黒 砂粒 ・石英 P 7 33 6　　　 90％

B　 lO．2 攣 して立 ち上が り， 口緑部 はほぼ 色処 理。 明赤褐色 P L 7 7

C　　 7．2 直立す る。 普通 南東コーナー部床面

5

・嚢

土　 師　 器

A ［26．8］ 底部か ら口緑部 にかけての破片。 底部 へラ削 り。体部外面下位 へラ 砂粒 ・雲母 P 7 33 7　　　 30％

B　 22．2 平底。体部 は内攣気味に立ち上が 削 り，上位横 ナデ。 内面丁寧 なへ にぷ い橙色 （外面） P L 7 7

C ［13．8］ り， 口緑部 は外反する。 ラ磨 き。 口緑部 内 ・外面横 ナデ。

内面黒色処理。

普通 竃火 床 部 と南 袖

部

第607号住居跡（第218・219図）

位置　調査7区南部，N12jl区。

重複関係　北西コーナー部を第609号住居跡に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸4．10m，短軸3．70mの長方形である。

主軸方向　N－00

壁　北西コーナー部は確認できなかった。壁高は10～15cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　北西コーナー部の壁下では確認できなかったが，全周していたと推定される。上幅約20cm，下幅4～10

cm，深さ約6cmで，断面形はU字形をしている。

床　ほぼ平坦で，中央部が特に踏み固められている。

竃　北壁中央部からやや東寄りに砂質粘土で構築されている。規模は焚口部から煙道部まで80cm，両袖部幅95

cmである。火床部は，床面を約10cm掘りくぼめており，赤変硬化している。天井部は確認できなかった。袖

部は，地山を掘り残して土台とし砂質粘土を貼り付けて構築している。両袖部の内側は，火を受けて赤変硬

化している。

竃土層解説

1暗　褐　色　焼土中ブロック・炭化粒子少量
2　にぷい赤褐色　焼土粒子・炭化粒子少量
3　にぷい赤褐色　焼土粒子・炭化粒子少量，粘土粒子微量

4　にぷい赤褐色　焼土粒子・炭化粒子少量，粘土粒子微量，軟らかい

5　灰　褐　色　焼土粒子多量
6　灰　褐　色　焼土中ブロック・焼土粒子多量

7　暗赤褐色　焼土中・小ブロック・焼土粒子・灰中量

ピット　3か所（Pl～P3）。P2とP3は径約27cmの円形で，深さ20～30cmであり，規模と配置から判断し

て主柱穴と考えられる。南壁際にあるPlは径20cmの円形で，深さ17cmである。位置的に出入り口施設に伴

うピットと考えられる。

覆土　4層からなり，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説

1極暗褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子中量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
2　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

3　暗赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子少量
4　黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
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第218図　第607号住居跡・出土遺物実測図（1）
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第219図　第607号住居跡出土遺物実測図（2）

遺物　土師器片218点，須恵器片67点，石製品（紡錘車）1点，礫5点，炭化材が出土している。第218・219

図1は内面に漆が付着した須恵器杯で，逆位で北東コーナー部の覆土下層から，2の土師器皿は逆位で東

部の覆土中層から，3と4の土師器小形聾，5の土師器聾は正位で北東コーナー部の床面から出土してい

る。6の土師器甑は北東コーナー部の床面から出土した破片を接合したものである。7の紡錘車は南東部

の覆土下層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して8世紀後葉から9世紀前葉と考えられる。重複している第609号

住居跡より古い。また，床面全域から屋根材や柱材と思われる炭化材，焼土ブロックが出土しており，焼

失家屋と考えられる。

第607号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第218図 杯 A　 13．9 体部か ら口緑部にかけて一部欠損。 底部回転へ ラ削 り。体部か ら口緑 砂粒 ・雲母 ・長石 P 7338 85％ P L 77

1 B　　 4ユ 平底。体部か ら口緑部 は外傾 して 部内 ・外面 ロクロナデ。 灰色 内面漆付 着　 北東

須　 恵　 器 C　　 7．4 立ち上がる。 普通 コーナー吾隊 士下層

2

皿

土　 師　 器

A　　 8．6 ． 平底。体部か ら口緑部 は外傾 して 底部へ ラ削 り後ナデ。体部か ら口 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 7 3 39　 10 0％

B　 l．5

C　　 7．7

立ち上がる。 緑部内 ・外面 ロクロナデ。 赤色粒子

橙色　 普通

P L 77

東部覆土 中層

3

小　 形　 嚢 A　 17．8 口緑部一部欠損 。平底。体部 は内 底部木葉痕。体部外面へ ラナデ後 砂粒 ・雲母 ・石英 P 7 34 0　　　 80％

B　 15．2 攣 して立ち上が り，上位 に最大径 へ ラ磨 き，内面へ ラナデ。口緑部 黒色 P L 77

土　 師　 器 C　　 7．5 をもつ。頚部で くびれ，口緑部 は

外反する。口唇 部に沈線が巡 る。

内 ・外面横ナデ。輪積み痕。 普通 外面煤付着

北東コーナー部床面

4

小　 形　 賓 A　 14．7 体部か ら口緑部にかけて一部欠損。 底部木葉痕。体部外面下位へ ラ削 砂粒 ・雲母 ・小石 P 7 34 1　　 7 5％

B　 13．9 平底。体部は内攣 して立ち上が り， り，中位か ら上位 ・内面へ ラナデ。 赤色 P L 77

土　 師　 器 C　　 7．0 中位に最大径を もつ。頚部 で くび

れ，口縁部は外 反する。

口緑部内 ・外面横ナデ。輪積み痕。 普通 外面煤付着

北東コーナー部床面

第219図 嚢 B （13．2） 底部か ら体 部下位 にかけての破片。 底部 ・体部外面丁寧なヘ ラ磨 き， 砂粒 ・雲母 ・石英 P 7 3 42　　　 35％

5 C　　 8．4 平底。体部下位 は内攣気味 に立 ち 内面ナデ。輪積み痕。 にぷい橙色 P L 77 外面煤付着

土　 師　 器 上がる。 普通 北東コーナー部床面

6

甑 A ［28．0］ 底部か ら口緑 部にかけての破片。 体部外面下位丁寧なヘ ラ磨 き。内 砂粒 ・雲母 ・長石 P 7 3 43　　　 30％

B　 29 5 恕底式。体 部は内攣気味 に立 ち上 面へ ラナデ ・指頭押圧。口緑部内 ・ にぷい褐色 P L 77

土　 師　 器 C ［7．1］
Jlヽ 　ヽ・・．一
が り，口緑 部は外 反す る。 口唇部

は上方につまみ上 げる。

外面横ナデ。 普通 体部外面煤付着

北東コーナー部床面
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図版番号 種　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
径（cm） 長さ（cm） 孔径 （C皿） 重量 （g ）

第218図7 紡　 錘　 車 4．1 1．4 0．8 42．0 南東部覆土下層 Q 7007　蛇紋岩　　　　　　 P L lO2

第608号住居跡（第220・221図）

位置　調査7区南部，Nlljo区。

重複関係　本跡の竃が第609号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸3．30m，短軸3．15mの方形である。

主軸方向　N－50－W

壁　壁高は16～22cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　南西コーナー部の壁下で確認できた。上幅15～20cm，下幅4～8cm，深さ約4cmである。

床　ほぼ平坦で，中央部が特に踏み固められている。

竃　北壁中央部に砂質粘土で構築されている。袖部は遺存している。規模は焚口部から煙道部まで95cm，両袖

部幅95cmである。火床部は，床面を約6cm掘りくぼめており，赤変硬化している。天井部は確認できなかった。

竃土層解説
1暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
2　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子少量

3　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
4　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子多量，粘土粒子微量

5　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子多量
6　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子多量
7　暗赤褐色　ローム粒子・焼土中・小ブロック・灰中量
8　暗褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・灰多量

ピット　2か所（Pl・P2）。南壁際にあるPlは径30cmの円形で，深さ19cmである。位置的に出入り口施設

に伴うピットと考えられる。北西コーナー部にあるP2は，径30cmの円形で，深さ17cmである。性格は不明

である。

覆土　5層からなり，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説
1極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子中量

2　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子多量，炭化粒子少量
3　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子少量

4　褐　　色　ローム粒子中量
5　暗褐色　焼土粒子中量，炭化粒子少量

遺物　土師器片191点，須恵器片128点，礫5点が出土している。第221図1の土師器杯は逆位で北部の覆土下

層から出土している。2の土師器杯は南東コーナー部と北西コーナー部の覆土中から出土した破片を接合

したものである。側面に墨書されているが判読不能である。3の土師器杯は竃内から，4と5の須恵器杯

は正位で北西コーナー部の覆土中層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して9世紀後葉と考えられる。重複している第609号住居跡より新しい。

第608号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の ’特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第22 1図 ゴ不

土　 師　 器

A　 12．4 口緑 部一部欠損。平底。体 部か ら 底部一方向のヘ ラ削 り。体部外面 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 73 44　　　 95％

1 B　　 4．6 口緑部 は内攣気味 に立 ち上 がる。 下端手持 ちへ ラ削 り。体 部か ら口 子 P L 77

C　　 7．2 緑部外面 ロクロナデ，内面丁寧な

ヘ ラ磨 き。内面黒色処理 。

にぷい赤褐色 （外面）

普通

北部覆土下層

2

杯

土　 師　 器

A　 14．8 口緑部一部欠損。平底。体部か ら 底部へ ラ削 り。体 部外面下端手持 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 7 34 5　　　 80％

B　　 5ユ 口緑部 は内攣気味 に立 ち上が る。 ちヘ ラ削 り。体 部か ら口緑部外面 赤色粒子 P L 7 7

C　　 7．0 ロタロナデ，内面丁寧なヘラ磨き。 にぷ い橙色 （外面） 南東 ・北 西 コ ー

内面黒色処理 。 普通 ナ一部覆土中
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第220図　第608・609号住居跡実測図

第221図　第608号住居跡出土遺物実測図

第222図　第609号住居跡出土遺物実測図
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第221図 j不

土　 師　 器

A ［12．9］ 体部か ら口緑部 にかけて一部欠損。 底部へラ削 り。体部外面下端手持 砂粒 ・雲母 ・恵石 ・ P 73 46　　　 60％

3 B　　 4．5 平底。体部か ら口緑部 は内攣気味 ちヘラ削 り。休部か ら口緑部外面 赤色粒子 P L 77

C　　 6．3 に立 ち上が る。 ロクロナデ，内面丁寧なヘラ磨 き。

内面黒色処理。

にぷい橙色 （外面）

普通

竃 内

4

杯

須　 恵　 器

A　 12．9 平底。体部か ら口縁部は外傾 して 底 部一方 向のヘ ラ削 り。体部外面 砂粒 ・雲 母 ・長石 P 73 47　 10 0％

B　　 4．5 立ち上が る。 下端手持 ちへ ラ削 り。体部か ら口 灰 黄色 P L 77　北西 コー

C　　 6．1 緑部外面 ロクロナデ。 普通 ナ一部覆土中層

5

杯

須　 恵　 器

A　 13．7 体部か ら日録 部にかけて一部欠損。 底部 回転へ ラ削 り。体部外面下端 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 734 8　　　 60％

B　　 4．2 平底。体部か ら口緑 部は外傾 して 手持 ちへ ラ削 り。体部か ら口緑 部 石英 ・赤色粒子 P L 打　 北西 コー

C　　 6．0 立ち上がる。 外面 ロクロナデ。 黒褐色　 普通 ナ一部覆土中層

第609号住居跡（第220・222図）

位置　調査7区南部，Nllio区。

重複関係　南東コーナー部が第607号住居跡を掘り込み，南壁が第608号住居跡に，南部が第448号土坑に，北

西コーナー部が第21号井戸に掘り込まれている。

規模と平面形　北部と南部が撹乱を受けているが，長軸［3．8］m，短軸3．72mの方形と推定される。

主軸方向　N－40－W

壁　北壁と南壁の一部は確認できなかった。壁高は20～28cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　北壁下では確認できなかった。上幅約20cm，下幅約8cm，深さ約8cmである。

床　第21号井戸と第448号土坑に掘り込まれている部分は確認できなかったが，ほぼ平坦で踏み固められてい

る。

竃　特に北部が撹乱を受けているが，火床部と思われるゴツゴツした赤変硬化面が北側床面に検出された。

ピット　南東コーナー部にあるPlは，径20cmの円形で，深さ15cmである。性格は不明である。

覆土　4層からなり，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子・焼土粒子多量，炭化粒子中量
2　黒褐色　ローム粒子多量，炭化粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
4　褐　色　ローム粒子多量

遺物　土師器片34点，須恵器片15点，礫2点が出土している。第222図1の土師器聾は逆位で西側壁溝の南部

から出土している。2と3は須恵器聾の体部片で，2は外面に横位，3は縦位の平行叩きが施されている。

所見　本跡の壁が確認できなかった部分は，床質から規模と平面形を推定した。時期は，出土遺物から判断し

て9世紀中葉と考えられる。重複している第607号住居跡より新しく，第608号住居跡，第21号井戸，第448

号土坑より古い。

第609号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第22 2図 嚢

土　 師　 器

A　 15．6 底部欠損。体部 は内攣 して立 ち上 体部外面下位横位のヘラ削 り，中 砂粒 ・雲母 P 7 34 9　　　 80％

1 B （18．7） が り，上位 に最大径 をもつ。頚部 位か ら上位へラナデ。内面へラナ にぷい赤褐色 P L．77

で 「く」 の字 に屈 曲す る。 口唇部

は上方 につ まみ上 げる。

デ。口緑部外面横 ナデ，内面丁寧

なヘ ラ磨 き。輪積 み痕。

普通 西壁溝の南部
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第610号住居跡（第223～225図）

位置　調査7区南部，N12h9区。

重複関係　南西部が第615号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸4．04m，短軸3．60mの長方形である。

主軸方向　N－870－E

壁　壁高は23～42cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　第615号住居跡と重複している部分は確認できなかったが，全周していたと推定される。上幅17～30cm，

下幅4～10cm，深さ約8cmであり，断面形はU字形をしている。

床　はぼ平坦で，全体的に踏み由められている。

竃　東壁中央部に砂質粘土で構築されている。袖部は遺存している。規模は焚口部から煙道部まで140cm，両

袖部幅100cmである。火床部は，床面を約10cm掘りくぼめており，赤変硬化している。天井部は確認できな

かった。煙道は火床面から急な傾斜で立ち上がる。覆土から多量の土師器片と須恵器片が出土している。

竃土層解説

1暗褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量　　　　　　　6　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子少量
2　暗赤褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子少量　　　　　　7　暗赤褐色　焼土中・小ブロック・灰中量
3　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，砂粒微量　　　　8　暗褐色　ローム粒子・焼土中ブロック多量
4　赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子多量，粘土粒子徴　9　焼土ブロック

量

5　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子多量

覆土　2層からなる。覆土が薄いため，堆積状況は不明である。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
2　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，炭化粒子少量

遺物　土師器片219点，須恵器片70点，鉄製品（刀子）1点，陶器片1点，礫2点が出土している。図示した

土器はいずれも土師器である。第224・225図1の杯は竃内と覆土中から出土した破片を接合したものであ

る。2の杯は南東コーナー部の覆土下層から；3から5の高台付杯は竃内から出土している。6の饗は竃

構築時の補強材として使用されている。7の刀子は南西部の床面から出土している。陶器片は混入したも

のと考えられる。

所見　本跡では，ピットは確認できなかった。時期は，出土遣物から判断して10世紀と考えられる。重複して

いる第615号住居跡より新しい。

第610号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第224図 ま不

土　 師　 器

A　 l O．7 体 部か ら口緑 部にかけて一部欠損。 底部 回転糸切 り。体部か ら口緑 部 砂粒 ・雲 母 ・赤 色粒 P 73 50　　　 80％

1 B　　 3．7 平底 。体 部か ら口緑 部は内攣 気味 内 ・外面 ロクロナデ。 子 PL 78

C　 －　4．9 に立ち上 がる。 にぷい橙色　 普通 竃内

2

杯

土　 師　 器

A ［1 1．6］ 底 部か ら口緑部 にかけての破片 。 底部回転糸切 り。体 部か ら口緑部 砂粒 ・長石 P 735 1　　　 4 0％

B　　 3．3 平底。体 部か ら口緑部 は内攣 気味 内 ・外面ロ クロナデ。 黄橙色 南東 コーナー部覆

C ［5．0］ に立 ち上 がる。 普通 土下層

3

高 台 付 J不

土　 師　 器

A　 14．4 高台部 か ら口緑部 にか けて一 部欠 底部回転へラ削 り後 ナデ。 高 台貼 砂粒 ・雲母 P 735 2　　　 50％

B　　 6．1 損。高台 はラッパ状 に開 く。平底。 り付け後ナデ。体部から口緑部内 ・ にぷい赤褐色 PL 78

D　　 9．2

E　 1．8

体部 は内攣気味 に立 ち上が り， 口

縁部 はやや外反す る。

外面 ロクロナデ。 普通 竃内

4

高 台付 ま不

土　 師　 器

A ［15．0］ 高台部か ら口緑部 にか けての破片。 底部回転 へラ削 り後 ナデ。 高 台貼 砂粒 ・雲母 ・長石 P 7 35 3　　 ・3 0％

B　　 6．2 高台 はラッパ状 に開 く。平底 。 体 り付 け後ナデ。体部か ら口緑部内 ・ にぷい褐色 竃内

D ［8．6］

E　　 2．7

部か ら口緑部 は緩やか に外傾す る。 外面ロクロナデ。 普通
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第223図　第610・615号住居跡実測図

第224図　第610号住居跡出土遺物実測図（1）
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第225図　第610号住居跡出土遺物実測図（2）
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図版番号券　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　考

第224図高台付杯B（4．1）体部から口緑部にかけて一部欠損。底部回転へラ削り後ナデ。高台貼砂粒・雲母・石英・P7354’　35％

5 D　　7．5高台は「ハ」の字状に開く。平底。り付け後ナデ。体部外面ロクロナ赤色粒子 竃内

土　師　器E　1．3体部は内攣気味に立ち上がる。デ，内面丁寧なへラ磨き。 橙色　　　普通

第225図 嚢 A［21．2］体部から口緑部にかけての破片。体部外面下位横位のヘラ削り，内砂粒・雲母・長石・P7355　　　25％

6 B（19．2）体部は内攣して立ち上がる。頚部面へラナデ。口緑部内・外面横ナ石英 竃補強材

土　師　器 でくびれ，口緑部は外反する。デ。 橙色　　　普通

図版番号種　　別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　土　地　点 備　　　　　　　　 考

長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

7 刀　　　子（8．3） 1．1 0．4 （5．75）南西部床面 M7024

第6日号住居跡（第226・227図）

位置　調査7区中央部，N12h4区。

重複関係　北部が第680号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸3．25m，短軸3．07mの方形である。

主軸方向　N－900－E

壁　壁高は8～12cmで，外債して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，中央部が特に踏み固められている。

竃　東壁中央部に構築されている。トレンチャ一による撹乱が甚だしいが，両袖部の一部が残存している0

ピット　4か所（Pl～P4）。PlからP3は径20～24cmの円形で，深さ20～40cmであり，規模と配置から判

断して主柱穴と考えられる。南壁際やや西寄りにあるP4は径30cmの円形で，深さ18cmである。位置的に出

入り口施設に伴うピットと考えられる。

遺物　土師器片97点，須恵器片29点，鉄浮1点，陶器片3点が出土している。覆土中から出土した第227図1

は須恵器聾の口縁部片で，外面に櫛措波状文が，2の須恵器賓の体部片には外面に縦位の平行叩きが施さ

れている。鉄浮も覆土中から出土している。陶器片は混入したものと考えられる。

所見　本跡は撹乱がはなはだしいため，堆積状況は確認できなかった○時期は，出土遣物から判断して10世紀

と考えられる。鉄浮が出土しているが，鍛冶炉は確認されていない。重複している第680号住居跡より新し

い。
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第612号住居跡（第228～230図）

位置　調査7区中央部，N12g6区。

重複関係　南部が第661号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸3．95m，短軸3．85mの方形である。

主軸方向　N－50－W

壁　壁高は40～46cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　全周している。上幅18～30cm，下幅4～10cm，深さ約10cmで，断面形はU字形をしている。

床　はぼ平坦で，全体的に踏み固められている。

竃　北壁中央部に砂質粘土で構築されている。袖部は撹乱を受けているため，確認できなかった。規模は焚口

部から煙道部まで110cmである。火床部は，床面を約8cm掘りくぼめており，赤変硬化している。天井部は

確認できなかった。煙道は火床面から緩やかに立ち上がる。撹乱を受けているため，覆土の堆積状況は確認

できなかった。

ピット　南西コーナー部にあるPlは，径28cmの円形で，深さ20cmである。性格は不明である。
1

覆土　4層からなり，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
1　褐　色　ローム粒子多量
2　褐　色　ローム粒子・焼土粒子多量

3　褐　色　暗褐色土多量，ローム中ブロック少量
4　暗褐色　ローム中・小ブロック少量

遺物　土師器片330点，須恵器片192点，銅製品（鈴）1点，鉄製品（刀子）1点，土製品（支脚）1点，灰粕

陶器片1点，陶器片18点，瓦片2点，礫4点が出土している。図示した土器はいずれも須恵器である。第

229・230図2の杯は正位で中央部の覆土下層から，1の杯は覆土中から，3の長頸瓶の頸部は中央部の覆土

中層から，4の鈴は北西コーナー部の覆土中層から，5の刀子は中央部の覆土下層から，6の支脚は竃内か

ら出土している。7と8は甑の口綾部片で，外面に縦位の平行叩きが施されている。9は外面に櫛措波状文，

10は櫛措波状文と櫛措区画文が施された聾の口緑部片である。11から13は嚢の体部片で，’外面に縦位の平行

叩きが施されている。覆土中から猿投窯黒笹14号窯式期の灰粕陶器長頸瓶の細片が出土している。陶器片と

瓦片は混入したものと考えられる。瓦片は近世のものと思われる。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して9世紀と考えられる。重複している第661号住居跡より新しい。

第612号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色 調 ・焼成 備　　　 考

第229図 杯

須　 恵　 器

A ［13．2］ 底部 から口緑部 にか けての破 片。 底 部へラ削 り。体部外面 下端 手持 砂粒 ・雲母 ・長石 P 7 35 6　　　 20％

1 B　　 4．3 平底。体部か ら口緑部 は外 傾 して ちヘラ削 り。体部 か ら口緑部 内 ・ 灰黄色 覆土中

C ［6．4］ 立 ち上が る。 外 面ロクロナデ。 普通

2

杯

須　 恵　 器

A ［13．2］ 底部か ら口緑部 にか けての破 片。 底 部へラ削 り。体部外面 下端 手持 砂粒 ・雲母 ・長石 P 7 35 7　　　 10％

B　　 3．8 平底。体部か ら口緑部 は外 傾 して ちヘラ削 り。体部か ら口緑部 内 ・ 石英 中央部覆土下層

C ［6．8］ 立 ち上が る。 外 面ロクロナデ。 黄灰色　 普通

3

長 頸　 瓶 A ［8．2］ 頚部から口緑部にかけての破片。頚部 内 ・外面 ロクロナデ。 砂粒 「長石 ・黒色粧 P 7 35 8　　　 20％

B （8．4） は外反気味に立ち上がり，口緑部は外 子　 灰色　 自然粕 P L 78

須　 恵　 器 反する。口唇部は上方につまみ上げる。 普通 中央部覆土中層
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第230図　第612号住居跡出土遺物実測図（2）

図版番号 種　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　 考

長　 さ （cm ） 幅 （cm） 厚　 さ （C血） 重 量 （g ）

第2 29図 4 鈴 3．．8 3．3 － （12．0） 北西 コーナー部覆土中層 M 70 25　　　　　　　　　　　　　 P L 7 8

5 刀　　 子 （15．5） 2．1 0．6 （2 8．0） 中央部覆土下層 M 70 26　　　　　　　　　　　　　 P L 7 8

図版番号 種　　 別

計　　　　 測　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　 考

長　 さ （cm） 径 （cm） 重 量 （g ）

6 土製 支 脚 （10．9） 8．0～8．7 （9 14．0） 竃内 D P 70 08

第613号住居跡（第231・232図）

位置　調査7区中央部，N12j3区。

重複関係　北部が第614号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸4．05m，短軸3・35mの長方形である。

主軸方向　N－100－W

壁　壁高は8cmである。

壁溝　南壁下から西壁下にかけて確認できた。上幅20～25cm，下幅4～10cm，深さ約6cmで，断面形はU字形

をしている。

床　はぼ平坦で，中央部が特に踏み固められている。

竃　2か所。竃1は，北壁中央部から東寄りに構築されているが，遣存状態が悪く規模は確認できなかった0

天井部は崩落しており，第1層が崩落土と考えられる。竃2は，東壁中央部に砂質粘土で構築されている0

規模は焚口部から煙道部まで85C恥両袖部幅90cmである0火床部は，床面を約9cm掘りくぼめており，赤変

硬化している。天井部は確認できなかった。神都は良好に遺存している0両袖部の内側は，火を受けて赤変

硬化している。煙道は火床面から緩やかに立ち上がる0覆土から多量の土師器片が出土している0残存状況

から判断して，竃1を廃棄した後，竃2が構築されたものと考えられる。

竃1土層解説
1にぷい橙色　粘土ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子少量
3　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子多量，粘土粒子微量
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第231回　第613・614号住居跡実測図
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竃2土層解説
1暗　褐　色　粘土ブロック多量，焼土粒子少量
2　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

3　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子多量
4　灰　褐　色　粘土ブロック・焼土粒子中量
5　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量
6　極暗褐色　焼土粒子・炭化粒子多量
7　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子多量

8　極暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子多量

ピット　6か所（Pl～P6）。PlからP4は径20～30cmの円形で，深さ20～30cmであり，規模と配置から判

断して主柱穴と考えられる。南壁際にあるP5は径20cmの円形で，深さ29cmである。位置的に出入り口施設

に伴うピットと考えられる。南西コーナー部にあるP6は径60cmの円形で，深さ22cmであり，覆土中から多

量の土師器片が出土している。規模や位置，遺物出土状況から貯蔵穴と考えられる。

覆土　3層からなる。覆土が薄いため，堆積状況は不明である。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子中量

2　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
3　黒褐色　焼土粒子中量，粘土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片139点，須恵器片19点，不明土製品1点，椀状鉄浮1点，礫5点が出土している。図示した土

器はいずれも土師器である。第232図1の杯は南西部の覆土下層から，2の高台付皿は覆土中から，3の鉢

は竃2内から出土している。4の不明土製品と椀状鉄浮は南壁際の覆土下層から出土している。また，P6

覆土中から土師器杯や饗の破片が多量に出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して9世紀と考えられる。椀状鉄津が出土しているが，鍛冶炉は確認

されていない。重複している第614号住居跡より新しい。

第613号住居跡出土遺物観察表

r図版番号 券　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第232 図 杯 A ［14．2］ 体部から口緑部にが ナての破片。 体部から口緑部外面ロクロナデ， 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 7359　　　 10％

1 B （4．1） 体部は内攣気味に立ち上が り， 口 内面丁寧なヘラ磨き。外面口緑部 ・ 子　 にぷい橙色 （外面） 南西部覆土下層

土　 師　 器 緑部はやや外反する。 内面黒色処理。 普通．

2

高台付皿

土　 師　 器

B （1．8） 高台部から底部にかけての破片。 底部へラ削り後ナデ。高台貼 り付 砂粒 P 7361　　　 30％

D　　 4．0

E　 ‘0．7

高台は短 く 「ハ」の字状に開く。 け後ナデ。内 ・外面黒色処理。 黒色

普通

覆土中

3

鉢 A ［18．8］ 体部から口緑部にかけての破片。 体部外面下位縦位のヘラ削 り，上 砂粒 ・小石 ・赤色粒 P 7362　　　 10％

B （10．3） 体部から口緑部は内攣 して立ち上 位 ・内面丁寧なヘラ磨き。口緑部 子　 橙色 竃 2 内

土　 師　 器 がる。 内 ・外面横ナデ後丁寧なヘラ磨き。 普通

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　 考

長 さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 重 量 （g）

4 不明土製晶 （6．1） 4．1 3．0 （77．0） 南壁際覆土下層 D P 7009

第614号住居跡（第231・233図）

位置　調査7区中央部，N12i2区。

重複関係　南部を第613号住居跡に掘り込まれているが，床面までは達していない。

規模と平面形　長軸4．22m，短軸3・13mの長方形である。

主軸方向　N－130－W

壁　壁高は17～28cmで，外債して立ち上がる。
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第233図　第614号住居跡出土遺物実測図

軋

壁溝　全周している。上幅20～25cm，下幅6～10cm，深さ約7cmで，断面形はU字形をしている。

床　はぼ平坦で，全体的に踏み固められている。

竃　北壁中央部から東寄りに砂質粘土で構築されている。袖部は良好に遣存している。規模は焚口部から煙道

部まで80cm，両袖部幅80cmである。火床部は赤変硬化している。天井部は崩落しており，第1層から第4層

が崩落土と考えられる。煙道ほ火床面から緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
1黒　褐　色　粘土ブロック多量，焼土粒子少量　　　　　　　　　4　暗　褐　色　粘土ブロック・焼土粒子中量
2　暗　褐　色　粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量　5　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子多量
3　黒　褐　色　粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子多量　　　　　　6　極暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子多量

ピット　5か所（Pl～P5）。PlからP4は径20～23cmの円形で，深さ20～30cmであり，規模と配置から判

断して主柱穴と考えられる。南壁際にあるP5は長径40cm，短径30cmの楕円形で，深さ22cmである。位置的

に出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　9層からなり，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説
1極暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
3　黒褐色　ローム中ブロック・焼土粒子中量，粘土粒子・炭化粒子微量

4　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，焼土粒子中量
5　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子・廃土粒子・炭化粒子少量
6　暗褐色　ローム小ブロック・焼土粒子中量，粘土粒子微量
7　暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子中量

8　暗褐色　ローム粒子・廃土粒子少量
9　褐　　色　ローム粒子多量，焼土粒子中量，炭化粒子微量

遺物　土師器片164点，須恵器片19点，鉄津1点，礫4点が出土している。第233図1の須恵器杯と3の須恵器

高台付杯は逆位で中央部から西側の床面で出土している。1の口綾部に油煙が付着している。2の須恵器杯

は逆位で東部の床面から出土している。4の土師器賓は竃西側と東側の床面から出土した破片を接合したも

のである。5の土師器賓は中央部の床面と覆土中から出土した破片を接合したものである。鉄棒は覆土中か

ら出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して8世紀中葉と考えられる。鉄津が出土しているが，鍛冶炉は確認

されなかった。重複している第613号住居跡より古い。
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第614号住居跡出土遺物観察表

図版番号

第233図

器　 種

ま不

計測値 （cm）

A　 13．4

器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

体 部か ら口緑 部にかけて一部欠損。 l底部－方向のヘ ラ削 り。体 部 か ら 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 7 36 3　　　 7 0％

1 B　　 4．3 平底。体 部か ら口緑 部は外傾 して 口縁部 内 ・外面 ロクロナデ。 赤色粒子 PL 7 8　 内面 油煙

須　 恵　 器

J不

C　　 8．1 立ち上がる。
灰色　　　 普通 付着　 西部床面

2

A ［9．8］ 体部か ら口緑部にかけて一部欠損。 底部一方 向のヘ ラ削 り。 体部 か ら 砂粒 ・雲母 ・長石 ・
P 736 5　　　 6 0％

B　　 3．2 平底。体部か ら口緑部は外 傾 して 口緑部 内 ・外面 ロクロナデ。
赤色粒子 PL 78

須　 恵　 器

高 台付 杯

C　　 6．5 立ち上が る。
灰色　　　 普通 東部床面

3

A ［13．6］ 高台部か ら口緑部 にかけ て一部 欠 底部回転 へラ削 り。 高台 貼 り付 け 砂粒 ・小石
P7 36 4　　　 60％

B　　 4．0 損。高台 は短 く 「ハ」の字 状 に開
後ナデ。体 部か ら口緑部 内 ・外面 灰色 PL 78

須　 恵　 器 D　　 8．8

E　　 O．6

く。平底。体部 は内攣気 味 に立 ち

上が り， 口緑部 との境 にわず か に

稜 をもつ。 口縁部 は外傾す る。

ロクロナデ。 良好 西部床面

4

棄

土　 師　 器

A ［24．0］ 体部上位 か ら口縁部 にか け て・の破 体部上位内 ・外面へラナデ。 口緑 砂粒 ・雲母 ・石英 P 73 66　　　 20％

B （10．3） 片 。体部上位 は内攣 して立 ち上が

る。頚部 で くびれ，口緑 部 は外 反

す皐。口唇部は上方につまみ上げる0

部内 ・外面横ナデ。 にぷい赤褐色

普通

竃西側 と東部床面

5

嚢

土　 師　 器

A ［2 2．0］ 体部上位から口緑部にかけての破片。 体部上位内 ・外面へ ラナデ 。 口緑 砂粒 ・雲母 ・石英 P 7 36 7　　 10％

B （9．5） 体部上位は内攣して立 ち上が る。頚

部で くびれ，口緑部 は大 きく外傾す

る。口唇部は上方につまみ上げる。

部 内 ・外面横ナデ。 明赤褐色

普通

中央 部床面

第615号住居跡（第223・234図）

位置　調査7区南部，N12h8区。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

重複関係　北東部が第610号住居跡に掘り込まれているが，床面までは達していない。

規模と平面形　長軸5．83m，短軸5・50mの方形である。

主軸方向　N－00

壁　北壁東側は確認できなかった。壁高は35～58cmで，外債して立ち上がる。

壁溝北壁下東側では確認できなかった○上幅20～30cm，下幅釦0cm，深さ約10cmであり，断面形はU字形を

している。

床　ほぼ平坦で，中央部が特に踏み固められている。

竃北壁中央部に砂質粘土で構築されている○袖部は遺存している。規模は焚口部から煙道部まで160cm，両

袖部幅130cmである。火床部は，床面を約6cm掘りくぼめており，赤変硬化している。天井部は確認できな

かった。煙道は火床面から緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
1暗赤褐色　焼土中ブロック・炭化粒子多量

2　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子中量
3　黒　褐　色　焼土中ブロック・焼土粒子多量
4　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子少量

5　暗赤灰色　焼土中ブロック・焼土粒子多量
6　灰　褐　色　焼土中・小ブロック多量，灰中量
7　にぷい赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子多量

ピット　5か所（Pl～P5）。PlからP4は径30～40cmの円形で，深さ30～40cmであり，規模と配置から判

断して主柱穴と考えられる。南壁際中央部にあるP5は，長径50cm，短径30cmの楕円形で，深さ20cmである。

位置的に出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　6層からなり，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説

1極暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

4　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，炭化粒子少量
5　極暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
6　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子中量
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第234図　第615号住居跡出土遺物実測図

遺物　土師器片543点，須恵器片76点，鉄製品（鉄鉱）1点，鉄津1点，礫13点が出土している。第234図1の

土師器杯は正位で南東コーナー部の覆土中層から，2の土師器杯は逆位で中央部から東側の覆土下層から，

3と4の土師器杯は正位で南壁際から，5の須恵器杯は正位で北東部の覆土下層から，6の須恵器杯は南部

の覆土中から出土している。7の須恵器蓋は竃内から出土した破片を接合したものである。8の須恵器蓋は

正位で北東コーナー部の覆土中層から，9の鉄鉱は南東部の覆土中層から，鉄津は覆土中から出土している。

10と11は須恵器賓の口線部片で，いずれも櫛描波状文と櫛描区画文が施されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して8世紀前葉と考えられる。鉄津が出土しているが，鍛冶炉は確認

されていない。重複している第610号住居跡より古い。

第615号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 23 4図

1

杯

土　 師　 器

A ［13．5］ 休 部か らロ緑 部にかけて一部欠損。 休部外面へ ラ削 り，内面ナ デ。 口 砂粒 ・雲母 ・赤 色粒 P 73 68　　　 60％

B　　 4ユ 丸底 。体部は内攣気味に立 ち上が 緑部内 ・外面槙ナデ。口緑部外面 ・ 子 南東 コーナー部覆

り，口緑部 との境 にわずか に稜 を

もつ。口緑部 はやや外傾す る。

内面黒色処理。 にぷい黄褐 色 （外面）

普通

土 中層

2

杯

土　 師　 器

A ［15．2］ 体 部から口綾 部にかけて一部欠損。 休部外面へラ削 り，内面ナデ 。 ロ 砂粒 ・雲母 ・赤 色粒 P 73 69　　　 45％

B　　 3．4 丸底。体部 は内攣気 味に立 ち上が

り，口緑部 との境 にわず か に稜 を

もつ。 口緑部 はや や外傾す る。

緑部内 ・外面横 ナデ。 子

にぷい橙色

普通

東側覆土下層

3

杯

土　 師　 器

A　 13．2 丸底。体部 は内攣気 味に立 ち上が 体部外面へラ削 り，内面 ナデ。 口 砂粒 P 73 70　　 10 0％

B　　 4．2 り， 口緑部 はやや外反す る。 緑部内 ・外面横 ナデ。 内 ・外 面黒 橙色 P L 7 8

色処理。 普通 南壁際

4

杯

土　 師　 器

A　 12．0 丸底。体部か ら口綾部 は内攣気 味 体部外面へラ削 り，内面 ナデ。 口 砂粒 P 73 71　 10 0％

B　　 3．9 に立 ち上が る。 緑 部内 ・外面横 ナデ。 橙色

普通

P L 78

南壁際

5

杯

須　 恵　 器

A　 15．8 休部か ら口緑部 にか けて一部欠損。 底 部回転 へラ削 り。体部 か ら口縁 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 73 72　　　 8 0％

B　　 3，9 平底。体部は内攣気味に立 ち上 が 部内 ・外 面ロクロナデ。 小石 P L 78

C　　 7．4 り，口縁部はやや外反する。 灰色　 普通 北東部覆土 下層
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図版番号 券　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 234 図 杯

須　 恵　 器

A　 15．0 体部 か ら口緑部 にか けて一部欠損。 底部回転へ ラ削 り。体部か ら口緑 砂粒 ・雲母 ・長石 P 73 73　　　 65％

6 B　　 5．1 平底。体部 か ら口緑部 は外 傾 して ・部内 ・外面 ロクロナデ。 にぷい黄褐色 PL 7 8

C　 12．0 立 ち上 がる。 普通 南部覆土中

7

蓋 A ［14．0］ 天井部 か ら口緑部 にか けて一 部欠 天井部外面上半回転へ ラ削 り。 天 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 73 74　　　 40％

B　　 2．4 損 。ボタン状 のつ まみが付 く。 内 井部か ら口緑部内 ・外面 ロク ロナ 石 英 PL 7 8

須　 恵　 器 F　　 3．8

G　　 O．8

側 にかえ りを もつ。 デ。 黄灰色

普通

竃 内

8

蓋

須　 恵　 器

B （2．7） 口緑部欠損。 ボタン状 のつ まみが 天井部外面上半回転へ ラ削 り。 天 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 73 75　　　 40％

F　　 3．4

G　　 O．7

付 く。天井部 は笠形 をしてい る。 井部内 ・外 面ロクロナデ。 石 英

黄灰色　　　 普通

PL 7 8　 北 東 コー

ナー部覆土中層

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　 考
長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 重 量 （g ）

9 鉄　　 鉄 （11．6） 0．8 0．4 （11．0） 南東部覆土中層 M 7027

第616A号住居跡（第235・236図）

位置　調査7区東部，N13hl区。

重複関係　全体的に第616B号住居跡，東部が第617号住居跡，南東部が第618号住居跡に掘り込まれているが，

床面まで達していない。南西コーナー部は第463・464号土坑に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸［4．1］m，短軸［3．7］mの長方形と推定される。

主軸方向　N－140－W

壁　北壁から東壁にかけて確認できた。壁高は約28cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　北壁下から東壁下にかけて確認できた。上幅約20cm，下幅4～10cm，深さ約5cmであり，断面形はU字

形をしている。

床　ほぼ平坦で，踏み固められている。

竃　北壁中央部に砂質粘土で構築されている。袖部は遣存している。規模は焚口部から煙道部まで83cm，両袖

部幅97。mである。火床部は赤変硬化している。天井部は確認できなかった。煙道は火床面から緩やかに立ち

上がる。

竃土層解説
1極暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子中量
2　黒　褐　色　炭化粒子多量，焼土粒子中量

3　黒　褐　色　焼土中ブロック・焼土粒子多量，ローム粒子少量
4　暗赤褐色　焼土粒子中量，炭化粒子少量
5　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子中量

ピット　北東コーナー部にあるPlは，径40cmの円形で，深さ15cmである。性格は不明である。

遺物　土師器片が6点出土している。第236図1の土師器杯と2の土師器賓は竃前の床面から出土している。

所見　本跡は撹乱がはなはだしいため，覆土の堆積状況は確認できなかった。壁が確認できなかった部分は，

床質から規模と平面形を推定した。時期は，出土遺物から判断して8世紀前葉と考えられる。重複している

第616B・617・618号住居跡，第463・464号土坑より古い。

第616A号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第236 図 杯

土　師　器

B （5．4） 底部から体部にかけての破片。丸 底部外面へラ削り。体部内 ・外面 砂粒 ・長石 P 7376　　　 35％

1 底。体部は外傾して立ち上がる。 横ナデ。 にぷい橙色

普通

竃前床面
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可　　可

旦20．6m

第235図　第616A・616B・617・618号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　2m

！　　；　　［

′摩函匝r‾

0　　　　　　　　1m

L　；一一一」

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　　考

第236図聾A［22．2］休部から口縁部にかけての破片。体部内・外面へラナデ，外面上位砂粒・雲母・赤色粒P7377　　　20％

2

土　師　器

B（17，3）体部は内攣して立ち上がる。頚部

でくびれ，口緑部は外反する。口

唇部は上方につまみ上げる。

横ナデ。口緑部内・外面横ナデ。子

にぷい橙色

普通

竃前床面
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第236図　第616A号住居跡出土遺物実測図
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第237図　第616B号住居跡出土遺物実測図

第616B号住居跡（第235・237図）

位置　調査7区東部，N13hl区。

重複関係全体的に第616A号住居跡，南部が第618号住居跡，東部が第617号住居跡を掘り込んでいる0南西

コーナー部は第463・464号土坑に掘り込まれている0

規模と平面形　長軸［3．9］m，短軸［3・4］mの長方形と推定される0

主軸方向　N－770－E

壁　南壁から西壁にかけては確認できなかった0壁高は約36cmで，外債して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，全体的に踏み固められている0

竃東壁中央部に砂質粘土で構築されている。神都は遺存している。規模は焚口部から煙道部まで約70cm，両

袖部幅約100cmである。火床部は，床面を約20cm掘りくぼめており，赤変硬化している0天井部は確認でき

なかった。煙道は火床面から緩やかに立ち上がる。

富士層解説
1極赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子中量
2　にぷい赤褐色　焼土粒子・炭化粒子中量

3　赤　褐　色　焼土中ブロック・焼土粒子多量，ローム大ブロック・ローム粒子少量
4　暗赤褐色　焼土粒子多量，ローム大ブロック・炭化粒子少量
5　にぷい赤褐色　ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子中量

覆土　3層からなる。各層にロームブロックを含み，人為堆積と考えられる0

土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック中量

2　暗褐色　ローム中ブロック数量

3　黒褐色　ローム大ブロック・ローム粒子少量
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遺物　土師器片226点，須恵器片34点，鉄製品（釘）1点，石製晶（砥石）1点，鉄津1点，礫3点，炭化物

が出土している。図示した土器はいずれも土師器である。第237図2の杯は北西コーナー部の覆土中層から，

1と3の杯は覆土中から，4の皿は南東部の覆土下層から，5の釘，6の砥石，鉄津は覆土中から，炭化

物は南東コーナー部の床面から出土している。

所見　本跡では，ピットと壁溝は確認できなかった。壁が確認できなかった部分は，床質から規模を推定した。

時期は，出土遺物から判断して10世紀後葉と考えられる。鉄津が出土しているが，鍛冶炉は確認されていな

い。重複している第616A・617・618号住居跡より新しく，第463・464号土坑より古い。

第616B号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第237図 杯

土　 師　 器

A ［14．1］ 体部か ら口緑 部にかけて一部欠損。 底部回転糸切 り。体部内 ・外面 ロ 砂粒 ・雲母 ・赤色 粧 P 737 8　　　 60％

1 B　　 4．7

C　　 6．5

平底。体部か ら口緑 部は外傾する。 クロナデ。 子

橙色　 普通

PL 78

覆土中

2

杯

土　 師　 器

A　 11．6 口緑部 一部欠損。平底。体 部 は内 底部ナデ。体 部か ら口緑 部 内 ・外 砂粒 ・雲母 ・長石 P 737 9　　　 70％

B　　 3．7 攣気 味に立 ち上が り， 口緑 部 はや 面ロクロナデ。 橙色 北西コーナー部覆

C　　 7．7 や外反す る。 普通 土中層

3

杯

土　 師　 器

A ［10．6］ 底部か ら口緑部 にか けて一部欠損。 底部 へラ削 り。体部 か ら口縁 部外 砂粒 ・雲母 P 738 0　　　 40％

B　　 2．9 平底。体部 は内攣気味 に立 ち上 が 面 ロクロナデ，内面丁寧 なへ ラ磨 にぷい橙色 （外 面） 覆土 中

C ［6．0］ り， 口緑部 はやや外反する。 き。 内面黒色処理。 普通

4

皿 A ［9．0］ 底部か ら口縁部 にかけての破 片。 底部 回転糸切 り。体部か ら口緑 部 砂粒 ・雲母 ・赤 色粒 P 73 8 1　　　 55％

土　 師　 器

B　 l．7

C　　 6．5

平底。体部か ら口緑部は外傾する。 内 ・外面 ロクロナデ。 子

にぷい橙色　 普通

南東部覆土下層

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　 考
長 さ （cm） 幅 （C皿） 厚 さ （cm） 重 量 （g ）

5 釘 （5．0） 0．5 0．4 （3．62） 覆土中 M 702 8

6 砥　　 石 （5．5） （4．2） 2．1 （62．0 ） 覆土 中 Q 70 08　 凝灰 岩

第617号住居跡（第235・238図）

位置　調査7区東部，N13h2区。

重複関係　西部は第616B・618号住居跡に掘り込まれているが，床面までは達していない。西部は第616A号住

居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸4．25m，短軸3．75mの長方形である。

主軸方向　N－50－E

壁　西壁は確認できなかった。壁高は15～50cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　上幅10～20cm，下幅4～10cm，深さ約6cmで，断面形はU字形をしており，全周している。

床　ほぼ平坦で，全体的に踏み固められている。

竃　北壁中央部に砂質粘土で構築されている。規模は焚口部から煙道部まで約100cm，両袖部幅約95cmである。

第11層の底部の焼土ブロックがゴツゴツしていることから判断して，火床部と考えられる。火床部は，床面

を約6cm掘りくぼめている。天井部は崩落しており，第4層と第12層が崩落土と考えられる。袖部は良好に

遺存している。両袖部の内側は，火を受けて赤変硬化している。煙道は火床面から緩やかに立ち上がる。
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憲土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子多量，炭化粒子中量
2　褐　　　色　焼土粒子多量，炭化粒子中量

3　褐　　　色　焼土中ブロック・焼土粒子多量，ローム粒子少量
4　褐　　　色　粘土ブロック多量，ローム大ブロック・砂粒中量
5　にぷい赤褐色　ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子中量

6　赤　褐　色　焼土粒子・焼土中ブロック多量，炭化粒子中量
7　にぷい橙色　焼土粒子・炭化粒子多量，灰少量

8　にぷい橙色

9　灰　　　　色

10　褐　　　　色
11にぷい橙色
12　にぷい橙色

13　褐　　　　色

焼土粒子多量，灰少量

灰多量
焼土粒子多量，炭化粒子少量
焼土中ブロック・焼土粒子多量，灰少量
ローム大ブロック・粘土ブロック多量

焼土粒子多量，炭化粒子少量

ピット　5か所（Pl～P5）。PlからP4は径20～30cmの円形で，深さ約20cmであり，規模と配置から判断

して主柱穴と考えられる。南壁際にあるP5は径20cmの円形で，深さ22cmである。位置的に出入り口施設に

伴うピットと考えられる。

覆土　9層からなり，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量
2　黒褐色　ローム中ブロック少量

3　黒褐色　ローム大ブロック・ローム粒子中量，廃土粒子・炭化粒子少量
4　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
5　暗褐色　ローム粒子微量
6　暗褐色　ローム粒子少量
7　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

8　暗褐色　ローム中ブロック少量，ローム粒子微量
9　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子少量

遺物　土師器片315点，須恵器片67点，礫1点が出土している。第238図1の須恵器杯は竃東側袖部から出土し

ている。2の土師器聾は，北部の覆土上層と中央部から南側の覆土中層で出土した破片を接合したものであ

る。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して8世紀中葉と考えられる0重複している第616B・618号住居跡よ

り古く，第616A号住居跡より新しい。

‥lll　　‾二l

第238図　第617号住居跡出土遺物実測図

第239図　第618号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　10cm

2　」＿ニー＿」＿二＿一二」

6　　　　　　　　＿．＿＿＿　　　7
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第617号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第238図 杯 A ［13．6］ 体部から口緑部にかけて一部欠損。 底部回転へラ削 り。体部から口緑 砂粒 ・雲母 ・長石 P 7382　　　 60％

1 B　　 4．2 平底。体部から口緑部は外傾して 部内 ・外面ロクロナデ。 灰黄褐色 竃東側袖部

須　 恵　 器 C　　 9．0 立ち上がる。 普通

2

嚢 A ［24．2］ 体部上位から口緑部にかけての破片。 体部上位外面へラナデ，内面ナデ。 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 7383　　 10％

B （8．5） 体部上位は内傾して立ち上がる。頸 口縁部内 ・外面横ナデ。 子 北部覆土上層と南

土　 師　 器 部でくびれ，口緑部は外反する。 にぷい黄褐色　 普通 部覆土中層

第618号住居跡（第235・239図）

位置　調査7区東部，N13hl区。

重複関係　北部が第616A号住居跡，東部が第617号住居跡を掘り込み，北部を第616B号住居跡に掘り込まれて

いるが，床面までは達していない。西壁を第463・464号土坑に掘り込まれている0

規模と平面形　長軸［3．2］m，短軸［3・1］mの方形と推定される。

主軸方向　N－900－E

壁　南壁のみ確認できた。壁高は12～19cmで，外債して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，踏み固められている。

竃　東壁中央部に砂質粘土で構築されている。袖部は良好に遣存している。規模は焚口部から煙道部まで70cm，

両袖部幅100cmである。第8層の下部の焼土ブロックがゴツゴツしていることから判断して，火床部と考え

られる。火床部は，床面を約10cm掘りくぼめており，赤変硬化している0天井部は確認できなかった。煙道

は火床面から急な傾斜で立ち上がる。

竃土層解説
1褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子中量，焼土粒子少量
2　褐　色　ローム粒子・焼土粒子多量，炭化粒子中量
3　褐　色　焼土粒子多量，ローム粒子少量
4　粘土ブロック

5　赤褐色　焼土中ブロック多量，焼土粒子中量
6　褐　色　焼土粒子多量，炭化粒子中量
7　灰　　色　灰多量
8　暗赤褐色　焼土ブロック・焼土粒子多量

覆土　5層からなる。各層にロームブロックを含み，人為堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム中ブロック・炭化粒子少量
3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
5　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片101点，須恵器片16点，魚骨片が出土している0図示した土器はいずれも土師器である0第239

図3と4の皿は正位で南部の覆土下層から，5の皿は正位で竃内から，6の皿は竃南側の覆土下層から，7

の皿は竃北袖部から，1の高台付杯と2の高台付椀が遺構確認面から出土している0竃火床部から小魚の骨

片が出土している。種類は不明である。

所見　本跡では，ピットと壁溝は確認できなかった○また，北壁が確認できなかったため，床質から規模と平

面形を推定した。時期は，出土遺物から判断して10世紀中葉から後葉と考えられる。重複している第616A・

617号住居跡より新しく，第616B号住居跡，第463・464号土坑より古い。
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第618号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第23 9図

1

高台 付 杯

土　 師　 器

B （3．8） 高台部か ら体部下端にかけ ての破 底部 回転へ ラ叫 り後 ナデ。 高 台貼 砂粒 ・長石 ・石英 ・ P 7 38 4　　　 30％

D　　 8．5 片。高台 は 「ハ」の字状 に開 く。 り付 け後 ナデ。体部外面 ロ クロナ 赤色粒子 遺構確 認面

E　　 l．4 平底。体部下端は内攣気 味 に立 ち デ， 内面丁寧 なヘ ラ磨 き。 内面 黒 にぷい黄褐色 （外面）

上が る。 色処理。 普通

2

高台 付 椀

土　 師　 器

A　 12．8 高台部 と体部か ら口緑 部 にかけ て 底部 回転へ ラ削 り後 ナデ。 高 台貼 砂粒 ・赤色粒子 P 7 38 5　　　 70％

B　　 6．5 一部欠損。高台はラ ッパ状 に開 く。 り付 け後 ナデ。体部か ら口緑部内 ・ にぷい橙色 PL 7 8

D ［6．2］

E　　 2．3

平底。体部は内攣気味に立 ち上が

り， 口緑部はやや外 反する。

外面 ロクロナデ。 普通 遺構確 認面

3

皿

土　 師　 器

A　　 9．3 平底。体部か ら口緑 部は外傾 して 底部 回転へ ラ切 り。体部 か ら口縁 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 7 38 6　　 10 0％

B　　 l．7

C　　 6．4

立 ち上が る。 部 内 ・外面 ロクロナデ。 子

にぷい橙色　 普通

PL 7 9

南部 覆土下層

4

皿

土　 師　 器

A　　 8．9 平底。体部か ら口緑 部は外傾 して 底部 回転へ ラ切 り。体部 か ら口縁 砂粒 ・雲母 ・赤 色粒 P 7 38 7　　 10 0％

B　　 l．6

C　　 6．2

立 ち上が る。 部 内 ・外面 ロクロナデ。 子

にぷい橙色　 普通

PL 7 9

南部 覆土下層

5

皿

土　 師　 器

A　　 9．2 平底。体部か ら口緑 部は外傾 して 底部 回転へ ラ削 り。体部 か ら口縁 砂粒 ・雲母 ・赤 色粒 P 7 38 8　　 10 0％

B　　 l．5

C　　 7．0

立 ち上が る。 部 内 ・外面 ロクロナデ。 子

にぷい橙色　 普通

P L 79

竃 内

6

皿

土　 師　 器

A　　 9．2 平底。体部か ら口縁部 は外傾 して 底部 回転へ ラ削 り。体部 か ら口緑 砂粒 ・雲母 ・赤 色粧 P 7 38 9　　 10 0％

B　　 l．9

C　　 6．0

立 ち上が る。 部 内 ・外面 ロクロナデ。 子

にぷい橙色　 普通

PL 7 9

竃南側 覆土 下層

7

皿

土　 師　 器

A ［8．0］ 底部か ら口緑部にかけて一部欠損。 底部 回転糸切 り。体部か ら口縁 部 砂粒 ・雲母 ・赤 色粒 P 7 39 0　　　 45％

B　　 1．9

C　　 5．6

平底。体部か ら口緑 部は内攣 気味

に立ち上がる。

内 ・外面 ロクロナ デ。 子

にぷい赤褐色　 普通

竜北袖 部

第619号住居跡（第240図）
ノ

位置　調査7区東部，N12j7区。

規模と平面形　長軸3．60m，短軸3．30mの方形である。

主軸方向　N－700－E

壁　壁高は23～30cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　南東コーナー部の壁下では確認できなかった。上幅約20cm，下幅4～8cm，深さ約9cmで，断面形はU

字形をしている。

床　ほぼ平坦で，中央部が特に踏み固められている。

竃　東壁中央から南寄りに砂質粘土で構築されている。袖部は良好に遺存している。規模は焚口部から煙道部

まで約120cm，両袖部幅約100cmである。火床部は，床面を約8cm掘りくぼめており，赤変硬化しゴツゴツし

ている。天井部は確認できなかった。煙道は火床面から緩やかに立ち上がる。覆土から多量の土師器片と須

恵器片が出土している。

竃土層解説
1暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子中量

2　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
3　暗褐色　焼土中ブロック・焼土粒子多量，ローム粒子少量
4　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子少量
5　暗褐色　焼土中ブロック・焼土粒子少量

6　褐　色　焼土粒子・焼土中ブロック中量

ピット　北西コーナー部にあるPlは，径20cmの円形で，深さ25cmである。性格は不明である。

覆土　9層からなり，堆積状況から人為堆積と考えられる。
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土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量
3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
4　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

5　黒褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子微量
6　褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック少量
7　暗褐色　ローム粒子中量
8　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子多量

9　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量

遺物　土師器片432点，須恵器片85点，鉄製品（鎌）1点，石製晶（砥石）1点，椀状鉄浮1点，礫4点が出

土している。第240図1の土師器高台付杯は逆位で竃前の覆土下層から出土している。2の土師器高台付杯

は南東部の覆土下層と覆土中から出土した破片を接合したものである。3の土師器高台付皿，4の土師器

饗，5の須恵器饗は竃内から，6の須恵器長頸瓶の口緑部は覆土中から，7の鎌，椀状鉄浮は竃前の覆土

中層から，8の砥石は南東部の覆土下層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して10世紀前葉と考えられる。椀状鉄津が出土しているが，鍛冶炉は

確認されていない。

第619号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第24 0図 高 台付 杯 A　 16．1 口緑部一部欠損。高台 は 「ハ 」 の 底部回転へラ削 り後ナデ。 高台貼 砂粒 ・雲母 ・赤色 粒 P 73 91　　　 75％

B　　 6．7 字状 に開 く。体部 は内攣気 味 に立 り付け後ナデ。体部か ら口緑 部外 子 PL 7 9

1 土　 師　 器 D　　 6．2

E　 1．1

ち上 が り， 口緑部 はやや外反する。 面ロタ ロナデ，内面丁寧 なヘ ラ磨

き。内面黒色 処理。

橙色 （外面）

普通

竃前覆土下層

2

高 台付 杯 A　 16．2 高台部 と体部か ら口緑部 にか けて 底部回転へラ削 り後ナデ。高台貼 り付 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 73 92　　　 75％

B （5．9） 一部 欠損。平底。体部 は内攣気 味 け後ナデ。体部外面下端回転へラ削り， 子 PL 7 9

土　 師　 器 に立 ち上が り， 口緑部 はや や外 反 上端ロクロナデ。体部か ら口緑部内 ・ 明赤褐色 南東部覆土下層

す る。 外面丁寧なヘラ磨き。内面黒色処理。 普通

3

高 台付 皿 A ［14．3］ 体部 から口緑部 にかけて一部欠損。 底 部回転 へラ削 り。体 部か ら口緑 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 73 93　　　 60％

B　　 5．5 高 台は 「ハ」の字状 に開 く。平底。 部内 ・外 面ロクロナデ。 子 PL 7 9

土　 師　 器 D　　 7．2

E　 l．9

体部 は内攣気味 に立ち上が り， 口

緑部 は外反す る。

にぷい橙色

普通

竃内

4

嚢

土　 師　 器

A ［25．0］ 体部か ら口緑部 にかけての破 片。 体 部外 面へラ削 り後 へラナデ， 内 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 73 94　　　 20％

B （16．5） 体部 は内攣気味 に立ち上が り， 口 面 へラナデ。．口緑 部内 ・外面 横 ナ 子 竃内

緑部 は外反す る。 デ。輪積 み痕 。 明赤褐色　 普通

5

嚢

須　 恵　 器

B （14．0） 体部上位か ら頚部 にかけての破片。 体 部上位外面横位 の平行 叩 き， 内 砂粒 ・長石 ・石英 P 73 95　　　 10％

体部上位 は内傾 して立ち上が り， 面指頭押庄後 ナデ。頚部 内 ・外面 灰色 竃内

頚部で 「く」の字 に屈曲する。 横 ナデ。 普通

6

長　 頚　 瓶

須　 恵　 器

A ［9．2］ 口緑部片。口緑部は外反 し， 口緑 内 ・外面 ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 ・黒色粒 P 7 39 7　　　　 5％

B （2．4） 端部 は下方 に折 り返す。 子

灰色　 自然粕　 普通

覆土中

図版番号 種　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　 考

長 さ （cm ） 幅 （cm） 厚　 さ （cm） 重 量 （g ）

7 鎌 （6．9） 2．6 0．2～ 1．1 （27．0） 竃前覆土 中層 M 70 29　　　　　　　　　　　　　 PL 7 9

8 砥　　 石 （7．0） 5．3 1．8 （67．0） 南東部覆土下層 Q 700 9　 ホル ンフェルス

第620号住居跡（第241～243図）

位置　調査7区中央部，N12i6区。

重複関係　西部が第631号住居跡に掘り込まれているが，床面までは達していない。

規模と平面形　長軸4．00m，短軸［3．5］mの長方形である。竃東袖部から東壁にかけて，幅40cm，長さ110cm，
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第241図　第620・621A・622・631号住居跡実測図（1）
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可　　sl622
0　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿」　　」

第242図　第620・621A・622・631号住居跡実測図（2）

高さ20cmの地山を生かした棚状遺構が確認できた。棚の上部からは土師器片や須恵器片が多量に出土してい

る。

主軸方向　N－50－W

壁　第631号住居跡と重複している部分は確認できなかった。壁高は25～50cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　全周している。上幅20～25cm，下幅約10cm，深さ約6cmで，断面形はU字形をしている。

床　ほぼ平坦で，よく踏み固められている。棚状遺構の前に長径100cm，短径40cmの楕円形で，深さ20cmの掘

り込みが確認できた。覆土から多量の灰が出土していることから判断して，灰を貯めて置いた施設あるいは

土坑と考えられる。
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竃　北壁中央部に砂質粘土で構築されている。規模は焚口部から煙道部まで100cm，両袖部幅約110cmである。

火床部は，床面を約13cm掘りくぼめており，赤変硬化しゴツゴツしている。天井部は確認できなかった。袖

部は良好に遺存している。両袖部の内側は，火を受けて赤変硬化している。煙道は火床面から緩やかに立ち

上がる。覆土から多量の土師器片や須恵器片が出土している。

竃土層解説

1暗　褐　色　焼土粒子中量
2　灰　褐　色　焼土粒子・炭化粒子中量
3　にぷい赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子多量
4　暗赤褐色　粘土ブロック・炭化粒子多量
5　灰　褐　色　焼土中ブロック・焼土粒子中量

6　灰　褐　色　焼土粒子少量
7　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子多量，灰少量

8　暗赤褐　色
9　暗赤褐色
10　暗赤褐色
11暗赤褐　色
12　極暗赤褐色
13　黒　褐　色

焼土粒子・炭化粒子少量
焼土粒子・粘土粒子多量
焼土粒子多量，炭化粒子・粘土粒子少量

炭化粒子多量，焼土粒子少量，灰微量
炭化粒子多量，焼土粒子少量
ローム粒子多量，焼土粒子少量

ピット　2か所（Pl・P2）。中央部にあるPlは，径24cmの円形で，深さ38cmである。性格は不明である。
l

南壁際にあるP2は上端が径40cmの円形，LT端が径10cmの円形で，深さ28cmである。位置的に出入り口施設

、に伴うピットと考えられる。

覆土　第631号住居跡に掘り込まれているため，2層しか確認できなかった。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子・焼土粒子少量

2　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

遺物　土師器片971点，須恵器片229点，鉄製品（門，角釘）2点，炭化材が出土している。第243図4と5の

須恵器杯，1の土師器杯，6の土師器高台付杯は竃内から出土している。6は二次焼成を受けている。2

の土師器杯は南東コーナー部の覆土下層から，3の土師器杯は東部の覆土下層から，7の土師器高台付皿

は逆位で南西コーナー部の覆土下層から出土している。8の須恵器賓は竃内と北東コーナー部にある棚状

遺構の上から出土した破片を接合したものである。9の須恵器聾は南西コーナー部の覆土下層から出土し

た破片を接合したものである。10の須恵器賓は北東コーナー部にある棚状遺構の上と覆土中から出土した

破片を接合したものである。11の須恵器長頸瓶の口綾部は竃内と覆土中から出土した破片を接合したもの

である。12の門と13の角釘は北東コーナー部にある棚状遺構の上から出土している。床面中央部から特に

炭化材が出土している。

所見　本跡の時期は，出土遣物から判断して9世紀後葉と考えられる。また，床面から柱材と思われる炭化材

が出土していることから判断して，焼失家屋と考えられる。重複している第631号住居跡より古い。

第620号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第24 3図

1

杯

土　 師　 器

A　 12．8 口緑部一部欠損。平底。 体部 は内 底部へ ラ切 り。体部外面下 端手 持 砂粒 ・雲母 ・石英 P 7 399　　　 畠0％

B　　 3．9 攣気 味に立 ち上が り， 口緑 部 は外 ちヘ ラ削 り。体部か ら口緑 部外 面 にぷい橙色 （外面） PL 7 9

C　　 5．4 傾 する。 ロクロナデ，内面丁寧なヘラ磨 き。

内面黒色処理。

普通 竃 内

2

杯

土　 師　 器

A　 14．4 体部 から口緑部一部欠損。平 底。 底部へ ラ切 り。体部外 面下端 手持 砂粒 ・雲母 ・長石 P 74 00　　　 70％

B　　 4．3 体部 から口緑部 は内攣気味 に立 ち ちへ ラ削 り。体部か ら口緑部 外面 黒褐色 （外面） PL 7 9

C　　 6．6 上が る。 ロクロナデ，内面丁寧 なヘ ラ磨き。

内面黒色処 理。

普通 南東 コーナー部覆

土下層

3

杯

土　 師　 器

A ［13．6］ 体部か ら口緑部一部欠損 。平底 。 底 部一方 向のヘラ削 り。体 部外 面 砂粒 ・雲母 ・長石 P 7 40 1　　　 30％

B　　 4．9 体部か ら口緑部は内攣気 味 に立 ち 下端手持 ちへ ラ削 り。体 部か ら口 にぷい褐色 （外 面） 東 部覆土下層

C　　 6．8 上がる。 緑部外面 ロクロナデ，内面 丁寧 な

ヘ ラ磨 き。 内面黒色処理。

普通

4

杯

須　 恵　 器

A ［13．8］ 体部か ら口緑部 にか けて一部欠損。 底部一方 向のヘ ラ削 り。体 部外 面 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 7 39 8　　　 65％

B　　 4．4 平底 。体部 か ら口緑部 は外 傾 して 下端手持 ちへ ラ削 り。体部 か ら口 石英 PL 79

C　　 6．3 立ち上 がる。 縁部内 ・外面 ロクロナデ。 にぷい橙色　 普通 竃 内
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二∴　　‾　「．三

0　　　　　　　　　　　　10cm

ll‥　　「－　　　1

第243図　第620号住居跡出土遺物実測図

∴
0　　　　2cm

』±∃
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図版番号 券　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法 ‘の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第243図 杯

須　 恵　 器

A　 13．1 底部か ら口縁部にかけて一部欠損。 底部回転へラ削 り。体部 外面 下端 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 740 2　　　 40％

5 B　　 4．2 平底。休部か ら口緑 部は外 傾 して 手持ちへ ラ削 り。体部か ら口緑 部 赤色粒子 PL 79

C　　 6．2 立 ち上がる。 内 ・外面ロクロナデ。 にぷい赤褐色　 普通 竃内

6

高 台付 ゴ不

土　 師　 器

A　 14．3 体部か ら口緑部にかけて一部欠損。 底 部回転 へラ削 ＿り後 ナデ。 高 台貼 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 740 3　　　 60％

B　　 5．8 高台は 「ハ」 の字状 に開 く。平底。 り付 け後 ナデ。体部か ら口緑部内 ・ 石英 P L 79

D　　 7．6 体部は内攣気 味に立 ち上 が り， 口 外面 ロクロナデ。 明赤褐色 二次焼成

E　　 O．9 緑部はやや外 反する。 普通 竃 内

7

高台 付 皿

土　 師　 器

A　 13．7 体部か ら口緑 部にかけて一部欠損。 底部 回転へ ラ削 り後ナデ。 高台貼 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 740 4　　　 45％

B　　 2．0 高台は 「ハ」 の字状 に開 く。平底。 り付 け後 ナデ。体部か ら口緑部内 ・ 石英 南西 コーナー部覆

D　　 6．5

E　　 O．9

体 部か ら口緑部 は外傾す る。 外面 ロクロナデ。・内 ・外面黒 色処

理。

暗灰色

普通

土下層

8

嚢

須　 恵　 器

A　 22．2 体部から口緑部にかけての破 片。体 体部外面縦位の平行叩 き， 内面指 砂粒 ・雲母 ・長石 P 74 0 5　　　 60％

B （25．9） 部は内攣 して立ち上がる。頚部で く 頭押庄 ・ナデ。口緑部内 ・外 面横 灰色 P L 7 9　 竃 内 と北

びれ，口緑部は大 きく外反す る。 ナデ。輪積み痕。 普通 東 コーナー部棚上

9

嚢

須　 恵　 器

A ［21．2］ 体部か ら口緑部 にかけての破 片 。 体部外面下位横位 のヘラ削 り， 中 砂粒 ・長石 P 74 06　　　 40％

B （22．5） 休部 は外傾 して立ち上が り，上 位 位か ら上位縦位の平行 叩き。 内面 オリー ブ黒色 PL 79

で内攣す る。上位に最大径 をもつ。

頚部で くびれ， 口緑部は外反する。

口唇部 に沈線が巡る。

当て具痕。口緑 部内 ・外面横ナデ。 普通 南西 コーナー部覆

土下層

10

嚢

須　 恵　 器

B （19．6） 休部片。体部は内攣 して立 ち上 が 体 部外 面下位指頭押圧， 中位 か ら 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 740 7　　　 20％

る。 上位 縦位 の平行叩 き。内面 当 て具

痕。

石英

にぷい赤褐色　 普通

北東コーナー部

11

長　 頸　 瓶

須　 恵　 器

A ‘［9．8］ 口緑部片。口緑 部は外 反 し， 口緑 内 ・外面 ロクロナデ。 砂粒 ・黒色粒子 P 740 8　　　　 5％

B （3．7） 端部は下方に折 り返す。 灰色　 自然寒由

良好

P L 79

竃 内と覆土 中

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　 考
長　 さ （cm） 幅 （C皿） 厚 さ （cm ） 重 量 （g ）

12 門 （9．8） 5．7 0．4～0．5 （29．0） 北東 コーナー部覆土 中 M 703 0　　 鉄製

13 角　　 釘 （3．1） （3．1） 0．6 （5．10） 北東 コーナー部覆土 中 M 70 3 1

第621A号住居跡（第241・244図）

位置　調査7区中央部，N12j5区。

重複関係　全体的に第621B号住居跡を掘り込み，南東コーナー部が第631号住居跡に，南壁際が第622号住居

跡に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸5．73m，短軸［5．1］mの長方形と推定される。

主軸方向　N－00

壁　壁高は19～29cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　西壁下と東壁下で確認できた。上幅20～30cm，下幅4～10cm，深さ約10cmで，断面形はU字形をしてい

る。

床　ほぼ平坦で，よく踏み固められている。

竃　北壁中央部に砂質粘土で構築されている。撹乱を受けているが，火床部と袖部の一部が残存している。火

床部は，床面を約3cm掘りくぼめており，赤変硬化している。

竃土層解説
1　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子少量
2　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子中量
3　暗赤褐色　粘土ブロック・炭化粒子中量

4　黒褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子中量
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ピット　6か所（Pl～P6）。PlからP4は径26～30cmの円形で，深さ40～60cmであり，規模と配置から判

断して主柱穴と考えられる。P2の南東側にあるP5は，径約26cmの円形で，深さ26cmであり，P2の補助柱

穴と考えられる。南壁際にあるP6は径30cmの円形で，深さ31cmである。位置的に出入り口施設に伴うピッ

トと考えられる。

覆土　5層からなり，堆積状況から自然堆積と考えられる。

土層解説
1　暗褐色　焼土粒子少量

2　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
3　褐　色　焼土粒子・炭化粒子少量
4　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
5　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片378点，須恵器片104点，灰粕陶器片1点が出土している。第244図1の須恵器杯は南西部の覆

土下層から，2の須恵器甑はP3の西部の床面から出土している。3と4は須恵器賓のロ緑部片で，いずれ

も外面に櫛描波状文が施されている。覆土中から猿投窯井ヶ谷78号窯式期の灰粕陶器長頸瓶の細片が出土

している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して9世紀中葉と考えられる。重複している第621B号住居跡より新

しく，第622・631号住居跡より古い。

．．エ二芸て1＝こて芸＝蒜＝＝ニ二二

I ／ ／4 ∠＼

L＼、＼＼．f一

＼ r 葬 。 ，

2　 1　　　　　　 1

第244図　第621A号住居跡出土遺物実測図

第621A号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　10cm

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　　考

第244図杯

須　恵　器

A［13．8］体部からロ緑部にかけての破片。休部から口緑部内・外面ロクロナ砂粒・雲母・長石P7409　　　10％

1 B　　3．2

C［6．8］

平底。体部から口縁部は外傾して

立ち上がる。

デ。 灰黄色

普通

南西部覆土下層

2

甑

須　恵　器

A［36．8］体部上位からロ緑部にかけての破体部外面上位横位と斜位の平行叩砂粒・雲母・長石P7410　　　10％

B（10．6）片。休部上位は外債して立ち上がき，内面へラナデ。口緑部内・外灰色 P3西部床面

り，ロ綾部は外反する。 面横ナデ。 普通

第621B号住居跡（第245図）

位置　調査7区中央部，N12j5区。

重複関係　全体的に第621A号住居跡に，南東コーナー部が第631号住居跡に，南部が第622号住居跡に掘り込

まれている。
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第245図　第621B号住居・跡・出土遺物実測図

0 2m

i i　　！

規模と平面形　一辺［4．9］mの方形と推定される。

主軸方向　N－00

壁溝　西壁下と東壁下に確認できた。上幅20～30cm，下幅4～20cm，深さ約6cmで，断面形はU字形をしてい

る。

床　ほぼ平坦で，中央部が特に踏み固められている。

竃　北壁中央部に構築されていたと推定される。撹乱がはなはだしいが，火床部と考えられる赤変硬化面が北

壁際の床面に検出できた。

ピット　5か所（Pl～P5）。PlからP4ほ径20～30cmの円形で，深さ40～60cmであり，規模と配置から判

断して主柱穴と考えられる。南壁際にあるP5は径約40cmの円形で，深さ33cmである。位置的に出入り口施

設に伴うピットと考えられる。

遺物　土師器片41点，須恵器片7点が出土している。第245図1の須恵器杯はP3覆土中から出土している。

所見　本跡は撹乱を受けているため，覆土の堆積状況は確認できなかった。規模と平面形は壁溝や床質から推

定した。時期は，P3覆土中の出土遺物から判断して8世紀後薬と考えられる。重複している第621A・622・

631号住居跡より古い。
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第621B号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） ．器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第245図 杯

須　恵　器

A ［10．4］ 底部から口緑部にかけての破片。 底部へラ削り。体部から口緑部内・ 砂粒 ・雲母 ・長石 P 7411　　 15％

1 B　　 3．7

C ［6．0］

平底。体部から口緑部は外傾して

立ち上がる。

外面ロクロナデ。 灰色

普通

P。覆土中

第622号住居跡（第241・246図）

位置　調査7区中央部，012a4区。

重複関係　北部が第621A・621B号住居跡を掘り込み，東部を第631号住居跡に，南壁際を第22号井戸に掘り込

まれている。第631号住居跡の掘り込みは，床面までは達していない。

規模と平面形　長軸4．15m，短軸4．00mの方形である。

主軸方向　N－00

壁　第631号住居跡に掘り込まれている部分は確認できなかった。壁高は14～49cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　竃東側の北壁下の一部では確認されなかった。上幅20～25cm，下幅6～10cm，深さ14～49cmで，断面形

は逆台形をしている。

床　はぼ平坦で，竃前から中央部にかけて特に踏み固められている。

竃　北壁中央部から東寄りに砂質粘土で構築されている。規模は焚口部から煙道部まで約100cm，両袖部幅約

120。皿である。火床部は，床面を約10cm掘りくぼめており，赤変硬化している。．天井部は崩落しており，第

2層と第3層が粘土ブロックを多量含んでいるため，天井部崩落土と考えられる。袖部は良好に遺存してい

る。両袖部の内側は，火を受けて赤変硬化している。煙道は火床面から急な傾斜で立ち上がる。覆土から多

量の土師器片や須恵器片が出土している。

竃土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

2　暗　褐　色　粘土ブロック多量，ローム粒子・焼土粒子中量，炭化粒子微量
3　褐　　色　粘土ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子中量
4　にぷい褐色　粘土ブロック・炭化粒子中量
5　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・灰中量

6　暗赤褐色　炭化粒子多量，焼土中ブロック・焼土粒子・灰中量

覆土　6層からなる。各層にロームブロックを含み，人為堆積と考えられる。

土層解説
1褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
2　褐　色　ローム中ブロック・炭化粒子少量
3　褐　色　ローム小ブロック・炭化粒子少量
4　褐　色　ローム大ブロック中量，ローム粒子少量

5　暗褐色　ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
6　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片422点，須恵器片155点，鉄津1点，陶器片2点，礫2点が出土している。第246図1の須恵器

杯は中央部の覆土下層から，2の須恵器杯は正位で竃内から，3の須恵器杯は南東側の覆土中層から，4

の須恵器高台付杯は南西部の覆土中層から，5の土師器饗は竃焚口部から，鉄津は覆土中から出土してい

る。6と7は須恵器賓の体部片で，いずれも外面に縦位の平行叩きが施されている。陶器片は混入したも

のと考えられる。

所見　本跡では，ピットは確認されなかった。時期は，出土遣物から判断して9世紀後葉と考えられる。鉄津

が出土しているが，鍛冶炉は確認されていない。重複している第621A・621B号住居跡より新しく，第631号

住居跡，第22号井戸より古い。
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第246図　第622号住居跡出土遺物実測図

第622号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　10cm

L l i

図版番号券　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第246図杯

須　恵　器

A［13．5］底部から口緑部にかけての破片。底部へラ削り。体部外面下端手持砂粒・雲母・長石・P7412　　　15％

1 B　　3．9平底。体部から口縁部は外傾してちヘラ削り。体部から口緑部内・石英 中央部覆土下層

C［6．6］立ち上がる。 外面ロクロナデ。 にぷい橙色　普通

2

杯

須　恵　器

A　13．0口緑部一部欠損。平底。体部から底部へラ削り。体部外面下端手持砂粒・雲母・長石P7413　　　80％

B　　4．8口綾部は外傾して立ち上がる。ちヘラ削り。体部から口緑部内・褐色 PL79

C　　6．8 外面ロタロナデ。 普通 竃内

3

杯

須　恵　器

B（2．1）底部から休部下端にかけての破片。底部へラ削り。体部外面下端手持砂粒・雲母・長石P7414　　　20％

C［6．8］平底。体部は外傾して立ち上がる。ちヘラ削り。体部内・外面ロクロ

ナデ。

灰黄色

普通

南東部覆土中層

4

高台付J不

須　恵　器

B（3．4）高台部から体部にかけての破片。底部回転へラ削り後ナデ。高台貼砂粒・雲母 P7415　　　10％

D［7．0］高台は「ハ」の字状に開く。平底。り付け後ナデ。体部内・外面ロク灰黄色 南西部覆土中層

E　　l．3体郡は外傾して立ち上がる。ロナデ。 普通

5

聾

土　師　器

A［20．6］体部上位から口緑部にかけての破休部上位外面ナデ，内面横位のへ砂粒・雲母・長石・P7416　　　10％

B（7．7）片。体部上位は内攣して立ち上がラナデ。口緑部内・外面横ナデ。石英 寵焚口

る。頭部でくびれ，口緑部は外反

する。口縁部直下に稜が巡り，口

唇部は上方につまみ上げる。

輪積み痕。 明褐色

普通

第624号住居跡（第247図）

位置　調査7区東部，N13i3区。

重複関係　東部が第623号住居跡を掘り込み，第462号土坑に掘り込まれている。南部が第625号住居跡，第476

号土坑に掘り込まれている。第625号住居跡，第476号土坑の掘り込みは，床面までは達していない。

規模と平面形　長軸4．43m，短軸4．15mの方形である。

主軸方向　N－00

壁　第462号土坑に掘り込まれている部分は確認できなかった。壁高は約53cmで，外債して立ち上がる。
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壁溝　第462号土坑に掘り込まれている部分は確認できなかったが，全周していたと推定される。上幅20～30

cm，下幅6～10cm，深さ約10cmで，断面形はU字形をしている。

床　はぼ平坦で，よく踏み固められている。竃東側に長径110cm，短径80cmの楕円形で，深さ30cmの掘り込み

が確認できた。覆土から多量の灰が出土していることから判断して，灰を貯めて置いた施設あるいは土坑と

考えられる。

竃　北壁中央部に砂質粘土で構築されている。規模は焚口部から煙道部まで約130cm，両袖部幅約110cmである。

火床部は赤変硬化している。天井部は崩落しており，第2層と第3層が崩落土と考えられる。袖部は良好に

遣存している。両袖部の内側は，火を受けて赤変硬化している。煙道は火床面から緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
1黒　褐　色　ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子中量
2　褐　　　　色　粘土ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子中量
3　黒　褐　色　焼土中ブロック・粘土ブロック多量

4　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子中量
5　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子中量，ローム粒子少量
6　赤　褐　色　焼土粒子多量

7　にぷい赤褐色
8　にぷい赤褐色
9　暗　褐　色
10　暗　褐　色

11暗赤褐　色
12　にぷい橙色

焼土粒子・炭化粒子多量
焼土中ブロック・焼土粒子多量，灰中量
灰多量，焼土中ブロック・焼土粒子中量
焼土中ブロック・焼土粒子多量，炭化粒子中量
焼土中ブロック・焼土粒子多量，灰少量

粘土ブロック多量

ピット　5か所（Pl～P5）。PlからP4は径30cmの円形で，深さ20～30cmであり，規模と配置から判断し

て主柱穴と考えられる。南壁際にあるP5は径30cmの円形で，深さ20cmである。位置的に出入り口施設に伴

うピットと考えられる。

覆土　6層からなり，堆積状況から自然堆積と考えられる。

土層解説
1　暗　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子中量

2　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
3　黒　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量
4　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子中量
5　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子少量

6　にぷい褐色　焼土粒子・炭化粒子少量

遺物　土師器片422点，須恵器片78点，鉄製品（刀子）1点，石製晶（砥石）1点が出土している。第247図1

の須恵器杯は正位で南西コーナー部の覆土中から，2の須恵器杯と5の須恵器控鉢は斜位で南部の覆土下層

から，3の須恵器蓋は南西部の覆土中層から，4の土師器聾は北西コーナー部の覆土中層から，6の刀子の

茎は覆土中から出土している。7の砥石は西壁際から出土した破片を接合したものである。8は須恵器賓の

口綾部片で，外面に櫛措波状文と櫛措区画文が施されている。9と10は須恵器聾の体部片で，9は外面に同

心円状の叩き，10は格子目叩きと櫛措波状文が施されている。11は土師器聾の底部片で，木葉痕が認められ

る。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して8世紀前葉と考えられる。重複している第623号住居跡より新し

く，第625号住居跡，第462・476号土坑より古い。

第624号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・＿色調 ・焼成 備　　　 考

第247図 杯

須　 恵　 器

A　 15．6 体部か ら口緑部にかけて一部欠損。 底部 へラ削 り後 ナデ。体 部か ら口 砂粒 ・雲母 ・小 石 P 7 42 2　　　 80％

1 B　　 4．5 平底。体部か ら口緑部は外傾 して 緑部 内 ・外面 ロクロナデ。 灰色 南西 コーナー部覆

C　　 8．2 立ち上がる。 普通 土 中

2

j不

須　 恵　 器

A ［14．8］ 底部か ら口緑 部にかけての破片 。 底部 回転へ ラ削 り。体部 か ら口緑 砂粒 ・雲母 ・長石 P 74 2 3　　　 35％

B　　 3．9 丸底。体部か ら口緑 部は外傾 して

立ち上がる。

部 内 ・外面 ロクロナデ。 灰黄色

普通

南部覆土 下層

3 －

蓋

須　 恵　 器

A ［13．2］ 天井部か ら口緑 部にかけての破片。 天井部外面上半 回転へ ラ削 り， 下 砂粒 ・雲母 ・長石 P 74 24　　　 15％

B （2．5） 天井部は笠形 であ り，内面 に低 い

かえ りが付 く。

半内面 ロクロナデ。 灰 黄色

普通

南西部覆土 中層
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図版番号 券　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第247図 嚢

土　師　器

A ［24．2］ 口緑部片。頚部でくびれ，口緑部 口緑部内・外面横ナデ。 砂粒 ・雲母 ・石英 P 7425　　　　 5％

4 B （5．7） は外反する。口唇部は上方につま 橙色 北西コーナー部覆

み上げる。 普通 土中層

5

控　　 鉢 B （7．9） 底部から体部にかけての破片。底 底部へラ削り。体部内 ・外面ロク 砂粒 ・石英 P 7426　　　　 5％

C　 lO．8 部は厚い円盤状の丸底で，上位に ロナデ。 灰色 PL 80

須　 恵　器 明瞭な稜をもつ。体部は外傾する。 普通 南部覆土下層

図版番号 種　　 別

計　　　　 ・測　　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　 考

長 さ （cm ） 幅 （cm） 厚　 さ （cm） 重 量 （g ）

6 刀　　 子 （2．7） 1．4 0．3 （1．18） 覆土 中 M 70 32

7 砥　　 石 11．1 4．0 3．0 27 3．0 西壁際 Q 70 10　線泥片岩

第625号住居跡（第248図）

位置　調査7区東部，N13j3区。

重複関係　北部が第623・624号住居跡を掘り込み，中央部が第476号土坑に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸3．28m，短軸3．15mの方形である。

主軸方向　N－70－W

壁　竃西側の壁は確認されなかった。壁高は40～45cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　竃西側壁下では確認されなかった。上幅10～30cm，下幅4～10cm，深さ約5cmで，断面形はU字形をし

ている。

床　第476号土坑に掘り込まれている部分以外は，ほぼ平坦で踏み固められている。

竃　北壁中央部から東寄りに砂質粘土で構築されている。規模は焚口部から煙道部まで約120cm，両袖部幅約

120。皿である。火床部は，床面を約10cm掘りくぼめており，赤変硬化している。天井部は崩落しており，第

2層から第4層が崩落土と考えられる。袖部は遺存している。両袖部の内側は，火を受けて赤変硬化してい

る。煙道は火床面から内攣気味に立ち上がる。

竃土層解説
1極暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
2　黒　褐　色　粘土ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子中量

3　黒　褐　色　焼土中ブロック・焼土粒子多量

5　赤　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子少量
6　赤　褐　色　炭化粒子多量
7　にぷい橙色　焼土粒子・炭化粒子多量，灰少量

4　黒　褐　色　粘土ブロック多量，焼土中ブロック・炭化粒子中量　　8　暗赤褐色　焼土粒子多量，硬い

ピット　5か所（Pl～P5）。PlからP4は径20～30cmの円形で，深さ20～30cmであり，規模と配置から判

断して主柱穴と考えられる。南壁際にあるP5は径28cmの円形で，深さ23cmである。位置的に出入り口施設

に伴うピットと考えられる。

覆土　9層からなり，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
3　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量
4　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量
5　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子少量

6　得　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量
7　暗褐色　ローム粒子中量
8　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，炭化粒子少量

9　暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量

遺物　土師器片508点，須恵器片36点，鉄製品（刀子）1点，土製品（支脚）1点，礫1点が出土している。

第248図1の須恵器杯は逆位で竃内から，2の土師器賓は斜位で北東部の覆土下層から，3の土師器聾は北

西部の覆土中層から，4の刀子は西壁際の覆土下層から，支脚の破片が中央部の床面から出土している。

5は須恵器聾の休部片で，外面に横位の平行叩きが施されている。
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所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して9世紀中葉と考えられる。重複している第623・624号住居跡より

新しく，第476号土坑より古い。

第625号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第2 48図 杯

須　 恵　 器

A ［13．4］ 底部か ら口緑部にかけての破片 。 底 部へラ削 り。体部外面 下端手 持 砂粒 ・雲母 ・長石 P 7 42 8　　 59％

1 B　　 4．5 平底。体部か ら口緑部 は外傾 して ちへラ削 り。体部か ら口緑 部 内 ・ 灰 褐色 軍内

C （7．4） 立ち上がる。 外面 ロクロナデ。 ’普通

2

嚢

土　 師　 器

A　 2 2．0 平底。体部は内攣気味 に立 ち上 が 底部木葉痕。体部外面下位 丁寧 な 砂粒 ・雲母 ・長石 P 7 42 7　　 10 0％

B　 3 4．4 り，上位に最大径 をもつ。 頚 部 で ヘ ラ磨 き，上位縦位のヘ ラ削 り。 赤褐色 北東 部覆土下層

C　　 9．0 くびれ，口緑部 は外反す る。 口唇

部は上方につまみ上 げる。

内面へ ラナデ。 口緑部内 ・外面 横

ナデ。輪積み痕。

普通

3

嚢

土　 師　 器

A ［2 0．8］ 口緑 部片。頚部 で くびれ， 口緑部 口緑部 内 ・外面横ナデ。輪積み痕。 砂粒 ・雲母 ・石英 P 74 2 9　　　　 5％

B （5．9） は外反する。口唇部 は上 方 につ ま

み上げる。

橙色

普通

北西 部覆土 中層

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　 考
長 さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm ） 重 量 （g ）

4 刀　　　 子 （9．5） 1ユ 0．4～0．6 （7．70） 西壁際覆土下層 M 7033

第626号住居跡（第249図）

位置　調査7区東部，N13j2区。

規模と平面形　長軸3．40m，短軸2．77mの長方形である。

主軸方向　N－00

壁　壁高は約50cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　全周している。上幅10～20cm，下幅4～10cm，深さ約6cmで，断面形はU字形をしている。

床　はぼ平坦で，全体的に踏み固められている。P3の周囲は土手状に土が盛られ，硬く踏み固められている。

竃　北壁中央部からやや東寄りに砂質粘土で構築されている。規模は焚口部から煙道部まで約100cm，両袖部

幅約110cmである。第4層の下部の焼土ブロックがゴツゴツしていることから判断して，火床部と考えられ

る。火床部は，床面を約8cm掘りくぼめており，赤変硬化している。天井部は一部遺存しているが，大部分

が崩落しており，第5層が崩落土と考えられる。神都は良好に遣存している。両袖部の内側は，火を受けて

赤変硬化している。煙道は火床面から内攣気味に立ち上がる。

竃土層解説
1褐　　色　ローム粒子・炭化粒子中量
2　褐　　色　砂粒多量，焼土中ブロック中量
3　褐　　色　焼土中ブロック・焼土粒子多量，ローム粒子少量

4　焼土ブロック，ゴツゴツしている
5　秒質粘土
6　焼土ブロック
7　褐　　色　砂粒中量，焼土粒子少量

8　暗褐色　焼土粒子多量
9　褐　　色　焼土中・小ブロック多量

ピット　3か所（Pl～P3）。PlとP2は径20～30cmの円形で，深さ約20cmであり，規模と配置から判断し

て主柱穴と考えられる。南壁際にあるP3は径36cmの円形で，深さ40cmである。位置的に出入り口施設に伴

うピットと考えられる。

覆土13層からなり，堆積状況から人為堆積と考えられる。
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第249図　第626号住居跡・出土遺物実測図

土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子　7　黒褐色　ローム粒子中量

少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　褐　色　ローム粒子中量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量　　　　　　　　　9　黒褐色　炭化粒子多量，焼土粒子中量

3　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量　　　　　　　10　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
4　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量11暗褐色　ローム粒子・粘土粒子中量
5　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量　　　　　　　　12　暗褐色　ローム粒子中量
6　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量　　　　　　　　　　13　褐　色　焼土粒子・炭化粒子多量



遺物　土師器片123点，須恵器片22点，礫1点が出土している。第249図1の須恵器杯と2の須恵器高台付杯は，

南西コーナー部の覆土下層から，3の須恵器蓋は東部の覆土中層から，4の土師器小形聾は正位で竃内から，

5の土師器肇は竃前の覆土下層から出土している。6の土師器饗の体部片の外面には，砥石に使用したと思

われる痕跡がある。

所見　本跡の時期は，出土遣物から判断して9世紀後葉と考えられる。

第626号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第249図 杯

須　 恵　 器

A　 12．7 体部 か ら口緑部 にか けて一部欠損。 底部回転へ ラ切 り。体 部外 面下端 砂粒 ・雲母 ・長石 P 74 3 0　　　 80％

1 B　　 3．8 平底 。体部 から口縁部 は外 傾 して 手持 ちへ ラ削 り。体部か ら口緑部 灰色 P L 8 0　 南西 コー

C　 ．6．4 立ち上 がる。 内 ・外面 ロク ロナデ。 普通 ナ一部覆土下層

2

高 台 付 杯

須　 恵　 器

A ［12．6］ 高台部 か ら口緑部 にかけての破片。 底部へ ラ削 り。高台貼 り付 け後 ， 砂粒 ・雲母 ・小石 P 74 3 1　　　 40％

B　　 5．3 平底。 高台 は 「ハ」の字状 に開 く。 ナデ。体部か ら口緑 部内 ・外 面 ロ 灰色 PL 8 0

D　　 8．2

E　 l．4

クロナデ。 普通 南西 コーナー部覆

土下層

3

蓋

須　 恵　 器

A ［12．4］ 天井部 から口緑部 にかけ て一部 欠 天井部外面上半回転へ ラ削 り，下 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 74 32　　　 50％

B　　 3．6 損。天井部 は笠形であ り， 口緑 端 半内面ロタロナデ。 小石 PL 8 0

F　　 3．0

G　 l．2

部 は下方 に短 く屈曲する。 灰黄色

普通

東部覆土中層

4

小　 形　 嚢

土　 師　 器

A ［14．2］ 体部か ら口緑部にかけて一部欠損。 底 部一方向のヘラ削 り。 体部 外面 砂粒 ・雲母 ・長石 P 7 43 3　　　 60％

B　 16．1 平底。体部は内攣して立 ち上が り， 下位へラ磨 き，上位 ナデ。 内面へ 赤褐色 P L 8 0

C　　 6．6 上位 に最大径 をもつ。 口緑部 は外傾

する。口唇部は上方につまみ上げる。

ラナデ。口緑部 内 ・外面横 ナ デ。

輪積 み痕 。

普通 竃内

5

嚢

土 師　 器

A ［25．8］ 口緑部片。頚部で くびれ， 口緑 部 口緑 部内 ・外面横 ナデ。 砂粒 ・雲母 ・石英 P 7 43 4　　　 10％

B （7．0） は外反する。口唇部は上方 につ ま

み上げ る。

橙色

普通

竃前覆土下層

第627A号住居跡（第250図）

位置　調査7区中央部，N12io区。

重複関係　西部が第627B号住居跡を掘り込み，竃前から中央部にかけて第26号溝に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸［2．7］m，短軸［2．3］mの長方形と推定される。

主軸方向　N－840－E

壁　夢26号溝と重複している部分は確認できなかった。壁高は約20cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　北壁下から西壁下にかけて確認できた。上幅約17cm，下幅約6cm，深さ約8cmで，断面形はU字形をし

ている。

床　中央部から西壁際にかけて，踏み固められた部分が残存している。

竃　東壁中央部からやや南寄りに，砂質粘土で構築されていたと推定される。第26号溝により掘り込まれてい

るが，煙道部の一部と火床部は遺存している。火床部は赤変硬化している。煙道は火床面から急な傾斜で立

ち上がる。

竃土層解説
1褐　　　色　ローム粒子中量
2　暗　褐　色　ローム粒子少量

3　褐　　　色　ローム粒子・炭化粒子多量
4　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
5　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・灰中量
6　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化物少量

7　にぷい褐色　焼土粒子少量
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覆土　2層からなり，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子多量，炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片18点，須恵器片1点の細片が出土している。図示できるものはない。

所見　本跡では，ピットは確認できなかった。時期を判断する遣物がないため，時期不明であるが，10世紀後

葉の第627B号住居跡を掘り込んでいるため，10世紀後菓以降と考えられる。また，重複している第26号溝

より古い。

第627B号住居跡（第250・251図）

位置　調査7区中央部，N12i9区。

重複関係　東部を第627A号住居跡に掘り込まれているが，床面までは達していない。

規模と平面形　長軸［3．2］m，短軸3．15mの方形と推定される。

主軸方向　N－750－E

壁　東壁は確認できなかった。壁高は19～28cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　北壁下の一部と西壁下から南壁下にかけて確認できた。上幅約17cm，下幅約6cm，深さ約6cmで，断面

形はU字形をしている。

床　ほぼ平坦で，よく踏み固められている。

竃　東壁中央部に構築されていたと推定される。第627A号住居跡に掘り込まれているが，床面の東部に火床

部と思われるゴツゴツした赤変硬化面と袖部と考えられる砂質粘土の痕跡が検出できた。

ピット　2か所（Pl・P2）。南壁際にあるPlとP2は，径約60cm，底径30～40cmの円形で，深さ約30cmで

ある。性格は不明である。

覆土　7層からなり，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子多量，炭化粒子中量
2　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
3　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子微量

4　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量

5　暗褐色　ローム小ブロック少量
6　褐　色　ローム小ブロック少量

7　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量

遺物　土師器片386点，須恵器片81点，礫3点が出土している。図示した土器はいずれも土師器である。第251

図2の高台付杯と3の皿は中央部の床面から，4の皿は正位で北西コーナー部の床面から，5の聾は覆土中

から，1の杯は遺構確認面から出土している。

所見　壁が確認できなかった部分は，床質から規模と平面形を推定した。時期は，出土遺物から判断して10世

紀後葉と考えられる。重複している第627A号住居跡より古い。

第627B号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第251図

1

杯

土　 師　 器

A ［15．6］ 底部か ら口緑 部にかけての破 片。 底部 へラ削 り。体部外面 下端手 持 砂粒 ・雲母 ・石英 P 744 2　　　 30％

B　　 6．2 平底。体部は内攣気 埠に立 ち上 が ちヘラ削 り，上端 ロクロナ デ。 体 橙色 （外面） 遺構確 認面

C ［7．2］ り，口緑 部はやや外 反する。 部 か ら口縁部 内面丁寧 なヘ ラ磨 き。

内面黒色処理。

普通

2

高 台 付 杯

土　 師　 器

A ［14．4］ 高台部か ら口緑部 にかけての破片。 底部 回転へ ラ削 り後ナデ。 高台貼 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 743 8　　　 30％

B　　 5．3 高台は短 く 「ハ」 の字状 に開 く。 り付 け後 ナデ。体部か ら口緑部 外 赤色粒 子 中央部床面

D　　 5．4 体 部か ら口緑部 は内攣気 味 に立 ち 面 ロクロナデ，内面丁寧 なヘ ラ磨 にぷい黄褐色 （外面）

E　 l．0 上がる。 き。 内面黒色処理。 普通
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図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第251図 皿

土　 師　 器

A　　 9．0 平底。体部か ら口緑部は外傾 して 底部 回転糸切 り。体部 か ら口縁 部 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 743 9　　 100％

3 B　　 2．5

C　　 4．6

立 ち上が る。 内 ・外面 ロクロナデ。 子

橙色　 普通

P L 80

中央部床 面

4

皿

土　 師　 器

A　　 9．0 平底。体部か ら口緑 部は外傾 して 底部 回転糸切 り。体部か ら口緑 部 砂粒 ・雲母 ・長石 P 744 0　　 10 0％

B　 l．9

C　　 6．6

立ち上が る。 内 ・外面 ロクロナデ。 にぷい橙色

普通

P L 8 0　 北 西 コー

ナー部床面

5

嚢

土　 師　 器

A ［22．8］ 体部か ら口緑部にかけての破片。体部 体部外面下位横位のヘ ラ削 り， 上 砂粒 ・雲母 ・‾長石 ・ P 74 4 1　　　 30％

B （19．4） は内攣して立ち上がる。頚部でくびれ， 位ナデ。内面横位のへ ラナ デ， 指 石英 ． PL 8 0

口緑部は外傾する。口緑部直下に稜が

巡り，口唇部は上方につまみ上げる。

頭押圧。口緑部内 ・外面横ナデ。 にぷい赤褐色

普通

覆土 中

第628号住居跡（第252・253図）

位置　調査7区中央部，N12jo区。

重複関係　西部が第629号住居跡，第26号溝に掘り込まれているが，床面までは達していない。

規模と平面形　長軸3．29m，短軸3．27mの方形である。

主軸方向　N－810－E

壁　第629号住居跡と第26号溝の重複している部分は確認できなかった。壁高は61～70cmで，外債して立ち上

がる。

壁溝　全周している。上幅約22cm，下幅6～10cm，深さ約5cmで，断面形はU字形をしている。

床　はぼ平坦で，中央部が特に踏み固められている。

竃　東壁中央部からやや南寄りに砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで約130cm，両袖

部幅約120cmである。火床部は床面を約10cm掘りくぼめており，赤変硬化してゴツゴツしている。天井部は

一部を残し崩落しており，第5層が崩落土と考えられる。袖部は良好に遺存している。煙道は火床面から急

な傾斜で立ち上がる。第4層には多量の灰が含まれている。

竃土層解説

1極暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子中量
2　灰　褐　色　焼土粒子多量
3　暗赤褐　色　焼土粒子多量
4　暗赤褐色　灰多量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
5　にぷい赤褐色　粘土ブロック多量，焼土中ブロック中量

6　褐　　　　色　ローム粒子中量
7　暗赤褐　色　焼土粒子多量，ローム粒子少量
8　赤　褐　色　焼土粒子多量，炭化物少量

ピット　4か所（Pl～P4）。南東コーナー部にあるPlは，径60cmの円形で，深さ18cmである。北東コーナー

部にあるP2は，径80cmの円形で，深さ10cmである。北西コーナー部のあるP3は，径50cmの円形で，深さ

9cmである。いずれも各コーナー部に位置するが，規模から判断して柱穴とは考えられない。P4は長径30

cm，短径20cmの楕円形で，深さ17cmであり，周辺が硬化している。位置的に考えても出入り口施設に伴うピッ

トと考えられる。

覆土　5層からなり，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説
1極暗褐色　ローム粒子多量

2　暗褐色　ローム粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子多量
4　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

5　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

遺物　土師器片330点，須恵器片133点，鉄製品（釘）2点，礫4点が出土している。第253図1の土師器杯は

南東コーナー部の覆土中から出土している。側面に墨書されているが判読不能である。北部の覆土下層か
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第252図　第628・629号住居跡実測図
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ら出土した2の須恵器盤の底部片は硯に転用されており，底部裏面に朱墨が付着している。3の須恵器甑

は竃北側の覆土下層と中央部の覆土下層から出土した破片を接合したものである。4の須恵器片には「育

ヵ」と墨書されている。5の角釘は北壁際の覆土下層から，6の釘は南西部の覆土中から出土している0

所見　壁が確認できなかった部分は，床質から規模と平面形を推定した。時期は，出土遺物から判断して9世

紀後葉と考えられる。重複している第629号住居跡，第26号溝より古い。
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第628号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第253図

1

杯

土　 師　 器

A ［15．0］ 底部から口緑部にかけての破片。 底部へラ削 り。体部外面下端手持 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 7444　　　 15％

B　　 4．7 平底。体部から口緑部は内轡気味 ちヘラ削 り。体部から口縁部外面 石英 墨書土器

C ［6．0］ に立ち上がる。 ロクロナデ，内面丁寧なヘラ磨き。 明赤褐色 （外面） 南東コーナ←部覆

内面黒色処理。 普通 土中

2

盤

須　 恵　 器

B （1．8） 底部片。平底。 底部回転へラ削り。 砂粒 ・雲母 ・長石

灰色

普通

P 7445　　　 15％

転用硯

北部覆土下層

3

甑

須　 恵　 器

A ［26．6］ 体部から口緑部にかけての破片。 体部外面縦位の平行叩き，内面指 砂粒 ・雲母 ・石英 P 7446　　　 20％

B （19．2） 体部は外傾 して立ち上がる。口緑 頭押圧。口緑部内 ・外面横ナデ。 にぷい褐色 竃北側と中央部覆

部は外反する。口縁部直下に稜が

巡る。口唇部は上方につまみ上げる。

輪積み痕。 普通 土下層

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　 考
長 さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 重 量 （g ）

5 角　　 釘 （3．9） 0．9 0．5 （3．26） 北壁 際覆土 下層 M 7 03 4

6 釘 （2．8） 0．5 0．3 （0．9 1） 南西部 覆土 中 M 7 03 5

第629号住居跡（第252・254図）

位置　調査7区中央部，N12jo区。

重複関係　中央部から東側が第628号住居跡を掘り込み，第26号溝に掘り込まれているが，床面までは達して

いない。

規模と平面形　長軸［3．3］m，短軸2．80mの長方形と推定される。

主軸方向　N－810－E

壁　第26号溝と重複している部分は確認できなかった。壁高は約32cmで，外債して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，全体的に踏み固められている。

竃　東壁中央部からやや南寄りに砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで約80cm，両袖部

幅約80cmである。火床部は床面を約5cm掘りくぼめており，赤変硬化している。天井部は確認できなかった。

神都は遺存している。煙道は火床面から緩やかに立ち上がる。

竃土層解説

1　極暗赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子中量
2　橙　　　色　焼土粒子多量
3　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量
4　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子少量

5　褐　　　色　ローム粒子・焼土粒子少量

覆土　2層からなり，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム小ブロック少量

遺物　土師器片229点，須恵器片64点，鉄津1点，陶器片3点，礫1点が出土している。第254図1の土師器杯

は逆位で竃火床部から，2の土師器高台付杯は覆土中から出土している。3の土師器高台付杯は竃内と竃北

側の覆土下層から出土した破片を接合したものである。4の土師器高台付杯は竃北側の覆土下層から出土し

た破片を接合したものである。5の土師器皿は逆位で竃内から，6の土師器高台付皿は斜位で北壁際の覆土

中層から出土している。7の須恵器鉢は中央部と東部の覆土下層から出土した破片を接合したものである。

鉄浮は覆土中から出土している。陶器片は混入したものと考えられる。
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所見　本跡では，ピットと壁溝は確認されなかった。時期は，出土遺物から判断して10世紀後葉と考えられる。

鉄津が出土しているが，鍛冶炉は確認されていない。重複している第628号住居跡より新しく，第26号溝よ

り古い。

第629号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 勅　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第25 4図 杯

土　 師　 器

A　 14．4 口緑部一部欠損。平底。 体部 は 内 底部 回転へ ラ削 り。体部か ら口緑 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 74 4 7　　　 95％

1 B　　 4．0 攣気 味に立 ち上が り， 口緑部 は外 部内 ・外面 ロクロナデ。 赤色粒子 PL 8 0

C　　 7．7 反す る。 橙色　 普通 竃火床面

2

高 台付 杯

土　 師　 器

A　 14．5 高台部 ・口緑部一部欠損。高台は レ、」 底部回転へ ラ削 り後ナデ。 高台貼 砂粒 ・雲母 ・赤 色粒 P 74 48　　　 80％

B （5．6） の字状に開く。平底。体部は内攣気味 り付 け後ナデ。体部から口緑部内 ・ 子 PL 8 0

に立ち上が り，口緑部は外反する。 外面 ロクロナデ。 橙色　 普通 覆土中

3

高 台付 j不

土　 師　 器

A ［14．8］ 体部か ら口緑部 にか けて一部欠損。 底部回転へラ削 り後 ナデ。 高 台貼 砂粒 ・雲母 ・赤 色粒 P 744 9　　　 70％

B　　 5．7 高台 は短 く 「ハ」の字状 に開 く。 り付け後ナデ。体部 か ら口緑 部外 子 PL 80

D　　 7．1 平底。体部か ら口緑部 は内攣気 味 面ロ クロナデ，内面丁寧 なヘ ラ磨 橙色 竃内 と竃北側覆土

E　　 O．7 に立 ち上が る。 き。 普通 下層

4

高 台付 杯

土　 師　 器

A ［15．3］ 高台部 ・口緑部一部欠損。高台は 「ハ」 底部回転へラ削 り後 ナデ。 高 台貼 砂粒 P 74 5 0　　　 6 0％

B （5．6） の字状に開く。平底。体部は内攣気味 り付 け後ナデ。体部か ら口緑部内 ・ 浅黄橙色 PL 8 0

に立ち上が り，口緑部は外反する。 外面ロクロナデ。 普通 竃北側 覆土下層

5

皿

土　 師　 器

A　　 9．7 平底。体部か ら口緑 部は外 傾 して 底 部回転 へラ削 り。体部 か ら口緑 砂粒 ・雲母 ・小石 P 7 45 1　　 10 0％

B　　 2．2

C　　 4．8

立ち上がる。 部内 ・外面 ロクロナデ。 にぷい橙色

普通

竃内

6

高台 付 皿

土　 師　 器

A ［10．8］ 体部か ら口緑 部にかけて一部欠損。 底 部回転へ ラ削 り後ナデ。 高台貼 砂粒 ・雲母 ・石英 P 7 45 2　　　 7 0％

B　　 4．0 高台は大 きく 「ハ」 の字状 に開 く。 り付 け後 ナデ。体部か ら口緑部内 ・ にぷい橙色 北壁際覆土 中層

D　　 6．8

E　　 2．4

体 部か ら口緑 部は外傾 して立 ち上

がる。

外面 ロクロナデ。 普通

7

鉢

須　 恵　 器

A ［2 7．8］ 体部から口緑部にかけての破片。体部 体部外面縦位の平行叩 き， 内面 当 砂粒 ・雲母 ． P 74 5 3　　　 10％ ‾

B （14．0）－は外傾して立ち上がり，口縁部は外反 て具痕，ヘ ラナデ。口緑 部 内 「外 黄灰色 中央部 と東部覆土

する。口唇部は上方につまみ上げる。 面横ナデ。輪積み痕。 普通 下層

第630号住居跡（第255図）

位置　調査7区東部，012a9区。

規模と平面形　長軸2．80m，短軸2．65mの方形である。

主軸方向　N－630－E

壁　壁高は約26cmで，外債して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，中央部が特に踏み固められている。

竃　東壁中央部に砂質粘土で構築されている。規模は焚口部から煙道部まで100cm，両袖部幅95cmである。火

床部は，床面を約14cm掘りくぼめており，赤変硬化している。雲母片岩を支脚に使用し，上部に第255図5

の土師器皿が逆位で，かぶせられた状態で出土した。皿は焼けていない。天井部は崩落しており，第3層と

第4層が崩落土と考えられる。袖部は良好に遺存している。袖部は二度にわたり，小石混じりの粘土を貼り

付けて作り替えが行われた痕跡がある。煙道は火床面から急な傾斜で立ち上がる。第6層には，灰が多量に

含まれている。覆土から多量の土師器片，須恵器片が出土している。
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竃土層解説
1暗褐色　ローム粒子少量

2　暗褐色

3　暗褐色

4　褐　色

5　暗褐色

6　暗褐色

7　暗褐色

焼土中ブロック・ローム粒子中量

粘土ブロック・焼土中ブロック多量，ローム粒子少量
粘土ブロック多量
ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
焼土ブロック・炭化粒子・灰多量

ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

ピット　南西コーナー部にあるPlは，長径60cm，短径50cmの楕円形で，深さ約20cmであり，規模と位置から

判断して貯蔵穴と考えられる。土師器片が出土している。

覆土　5層からなり，堆積状況から自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック少量

2　暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒子少量

3　暗褐色　ローム小ブロック多量

4　暗褐色　ローム粒子微量

5　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

遺物　土師器片281点，須恵器片46点，雲母片岩1点が出土している。図示した土器はいずれも土師器である。

第255図1の杯は竃内から出土した破片が接合したものである。2の高台付杯，5と6の皿は竃内から，芋

と7の皿は正位で南東コーナー部の床面から，4の皿は正位で竃前の床面から，8の皿は西部の床面から出

土している。9の饗は南壁際と北東コーナー部の覆土下層から出土した破片が接合したものである。10の饗

は南東コーナー部と南壁際の覆土下層，竃内から出土した破片が接合したものである。火床部から火を受け

て赤変した雲母片岩が出土している。支脚に使用されたものと思われる。

所見　本跡の壁溝は確認できなかった。時期は，出土遺物から判断して10世紀後葉と考えられる。

第630号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 療　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第255図 ゴ不

土　 師　 器

A　 13．8 体部 から口緑部 にかけて一部欠損。 底部 回転糸切 り。体部か ら口緑 部 砂粒 ・雲母 ・長石 P 74 54　　　 45％

1 B　　 3．8

C　　 6．6

平底。体部 は内攣気 味に立 ち上が

り，口緑部 はやや外反す る。

内 ・外面 ロクロナデ。 にぷい橙色

普通

竃 内

2

高 台 付 杯

土　 師　 器

B （3．4） 高台部 か ら底部 にかけての破片 。 底部 回転へ ラ削 り後ナデ。 高台貼 砂粒 ・雲母 ・長石 P 74 5 5　　　 20％

D ［8．6］

E　　 2．7

高台 は大 き く 「ハ」 の字状 に開 く。 り付 け後ナデ。 橙色

普通

竃 内

3

皿

土　 師　 器

A　　 9．6 体部一部欠損。平底。体 部 か ら口 底部へ ラ削 り。体部から口緑部内 ・ 砂粒 ・雲母 ・赤 色粒 P 74 5 6　　　 95％

B　 l．8

C　　 6．4

緑部 は外傾 して立 ち上 がる。 外面 ロクロナデ。 子

橙色　 普通

南東 コーナー部床

面

4

．皿

土　 師　 器

A　　 9．6 口緑部一部欠損。平底。 体部 か ら 底部 回転糸切 り。体部か ら口緑 部 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 74 5 7　　　 95％

B　　 2．1

C　　 6．4

口緑部 は内攣気味 に立 ち上 がる。 内 ・外面 ロクロナデ。 子

橙色　 普通

竃前床面

5

皿

土　 師　 器

A　 lO．6 口緑部一部欠損。平底。 体部 か ら 底部へ ラ削 り。体部から口縁部内 ・ 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 7 45 8　　　 95％

B　　 2．2

C　　 6．0

口緑部 は内攣気味 に立 ち上 がる。 外面 ロクロナデ。 子

にぷい橙色　 普通

竃 内

6

皿

土　 師　 器

A　　 9．1 平底。体部 か ら口緑部 は内攣 気味 底部 回転へ ラ削 り。体部か ら口縁 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 7 45 9　　 10 0％

B　 l．9

C　　 5．7

に立 ち上が る。 部 内 ・外面 ロクロナデ。 子

にぷい赤褐色　 普通

竃 内

7

皿

土　 師　 器

A　　 8．8 口緑部一部欠損。平底。 体部 か ら 底部 回転糸切 り。体部か ら口緑 部 砂粒 ・雲母 ・石英 ・ P 7 46 0　　　 90％

B　 l．9

C　　 5．0

口縁部 は内攣気 味に立 ち上 がる。 内 ・外面 ロタロナデ。 赤色粒 子

橙色　 普通

南 東コーナー部床

面

8

皿

土　 師　 器

A ［10．7］ 体部 か ら口緑部 にかけて一部欠損。 底部 回転へ ラ削 り。体部か ら口緑 砂粒 ・雲母 ・赤色粧 P 7 46 1　　　 45％

B　　 2．0

C　　 5．8

平底。体部 か ら口緑部 は外傾 して

立ち上 がる。

部 内 ・外面 ロクロナデ。 子

橙色　 普通

西 部床面
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図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第255図 嚢

土　 師　 器

A ［17．2］ 体 部か ら口緑 部にかけての破片 。 体部外面下位横位のヘラナデ ，上 砂粒 ・雲母 ・小石 P 74 62　　　 30％

‘9 B （17．2） 体 部は内攣 して立ち上が り， 上位 位 ナデ。内面へラナデ。口縁部内 ・ 灰褐色 覆土下層

に最大径 をもつ。口緑部は外憤する。 外面横ナデ。 普 通

10

嚢

土　 師　 器

A ［24．0］ 体 部上位 か ら口縁 部にか けての破 体部上位か ら口緑部内 ・外面 横 ナ 砂粒 ・長石 P 74 63　　　　 5％

B （8．0） 片。体 部上位 は内攣 して立 ち上 が

り，口緑 部は外 反する。 口唇 部 は

面取 りされている。

デ。 にぷい赤褐色

普通

竃 内と覆土下層

第631号住居跡（第241・256図）

位置　調査7区中央部，N12j5区。

重複関係　北西コーナー部が第621A・621B号住居跡を，西部が第622号住居跡を，東部が第620号住居跡を掘り

込んでいる。

規模と平面形　長軸3．95m，短軸3．40mの長方形である。

主軸方向　N－750－E

壁　壁高は18～45cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　北壁下の一部と南壁下の一部で確認できた。上幅20～25cm，下幅4～10cm，深さ約6cmで，断面形はU

字形をしている。

床　ほぼ平坦で，竃前から中央部にかけて特に踏み固められている。

竃　東壁中央部からやや南寄りに砂質粘土で構築されている。規模は焚口部から煙道部まで約70cm，両袖部幅

約90cmである。第5層の下部の焼土ブロックがゴツゴツしていることから判断して，火床部と考えられる。

火床部は，床面を約6cm掘りくぼめている。天井部は崩落しており，第4層が崩落土と考えられる。袖部は

良好に遣存している。両袖部の内側は，火を受けて赤変硬化している。煙道は火床面から急な傾斜で立ち上

がる。

竃土層解説
1極暗褐色　焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗褐色　焼土粒子中量
3　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子多量

4　暗赤褐色　粘土ブロック・炭化粒子多量
5　暗赤灰色　焼土ブロック，ゴツゴツしている

ピット　2か所（Pl・P2）。南東コーナー部にあるPlは，径60cmの円形で，深さ35cmである。北東コーナー

部にあるP2は，長径60cm，短径50cmの楕円形で，深さ13cmである。いずれも性格不明である。

覆土　7層からなり，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説
1　暗褐色　炭化粒子少量

2　黒褐色　ローム粒子少量
3　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子少量
4　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
5　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
6　黒褐色　焼土粒子微量

7　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

遺物　土師器片195点，須恵器片23点が出土している。図示した1から6はいずれも土師器である。第256図1

の高台付杯は逆位で北西部の覆土中層から，2の高台付杯は覆土上層から，3のミニチュア土器は正位で北

東コーナー部の覆土下層から，4の皿は正位で北壁際の覆土上層から出土している。5の皿は南西コーナー

部と中央部の覆土上層から出土した破片が接合したものである。6の皿は正位で南東コーナー部の床面から
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第256図　第631号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　10cm

！－l l　　‥1

出土している。7と8は須恵器片で，7の甑口綾部片と8の整体部片には，外面に縦位の平行叩きが施され

ている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して10世紀前葉から中葉と考えられる。重複している第620・621A・

621B・622号住居跡より新しい。

第631号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 25 6図

1

高 台 付 杯

土　 師　 器

A　 14．0 休部 からロ緑部 にかけて一部欠損。 底部回転へラ削り後ナデ。高台貼 り付 砂粒 P 74 64　　　 80％

B　　 5．5 高台 は短 く 「ハ」 の字状 に開 く。 け後ナデ。体部外面下端回転へラ削り。 にぷ い褐色 （外面） 北西側覆土中層

D　　 5．6 休部 から口緑部 は内轡気 味 に立 ち 体部から口縁部外面ロクロナデ，内面 普通

E　 l．0 上が る。 丁寧なヘラ磨 き。内面黒色処理。

2

高 台 付杯

土　 師　 器

A　 14，0 体部か ら口緑部 にかけて一部欠損。 底部回転へラ削 り後ナデ。 高 台貼 砂粒 P 74 65　　　 70％

B　　 5，5 高台 は短 く 「ハ」の字状 に開 く。 り付け後ナデ。体 部から口緑 部外 にぷ い黄橙色 覆土上層

D　　 6．0 休部か ら口緑部 は内攣気 味 に立ち 面 ロクロナデ，内面丁寧 なヘ ラ磨 普通

E　　 l．0 上が る。 き。内 ・外面黒色処理。

3

ミニチュア土器

土　 師　 器

A　　 7．4 ロ緑部一部欠損。丸底。体 部 か ら 底部へラ削 り。体部か ら口緑 部外 砂粒 ・雲母 P 74 66　　　 9 5％

B　　 3．0 口緑部は内攣気味に立ち上がる。 面ロクロナデ，内面丁寧 なヘ ラ磨 にぷい橙色 （外面） P L 8 0　 北東 コー

き。内面黒色処理。 普通 ナ一部覆土 下層

4

皿

土　 師　 器

A　　 8．0 平底。体部か ら口緑部は外 傾 して 底 部回転 へラ削 り。体部 か ら口緑 砂粒 ・小石 P 7 46 7　　 10 0％

B　　 2．2

C　　 5．0

立ち上がる。 部 内 ・外面 ロクロナデ。 橙色

普通

北壁際覆土上層

5

皿

土　 師　 器

A　　 8．6 口縁 部一部 欠損。 平底。 休 部か ら 底部へ ラ削 り。体部か ら口緑郡内 ・ 砂粒 P 74 68　　　　 95％

B　　 2．1

C　　 5．6

口緑 部は内攣気 味に立ち上 がる。 外面 ロタロナデ。 にぷい褐 色

普通

南西コーナー部 と

中央部覆土上層

6

皿

土　 師　 器

A　　 8．1 口緑 部一部欠損。平底。 体部 か ら 底部 回転へ ラ削 り。体部か ら口緑 砂粒 ・雲母 P 74 69　　　 85％

B　 l．4

C　　 5．0

口緑部 は外傾 して立 ち上が る。 部内 ・外面 ロクロナデ。 にぷい橙色

普通

南東コーナー部床

面
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第633号住居跡（第257図）

位置　調査7区東部，N13a4区。

規模と平面形　長軸2．20m，短軸2．05mの方形である。

主軸方向　N－850－E

壁　壁高は35～45cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　全周している。上幅約20cm，下幅6～10cm，深さ約8cmで，断面形はU字形をしている。

床　ほぼ平坦で，全体的に踏み固められている。

竃　東壁の南寄りに砂質粘土で構築されている。規模は焚口部から煙道部まで約60cm，両袖部幅70cmである。

火床部は赤変硬化している。天井部は崩落しており，第9層と第10層が崩落土と考えられる。袖部は良好に

遺存している。煙道は火床部から急な傾斜で立ち上がる。

竃土層解説
1黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
2　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，炭化粒子少量
3　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子中量

4　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
5　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子少量

6　赤褐色　焼土粒子多量
7　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子少量

8　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
9　赤褐色　粘土ブロック・焼土中ブロック多量，ローム粒子少量
10　暗赤褐色　粘土ブロック多量，焼土中ブロック少量

覆土　6層からなり，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック少量

2　暗褐色　ローム小ブロック中量
3　褐　色　ローム粒子少量

4　灰褐色　焼土中ブロック・ローム粒子中量

5　暗褐色　ローム中・小ブロック少量
6　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子中量
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遺物　土師器片67点，須恵器片13点の細片が出土している。第257図1は中央部床面から出土した須恵器甑の

口緑部片で，外面に縦位の平行叩きが施されている。

所見　本跡のピットは確認できなかった。時期は，出土遺物から判断して9世紀と考えられる。

第635号住居跡（第258図）

位置　調査7区東部，013b2区。

重複関係　北西コーナー部が第636号住居跡に掘り込まれ，第637号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸4．52m，短軸4．47mの方形である。

主軸方向　N－00

壁　北西コーナー壁は確認できなかった。壁高は40～60cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　北西コーナー壁下では確認できなかったが，全周していたと推定される。上幅約20cm，下幅約8cm，深

さ約5cmで，断面形はU字形をしている。東壁溝と西壁溝のほぼ中央部にピットが各1か所検出できた。性

格は不明である。

床　はぼ平坦で，全体的に踏み固められている。

竃　北壁中央部から東寄りに砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで120cm，両袖部幅約

140cmである。火床部は，床面を約20cm掘りくぼめており，赤変硬化しゴツゴツしている。天井部は崩落し

ており，第2層と第3層，第8層が崩落土と考えられる。煙道は火床面から緩やかに立ち上がる。第9層は

灰の層である。

竃土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子中量　　　　　　　　　　　9

2　暗　褐　色　粘土ブロック多量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子10
少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11

3　極暗褐色　粘土ブロック多量，炭化粒子中量　　　　　　　　　12
4　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量　　　13

5　暗赤褐色　焼土粒子中量，山砂少量
6　灰　褐　色　焼土粒子少量
7　にぷい褐色　炭化粒子中量
8　暗赤褐色　粘土ブロック多量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

灰　　　層

暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量
暗　褐　色　ローム粒子少量
暗赤褐色　炭化粒子少量
極暗赤褐色　焼土粒子多量
暗　褐　色　ローム粒子・砂粒少量

黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子少量
暗赤褐色　焼土粒子・焼けた砂粒多量

ピット　7か所（Pl～P7）。PlからP4は径約20cmの円形で，深さ10～20cmであり，規模と配置から判断

して主柱穴と考えられる。東壁溝にあるP2と西壁溝にあるP6は，径約20cmの円形で，深さ約17cmであり，

規模と位置から判断して，補助柱穴と思われる。P7は長径40cm，短径25cmの楕円形で，深さ28cmであり，

位置的に出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　8層からなり，堆積状況から自然堆積と考えられる。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量

2　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子中量　　　　　　　　　6　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子中量，山砂少量
3　暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子中量，炭化粒子微量　　　　　　7　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
4　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子多量，ローム粒子中量　　　　　　　8　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・山砂少量

遺物　土師器片635点，須恵器片83点，鉄製品（刀子）1点，石製品（砥石）1点，鉄浮1点，炭化米が出土

している。図示した1から5の土器はいずれも土師器である。第258図1と5の杯は逆位で，2の杯は正位

で南西コーナー部の覆土下層から出土している。3の杯は南東コーナー部の覆土下層と覆土中から出土し

ている。4の杯は南東部の覆土下層と覆土中から出土している。底部にへラ記号が認められる。6の刀子

は西壁際の床面から，7の砥石は南西部の覆土上層から，鉄浮は覆土中から，炭化米は竃火床部の灰の中

から出土している。
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所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して9世紀後薬と考えられる。鉄浮が出土しているが，鍛冶炉等は確

認されていない。重複している第637号住居跡より新しく，第636号住居跡より古い。
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第635号住居跡出土遺物観察表

図版番号 ・器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色 調 ・焼成 備　　　 考

第25 8図 ゴ不

須　 恵　 器

A　 13．2 平底。体部か ら口緑部 は外 傾 して 底部回転へ ラ切 り後一方向のヘラ削 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 7 48 4　　 10 0％

1 B　　 4．2 立 ち上が る。 り。体部外面下端手持ちへラ削 り。 石英 南西 コーナー部覆

C　　 6．1 体部から口緑部内 ・外面ロクロナデ。 にぷい橙色　　 普通 土下層

2

杯

須　 恵　 器

A　 14．1 口緑部一部欠損。平底。体 部 は外 底部 回転へ ラ削 り。体部外 面 下端 砂粒 ・雲母 ・長石 P 7 48 5　　　 95％

B　　 4．7 傾 して立 ち上が り，口緑部 はや や 手持 ちへ ラ削 り。体部か ら口縁 部 にぷい黄橙色 南西 コー ナー部覆

C　　 8．0 外反す る。 内 ・外面 ロクロナデ。 普通 土下層

3

杯

須　 恵　 器

A　 13．5 体部か ら口緑部 にかけて一部欠損。 底部一方 向のへ ラ削 り。休 部外 面 砂粒 ・雲母 ・長石 P 74 86　　　 80％

B　　 4．7 平底。体部か ら口緑部は外傾 して 下端手持 ちへ ラ削 り。体部 か ら口 ，黄橙色 南東 コーナー部覆

C　　 5．6 立 ち上が る。 緑部 内 ・外面 ロクロナデ。 普通 土下層

4 ．

杯

須　 恵　 器

A ［12．8］ 口緑部一部欠損。平底。体 部 は外 底部一方向のヘ ラ削 り。体 部外 面 砂粒 ・雲母 ・長石 P 74 87　　　 70％

B　　 4．8 傾 して立 ち上が り，口緑 部 やや外 下端手持 ちへ ラ削 り。体部 か ら口 褐灰 色 南東部覆土下層

C　　 5．8 反す る。 緑部内 ・外面 ロクロナデ。 普通

5

杯

須　 恵　 器

A ［1 4．2］ 体部か ら口緑部にかけて一部欠損。 底部一方向のヘ ラ削 り。体 部外 面 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 74 88　　　 55％

B　　 4．2 平底。体部か ら口緑 部は外傾 して 下端手持 ちへ ラ削 り。体部 か ら口 黒色粒 子 南西 コーナー部覆

C　　 6．6 立ち上がる。 緑部内 ・外面 ロクロナデ。 灰色　　 普通 土下層

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　 考

長 さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 重 量 （g ）

6 刀　　 子 （10．9） 1．3 0．4 （12．0） 西壁際床 面 M 7 03 6　　　　　　　　　　　　　　　 PL 8 1 ・

7 砥　　 石 9．0 4．6 3．6 165．0 南西部覆土上層 Q 7 01 1　 凝灰岩　　　　　　　 P L 8 1

第636号住居跡（第102・259図）

位置　調査7区東部，013a2区。

重複関係　全体的に第637号住居跡を，東部が第634号住居跡を，南部が第635号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸［3．9］m，短軸［3．4］mの長方形と推定される。

主軸方向　N－620－E

床　ほぼ平坦で，全体的に踏み固められている。

竃　東壁に構築されていたと推定される。覆土が薄いため，竃の範囲は確認できなかったが，火床部と考えら

れる赤変硬化部分が床面東部に検出できた。

覆土　2層からなる。第2層は竃の土層である。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子中量
2　暗赤褐色　焼土中・小ブロック・焼土粒子多量

遺物　土師器片36点，須恵器片9点，鉄製品（釘）1点，礫1点が出土している。第259図1の土師器の高台

付杯は，竃内と覆土中から出土した破片が接合したものである。2の釘は西壁際の床面から出土している。

所見　本跡はピット，壁溝，壁が確認できなかったため，床質から規模と平面形を推定した。時期は，出土遺

物から判断して10世紀と考えられる。重複している第634・635・637号住居跡より新しい。

第636号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第259図 高台 付 杯 A ［14．4］ 体部か ら口緑部 をこかけて一部欠損。 底部 回転へ ラ削 り後ナデ。 高 台貼 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 7 489　　　 30％

B　　 5．4 高台 は短 く 「ハ」の字状に 開 く。 り付 け後 ナデ。体部外面 下端 回転 子 竃 内と覆土中

1 土　 師・器 D　　 6．5 平底。体部は内攣気味に立 ち上 が ヘテ削 り。体部か ら口緑部 外面 ロ 橙色

E　　 O．5 り，口緑部はやや外反する。 クロナデ，内面丁寧 なヘ ラ磨 き。 普通
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第259図　第636号住居跡出土遺物実測図
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図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　 考

長 さ（C血） 幅 （cm ） 厚　 さ（C皿） 重 量 （g ）

第259図2 釘 賂2） 0．6 0．4 （3．68） 西壁際床面 M 7037

第637号住居跡（第102・260図）

位置　調査7区東部，013bl区。

重複関係　全体的に第636号住居跡に，南東部が第635号住居跡に，西壁際が第449号土坑に掘り込まれている

が，床面までは達していない。北東部が第634号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　一辺4．40mの方形である。

主軸方向　N－5。一W

壁　北東部の壁の立ち上がりは確認できなかった。壁高は45～50cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　全周している。上幅20～25cm，下幅4～10cm，深さ約10cmで，断面形はU字形をしている。

床　ほぼ平坦で，中央部が特に踏み固められている。北東コーナー部に長径110cm，短径80cmの楕円形で，深

さ18cmの掘り込みが確認できた。覆土から多量の灰が出土していることから判断して，灰を貯めて置いた施
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設あるいは土坑と考えられる。

竃　北壁中央部に砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで約70cm，両袖部幅約120cmであ

る。第11層の下部が焼土ブロックでゴツゴツしているため，火床部と思われる。火床部は，床面を約6cm掘

りくぼめている。天井部は崩落しており，第4層と第5層が崩落土と考えられる。煙道は火床面から内攣気

味に立ち上がる。

竃土層解説
1黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子中量
2　灰　褐　色　炭化粒子少量
3　極　暗褐　色　炭化粒子中量
4　黒　褐　色　粘土ブロック多量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

5　灰　褐　色　粘土ブロック多量，焼土粒子中量
6　灰　褐　色　焼土粒子少量

7　灰　赤　色

8　晴赤褐色
9　極暗赤褐色
10　暗赤　褐　色
11にぷい赤褐色
12　褐　　　　色

焼土粒子中量

炭化粒子少量，焼土粒子微量

焼土粒子中量，炭化粒子少量

焼土粒子中量

焼土ブロック，ゴツゴツしている

ローム粒子多量

ピット　5か所（Pl～P5）。PlからP4は径30～40cmの円形で，深さ約45cmであり，規模と配置から判断

して主柱穴と考えられる。P5は長径30cm，短径20cmの楕円形で，深さ17cmであり，位置的に出入り口施設

に伴うピットと考えられる。

覆土　6層からなり，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒褐色

2　暗褐色

3　黒褐色

4　暗褐色

5　黒褐色

6　黒褐色

焼土粒子中量，炭化粒子微量
焼土中・小ブロック・焼土粒子多量，ローム粒子中量

ローム粒子多量，焼土粒子中量，炭化粒子微量
焼土粒子多量，ローム粒子中量
ローム粒子多量

ローム粒子中量

遺物　土師器片407点，須恵器片64点，鉄製品（刀子1，釘3）4点，礫1点が出土している。第260図1の須

恵器杯は逆位で南部の覆土下層から，2の須恵器杯は斜位で北東コーナー部の床面から，3の土師器饗は南

部の覆土下層から出土している。4の土師器聾は南部と東部の覆土下層から出土した破片が接合したもので

ある。5の刀子は北西部の覆土中層から，6から8の釘は竃前の覆土上層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遣物から判断して8世紀中葉と考えられる。重複している第634号住居跡より新し

く，第635・636号住居跡，第449号土坑より古い。

第637号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の ‘特　 徴 胎土 ・色 調 ・焼成 備　　　 考

第26 0図 杯

須　 恵　 器

A　 14．0 口緑部一部欠損。平底。体 部 か ら 底 部へラ削 り。体部から口緑部内 ・ 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 7 49 0　　　 85％

1 B　　 4．0

C　　 8．6

口緑部 は外傾 して立 ち上が る。 外 面ロクロナデ。 石英

灰 白色　　 普通

南部覆土 下層

2

杯

須　 恵　 器

A ［14．2］ 体部か ら口緑部 にか けて一部欠損。 底 部へラ削 り。体部から口緑部内 ・ 砂粒 ・雲母 ・長石 P 7 49 1　　　 50％

B　　 4．0 平底。体部か ら口緑部 は外 傾 して 外 面ロクロナデ。 灰色 北 東コーナー部床

C　　 8．6 立 ち上が る。 普通 面

3

嚢

土　 師　 器

A ［2 4．4］ 体部から口緑部にかけての破片。体部 体部外面下位へ ラ磨 き。 上位 へ ラ 砂粒 ・雲母 ・石英 ・ P 7 49 2　　　 25％

B （2 2．2） は内攣して立ち上が り，最大径を上位 ナデ。内面へ ラナデ。 口緑部 内 ・ 小石 南部覆土下層

にもつ。頚部でくびれ，口緑部は外反

する。口唇部は上方につまみ上げる。

外面横 ナデ。輪積 み痕。 赤褐色

普通

4

嚢

土　 師　 器

B （2 0．1） 底部か ら体部 にかけての破 片 。 平 底部木葉痕。体部外面下 位へ ラ磨 砂粒 ・雲母 ・石 英 ・ P 74 93　　　 20％

C ［8．2］ 底。体部は外傾 して立ち上がる。 き。 内面へ ラナ デ。 小石 ・赤色粒 子

にぷい赤褐色　 普通

南部 と東部覆土下

層
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図版番号 種　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　 考

長 さ （cm） 幅 （cm） 厚　 さ （cm） 重 量 （g ）

第260図5 刀　　 子 （8．6） 1．2 0．3～0．4 （8．0） 北西部覆土中層 M 70 38　　　　　　　　　　　　　　 PL 8 1

6 釘 （6．3） 1．0 0．7 （10．0） 竃前覆土上層 M 70 39

7 釘 5．0 0．5 0．4 7．20 竃前覆土上層 M 704 0

8 釘 （3．4） 0．8 0．4 （2．44） 竃前覆土上層 M 704 1

第639号住居跡（第104・261図）

位置　調査7区南東部，012b7区。

重複関係　全体的に第641号住居跡を掘り込み，北部が第638号住居跡に，西壁際が第651・660号住居跡に掘り

込まれているが，床面までは達していない。

規模と平面形　長軸6．35m，短軸6．00mの長方形である。

主軸方向　N－40－W

壁　第638・660号住居跡と重複している部分は確認できなかった。壁高は48～65cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　北壁下の一部を除いて確認できた。上幅20～30cm，下幅4～10cm，深さ約10cmで，断面形はU字形をし

ている。

床　はぼ平坦で，中央部が特に踏み固められている。

竃　北壁中央部からやや東寄りに砂質粘土で構築されている。煙道部は第638号住居跡に掘り込まれているた

め，確認できなかった。規模は，両袖部幅約140cmである。火床部は，床面を約15cm掘りくぼめており，赤

変硬化している。天井部は崩落しており，第3層が崩落土と考えられる。

竃土層解説
1褐　　　　色　焼土粒子・炭化粒子少量
2　褐　　　　色　焼土粒子少量
3　黒　褐　色　粘土ブロック多量，焼土中ブロック・炭化粒子中量
4　黒　　　　色　炭化粒子多量

5　黒　褐　色　焼土中ブロック・焼土粒子中量
6　暗赤褐色　焼けた砂粒多量
7　灰　赤　色　焼土粒子中量

8　暗赤褐色　炭化粒子少量，焼土粒子微量
9　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，灰少量
10　晴赤褐色　焼土粒子中量
11黒　褐　色　焼土粒子・ローム粒子少量

12　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子中量
13　暗赤褐色　焼土粒子中量，灰少量
14　褐　　　色　焼土粒子・炭化粒子少量，砂粒微量

ピット　6か所（Pl～P6）。PlからP4は径約20cmの円形で，深さ30～40cmであり，規模と配置から判断

して主柱穴と考えられる。P3の北東部にあるP5は，径34cmの円形で，深さ19cmであり，P3の補助柱穴と

考えられる。P6は径20cmの円形で，深さ28cmであり，位置的に出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　6層からなり，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　焼土粒子中量，炭化粒子微量
2　暗褐色　焼土中・小ブロック・焼土粒子多量，ローム粒子中量
3　灰褐色　ローム粒子多量，炭化粒子微量

4　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子多量
5　暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子少量
6　黒褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

遺物　土師器片2，436点，須恵器片413点，銅製品（鉦尾）1点，鉄製品（鉄鉱，刀子，鎌，不明鉄製品）4点，

鉄浮1点，陶器片1点，礫5点が出土している。第261図1の土師器杯は逆位で南西コーナー部の覆土下層

から，2の須恵器高台付杯は逆位で中央部東側の覆土下層から，3の須恵器杯は正位で西部の覆土下層から，

4の須恵器杯は逆位で，11の土師器短頸壷は横位で北西部の覆土下層から，5の須恵器杯と7の須恵器蓋，

12の須恵器短頸壷，16の錐尾，17の鉄鉱は覆土中から，6の須恵器蓋は逆位で南西部の覆土中層から，8の

須恵器蓋は西部の覆土中層から出土している。9の土師器賓は北西部と南部の覆土中から出土した破片が接

合したものである。10の土師器小形賓は正位で西部の覆土上層から，13の刀子は斜位で南東コーナー部の覆
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土下層から，14の鎌は中央部からやや西側の覆土中層から，15の刀子は西部の覆土上層から出土している。

18と19は須恵器饗の休部片で，いずれも外面に同心円状の叩きが施されている。鉄津は覆土中から出土して

いる。陶器片は混入したものと考えられる。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して8世紀前葉と考えられる。鉄津が出土しているが，鍛冶炉等は確

認されていない。重複している第638・651・660号住居跡より古く，第641号住居跡より新しい。
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第639号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第26 1図 杯

土　 師　 器

A　 12．4 丸底 。体 部は内攣気味 に立 ち上 が 体部外面へ ラ削 り，内面ナ デ。 口 砂粒 ・雲母 ・長石 P 74 94　　 10 0％

1 B　　 4．1 り，口緑 部は直立す る。 緑部内 ・外面横ナデ。 橙色

普通

南西 コー ナー部覆

土下層

2

高 台付 杯

須　 恵　 器

A　 14．0 体 部か ら口緑部 にか けて一部欠損。 底部回転へ ラ削 り後ナデ。 高台貼 砂粒 ・長石 ・小石 P 74 95　　　 85％

B　　 4．0 平底。 高台は短 く直立す る。体 部 り付 け後ナデ。体部から口緑部内 ・ 灰色 中央部東側覆土下

D　　 9．7

E　　 O．6

か ら口緑部 は外傾 して立ち上がる。 外面 ロク ロナデ。 普通 層

3

杯

須　 恵　 器

A ［14．4］ 体部か ら口緑部 にか けて一部欠損。 底部回 転へラ削 り。体 部か ら口緑 砂粒 ・雲母 ・小石 P 74 96　　　 40％

B　　 3．7

C　　 8．4

平底。体部か ら口緑部 は内攣気 味

に立 ち上が る。

部内 ・外 面ロクロナデ。 黄灰色

普通

西部覆土下層

4

杯

須　 恵　 器

A ［13．8］ 体部か ら口緑部 にかけて一部欠損。 底 部へラ削 り。体部から口緑部内 ・ 砂粒 ・雲母 ・小石 P 749 7 °　　　 50％

B　　 3．8

C　　 9．0

平底。体部か ら口緑部は 内攣気 味

に立 ち上が る。

外 面ロク・ロナデ。 黄灰色

普通

北西部覆土下層

5

杯

須　 恵　 器

A ［16．0］ 底部か ら口緑部 にかけての破 片。 底部 へラ削 り。体部から口緑部内 ・ 砂粒 ・雲母 ・長石 P 7 49 8　　　 10％

B　　 3．9

C ［9．2］

平底。体部か ら口緑部は外傾 して

立 ち上が る。

外面 ロクロナデ。 黄灰色

普通

覆土中

6

蓋

須　 恵　 器

B （2．2） 天井部か ら口緑部に かけて 一部 欠 天井部外面上半 回転へ ラ削 り。 天 砂粒 ・雲母 ・長石 P 7 49 9　　　 4 0％

F　　 3．2 損。天井部は笠形を してい る。 ボ 井部か ら口緑部 内 ・外面 ロ クロナ 灰 白色 南西 部覆土 中層

G　　 O．5 タン状のつ まみが付 く。 デ。 普通

7

蓋

須　 恵　 器

B （1．8） 天井部か ら口緑 部にかけての破片。 天井部外面上半 回転へ ラ削 り。．内 砂粒 ・雲母 ・長石 P 7 50 0　　　 10％

F　　 3．4

G　　 O．5

天井部は笠形を している。 ボ タ ン

状のつ まみが付 く。

面 ロクロナ デ。 にぷい橙 色

普通

覆土 中

8

蓋

須　 恵　 器

A ［1 5．6］ 天井部か ら口緑 部にかけての破片。 天井部外面上半回転へ ラ削 り。 天 砂粒 ・雲母 P 75 0 1　　　 2 0％

B （2．3） 天井部は笠形を している。 口緑部

内面に短いかえ りをもつ。

罪部内 ・外面 ロクロナデ。－ 黄灰 色

普通

西部覆土 中層

9

嚢

土　 師　 器

A ［22．8］ 体部か ら口緑部にかけての破片。体部 体部外面ナデ，内面へ ラナ デ。 口 砂粒 ・雲母 ・小石 P 75 02　　　 2 0％

B （20．1） は内攣 して立ち上がり，最大径を上位

にもつ。頚部でくびれ，口縁部は外反

する。口唇部は上方につまみ上げる。

緑部内 ・外面横ナデ。 橙色

普通

覆土 中

10

4、形　 嚢

土　 師　 器

B （8．2） 底 部か ら体部 にかけての破片 。 平 底部木葉痕。体部外面下位 に木 葉 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 75 03　　　 30％

C　　 7．4 底 。体部 は内攣 して立 ち上 が り，

最大径 を中位 にもつ。

痕，中位ナデ。内面へラナデ。 石英

黒褐色　　 普通

西部覆土上層

11

短 頸　 壷

土　 師　 器

A　　 8．7 体部一部欠損。平底。体 部は外 傾 底部へ ラナデ，木葉痕を残 す 。体 砂粒 P 75 04　　　 85％

B　　 7．2 して立 ち上が り，肩部で大 き く内 部か ら肩部外 面丁寧なヘラ磨 き， 赤褐色 北西部覆土下層

C　　 6．9 傾す る。 口緑部 はやや内傾する。 内面ナデ。口縁 部内 ・外面横ナデ。 普通

12

短 頸　 壷

須　 恵　 器

B （4：0） 底部か ら肩部 にか けての破片 。 平 底 部へラ削 り。体 部か ら肩 部内 ・ 砂粒 ・長石 P 750 5　　　 10％

C ［8．2］ 底。体部 は外傾 して立ち上が り，

肩部で大 きく内傾する。

外 面ロクロナデ。 灰色

普通

覆土中

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　 考
長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm） 重 量 （g ）

13 刀　　 子 （14．0） 1．6 0．4 （15．0） 南東 コーナー部覆土下層 M 70 42　　　　　　　　　　　　　　　 P L 82

14 鎌 （5．7） 2．2 0．2 （6．1） 中央部やや西側覆土 中層 M 70 43　　　　　　　　　　　　　　　 P L 82

15 刀　　 子 （4．4） 0．9 0．5 （3．94） 西部覆土上層 M 70 44

16 銘　　 尾 3．2 2．7 0．8 ・18．0 覆土中 M 70 45　　　　　　　　　　　　　　　 P L 82

17 鉄　　 鉱 8．9 2．7 0．3～0．4 10．0 覆土中 M 7 112　　　　　　　　　　　　　　　 P L 82
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第640号住居跡（第262・263図）

位置　調査7区南東部，012b5区。

重複関係　東部が第651号住居跡に掘り込まれ，第660号住居跡を掘り込んでいる。第651号住居跡の掘り込み

は，床面までは達していない。

規模と平面形　長軸3．03m，短軸［3．0］mの方形と推定される。

主軸方向　N－100－W

壁　南部から西部にかけて確認できた。壁高は約40cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　南壁下から西壁下にかけてと北壁下の一部に確認できた。上幅約20cm，下幅4～10cm，深さ約10cmで，

断面形はU字形をしている。

床　ほぼ平坦で，中央部から東側にかけて特に踏み固められている。

竃　北壁中央部からやや東寄りに構築されていたと推定される。第651号住居跡に掘り込まれているが，床面

北側に火床部と思われるゴツゴツした赤変硬化部分が検出できた。

覆土　第651号住居跡に掘り込まれているため，南壁際の2層のみが確認できた。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量

遺物　土師器片673点，須恵器片116点，鉄製品（角釘）2点が出土している。第263図1の須恵器杯，2の土

師器杯は正位で南壁溝から，3の土師器杯は竃火床部から，4の須恵器蓋，6の角釘は覆土中から，5の

土師器聾は東部の床面から，7の角釘は東壁溝から出土している。

所見　本跡のピットは確認できなかった。壁が確認できなかった部分は床質から規模を推定した。時期は，出

土遺物から判断して9世紀後葉と考えられる。重複している第651号住居跡より古く，第660号住居跡より新

しい。

第640号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形 ・の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第26 3図 杯

須　 恵　 器

A　 14．2 体部か ら口緑部 にか けて一部欠損。 底部一方向のヘラ削 り。 体部 外面 砂粒 ・雲母 ・長石 P 75 06　　　 70％

1 B　　 4．9 平底。体部か ら口緑部 は内攣気 味 下端手持ちへラ削 り。体 部か ら口 にぷ い褐色 南壁溝

C　　 5．7 に立 ち上が る。 緑部内 ・外面 ロクロナデ。 普通

2

杯

土　 師　 器

A　 13．3 体部か ら口緑部 にか けて一部欠損。 底部回転 へラ削 り。体部 か ら口縁 砂粒 ・雲母 ・赤色 粒 P 750 7　　　 85％

B　　 4．0 平底。体部か ら口緑部 は内攣気 味 部外 面ロクロナデ。内面 丁寧 なへ 子 南壁溝

C　　 7．0 に立ち上が る。 ラ磨 き。 内面黒色処理。 にぷい黄橙色　 普通

3

杯

土　 師　 器

A ［15．0］ 体部か ら口緑部にかけての破 片。 体 部か ら口縁部外面 ロクロナデ ， 砂粒 ・雲母 ・長石 P 7 50 8　　　 20％

B （4．9） 体部は内攣気味に立ち上が り， 口 内面丁寧 なヘ ラ磨 き。内面 黒色 処 にぷい橙色 竃 火床部

縁 部はやや外 反する。 理。 普通

4

蓋

須　 恵　 器

B （2．1） 天井部片 。ボ タン状 のつ まみが つ 天井部外面上半回転へ ラ削 り。 砂粒 ・－雲母 ・長石 P 7 509　　　　 5％

F　　 3．0

G　 l．3

く。 褐灰 色

普通

覆土 中

5

嚢

土　 師　 器

B （1 1．4） 底部 か ら体部 にかけての破 片。 平 底部へ ラナデ。体部外 面へラ削 り， 砂粒 ・雲母 ・小石 ・ P7 5 10　　　 10％

C ［12．6］ 底。体部 は外傾 して立 ち上が る。 内面へ ラナデ。 赤色粒子

にぷい褐色　 普通

東部床面

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　 考
長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 重 量 （g ）

6 角　　 釘 （7．3） 1．1 0．4 （4．48） 覆土 中 M 7 04 6

7 角　　 釘 （6．4） 1．3 0．5～0．6 （9．30） 東壁溝 M 70 47
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第262図　第640・651号住居跡実測図

第263図　第640号住居跡出土遺物実測図

－377－

0　　　　　　　　　　　　　10cm

「　　　l…l l



第642号住居跡（第264・265図）

位置　調査7区南部，012a3区。

重複関係　西部が第643号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸3．90m，短軸3．75mの方形である。

主軸方向　N－00

壁　壁高は13～20cmで，外債して立ち上がる。

・一S　．‘l‾ll

＿一喝し＿凰

第264図　第642・643号住居跡実測図
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壁溝　北壁下から東壁下にかけて確認できた。上幅12～18cm，下幅4～10cm，深さ6cmで，断面形はU字形を

している。

床　ほぼ平坦で，竃前から中央部にかけて特に踏み固められている0東壁際床面に約40cm四方の焼土が確認で

きた。南壁中央部は床面に向かって，スロープ状になっている0さらに，上面が踏み固められていることや，

位置的なことも加味すると出入り口施設の可能性がある。

竃　北壁中央部から東寄りに砂質粘土で構築されている0規模は，焚口部から煙道部まで約80cm，両袖部幅約

70cmである。火床部は，床面を約8cm掘りくぼめており，赤変硬化している0天井部は崩落しており，第5

層と第7層が崩落土と考えられる。袖部は遺存している0煙道は火床面から緩やかに立ち上がる0覆土から

多量の土師器片が出土している。

竃土層解説
1暗赤褐色　炭化粒子中量
2　灰褐色　粘土粒子多量，焼土粒子少量
3　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子中量
4　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子多量

5　灰褐色　粘土ブロック多量，焼土中ブロック・焼土粒子中量
6　黒褐色　焼土粒子多量
7　灰褐色　粘土ブロック多量，焼土粒子微量

ピット　4か所（Pl～P。）。東壁際にあるP．とP3は，径約25cmの円形で，深さ約25cmである0性格は不

明である。P2とP4は，上面径約50cmの円形，底面径約30cmの円形で，深さ約25cmであり，規模と配置か

ら判断して柱穴と考えられる。

第265図　第642号住居跡出土遺物実測図

プ

抑
止
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覆土　4層からなり，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　焼土粒子中量，炭化粒子微量
2　黒褐色　焼土粒子多量，ローム粒子中量
3　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量
4　暗褐色　炭化粒子多量

遺物　土師器片278点，須恵器片64点，鉄製品（刀子）1点，鉄浮3点，礫6点が出土している。図示した土

器はいずれも土師器である。第265図1の杯は北東部の覆土下層から出土した破片が接合したものである。

2の高台付杯は逆位で竃火床部から，3の高台付杯は逆位で竃前の覆土下層から，4の皿は逆位で南西部

の覆土下層から，5の皿は覆土中から，6の皿は東壁際の覆土下層から，7の壷は東壁際の覆土下層から

出土している。8の三足鍋は竃火床部と竃前の床面と覆土中から出土した破片が接合したものである。9

の刀子は北部の覆土下層から，鉄津は南部の覆土上層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して10世紀後葉と考えられる。鉄津については，覆土上層から出土し

たため，混入したものと考えられる。重複している第643号住居跡より新しい。

第642号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第265図 杯

土　 師　 器

A ［16．2］ 底 部か ら口緑部 にかけて一部欠損。 底部へ ラ削 り。体部か ら口緑部内 ・ 砂粒 ・雲母 ・赤 色粒 P 7 51 2　　　 60％

1 B　　 4．5

C （9．2）

平底 。体 部は内攣気味 に立 ち上が

り，口緑部 はやや外反す る。

外面 ロクロナデ。 子

にぷい褐色　 普通

北東部覆土下層

2

高台 付 杯

土　 師　 器

A ［1 5．4］ 高台部欠損 ，体部 から口緑 部 にか 底部 回転へ ラ削 り後ナデ。体 部 か 砂粒 P 7 51 3　　　 40％

B （5．5） け一部欠損。体部 は内攣気 味 に立 ら口緑部外面 ロクロナデ， 内面 丁 橙色 （外面） 竃火床部

ち上 が り， 口緑部 はやや外反する。 寧 なヘ ラ磨 き。内面黒色処 理。 普通

3

高 台 付 J不

土　 師　 器

A ［15．2］ 体部 から口緑部 にかけ一部 欠損。 底部回転へラ削り後ナデ。高台貼 り付 砂粒 P 75 14　　　 40％

B　　 6．2 高台 は短 く 「ハ」の字状 に開 く。 け後ナデ。体部外面下端回転へラ削り。 にぷ い橙色 （外面） 竃前覆土下層

D　　 6．．4 体部 は内攣気味 に立ち上が り， 口 体部から口緑部外面ロクロナデ，内面 普通

E　　 O．4 緑部 はやや外反す る。 丁寧なヘラ磨き。内面黒色処理。

4

皿

土　 師　 器

A　　 8．4 平底。体部か ら口緑部は 内攣気 味 底部回転糸切 り。体部 か ら口緑 部 砂粒 P 75 15　　 1 00％

B　 l．6

C　　 4．4

に立 ち上が る。 内 ・外面ロクロナデ。 にぷい橙色

普通

南西部覆土下層

5

皿

土　 師　 器

A　 lO．2 体部か ら口緑部にかけて一部欠損。 底 部回転 糸切 り。体部 か ら口庵 部 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 75 16　　　 50％

B　　 2．5

C　　 6．0

平底。体部か ら口緑 部は 内攣 気 味

に立 ち上がる。

内 ・外面 ロクロナデ。 子

にぷい橙色　 普通

覆土中

6

皿

土　 師　 器

A ［9．0］ 体部か ら口緑 部にかけて一部欠損。 底 部回転 へラ削 り。体部 か ら口緑 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 7 5 17　　　 45％

B　 l．7

C　　 5．0 ・

平底。体部か ら口緑 部は内攣 気 味

に立ち上がる。

部 内 ・外面 ロクロナデ。 子

にぷい橙色　 普通

東壁 際覆土下層

7

士笠

土　 師　 器

A　 15．2 頚部か ら口緑 部にかけての破片 。 頚部外面縦位のヘ ラナデ。 口緑 部 砂粒 ・雲母 ・赤 色粒 P 7 51 8　　　 20％

B （7．2） 頚部は直立 し，口緑部 は外反する。 外面 ナデ，内面丁寧 なヘ ラ磨 き。 子

にぷい赤褐色　 普通

東壁際覆土下層

8

三　 足　 鍋

土　 師　 器

A　 1 9．0 体 部か ら口緑部 にか けて一部欠損。 足部へ ラ削 り後へ ラナデ。底 部 か 砂粒 ・長石 ・石英 P 7 51 9　　　 70％

B　 2 1．2 三足 が付 く。平底。体部 は内攣 気 ら体部外面へ ラナデ，内面ナ デ。 橙色 PL 8 2

味に立 ち上が り， 口綾部 は短 く外

反す る。

口緑部内 ・外面横ナデ。 普通 底部二次焼成

竃火床部 と覆土 中

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　 考
長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 重 量 （g ）

9 刀　　 子 （7．1） 1．5 0．4 （7．60） 北部覆土下層 M 7048
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第643号住居跡（第264・266図）

位置　調査7区南部，012a3区。

重複関係　東部を第642号住居跡に，南西部を第450号土坑に掘り込まれているが，床面までは達していない。

規模と平面形　長軸4．25m，短軸［3．9］mの方形と推定される。

主軸方向　N－00

壁　東壁は確認できなかった。壁高は15～25cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　北壁下と東壁下の一部では確認できなかった。上幅約20cm，下幅約8cm，深さ約8cmで，断面形はU字

形をしている。

床　ほぼ平坦で，よく踏み固められている。

竃　北壁中央部に砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで約80cm，両袖部幅約80cmである0

火床部は，床面を約5。m掘りくぼめており，赤変硬化している。天井部は確認できなかった。袖部は遺存し

ている。煙道は火床面から急な傾斜で立ち上がる。覆土から多量の遺物が出土している。

竃土層解説
1褐　　　　色　ローム粒子中量
2　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子少量

3　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子中量
4　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子中量
5　極暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子中量

6　極暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
7　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子少量
8　褐　　　色　ローム粒子多量
9　極暗赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子少量

10　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子中量

ピット　3か所（P．～P3）。PlとP2は，径約20cmの円形で，深さ約20cmであり，規模と配置から判断し

て主柱穴と考えられる。P3は径20cmの円形で，深さ18cmであり，位置的に出入り口施設に伴うピットと考

えられる。

覆土　4層からなり，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　焼土粒子中量，炭化粒子少量
2　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子少量
3　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子多量，炭化粒子少量

遺物　土師器片222点，須恵器片132点，礫7点が出土している。第266図1の須恵器杯は竃内から出土してお

り，熱を受けて赤変している。2の須恵器杯は竃火床部から出土している。側面に「ナヵ」と墨書され，

内面に朱墨が付着している。3の須恵器杯は南部の覆土中層から出土している。4の土師器小形饗は竃前

の床面と覆土中から出土した破片が接合したものである。5の土師器肇は竃内と北東部の床面から出土し

た破片が接合したものである。6の須恵器鉢は竃内と竃東側，西部の床面から出土した破片が接合したも

のである。

所見　東壁が確認できなかったため，床質から規模と平面形を推定した。時期は，出土遺物から判断して9世

紀中葉と考えられる。重複している第642号住居跡，第450号土坑より古い。

第643号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 2 66図 杯

須　 恵　 器

A ［13．0］ 底部か ら口緑 部にかけての破片 。 底部 へラ削 り。体部外面 下端 手持 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 7 52 0　　　 2 0％

1 B　　 4．0 平底。体部か ら口緑部 は外傾 して ちヘラ削 り。体部か ら口緑 部 内 ・ 石英 ・赤色粒 子 竃内

C （6．8） 立ち上がる。 外面 ロクロナデ。 橙色　　 普通

2

杯 A ［12．4］ 底部か ら口緑 部にかけての破片 。 底 部回転へ ラ削 り。体部外 面 下端 砂粒 ・雲母 ・長石 P 7 52 1　　　 2 0％

B　　 4．2 平底。体部か ら口緑部 は外傾 して 手持 ちへラ削 り。体部か ら口緑 部 灰色 P L 82

須　 恵　 器 C　　 6．2 立ち上がる。 内 ・外面 ロクロナデ。 普通 墨書土器

竃火床部
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図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第266図1不

須　恵　器

A［13．0］休部から口緑部にかけての破片。底部回転へラ削り。体部外面下端砂粒・雲母・長石P7522　　　20％

3 B　　4．3平底。体部から口緑部は外傾して手持ちへラ削り。体部から口綾部灰色 南部覆土中層

C［5．8］立ち上がる。 内・外面ロクロナデ。 普通

4

小　形　嚢

土　師　器

A　15．0休部・口緑部一部欠損。平底。体部は底部へラナデ。休部外面横位のへ砂粒・長石・石英・P7523　　　80％

B　15．1内攣して立ち上がり，最大径を上位にラ削り，内面へラナデ。口緑部内・小石 PL82

C　　8．2もつ。頚部でくびれ，口緑部は外反す

る。口唇部は上方につまみ上げる。

外面横ナデ。 暗褐色

普通

竃前床面と覆土中

5

嚢

土　師　器

A［17．2］休部から口緑部にかけての破片。体部内・外面へラナデ。ロ緑部内・砂粒・雲母・長石・P7524　　　30％

B（18．0）体部は内攣して立ち上がり，最大

径を中位にもつ。頚部で「く」の

字に屈曲する。口緑部は外傾する。

口唇部は上方につまみ上げる。

外面横ナデ。輪積み痕。 石英

にぷい赤褐色

普通

竃内と北東部床面

6

鉢

須　恵　器

A［41．4］体部から口縁部にかけての破片。体休部外面下位斜位のヘラ削り，中砂粒・雲母・長石・P7525　　　20％

B（25．2）部は外傾して立ち上がり，口縁部は位から上位縦位の平行叩き。内面石英 竃内と竃東側，西

外反する。口緑端部直下に稜が巡る。指頭押庄後横ナデ。口緑部内・外にぷい赤褐色 部床面

口唇部は上方につまみ上げる。面横ナデ。輪積み痕。 普通

－382－



第644号住居跡（第267～269図）

位置　調査7区南部，012e4区。

重複関係　東部が第645A号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸3．30m，短軸2．70mの長方形である。

主軸方向　N－690－E

壁　壁高は35～38cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　東壁下の一部と南東コーナー壁下を除いて確認できた。上幅約20cm，下幅約8cm，深さ約8cmで，断面

形はU字形をしている。

床　ほぼ平坦で，全体的に踏み固められている。

竃　東壁中央部からやや南寄りに砂質粘土で構築されている。煙道部と南袖部の一部が撹乱を受けているが，

規模は，焚口部から煙道部まで約80cm，両袖部幅約100cmと推定される。火床部は，床面を約10cm掘りくぼ

めており，赤変硬化している。天井部は確認できなかった。袖部の遣存は悪い。煙道は火床面から緩やかに

立ち上がる。

竃土層解説
1暗赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子中量

2　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子中量
3　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子少量
4　赤　黒　色　焼土粒子・炭化粒子中量
5　褐　　　色　焼土粒子・炭化粒子微量
6　黒　褐　色　焼土粒子少量

7　極暗赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子少量
8　極暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量

覆土　5層からなり，堆積状況から自然堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量，粘土粒子微量

3　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
4　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量
5　褐　色　ローム小ブロック多量

遺物　土師器片170点，須恵器片36点が出土している。図示した土器はいずれも土師器である。第269図1の高

台付杯は北部の覆土下層から，3の聾は竃内から，2の高台付杯は覆土中から出土している。

所見　本跡のピットは確認できなかった。時期は，出土遣物から判断して10世紀前葉と考えられる。重複して

いる第645A号住居跡より新しい。

第644号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第269図 高台 付 杯

土　 師　 器

B （2．5） 高台部欠損，体部か ら口緑 部 にか 底 部回転 へラ削 り後 ナデ。 高 台貼 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 752 6　　　 20％

1 けて一部欠損。体 部は内攣気 味 に

立ち上がる。

り付 け後 ナデ。 石英

にぷい橙色　　 普通

北部覆土下層

2

高台 付 杯

土　 師　 器

B （2．0） 高台部か ら底 部にかけての破 片。 底 部回転 へラ削 り後 ナデ。 高台 貼 砂粒 ・雲母 ・長石 P 752 7　　　　 5％

D ［7．0］

E　　 O．8

平底。高台は 「ハ」 の字状 に開 く。 り付 け後 ナデ。 淡橙 色

普通

覆土中

3

嚢

土　 師　 器

A ［18．4］ 体部上位か ら口緑 部にか けての破 体 部外面 ナデ，内面へ ラナ デ。 口 砂粒 ・雲母 ・長石 P 752 9　　　　 5％

B （7．1） 片。体部上位 は内攣 して立 ち上 が

る。頚部で くびれ，口縁 部 は外 反

する。口唇 部上方につまみ上げる。

緑 部内 ・外面横 ナデ。輪積み痕。 にぷい橙色

普通

竃内
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第645A号住居跡（第267・268・270図）

位置　調査7区南部，012e5区。

重複関係西部を第644号住居跡に，東部を第645B号住居跡に，南壁際を第646・647号住居跡に掘り込まれて

いる。

規模と平面形　長軸［5．8］m，短軸［5・2］mの長方形と推定される0

主軸方向　N－100－E

壁　南壁を除いて確認できた。壁高は35～43cmで，外債して立ち上がる。

壁溝西壁下と北東コーナー部から東壁下にかけて確認できた。上幅10～20cm，下幅4～10cm，深さ約10cmで，

断面形はU字形をしている。

床東部は第645B号住居跡に掘り込まれている0中央部から西側一部にかけて踏み固められた部分が残存し

ている。

竃北壁中央部に砂質粘土で構築されている0規模は，焚口部から煙道部まで120cm，両袖部幅140cmである。

火床部は，床面を約8cm掘りくぼめており，赤変硬化している。天井部は崩落しており，第3層から第5層

が崩落土と考えられる。袖部は良好に遺存している0両袖部の内側は，火を受けて赤変硬化している0煙道

は火床面から緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
1黒　褐　色　焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子中量
2　黒　褐　色　焼土中ブロック少量

3　暗　褐　色　粘土ブロック・砂粒多量，焼土粒子・炭化粒子中量
4　褐　　　色　粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子多量
5　褐　　　色　粘土ブロック多量，焼土粒子中量
6　暗赤褐色　焼土中・小ブロック・焼土粒子多量
7　黒　褐　色　焼土中ブロック・焼土粒子少量
8　にぷい赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子中量

9　暗赤褐色　焼土中ブロック多量，焼土粒子少量
10　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子中量
11暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子多量，ローム粒子少量

12　黒　褐　色　焼土中ブロック・焼土粒子中量
13　暗赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子微量
14　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子微量
15　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子多量

16　暗赤褐色　焼土粒子中量，炭化粒子微量
17暗褐色焼土小ブロック・焼土粒子少量

ピ、ソト　6か所（Pl～P6）。PlからP4は，径約40cmの円形で，深さ40～50cmであり，規模と配置から判

断して主柱穴と考えられる。中央部にあるP5は，径約40cmの円形，深さ37cmである0北西コーナー部近く

にあるP6は，長径約80cm，短径約60cmの楕円形で，深さ24cmである。いずれも性格は不明である0

覆土　4層からなり，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　焼土粒子多量，炭化粒子微量
2　黒褐色　焼土粒子多量，ローム粒子中量
3　暗褐色　焼土粒子中量，炭化粒子微量
4黒褐色焼土粒子・ローム粒子中量

遺物土師器片176点，須恵器片67点，土製品（支脚）1点，鉄製品（刀子）1点，鉄浮2点，礫2点が出土

している。図示した土器はいずれも須恵器である〇第270図1と2の杯は竃西側の覆土下層から，3の蓋は

竃前の床面から，4の蓋と5の刀子，支脚の破片は竃内から，鉄浮は覆土中から出土している0

所見南壁と南西コーナー部は確認できなかったが，南東コーナー部を手がかりにして規模と平面形を推定し

た。時期は，出土遺物から判断して8世紀前葉と考えられる0重複している第644・645B・646・647号住居

跡より古い。
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第645A号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　　 一考

第27 0図 杯

須　 恵　 器

A ［16．0］ 底部か ら口縁部 にかけての破 片。 底 部へ ラ削 り。体部か ら口緑部内 ・ 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 7 53 0　　　 50％

1 B　　 4．9 丸底。体部か ら口緑部 は外 傾 して

立ち上が る。

外 面ロクロナデ。 石英

灰色　　 普通

竃西側覆土下層

2

ゴ不 A　 lO．0 体部か ら口緑部 にかけての破 片。 底 部へラ削 り。体部か ら口緑部内 ・ 砂粒 ・雲母 ・長石
P 7 5 31　　 30％

B　　 3．7 平底。体部か ら口緑部 は外 傾 して 外面ロクロナデ。 黄灰色 竃西側覆土下層

須　 恵　 器 C　　 6．0 立 ち上が る。 普通

3

蓋

須　 恵　 器

B （1．5） 天井部片。 ボタン状のつ まみ が付 天井部外 面上 半回転へ ラ削 り。 天 砂粒 ・雲母 ・長石 P 75 32　　　 30％

F　　 3．7

G　　 O．9

く。 井部内 ・外面 ロクロナデ。 灰色

普通

PL 82

竃前床面

4

蓋

須　 恵　 器

B （1．9） 天井部片。 ボタン状 のつ まみ が付 天井部外面上半回転 へラ削 り。 天 砂粒 ・長石 P 75 33　　　 20％

F　　 3．8

G　　 O．5

く。 井部内 ・外面ロクロナデ。 褐灰色

普通

竃内

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　 考

長 さ（cm） 幅 （cm） 厚　さ （cm） 重 量 （g ）

5 刀　　 子 （6．1） 2．0 0．4 （8．40） 竃内 M 7049　　　　　　　　　　　　　 PL 82

第645B号住居跡（第267・268・271図）

位置　調査7区南部，012e6区。

重複関係　全体的に第645A号住居跡を掘り込み，南東コーナー部が第647号住居跡に掘り込まれている0

規模と平面形　長軸3．35m，短軸3・20mの方形である。

主軸方向　N－30－W

壁　南東コーナー壁は確認できなかった。壁高は約40cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　南壁下と北東コーナー部では確認できなかった0上幅約20cm，下幅約10cm，深さ約10cmで，断面形は逆

台形状をしている。

床　ほぼ平坦で，全体的に踏み固められている。

竃　北壁中央部に砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで140cm，両袖部幅120cmである。

第4層が赤変硬化してゴツゴツしていることから判断して，火床部と考えられる。火床部は，床面を約10cm

掘りくぼめている。天井部は崩落しており，第8層から第10層が崩落土と考えられる0袖部は良好に遣存し

ている。両袖部の内側は，火を受けて赤変硬化している0煙道は火床面から緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
1極暗褐色　焼土粒子中量

2　暗　褐　色　焼土中ブロック・焼土粒子少量
3　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子多量
4　暗赤褐色　焼土ブロック，ゴツゴツしている
5　極暗赤褐色　焼土粒子多量
6　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

7　晴赤褐色　焼土粒子・炭化粒子少量
8　極暗赤褐色　粘土ブロック多量，焼土ブロック中量，ローム粒子微量
9　暗赤褐色　粘土ブロック多量，焼土中ブロック中量，焼土粒子少量
10　暗赤褐色　粘土ブロック多量，粘土粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子中量

11暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子多量
12　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子中量
13にぶい赤褐色焼土粒子多量，灰中量

ピット　5か所（Pl～P5）。P．からP。は，径30～40cmの円形で，深さ15～20cmであり，規模と配置から

判断して主柱穴と考えられる。P5は，径30cmの円形，深さ23cmであり，位置的に出入り口施設に伴うピッ

トと考えられる。

－387－



l子、
＼
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覆土　6層からなる。堆積状況から判断して，第1層と第2層は自然堆積，第3層から第6層は人為堆積と考

えられる。

土層解説

1　暗褐色

2　暗褐色

3　褐　色

4　暗褐色

5　暗褐色

6　褐　色

廃土粒子多量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
ローム粒子・焼土粒子中量
ローム粒子中量，炭化粒子微量
焼土粒子・炭化粒子多量，ローム粒子少量

ローム粒子中量，焼土粒子少量
ローム粒子中量，炭化粒子少量

遺物　土師器片221点，須恵器片85点が出土している。第271図1の須恵器杯は正位で南壁際の覆土下層から出

土している。2の須恵器杯は東壁際の床面と竃内から出土した破片が接合したものである。3の須恵器杯は

竃内と北西コーナー部の覆土下層から出土した破片が接合したものである。4の須恵器杯と5の須恵器蓋は

北西部の覆土中層から，6の須恵器蓋は正位で北壁際の覆土下層から，7の須恵器蓋は逆位で竃内から，8

の土師器肇は覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遣物から判断して9世紀後葉と考えられる。重複している第645A号住居跡より新

しく，第647号住居跡より古い。

第645B号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第27 1図 杯

須　 恵　 器

A　 13．4 口緑部一部欠損。平底。休 部 か ら 底部一方向のヘラ削 り。 体部 外面 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 75 34　　　 95％

1 B　　 3．9 口緑部 は外傾 して立 ち上が る。 下端手持ちへラ削 り。休 部か ら口 石英 PL 8 2

C　　 7．4 緑部内 ・外 面ロクロナデ。 灰黄褐色　　 普通 南壁際覆土下層
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図版番号 券　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考 ＿

第271図 杯

須　 恵　 器

A　 13．2 体部か ら口緑部 にか けて一部欠損。 底部へラ削 り。体 部外面 下端 手持 砂粒 ・雲母 ・石英 P 753 5　　　 80％

2 B　　 4．3 平底。体部か ら口緑部 は外 傾 して ちヘラ削 り。体部 か ら口緑部 内 ・ にぷい黄橙色 PL 82

C　　 7．0 立 ち上が る。 外面ロクロナデ。 普通 竃内 と東壁際床 面

3

ゴ不

須　 恵　 器

A ［12．4］ 体部か ら口緑部 にか けて一部欠損。 底 部一方向のヘラ削 り。 体部 外面 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 753 6　　　 50％

B　　 4．3 平底。体部か ら口緑部 は外 傾 して 下端手持 ちへラ削 り。体 部か ら口 石英 竃内と北西コーナー

C　　 7．0 立 ち上が る。 緑 部内 ・外面 ロクロナデ。 灰色　　 普通 部覆土下層

4

杯

須　 恵　 器

A ［13．2］ 底部か ら口緑部 にか けての破 片。 底 部へラ削 り。体部外面 下端 手持 砂粒 ・雲母 ・石英 P 753 7　　　 40％

B　　 4．0 平底。体部か ら口緑部は外 傾 して ちへラ削 り。体部か ら口緑 部 内 ・ 黄灰色 北西部覆土中層

C ［7．0］ 立ち上が る。 外 面ロクロナデ。 普通

5

蓋

須　 恵　 器

B （2．2） 口緑部欠損。天井部 は ドーム状 を 天井部外面上半 回転へ ラ削 り。 天 砂粒 ・雲母 ・赤色 粒 P 753 8　　　 60％

F　　 3．2 してい る。ボ タン状のつ まみが付 井 部内 ・外面 ロクロナデ。 子 P L 82

G　　 O．5 く。 にぷい黄褐色　 普通 北 西部覆土 中層

6

蓋

須　 恵　 器

A ［15．6］ 天井部か ら口緑部 にかけての破片。 天井部外面上半 回転ベ ラ削 り。 天 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 753 9　　　 20％

B　　 2．4 天井部は低 く扇平である。 環状 の 井部 から口緑部内 ・外面 ロ クロナ 子

にぷい黄橙色

普通

北壁 際覆土下層

F　　 3．5

G　　 O．7

つ まみが付 く。口緑部内面 に短 い

かえ りをもつ。

デ。

7．

蓋

須　 恵　 器

A ［17．6］ 天井部か ら口緑 部にかけての破片。 ・天井部外面上半回転へ ラ削 り。 天 砂粒 ・雲母 ・小石 ・ P 754 0　　　 20％

B　 去．8 天井部は低 い ドーム状を している。 井部か ら口緑部内 ・外面 ロク ロナ 赤色粒子 P L82

F　　 4．2

G　　 O．6

環状 のつ まみが付 く。口緑 部内面

に短いかえ りを もつ。

デ。 橙色

普通

竃 内

8

嚢

土　 師　 器

A ［27．0］ 体部上位か ら口線部にかけての破片。 体部上位内 ・外面へ ラナデ。 口縁 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 75 4 1　　 10％

B （11．9） 体部上位 は内攣 して立ち上がる。 頚

部でくびれ，口緑部は外半する。 口

唇部は上方につまみ上げる。

部内 ・外面横ナデ。 小石 ・赤色粒子

にぷい橙色

普通

覆土 中

第646号住居跡（第267・268・272図）

位置　調査7区南部，012e5区。

重複関係　北部が第645A号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　中央部から南部は調査区域外のため，平面形は確認できなかった。東西5．10m，南北（3・3）m

である。

主軸方向　N－40－W

壁　壁高は38～42cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　上幅約20cm，下幅4～10cm，深さ約8cmで，断面形はU字形をしている。

床　はぼ平坦で，よく踏み固められている。

竃　北壁中央部に砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで100cm，両袖部幅120cmである。

火床部は，床面を約5cm掘りくぼめており，赤変硬化している。天井部は確認できなかった。袖部は良好に

遺存している。両袖部の内側は，火を受けて赤変硬化している。煙道は火床面から急な傾斜で立ち上がる。

第8層に灰が多量に含まれている。

竃土層解説
1黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
2　黒　褐　色　焼土粒子少量
3　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子中量
4　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子多量

5　極暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子中量
6　暗赤褐色　焼土中・小ブロック・焼土粒子多量

7　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子少量
8　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・灰多量，炭化粒子中量

9　暗赤褐色　炭化粒子多量，焼土粒子少量
10　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子中量
11褐　　　色　ローム粒子・焼土粒子少量

ピット　2か所（Pl・P2）。PlとP2は，径約30cmの円形で，深さ約25cmであり，規模と配置から判断し

て主柱穴と考えられる。
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覆土　6層からなり，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説
1褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量
2　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

3　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子微量
4　灰褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子多量
5　暗褐色　ローム粒子中量
6　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子微量

遺物　土師器片354点，須恵器片91点，鉄製品（刀子）1点，椀状鉄津3点，礫5点が出土している。第272図

1の土師器杯と椀状鉄津は覆土中から，2の刀子は竃内から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して9世紀と考えられる。椀状鉄津が出土しているが，鍛冶炉等は確

認されていない。重複している第645A号住居跡より新しい。

第646号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の ・特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第272図 杯

土　 師　 器

A ［14．8］ 体部から口緑部にかけての破片。 体部外面下端回転へラ削 り。体部 砂粒 ・雲母 P 7543　　　 30％

1 B （4．7） 体部は内攣気味に立ち上が り，口 から口緑部外面ロクロナデ，内面 にぷい褐色 覆土中

緑部はやや外反する。 丁寧なヘラ磨き。内面黒色処理。 普通

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　 考
長　さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 重 量 （g ）

2 刀　　 子 （5．9） 1．8 0．6 （8．65） 竃内 M 7050

第647号住居跡（第273・274図）

位置　調査7区南部，012e6区。

重複関係　北部が第645B号住居跡を，西部が第645A号住居跡を，北東コーナー部が第22号掘立柱建物跡を掘

り込んでいる。

規模と平面形　長軸3．50m，短軸3．00mの長方形である。

主軸方向　N－00

壁　壁高は18～20cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　南壁下から東壁下にかけて確認できた。上幅20～25cm，下幅4～10cm，深さ約10cmで，断面形はU字形

をしている。

床　やや起伏があり，中央部が特に踏み固められている。

竃　北壁中央部に砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで100cm，両袖部幅95cmである。

火床部は，床面を約10cm掘りくぼめており，赤変硬化しゴツゴツしている。天井部は崩落しており，第3層

と第4層が崩落土と考えられる。袖部は良好に遺存している。補強材として土師器賓が使用されている。煙

道は火床面からほぼ垂直に立ち上がる。

竃土層解説
1黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子中量

2　暗　褐　色　焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
3　極暗赤褐色

4　暗赤褐色

5　極暗赤褐色

6　黒　褐　色

7　暗　褐　色

8　黒　褐　色

粘土ブロック多量，焼土中ブロック・焼土粒子中量
粘土ブロック多量，焼土ブロック中量
焼土粒子多量，炭化粒子少量

焼土粒子・炭化粒子微量
ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
焼土粒子中量，ローム粒子微量
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ピット　3か所（Pl～P3）。PlとP2は，径60cmの円形で，深さ22cmである。性格は不明である。P3は，

径18cmの円形，深さ19cmで，南壁側に傾斜しており，位置的にも出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　9層からなる。堆積状況から第1層と第2層は自然堆積，第3層から第9層は人為堆積と考えられる。

土層解説

1　暗褐色

2　暗褐色

3　黒褐色

4　暗褐色

5　暗褐色

6　暗褐色

7　暗褐色

8　黒褐色

9　暗褐色

焼土粒子多量，ローム粒子少量

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子中量
ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
焼土粒子・炭化粒子多量，ローム粒子少量
ローム粒子中量，焼土粒子少量

ローム粒子・焼土粒子中量，炭化粒子少量
焼土粒子多量，ローム粒子少量
ローム粒子中量，焼土粒子微量
焼土粒子中量，炭化粒子少量

遺物　土師器片124点，須恵器片10点，土製品（管状土錘）1点，石製晶（砥石）2点，鉄浮1点が出土して

いる。第273・274図1の土師器高台付杯は逆位で中央部の床面から出土している。2の土師器聾は竃火床

部から出土した破片と袖部補強材として使用されていた破片が接合したものである。火床部出土のものは，

補強材の一部が剥がれ落ちたものと考えられる。3の須恵器甑は竃前の覆土中層から，4の管状土錘は南

部の床面から，5の砥石は東壁際の覆土下層から，6の砥石と鉄浮は覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して10世紀前葉と考えられる。鉄浮が出土しているが，鍛冶炉等は確

認されていない。重複している第645A・645B号住居跡，第22号掘立柱建物跡より新しい。

第647号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第27 3図 高台 付 杯

土　 師　 器

A ［13．6］ 底部か ら口縁部 にかけて一部欠損。 底部回転へ ラ削 り後ナデ。 高台貼 砂粒 ・雲母 ・長石 P 75 44　　　 65％

1 B　　 6．2 高台 は短 く 「ハ」の字状に 開 く。 り付け後ナデ。体部か ら口緑 部外 にぷ い橙色 （外面） PL 8 3

D　　 6．6 平底。体部か ら口緑部は 内攣気 味 面 ロクロナデ，内面丁寧 な ヘ ラ磨 普通 中央部床面

E　 l．1 に立 ち上が る。 き。内面黒色処 理。

2

嚢

土　 師　 器

A ［24．2］ 体部から口緑部にかけての破片。体部 体 部外面へラ削 り，内面 へラナデ。 砂粒 ・小石 P 75 45　　　　 5％

B （18．1） は外傾 して立ち上 り，口緑部は短く外

反する。口唇部は上方につまみ上げる。

口縁 部内 ・外 面横 ナデ。 橙色

普通

竃火床部 と袖部

3

甑

須　 恵　 器

B （8．9） 底部か ら体部にかけての破 片 。 多 体 部外面 へラ削 り，内面へ ラナデ。 砂粒 ・雲母 ・石英 ・ P 754 6　　　　 5％

C ［13．4］ 孔式。体部は外傾 して立ち上がる。 小石

にぷい褐色　　 普通

竃前覆土中層
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図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考

径 （cm） 長 さ（cm） 孔 径（cm） 重 量 （g）

第273図4 管状土錘 1．1 4．9 0．5 9．75 南部床面 D P 7010　　　　　　　　　　　 P L lOl

図版番号 種　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　 考

長 さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 重 量 （g ）

第274図5 砥　　 石 （11．5） 5．9 3．2 （312．0） 東壁際覆土下層 Q 70 13　　 砂　 岩

6 砥　　 石 5．2 4．1 1．2 3 7．0 覆土中 Q 70 14　　 凝灰岩

第649号住居跡（第275図）

位置　調査7区南部，012C4区。

規模と平面形　長軸3．68m，短軸2．50mの長方形である。

主軸方向　N－880－E

壁　壁高は約10cmである。

床　はぼ平坦で，中央部が特に踏み固められている。

竃　東壁中央部からやや北寄りに構築されている。覆土が薄いため，火床部と袖部の一部が確認できただけで

ある。第3層の底部が赤変硬化してゴツゴツしていることから判断して，火床部と考えられる。火床部は，

床面を約6cm掘りくぼめている。

竃土層解説
1黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子少量
2　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子少量

3　暗赤褐色　焼土ブロック・焼土粒子多量，ゴツゴツしている
4　ロームブロック

5　極暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子多量
6　暗　褐　色　焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子中量

7　黒　褐　色　ローム中ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

ピット　7か所（Pl～P7）。竃南側にあるPl・P3・P4は，径約18cmの円形で，深さ約14cmである。南壁

際にあるP2と北壁際にあるP6は，径40cmの円形，深さ30cmである。北西コーナー部にあるP5は，径80cm

の円形で，深さ60。mである。北東コーナー部にあるP7は，上面径80cmの円形，底面径20cmの円形で，深さ

40cmである。いずれも性格は不明である。

覆土　5層からなり，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説

1褐色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック・炭化粒子少量，ローム大ブロック微量
2　褐色　ローム粒子中量，焼土粒子微量
3　褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量
4　褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子多量
5　褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量

遺物　土師器片151点，須恵器片12点，椀状鉄津1点，雲母片岩1点，礫1点が出土している。図示した土器

はいずれも土師器である。第275図1の杯は逆位で竃内から出土している。2の高台付杯は竃内とP7の覆

土中から出土した破片が接合したものである。3の高台付杯の高台部は竃前の覆土下層から，椀状鉄津は

覆土中から出土している。雲母片岩は支脚として使用されており，火熱を受けて赤変している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して10世紀中葉と考えられる。椀状鉄浮が出土しているが，鍛冶炉等

は確認されていない。
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第275図　第649号住居跡・出土遺物実測図

第649号住居跡出土遺物観察表
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図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第275図

1

杯

土　師　器

B（1．4）

C［7．6］

底部片。平底。 底部回転へラ削り。 砂粒・雲母

にぷい黄橙色

普通

P7550．　20％

竃内

2

高台付杯

土　師　器

A　17．1体部からロ緑部にかけて一部欠損。底部回転へラ削り後ナデ。高台貼砂粒・雲母・長石P7551　　　70％

B　　6．5平底。高台は短く「ハ」の字状にり付け後ナデ。体部から口緑部外にぷい橙色（外面）PL83

D　　8．0開く。体部は内攣気味に立ち上が面ロタロナデ，内面丁寧なヘラ磨普通 竜内とP7覆土中

E　　O．7り，口縁部はやや外反する。 き。内面黒色処理。

3

高台付杯

土　師　器

B（1．1）高台部片。高台は「ハ」の字状に高台部内・外面ナデ。 砂粒 P7552　　　　5％

D［5．8］開く。 にぷい橙色

普通

竃前覆土下層

第650号住居跡（第276図）

位置　調査7区南東部，012d9区。

重複関係　南東コーナー部を第465号土坑に，両壁中央部を第468号土坑に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸3．74m，短軸3．66mの方形である。

主軸方向　N－80－E

壁　壁高は60cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。
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壁溝　北東コーナー部を除いて，巡っている。規模は，上幅13～27cm，下幅4～19cm，深さ7cmで，断面形は

U字形である。

床　ほぼ平坦で，全面が踏み固められている。竃の東西両側で，床面を掘りくぼめた中から多量の焼土と灰，

相当量の炭化材が検出されており，一時的に灰を溜めておいた部分と考えられる。規模は，竃東側が長径62

cm，短径48cmの楕円形，深さ30cmで，竃西側が長径78cm，短径60cmの楕円形，深さ25cmである。

竃　北壁中央部に砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで112cm，両袖部幅127cmである。

第9層は焼土ブロック・焼土粒子が多量に検出されることから，下面が火床面と考えられる。火床部は床面

を約5cm掘りくぼめており，赤変硬化している。天井部は崩落しており，第7・10・15～17層が天井部の崩

落土と考えられる。袖部は良好に遺存しており，内側は火熱を受け，粘土・山砂が赤変硬化してゴツゴツし

ている。煙道部は火床面から緩やかに立ち上がる。

竃土層解説

1黒　褐　色　砂質粘土ブロック中量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・炭化物少量
2　黒　褐　色　ローム小ブロック少量，焼土中ブロック・炭化物微量
3　浅　黄　色　砂質粘土多量
4　黒　褐　色　ローム大ブロック多量，砂質粘土少量

5　極暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土少量
6　極暗褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・砂質粘土少量
7　浅　黄　色　砂質粘土多量，焼土中ブロック・粒子中量
8　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

9　灰　褐　色　焼土中・小ブロック・焼土粒子多量，炭化物・炭化粒子・砂質粘土少量
10　浅　黄　色　砂質粘土多量，焼土粒子少量
11赤　福　色　焼土粒子多量
12　極　暗褐　色　焼土粒子・炭化粒子多量，炭化物・砂質粘土少量
13　黒　褐　色　焼土粒子・砂質粘土少量

14　暗　褐　色　ローム小ブロック多量，焼土中ブロック中量，炭化粒子微量
15　にぷい暗褐色　焼土粒子・粘土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
16　暗赤褐色　ローム小ブロック・焼土中ブロック中量，粘土粒子少量，ローム中ブロック・炭化粒子微量
17　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土ブロック・粘土ブロック・粘土粒子中量，炭化粒子少量

18　暗赤褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・粘土粒子・灰中量，炭化粒子少量
19　極暗褐色　焼土粒子・粘土粒子・灰多量，ローム小ブロック・粒子中量，炭化粒子少量

ピット　4か所（Pl～P4）。Plは径約46cmの円形，深さ66cmで，P2は径約40cmの円形，深さ26cmである。

いずれもコーナー寄りに位置しており，規模と配置から主柱穴と考えられる。P3・P4は径22cmの円形，

深さ25～35cmで，南壁際中央部に南北方向に並んだ状態で検出されていることから，いずれも出入り口施

設に伴うピットと考えられる。

覆土10層からなる。各層からロームブロックが多量に検出されることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　褐　色　ローム小ブロック多量，ローム大・中ブロック微量
3　褐　色　ローム小ブロック少量，山砂・粘土ブロック微量

4　褐　色　ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
5　暗褐色　ローム粒子多量，ローム大・中ブロック少量，焼土粒子微量
6　褐　色　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
7　暗褐色　ローム大・小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
8　黒褐色　ローム小ブロック・炭化物少量

9　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量
10　褐　色　砂質粘土多量，焼土粒子・炭化粒子・小礫微量

遺物　土師器片134点，須恵器片41点，鉄製品3点（刀子2，角釘1），椀状鉄浮2点，礫2点が出土している。

第276図1須恵器杯は竃前の覆土下層から斜位で出土している。2の須恵器杯は竃内から出土した破片が接

合したものである。3の須恵器鉢は竃内から一括で出土した破片が接合したものである。4・5の刀子は中

央部やや南西側の覆土下層から出土している。6の角釘は覆土中から出土している。7は南西コーナー部の

覆土下層から出土した須恵器聾の体部片であり，外面に平行叩きが施されている。そのほかに覆土中から炭

化材が少量検出されている。椀状鉄津は覆土中から出土している。
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所見　本跡の時期は，出土遣物から判断して8世紀中葉と考えられる。椀状鉄津が出土しているが，鍛冶炉等

は確認されていない。

第650号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法 ．の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第27 6図 杯

須　 恵　 器

A ［13．3］ 底部か ら口緑部 にかけての破 片。 底部回転へ ラ切 り後，一方 向 のへ 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 7 55 3　　　 60％

1 B　　 3．8 平底。体部か ら口縁部 は外 傾 して ラ削 り。体部か ら口縁部 にか けて 小石 竃前 覆土 下層

q　 9・0 立 ち上が る。 内 ・外面 ロクロナデ。 灰黄褐色　　 普 通

2

杯

須　 恵　 器

A ［13．8］ 底部か ら口緑部 にかけての破 片。 底部へ ラ切 り。体 部外面下端 手持 砂粒 ・雲母 ・赤 色粧 P 7 55 4　　　 15％

B　　 3．8 平底。体部か ら口緑部 は外 傾 して ちヘ ラ削 り。体部か ら口緑 部 にか 子 竃 内

C ［8．4］ 立 ち上が る。 けて内 ・外 面ロクロナデ。 灰黄色　 普通

3

鉢

須　 恵　 器

A ［37．2］ 底部か ら口緑邸 にかけての破 片。 体 部外 面横位 の平行 叩 き後 ， 斜位 砂粒 ・雲母 P 7 55 5　　　 15％

B　 18．7 体部 は内攣気味 に外傾 して 立 ち上 の平行叩 きが施されている。 輪積 明赤褐色 二次焼成

C　 16．6 が り， 口緑部は強く外 反す る。 口

唇部 は両端 に稜 を持つ。

み痕。 普通 竃 内

図版番号 種　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　 考
長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm） 重 量 （g ）

第276図4 刀　　 子 （8．7） 1．4 0．5 （8．4 0） 中央 やや南西部覆土下層 M 7 05 1

5 刀　　 子 （5．1） 1．1 0．3 （4．8 2） 中央 やや南西部覆土下層 M 7 052

6 角　　 釘 （3．5） － 0．4 （4．3 6） 覆土 中 M 7 114

第651号住居跡（第262・277図）

位置　調査7区南東部，012b5区。

重複関係　全体的に第660号住居跡，南西部が第640号住居跡，竃が第639号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸4．08m，短軸3．81mの長方形である。

主軸方向　N－710－E

壁　壁高は約40cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　東壁下には確認できなかったが，それ以外は巡っている。規模は，上幅10～20cm，下幅4～10cm，深さ

約8cmで，断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦で，北部と南部が特に踏み固められている。

竃　東壁中央部に砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで100cm，両袖部幅約90cmである。

第5層の底部にゴツゴツした焼土ブロックが検出できたため，火床部と考えられる。火床部は，床面を約8

cm掘りくぼめており，赤変硬化している。天井部は崩落しており，第2層が天井部の崩落土と考えられる。

煙道部は火床面から緩やかに立ち上がる。竃内の焼土から炭化材が検出されている。

竃土層解説
1黒褐色　ローム粒子・焼土粒子少量
2　暗褐色　粘土ブロック多量，焼土粒子少量
3　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子中量

4　暗赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子少量
5　暗赤褐色　焼土ブロックで，ゴツゴツしている

ピット　南西部にあるPlは径約60cmの円形で，深さ18cmである。性格は不明である。

覆土　8層からなる。ブロック状の堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説
1褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子多量
3　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子中量

4　赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子多量

5　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量
6　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量

7　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
8　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量



第277図　第651号住居跡出土遺物実測図

遺物　土師器片13点，須恵器片3点，鉄製品2点（刀子），鉄津1点，炭化物が出土している0図示した土器

はいずれも土師器である。第277図1の高台付皿は遺構確認面から，2・3の高台付杯は南東部の覆土下層

から逆位で出土している。2の底部外面には朱墨か付着しており，硯に転用したものと考えられる。5の

高台付杯は竃前の覆土下層から逆位で，4の高台付杯，6の刀子は覆土中から出土している。鉄津は覆土

中から出土している。北部の床面から炭化した茅が少量出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して10世紀と考えられる0重複している第639・640・660号住居跡よ

り新しい。北部の床面から炭化した茅が出土しているが，柱材等の炭化材や焼土ブロックなどが検出され

ていないことから，焼失家屋とは考えにくい。鉄津が出土しているが，鍛冶炉等は確認されていない0

第651号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色 調 ・焼成 備　　　 考

第 27 7図 高台 付 皿 A ［14．0］ 休部から口緑部にかけて一部欠損。 底部回転 へラ切 り後 ナデ。 高台貼 砂粒 ・雲母 ・長石 P 75 56　　　 60％

B　　 3．7 高台は 「ハ」の字状に開 く。体部は り付 け後ナデ。体部 か ら口縁 部外 にぷ い橙色 （外面） 遺構確認面

1 土　 師　 器 D　　 6．6 内攣気味に大 きく外に開 きなが ら立 面ロ クロナデ，内面 丁寧な ヘ ラ磨 普通

E　　 l．5 ち上が り，口緑邸はやや外反す る。 き。内面黒色処 理。

2

高 台 付 珂こ B （3，0） 体 部から口緑 部欠損。高台 は 「ハ」 底部回転へ ラ切 り後ナデ。 高台 貼 砂粒 ・雲母 P 75 5 7　　　 30％

D　　 2，0 の字状 に開 く。 り付 け後ナデ。底部内面丁 寧 なへ にぷい橙色 南東部覆土下層

土　 師　 器 E　 lO．6 ラ磨 き。内面黒色処理。 普通 底部外面朱墨付着

3

高台 付 坪

土　 師　 器

B （2．5） 体 部か らロ縁 部 と底部の一部欠損。 底部 回転へ ラ切 り後ナデ。 高台 貼 砂粒 ・雲母 P 7 55 8　　　 40％

D　 1．3 高台は 「ハ」 の字状に開 く。 り付 け後 ナデ。底部内面丁 寧 なへ 橙色 南東部覆土 下層

E　　 9．6 ラ磨 き。 内面黒色処理。 普通

4

高台 付 杯 A （2．0） 体部か ら口縁部欠損。高台は 「ハ」 底部 回転へ ラ切 り後ナデ。 高 台貼 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 7 55 9　　　 2 0％

B　　 6，8 の字状に開 く。 り付 け後 ナデ。底部 内面丁 寧 なへ 赤色粒子 覆土中

土　 師　 器 E　　 O．9 ラ磨 き。 内面黒色処理。 にぷい橙色　　 普通

5

高台 付 杯 A ［16．8］ 底部か ら口緑部にかけての破片。高 底 部回転 へラ切 り後 ナデ。 体 部 か 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 75 60　　　 2 0％

B　　 6．0 台部欠損。体部は内攣気 味に立 ち上 ら口緑部にかけて内 ・外 面 ロ クロ 赤色粒子 竃前覆土下層

土　 師　 器 が り，口緑部はわずかに外反する。 ナデ。内面へラ磨 き，黒色処理 。 にぷ い黄橙色　 普通

図版番号 種　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　 考

長　 さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 重 量 （g ）

第277図 6 刀　　 子 （8．9） 1．3 0．4 （17．0） 覆土中 M 70 53　　　　　　　　　　　　　 P L 8 3

－398－
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